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刊行のことば

　子どもはどのように言語を習得し発達させていくか，その実態，特徴，問題点を明ら

かにすることは，国語教育の改善のため，また国語国字問題の解決のために欠くことの

できない研究課題である。

　これに関して，国立国語研究所では，昭和42年から3か年計画で，特溺研究「就学前

児童の書語能力に関する全国調査」を実施した。これは，幼児が就学までにどれだけの

文字力・語彙力・文法能力・コミュニケーション能力などを獲得するかを，全国的な視

野でとらえようとしたもので，そのうち文歪力に関する調査の結果は「幼児の読み書き

能力li（爾立国語研究所報告45），文法・コミュニケーミョン能力に関する調査の結果は

『幼児の文法能力』（国立国語研究所報告58）として，すでに発表した。本書は，それら

に引き続いて，語彙能力に関する調査の結果を報告するものである。

　昭和43，44年に実施したこの調査は，日本語の語彙のうちの性状語，時闘・空聞語ま

た動詞に関する基本的な語についての理解の水準を確かめることに主眼をおいたもので，

このために語理解に関するいくつかの水準を設定して調査した。また，この調査は，将

来，経年調査が実施された場合の，比較の基礎データにすることが意図されているため，

客観的なテスト形式で測定できるよう，絵図販や玩具を胴干した。

　この調査は，岩手。仙台・東京・京都。和歌山の幼稚園の4～5歳児クラスの幼児（延

べ66野里！，200名）について，すべて一人ずつ鈍甲テストの形で実施したものであって，

関係幼稚園及び所管機関ならびに多くの調査員各位には，格別の協力と配慮をいただい

た。また，「幼児の雷語生活」に関するアンケート調査では，被調査者の家庭の協力を

得た。本書の刊行にあたり，厚く御礼を申し上げる。

　この研究は，当時の第2研究部（部長　輿水実）において，国語教育研究室の村石昭

三，天野清（現在，圏立教育研究所員）が担当した。

　本書に報告する調査について，主としてその企画，問題作成，実施運営にあたり，ま

た，本報告書の執筆をしたものは下名である。

　　　　　村石昭三（現言語教育研究部長：）



　なお，調査の全般にわたっては鈴木昭子（旧姓

は川又瑠璃子が補助的作業に従事した。

福田）が，また報告書作成について

昭和55年3月

国立国語研究所長林 大
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第1章　調査の概要

第1節　「就学前児童の言語能力に関する全国調査」について

　本報告は，国：立刀語研究燐が特別研究として実施した「就学前児童の三三能力に関する全圏調

査」（昭和42年度，43年度，44年度）の第3次報告であり，第1次および第2次報告は，それぞれ

次の報告書としてすでに公にされている。

　○『幼児の読み書き能加（国立国語研究所報告45）東京書籍刊　昭和47年3月

　o『幼児の文法能力』（匡1立国語研究所報告58）　爽京書籍刊　鐸召和52年3月

　そこで，本報告書『幼児の語彙能力2をこれらに加えることによって，上記諜題に対する報告の

一一桙ﾌ集成を見ることになる。

　さて，「就学前児童の言語能力に関する全国調査」が国立国語研究所で企画された目的は，10およ

び16ページにある年報記事に記されているように，

　就学前児童の言謡能力の習得の過程および条件を全醒的規模で畷らかにし，国語間題と圏語教育

との基礎的資料を提供する。

ことにあったが，われわれはこの調査の必要をとくに4つの問題点から考えた。

　1）　近年，就学前児童の言語能力の習得過程は，マス・コミの普及によって大きく変化している。

　2）　就学前児童期は言語形成Lltjjとして，国語教育上，きわめて大切な時期である。

　3）　就学年齢引き下げが社会間題化しているが，その中心問題は言語能力の完成の度合いである。

　4）　就学前児童の喬諮能力について，各地に部分的調査はあるが，発音・文字・話しことばの全

　　般にわたる全国的な概観は得られていない。

　これらについて，若干の問題に触れるならば，本調査が企画されたのは，昭和41年であり，この

時期に注目されたのは，テレビを中心とするマス・コミのさまざまな影響が論議されるようになっ

たことである。特にテレビはNH：K：の「三民生活時間調査」によれば，国民一人平均2時闘52分，

ラジオは27分，新聞は20分，他の印麟物が3！分で，過去5年閲に，見る時間が3倍に増し，聞くだ

けの時闘が逆に3分のIVこ減っていることが指摘されている。このことは，幼児の昌昌生活にも大

きな変化をもたらしていることは当然予測されて，実際463ページに見るように，幼児のテレビ視

聴時聞は一日平均2時闘以上のものが全体の46．0～57．ユ％と示されている。したがって，、昭和28年

に登場したテレビは幼児の言語環境を一一変させ，とりわけ，幼児の語彙はテレビの影響で急速に増

大したのではないかということが考えられた。しかし一方では，誰彙の増大といっても，流行語的
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な語彙の一時的な増加は認められるにしても，幼児が基本的に習得しなけれぽならぬ語彙の理解は

逆に低下しているのではないかとの疑問も提出されていた。われわれが特に語彙力調査を考えたの

はこうしたことが問題点にあげられたことによる。

　この時期で注冒された第2点は，3）に指摘した「就学年齢の引き下げ」の？k会問題化である。す

なわち，文部省は昭和38年9月，幼稚園教育振興7か年計画を発表して，鼎座形成の基礎は幼児期

にあるから，将来の日本を担うに足る国訴の育成をはかるために教育内容を刷新するとともに，す

べての幼児が適切な環境のもとに，幼稚園教育を受けられるよう，幼稚園教育の充実と普及とをは

かるということで，それ以来一時期を虚して幼児教育は脚光を浴びることになった（私蓄時報No．

175による）。そして翌39年は幼稚園教育要領の改訂公布，その40年には幼稚園幼児指導要録の改訂

通達，幼稚園教育課程研究推進校の指定が行われた。当時，灘尾元文部大臣の「幼稚躍の義務化」

に関する発雷や，中村元文部大臣の「義務教育！0年の発想による学齢5歳に引下げ」に関する発言

が，この話題の社会問題化にいっそうの拍車をかけた。

　これに対して，われわれは就学年齢の引き下げや義務化の可否の基礎になる急歩能力の実態を明

らかにする課題に注目した。たとえば，集団生活に適応できるか否かを考えるにあたっては，集団

内での激語による一定のコミュニケーション能力が習得されている必要があるし，学齢引き下げの

一一ｪ拠になっている幼児の発達加速度現象にしても，特に雷語能力の習得からどのように確認でき

るかを検討する必要があると考えた。われわれが幼児の読み書き能力調査を他の調査にさきがけて

豊漁42年度に実施したのは，こうした社会間題化に早急に答える必要を感じたためであり，その結

果，現代の幼児は15年前の幼児に比較して，文字を読む能力は！年半の早期習得が認められたこと

を『幼児の読み書き能力』の中で報告した。

　また，2）に指摘した言語形成期の問題は，つとに周知されてきたことであるが，特に国語教育と

の関連が注屋されるようになったところに特徴があり，それは，3）の就学年齢引き下げ論議とも関連

するところがある。すなわち，従前のように，幼児に対する保育が比較的家庭生活を中心に行われ

ていたのであれぽ，ことぽのしつけは各家庭の問題として扱われるから，幼児の言語発達の問題は

主として心理学上の問題としてすますことができていた。それが幼児の就園率の増大や保育所施設

の充実にともなって，幼児に対する保育は家庭から幼稚園，保育所に移行する比重が大きくなってき

て，そこに一定の言語指導カリキュラムの確立が要請され，より実践的な資料やより効果的な指導

法が求められるようになってきた。さらに，就学年齢引き下げや幼稚園義務化が仮定的に進められ

るに際して，幼児に対する言語指導カリキュラムが要求され，小学校の国語教育につなぐ，いわゆ

る「ヘッド・スタート・プログラム」が必要となり，そのために各種の言語能力の実態調査による

基礎資料づくりが求められるようになってきた。

　最後に，4）の問題点にあげた全国調査の必要性は，特に従来の言語能力調査が部分的な調査にと

どまり，必ずしも全国的な実態として認めるに足る資料性を持つものはほとんど見当たらなかった。
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そこで，われわれは本調査が将来，経年調査としてふたたび試みられたり，地域による比較調査と

して試みられたりする際の基本調査となることを意図したので，特にこの点を問題点としてあげる

ことにした。そして，この基本調査の性格は，昭和28年度小学校入学児童の6年閾の言語発達を追

跡調査した『小学生の言語能力の発達』（国立国諮研究所報告26），また，昭和46年度から3年計画

で児童・生徒の文章表現力の実態を調査した『児童の表現力と作文』（国立国語研究所報告63）に

も一貫して示されている。
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第2節　調査経過の概要

　「就学前児童の雷語能力に関する全国調査」の調査経過の概要を，特に本報告書でとりあげた語

彙力調査を主にし，周辺的な関係調査にも触れて述べるならぽ，次のようになる。これについて，

年度別にあげるならば，

　昭和42年度　就学前児童の文字力調査

　昭和43年度　就学前児童の語彙力調査一A範疇化　B性状語　C時間・空問語　D動詞分化

　昭和44年度　就学前児童の語彙（動詞），コミ＝＝ケーション能力調査

　昭和45年度　「就学前児童の文字力調査」の検証・補充調査

　昭和46年度～48年度　　「就学前児童の文字力調査」の報告書作成，並びに「語彙・文法・コミュ

　　ニケーション能力調査」の検証。補充調査

である。このうち，語彙力に関する本調査は昭和43年度および44年灘こわたるので，その調査経過

を両年度の国立国語研究所年報に従って記述する。

　なお，既刊の報告書のうち，『幼児の読み書き能力』は上記の調査内容のうち，主として，三二

42年度に本調査を実施した「就学前児童の：文字力調査」の報告であり，『幼児の文法能力xは主と

して，昭漁43年度に本調査を実施した「就学前児童の語彙力調査」の中のD動詞分化テストと，昭

和44年度に本調査を実施した「就学前児童のコミュニケーション能力調査」の報告である。そして，

：本報告書は昭和43年度に本調査を実施した「就学前児童の語彙力調査」の中のB性状語，C時間・

空間語テストと，昭和44年度に本調査を実施した「就学前児童の語彙力（動詞）調査」を内容にし

ている。

第1項　昭和43年度　就学前児童の言語能力に関する全国調査

1　目　的・意　義

　幼児，児童，生徒が言語，文字をどのように習得し，どのように使用するか，またその要因はな

にか等を明らかにする言語発達の研究は，国語教育，とくに，その教育計画や指導法の確立，改善

のために欠くことのできぬ基礎的な仕事として重視されなけれぽならない。本調査は3年計画で就

学蕊児童の言語能力の習得の過程および条件を全国的規模で明らかにしょうとするものであり，本

年度はその第2年次として，就学前児童の語彙力調査を行った。

2　担　当　巻

　本調査に関する計画立案，実施は，国語教育研究室の村石昭三，天野清の2名が担当し，福田昭

子がこの作業を助けた。さらに調査の諸段階でテスト作成専門員（5名），準備および前調査幼稚園

（3園），本調査幼稚園（30園），調査員（30名），実験協力園（2園）の協力を得た。
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3　これまでの経過

　「就学前児童の書藷能力に闘する全国調査」は昭和42年度よりはじまる。すなわち，第1年次は

「就学前児童の文字力調査」として，次の調査を主に行った。

　〔調査1〕　読み書き水準調査一一就学前児童の文字力の全国的水準を閥らかにするために，平が

なの清音，擾音，濁音，半濁音の読み書きテス1・，拗音，長音，拗長音，促音および助詞「は」

「へ」の読みテストを，東京，葉北，近畿の3地方の金幼稚園から履三陸繊した！22幼稚園，2，235

名（4・5歳児クラス）について行った。また，幼稚園，家庭に対してアンケート調査を行った。

　〔調査2〕特定幼児の文字調査一就学才児童がどの程度の籔閉の文宇をど｝Zだけ読み書きでき

るかを，平がな，片かな，アルファベット，数字にわたり，全国の特定18幼稚園の幼児72名（4・

5歳児クラス）について追跡調査した。

4　本年度の作業

〔調査概要〕就学衝児童の語糞力調査「2年計藺　第1年次」

　東京，東北（宮城・岩手），近畿（京榔，和歌LLI）の各地方の幼稚園から抽出した延べ30園918

名の就学前児童（4・5歳児クラス）を対象に基本的な語の理解水準をテスト法によって明らかに

した。いっぽう，被調査園，家庭を射象にしたアンケート調査から，就学前児童の言語生活に関す

る1爽態調査を行った。

　〔調査手願〕

　　　　　テスト．ノ・．　輔融　　調査う鈴わ絵議　　輔査，アン
　　　　　テV．の幟一〉前調査　〉蒲ら蹴岩手・牌→ケー畷査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都，和歌山

〔テスト・バッテリー〕

　本調査のテスト・バッテリーは，次の4種から構成した。調査地区と被調査者の人数配分は，次

の通りである。

地区
テスト

東 京

鳴
1
、

繋
北面 誠
手

近
　京　　　都
畿
｛　和　歌　山

A　範購化

78

75

76

　　　　ぷB　性状語 　　　　　　なC　隠聞・空闘語 D　動詞分化

74 80 76

74

76

f 79 76

77 77

A　範聴化テスト（省略）

＊　被調査者数は実際にテストした有効人数であり，調査企画段購の人数とは若干異なる（27ページ参照）。
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B　性状語テスト

　性状語のうち，視知覚の可能な対象について，その大きさ，高さ等を比較形容する13対26語（句

　　　　　　　ぷを含む）を選んだ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　1．大きい，小さい　　2．多い，少ない　　3．太い，細い　　4．濃い，淡い

　5．厚い，薄い　　6．広い，狭い　　7．高い，低い　　8，長い，短い
　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ
　9．深い，浅い　　10，高い，安い　　！1．暑い，寒い　　12．最も大きい，最も小さい

　13．いちぼん大きい，いちぼん小さい

　（9　単語・単語の系テスト一一性状語を関連した単語（句）・単語の系（対）の中に位置づけて

理解しているかを調べた。

　（2）単語・事物の系テストー一性状語をそれぞれが指示する事物と結びつけて理解しているかを，

発語，誘導発語，認知の各段階に分け，絵カードを使って調べた。

　㈲　パラメーターの分離テストーーホース，手帳，リボン，ブロック積み木の4材料を使い，長

さ，太さ，厚さ，大きさ，広さ，高さの各パラメーターが分離できるかを調べた。

　（4）系列化テストー6種の絵カード（円，コップ，池，りんご，犬，道）各5枚続きを使い，

大小，多少，広狭の順序に配列させ，系列化ができるかを調べた。

C　時間・空間語テスト

　時間，空也語のうち，幼児の生活のなかで多く使用され，しかも時間，空間語の系をつくるため

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶまの基本となる11対（系列），46語を選んだ。

　L前，後（まえ，うしろ／まえ，あと）一先，後（さき，あと），前，過（まえ，すぎ）

　2．上，下（うえ，した）　3．たて，よこ，ななめ　4．外，中（そと，なか）　5．左，

　右（ひだり，みぎ）6．朝，昼，夜（あさ，ひる，よる）一朝，晩（あさ，ばん）昼，夜（ひ

　る，よる）7．日，月，火，水，木，金，土く曜黛＞　8．春，夏，秋，冬く季節＞9．一昨

　臼，昨臼，今日，明日，明後H　！0．一昨年，去年，今年，来年，再来年　！！．今朝，昨夜，今夜

　（1）単語・単語の系テストー時間，空聞語を関連した単語・単語の系（対，サーークル，シリー

ズ）の中に位羅づけて理解しているかを調べた。

　（2）単語・事物の系テストー一時聞，空間語を，それぞれが指示する事物と結びつけて理解して

いるかを，発語，誘遵発語，認知の各水準で絵カードを使って調べた。

　（3）位置変換（前後）テストー2台の自動車（境具）の位置変換による前後関係の理解を調べた。

　（4）蒔問判断テスト　　特定の時閥語（今朝，昨晩，今夜）について，相互の時間的前後関係が

理解されているかを調べた。

　＊　10，11および4はそれぞれ7および5の異なる文脈での対闘係をもつ語として選んだ。また，12，13は最上級をあらわ

　　す句形式としてとりあげた。

　・＊11は6および9の単語の複合によって成立した系列のものであり，（4｝蒔闘判断テストの中で扱った。
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D　動詞分化テスト（省略）

こテスト・バッテリーの作成分撞〕

　テスト・バッテリーは，次の専門員の協力を得て作成した。各テストの責任分担は，次の通りである。

　A　範疇化テスト　天野清，〔専門員〕阿部千春（東京大学大学院）

　B　性状語テスト　村石昭三，〔専門員〕大日方重利（東京教育大学大学院）

　C　時却・空間語テスト　村石昭三，〔専門員〕加藤綾子，大滝ミドリ（爽京家政大学助手）

　D　動詞分化テスト　天野清，〔専門員〕小態均（都留文科大学助教授）

〔調査園〕

　　　園　名　　　　　　　　　　　　住　　　所

　（東京地区：6園）

亀戸幼稚園

道灌山幼稚園

高千穂幼稚園

翼蔭幼稚園

小寒幼稚園

まきぽ幼稚園

（宮誠地区6園）

お入形社幼稚園

爽瞬幼稚園

聖和幼稚嗣

仲よし幼稚園

小さき花幼稚園

東仙台幼稚園

（岩手地区：6園）

わかぽ幼稚園

おさなご幼稚園

あづま幼稚園

清心幼稚園

金ケ崎聖燈幼稚園

摺沢幼稚園

（京都士羊蹄6園）

京極幼稚園

明倫幼稚園

東京都江東区亀戸4－17－3

東京都荒川区酉日暮里4－7－！5

ヌミ＝導者「弼多糖区プ（宮凪丁2－19－1

東京都田無市向台町2－5－1

東京都千代田区神田小川町3－6

東京都板橋区：徳丸2－9－7

仙台市北五番丁50

仙台市原町南臼字町67

伯台市木ノ下21－5

紬台市榴ケ岡21

イ山台？一鞭畳屋＝「31

紬台市燕沢字苗代爽30－1

岩手県岩手郡零石町源太堂

岩手県上閉伊郡大槌町桜木町2－24

岩手県紫波郡紫波町土館字内川26－1

岩手梨東磐井郡千厩町千厩字浦51

岩手県胆沢郡金ケ崎町表小路6

岩手県東磐非郡大棄町摺沢字観音堂86

卜者琴肩了上裳導茎二塔ノ銭財ノ下IIIT428

京都市中京区室海通錦上ル
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待賢幼稚園

伏見板橋幼稚園

明日幼稚園

円山幼稚園

（和歌山地巨ζ6園）

　勝浦幼稚園

　初島幼稚園

　湯浅幼稚園

　高野山幼稚園

　愛の光幼稚園

　下津幼稚園
　　　　　
〔調査員〕

　（東京地区）

京都宿上京区猪熊通丸太町下ル

京都市伏見区下板橋町6！0

京都市東山区本町15丁醸

：京都市東山区高台寺北門通下河原東入墨尾町524

和歌山県東牟婁郡那智勝濾1町勝浦342

和歌山県有田市初島中浜1769一　1

和歌山県有田郡湯浅町大字湯浅785

禾舞歌匡｛県伊者区君ISpe　i野雁丁土塁予1」」356

和歌山県那賀郡粉河町石町

和歌山県海草郡下津町大宇下津477

　　大H方重利（東教大　大学院生）　　　　　加藤　綾子（東京家政大　助手）

　　転部千春（東京大大学院生）　　　大滝ミドリ（東京家政大助手）

　　重態　　均（都留文科大　助教授）　　　　江川　洋子

　（宮城地区）

　　加藤　正信（東北大　助教授）　　　　　　佐藤　淑子（東北大　大学院生）

　　加藤　貞子　　　　　　　「　　　　　　　玉川　公代（東北大　大学院生）

　　木村　　進（東北大　大学院生）

　（岩手地区）

　　＃R　v｝　忠（岩手県教育センター所員）　　川村　善衛（岩手大　導攻科学生）

　　大沢　　博（岩手大　助教授）　　　　　　石川　悌司（岩手大　専攻科学生）

　　牧野　誠一（岩手大　学生）　　　　　　　倉島　敬治（岩手大　助手）

　　斎藤　義憲（岩手大　専攻科学生）

　（京都地区）

　　長田　久男（京都市教研　所員）　　　　　森下　正康（京都大　大学院生）

　　井上　福造（京都市教研　所員）　　　　　小林　保太（京都大　大学院生）

　　堀内　太郎（京都市教研　所員）　　　　　中嶋　順子（京都大　大学院生）

　　山田　典男（京都市教研　所員）

　（和歌山地区）

　　杉原　　治（和歌山県教育研修センター燐員）笹井　佳子（和歌慶大　学生）

　＊　調査員の職名はすべて調査実施時のものである。
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　　関　　絢一（和歌山大　助教授）　　　　　田中　隆司（涌歌山大　学生）

　　島　佐江子（和歌山大　学生）

〔調査経過〕

　5月・「就学前児童の語語能力に関する全国調査」のための語彙力テスト作成専門員会議を開いた。

　6月・語彙力テスト試案（A　範麟化テスト，B　性状語テスト）を完成した。

　7月・語彙力テスト試案による準備調査を東京・王子保育園，川口・舟戸幼稚園で実施した。

　　　・「就学薦児童の函南能力に関する全国調査］のための調査園を18幼稚園に委嘱した。

　8月・語彙力テスト試案（C　時聞・空面素テスト　D　動詞分化テスト）による準備調査を東

　　　　京・ヨ三子保育園で実施した。

　9月・語彙力テスト第二次試案（A　範蔭化テスト）による準備調査を東京・王子保育園で実施

　　　　した。

　10月・「就学前児童の言語能力に訂する全紙調査」のための被調査園を12幼稚園に委嘱した。

　　　・「就学前児童の言語能力に関する全国調査1のための調査員を30名に委嘱した。

　　　・語彙力テスト（A　範瞬化テスト，B　性状語テスト）の前調査を栃木県大田原市・ふた

　　　　ぽ幼稚園，州口・舟戸幼稚園で実施した。

　11月・語彙力テスト（A　範濤化テスト，B　性状語テスト）のための諸調査票を完成した。

　　　・「就学前児童の君語能力に関する全国調査1のための，A・Bテストの実施打ち合わせ会

　　　　議（東北・菓京地方）を調査員，幼稚園代表者と次の3会場で行った。

　　　（富城地匿）仙台・お人形社幼稚園　　　（岩手地区）零石町・わかぽ幼稚圏

　　　（東京地区）東京・道灌山幼稚園

　　　・爽京，東北地方で「就学前児童の面谷能力に関する全国調査」を行った。調査期間は11月

　　　　中旬～12月中旬

　12月・語彙力テスト（C　時間・空間語テスト，D　動詞分化テスト）の前調査を束京・保善寺

　　　　幼稚園，川口・舟戸幼稚園で実施した。

　1月・語彙力テスト（C　時間・空關語テスト，D　動詞分化テスト）のための諸調査票を完成

　　　　した。

　　　・「就学前児童の話語能力に関する全国調査」のための，C・Dテストの実施打ち合わせ会

　　　　議（近畿・寵姫地方）を調査員，幼稚園代表者と次の3会場で行った。（京都地区）京都・

　　　　曙倫幼稚園（和歌山地区）湯浅町・湯浅幼稚園（東京地区）東京・高千穂幼稚園

　　　・葉京，近畿地方で「就学前児童の言語能力に関する金国調査」を行った。調査期間は1月

　　　　下旬～2月下旬

　2月・被調査園30園，被調査者家庭916家庭に対してアンケート調査を行った。

　3月・特定語に関する実験調査を国立国語研究所で行った。被験者は東京・帝京幼稚園児。
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第2項　昭和44年度　就学前児童の言語能力に関する全国調査

1　目　的・意　義

　幼児，児童，生徒が言語，文字をどのように習得し，どのように使用するか，またその要因はな

にか等を曙らかにする言語発達の研究は，国語教育，とくに，その教育計画や指導法の確立，改善

のために欠くことのできぬ基礎的な仕事として重視されなけれぽならない。本調査は3年計醐で就

学前児童の言語能力の醤得の過程および条件を全国的規模で開らかにしょうとするものであり，本

年度は調査の最終年次として，就学前児童の語彙・コミュニケーション能力調査を行った。

2　担　当　者

　本調査に関する計画立案，実施は，国語教育研究室の村石昭三，天野清の2名が担当し，福田昭

子がこの作業を助けた。さらに調査の諸段階でテスト作成専門員（3名），準備・前調査幼稚園およ

び小学校（1幼稚園，1小学校），本調査幼稚園（30園），調査員（34名），実験協力園（2園）の協

力を得た。

3　こ．れまでの経過（省略）

4　本年度の作業

　東京，東北（宮城・岩手），近畿（京都・和歌山）の各地方の幼稚園から抽出した延べ30園，1188

名の就学前児童（4・5歳児クラス）を鰐象に，基本的な動詞の理解水準ならびにコミュニケーシ

ョンの水準をテスト法によって明らかにした。一方，被調査園，家庭を対象にしたアンケーF調査

から就学前児童の言語生活，言語指導法に関する実態調査を行った。

〔調査手順〕

　　　　　享否と臓一諜鷺一懸醸欝鐸　鱒認

〔被調査者数〕

　本調査における調査地区と被調査老の人数説分は，次の通りである。

∵記一㌶スト
東 論

万

東 北

近 幾函β

宮 誠

岩 手

京 都

斥目歌　山

　　　　　お語彙力テスト

153

164

160r

161

137

コミュニケーション能力テスト

文の作成。変換 物語の再生・伝達

77

82

180

69

　・・被調査者数は実際にテストした有効人数であり，調査企薩段階の人数とは若干異なる（11ページ参照）。
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　調as　1　就学前児壷の語彙（動詞）力調査

〔動詞の選定〕

　基：本的な動詞，220語を中心に理解の水準をテスト法によって開らかにした。各動詞は，日本諾

の動詞のうち，幼児の生活のなかでよく使用され，しかも将来，幼児が日本語の動詞の系をつくり

あげるための基本となる単灘という観点から選んだ。選定に先だって，次の各種の資料により共通

度の高い語をまず抽出した。

　　。特定幼児の表現語彙集

　　・文部省『児童，生徒の語彙力の調査（低学年）s

　　・国際文化振興会『日本語基本語彙』

　　・阪本一郎『教育基本語彙s

　　・国立国語研究所『現代雑誌九十種の用語用字s

　その上で，さらに次の選択基準を設けて，220語を確定した。①複合語はのぞく（例：追いかけ

る）。②敬語動詞はのぞく（例：いらっしゃる）。③俗語はのぞく（例：食う）。④自動詞・他動詞

は絵になりやすいもの，対の系が明白なものを優：先ずる。⑤使役，可能，受身動詞は基本形で提出

する。⑥多義語は基本的な意味で提出する。ただし，系の成立の関係で，上記の基準にかかわらず

選ばれたものもある。たとえば，21（受け取る）は複合語であるが，7（預ける）の対語として提

出してあるなど。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（語　彙　表）

　　＊印の単語は2阿以上提出してあることを示す。（）内のものは単純の動詞以外のもので形容

　　　詞や連語形式のものなど。

・1会う

＊5　上げる

・9　暖める

・13編む

＊17　歩く

・21　受け取る

＊25　打つ

・29　売る

・33　送る

・37　押さえる

・4！落とす

＊45降りる

・49買う

　
　
1
1
1
2
2
3
3
3
4
4
5

＊
・
・
・
・
・
…
＊
・
。
・

上がる

揚げる

当たる

謝る

いじめる

受ける

奪う

追う

遅れる

教える

踊る

折る

帰る

・3　明ける

・7　預ける

・11集める

・15　洗う

・19　入れる

・23　　動力、コ｝鞘

・27　生まれる

・31起きる

＊35　起こす

・39　押す

・43　（岡じ）

＊47　降ろす

・51　罹る

＊4　開ける

・8　与える

・12　余る

・16　ある

・20　浮かぶ

・24　歌う

・28　埋める

・32　置く

・36怒る

・40　落ちる

・44　おぼれる

・48　終わる

＊52　書く
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　　・53　隠れる

　　・57勝つ

　　・61．枯れる

　　・65　即く

　　・69　切れる

　　＊73　消す

　　・77転ぶ

　　＊81　さす（差・刺）

　　・85茂る

　　・89縛る

　　・93　閥める

　　　　　す
　　・97　空く

　　・　101背負う

　　・105倒す

　　＊109たたく

　　・1！3　（足りない）

　　。117散る

　　・121続く

　　。125つぶる

　　・129ttiる

　　。133届ける

　　・137止める

　　・！41治る

　　＊145なでる

　　・149並べる

　　・153煮る

　　・157濡れる

　　＊161延ばす

　　・165履く

　　＊169外す

　　＊！73離す

　　＊177貼る

　　＊181拾う
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＊54　掛ける

・58担ぐ

・62　かわいがる

・66　切る

・70来る

・74答える

・78　壊す

・82　騒ぐ

・86　（静かにする）

＊90　しぼむ

・94締める

・98進む

・102狭まる

＊106出す

＊HO畳む

・114違う

・1！8つかまえ，る

・122包む

・126つぼめる

壕く130　角帯く

・134飛ぶ

・138取る

・142泣く

。146なめる

＊250逃がす

＊154抜く

●158　寝力》づ禍

・162登る

・ユ66吐く

・170外れる

＊！74離れる

・178引く

・182広がる

e55　駆ける

・59悲しむ

・63乾く

・67着る

・7！暮れる

・75混む

＊79　咲く

＊83　しかる

・　87沈む

・9！絞る

・95　知る

・99捨てる

・103攻める

・！07助かる

・！！！立つ

・115縮める

＊119　つく　（点着）

。123つながる

・127積む

・131溶ける

・135跳ぶ

●！39　（ない）

・143殴る

・！47習う

・151握る

＊155　慧濃くツ

・159寝る

＊163乗る

・ユ67始まる

・171話す

・175はめる

・179弾く

・183広げる

・56　固まる

・60　かぶる

・64　消える

・68　（奇麗になる）

・72　加える

・76殺す

・80下げる

・84敷く

・88　死ぬ

＊92仕舞う

・96　吸う

・100座る

・104反らす

・108尋ねる

・112食べる

・116散らかす

・120付ける

＊1．24　つなく“

・128出かける

・132閉じる

＊136止まる

・140蔭す

＊144投げる

・148鴨らす

・152逃げる

・156塗る

・160乗せる

・164入る

・168走る

・172放す

・176払う

・180冷やす

・184拭く



　　・！85吹く

　　。189降る

　　・193ほめる

　＊197曲1ずる

　　・201迎える

　＊205もらう
　　　　　や
　　・209止む

　　・213霧せる

　＊217別れる

〔テストの構成〕

テスト語彙，

＊186ふくらむ

＊190減らす

・194掘る

・198混ぜる

・202結ぶ

・206焼く

・210やる

・　2！・1読む

・218分ける

・187太る

・　191　：r一一一3”

・195巻く

・！99守る

・203燃す

・207やせる

＊211行く

・2！5喜ぶ

・219忘れる

・188増やす

．！92　爵まどく

・196負ける

・200見える

・204知る

・208破る

・212汚れる

・2！6沸かす

・220笑う

　　　　　　　220語の動詞を均等に4、群に分け，谷被調査者は各1群につき，約30～40分の調査
　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　ぷ
時閾をかけて，対語，対文，対絵の各テストを受けた。

　㈹　対語テストー動詞を関連した単語・単語の系の中で位置づけて理解しているかを調べる。

　　　　　　　　　　　　　　ぷ
　　全語（4対10語ないし13語）について行い，反応が基準語以外の語（○，×，×）の場合はそ

　　の語を登録し，新しい語反応が出なくなるまでテストをくりかえす。

　　例：1互1の反対は？　圏。iキエルiの反対は？　圏

　（B）天文テストー動詞を関連した文・文の系の中で位：置づけて理解しているかを調べる。

　　　　　　　　　　　　　　ぷ
　　全文（6対！2文ないし18文）について行い，反応が基準語以外の語（○，×，×）の場禽はそ

　　の語を念む文を登録し，新しい語反応が出なくなるまでテストをくりかえす。

　　例：あかりがツ到の反対は，あかりが？　圏。匪かりがキエルの反対は，あかりが？　圏。

　⑥　対絵テストー動詞をそれが指赤する事象（絵図）と結びつけて理解しているかを調べる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶぷ
　　　1．発　　語　全絵（35対70絵）について行い，必要な動詞を慮発的に蒼わせる。

　　　例：（バスに乗り降りしている二つの絵を示しながら）「こっちは男の人がバスに［雪，こっち

　　　は男の人がパスから匡1。

　　　2．誘導発語　発語テス！・のうち，基準語反応：（○）を除く他のすべての語について，将の

　　　　　　　　　　絵動言司を誘導しながら言わせる。

　　　例：（上記の例で1批iが君えなかった場合，二つの絵を示しながら）こっちは男の人がバス．

　　　からオリルところでしょう。だから，こっちは男の人がバスに田。

　　　3．　語認知　誘導発語テストのうち，基準語反応（○）を除く他のすべての語について，

　　　　　　　　　　対の絵動詞を含む妾該ページを提示しながら，必要な絵図を指示させる。

＊　触文・対絵にはそれぞれ対関係をあらわす文および絵が配してある。

＊＊　それぞれ単一の群の中における語数，文数，絵図数を示す。
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　　　例：（k記の例で｝互匪言えなかった場合，その絵動詞を含む当該ページを提示しなカミ

　　　　　ら）　これらの絵の中で，何かにノルところの絵はどれでしょう。指でさしてくださ

　　　　　い。

調査2　就学前児童のコミュニケーション能力調査（省略）

〔テストの作成分担〕

各テストの作成に際しての，責任分担および専門員の協力は，次の通りである。

調査1　就学前児童の語彙力調査　村石昭三，〔専門員〕大日方重利（東京教育大学大学院），

　高木和子（菓京教育大学大学院）

調査2　就学葡児童のコミ。。　＝ケーション能力調査　天野　清，〔専門員〕牛島めぐみ（東京教育

　大学大学院）

〔被調査園〕

　　園　　名　　　　　　　　　住　　　　所

（東京地区6園）

亀戸幼稚園

道灌由幼稚園

九段幼稚園

　ほぜんじ幼稚園

翼蔭幼稚園

　まきば幼稚園

（宮誠地区：6園）

　お人形社町稚園

東岡幼稚園

聖和幼稚園

　イ中よし幼稚園

　小さき花幼稚園

　東仙台幼稚園

（岩手地区6園）

　わかば幼稚園

　おさなご幼稚園

　あづま幼稚園

　清心幼稚園

　　金ケ崎翌母幼稚園

　　摺沢幼稚園
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東京都江東区亀戸4－！7－3

東：京都荒州区：西日暮里4－7一一15

東京都千代田区三：番町16－1

東：京都中野区上高田1－31－2

東：京都田無市向台町2－5－！

東京都板橋区徳丸2－9－7

イ1鱈台市＃ヒ…五こ番丁50

仙台市原町南爵字町67

仙台市木ノ下2！－5

イ山台市榴ケ岡21

仙台市畳屋丁31

仙台市燕沢字苗代東30－1

岩手県岩手郡雫石町源太堂

岩手県上閉伊郡大槌町桜木町2－24

岩手県紫波郡紫波町土館字内川26－1

岩手県東磐井郡千厩町千厩宇浦51

岩手県胆沢郡金ケ崎町勢小路6

岩手県東磐井郡大東町摺沢字観音堂86



（京都地区：6園）

　京極幼稚園

　明倫幼稚園

　待謡幼稚園

　伏見板橋幼稚園

　慧日幼稚園

　円lk幼稚園

（和歌山地区6園）

　湯浅幼稚園

　愛の光幼稚園

　下津幼稚園

　出品幼稚園

　慈光幼稚園

　南部幼稚園

〔調査員〕

（東京地区）

　青木

京都市上京区搭ノ段畑ノ下町428

京都市中京区室町通錦上ル

京都市上京区：猪熊通丸太町下ル

京都市伏見区：下板橋町610

京都市東山区本町15丁目

京都市東山区高台寺北門三下河原東入鷲昆町524

和歌山県有田郡湯浅町大字湯浅785

和歌山漿那賀郡粉河晦石田∫

和歌山累海草郡下津町大字下灘477

和歌山県E高郡印南町印三

和歌山県西牟婁郡単本iHT串本836

和歌山県臼高郡南部町芝松原

　　　　高士（東教大　大学院生）

　新井邦二郎（東教大　大学院生）

　内野嵌入之（東教大　大学院生）

　小林　幸子（東教大　大学院生）

（宮城地区）

　高橋　　巌（聖和短大　助教授）

　内海　瞭子（聖和短大　助教授）

　永瀬　治郎（東北大　大学院生）

（岩乎地区）

　坂口　　忠（宮古甫教育委員会）

　大沢　　博（岩手大　助教授）

　倉島　敬治（岩手大　講師）

〈：京都地区：）

　長田　久男（京都市教研　所員）

　119　M　典男（：京都市教研　所員）

　磯島　良夫（京都市教研　所員）

　吉岡　克己（京都市教研　所員）

片山美津子（束教大　大学院生）

三津山柾江（東教大　大学院生）

江州　洋子（東京・豊島区：教育委員会嘱託）

木村　　進（東北大　大学院生）

佐藤　淑子（東北大　大学院生）

玉川　公代（東北大　大学院生）

牧野　誠一（岩手大

大臼方重利（東教大

高木　和子（菓教大

専攻科学生）

大学院生）

大学院生）

本田　　勇（京都市教研　所員）

駒田　朋子（京都大　大学院生）

寺田ひろ子（京都大　大学院生）

堕：江　光子（京都大　研修員）

　　　　　　　　　　第2節　調査経過の概要　　21



（和歌山地区）

　関　　爾一（和歌山大　助教授）　　　　小藪　晴美（和歌山大　学生）

　桜井　義期（和歌山大　学生）　　　　　武本　節子（和歌山大　学生）

　谷口　真一（和歌山大学生）　　　　南館忠智（三重大助教授）

　神徳　広美（和歌爵大　学生）

〔調査経過〕

5月・「就学前児童の癬語能力’Vこ関する全国調査」のための語彙・コミュニケーション能力調査

　　の作成奪門員会議を開いた。

6月・コミュニケーション能力調査（文の作成・変換）．の準備調査を，東京・王子保育園で実施

　　した。

　　・語彙力（動詞）テスト試案を完成した。

7月・語彙力テスト試案による準備調査を東京・王子保育鴎，埼玉・川口南幼稚圏で実施した。

　　　・特定語に関する実験調査を國立国語研究駈で行った。被験者は東京・帝京幼稚園児。

8月・語彙力テストのための動詞カードを作成した。

9月・「就学前児童の晶晶能力に関する全国調査」のための被調査園を30幼稚園に委嘱したe．1

10月・「就学前児童の言語能力に関する全匡i調査」のための調査員を34名に委嘱した。

　　　・謡彙力テスト第2次試案による準備調査を東京・西原小学校で実施した。

11月・語彙・コミュニケーション能力調査の前調査を，東京・王子保育園，埼玉・川口南幼稚園

　　で実施した。

12月・「就学前児童の奮語能力に関する全国調査」のための被調査者を抽出した。

1月。語彙・コミュニケーション能力調査のための諸調査票を完成した。

　　　・「就学前児童の需品能力に関する全品調査」のための実施打ち合わせ会議を調査員・幼稚

　　園代表者と次の5会場で行ったs

　　（東京地区）東京・まきば幼稚圏，（京都地区）京都・明倫幼稚園，（和歌iil地区）和歌山・湯

　　沢山雄陶，（宮誠地区）仙台・東岡幼稚園，（岩手地区）盛岡・青i－L拗稚園

　　　・「就学前児童の言語能力に関する全国調査」の本調査を実施した。（1月下旬～2月下旬）

3月・被調査園3Q園，被調査者家庭1，008家庭に対してアンケーート調査を行った。

　　　・特定語に関する実験調査を国立国語研究所で行った。被験者は爽京・帝京幼稚園児。
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第3節　ド就学前児童の語彙力調査」について

第1項　理解の水準

　昭和42年度に本調査を実施した「就学龍児童の文字力調査」では，幼稚園に通う4，5歳児クラ

スの児童がどれだけの読み書き能力を持っているかを全圏的な水準で明らかにすることをN的にし

たものであり，いわば，どれだけの量の文字が読み書きできるかという意味の「全国的な水準」を

得ることにあった。これに対して，「就学前児童の語彙力調査」では，現代の幼児は語彙に関する

どのような「理解の水準」に達しているかを明らかにすることにあった。：文字力調査のような董的

な水準を求めるのではなくて，質的な水準を求めることを目的とした。

　もっとも，語彙力調査の企蘭段階では，現代の幼児がどれだけの語彙量を持つかの調査も意図し

ないわけではなかった。特にテレビによる幼児の二三生活の変化は，幼児の語彙量を著しく増大さ

せているのではないかという判断を確かめるには，藷高富の調査が必要であると考えられたが，当

時，この期待にこたえられるだけの科学的にして必要十分な調査法を準備できるまでには必ずしも

至らなかった。そして，これを消極的な理由とするならば，むしろ積極的な理由として，現代の幼

児は鋤勺にはともかくも，どれだけ正確に語の意味を把握しているか。テレビ文化の浸透によって，

果たして基本的な語の，基本的な意味は確実に蜜巴握できているかの危倶に答える語気理解の調査の

方を優先すべきであると判断したことがあげられる。

　このため，語彙力調査の対象とする語彙は性状語，時間・空温語および動詞に関する基本的な語

セこ限ることにし，かつ，被験者数では1語当たり200名程度を期待し，かっ，東北，束京，近畿地

区という，比較酌広領域を対象とすることによって，本調査の意図を溝たしうるようにした。

　さて，語の理解の水準を明らかにするという目的で，その調査内容を考えるために，昭和4！年度

から準備調査を試みるうちに，調査内容の基礎になるヒントを得ることができた。

　日本語の単語の中には，反対語，系列語，多義語などの関係で結び合っている単語の群があるが，

そのうち，反対語について，3，4歳の幼児に〈大きい〉の反対は何ですかと尋ねると，〈大きく

ない〉と答え，逆にく小さい〉の反対は何ですかと尋ねると，〈小さくない〉という答えが返って

くる。では幼児たちはく大きい〉，〈小さい〉という単語は知らないのかというとそうではない。次

にその幼児たちに絵（大きい犬と小さい犬）を見せて，その特微を言わせると，〈大きい〉〈小さい〉

ということぽで答えられるものがいる。さらに，絵を量示しても正反応を示さない幼児には，大き

い犬，小さい犬を指示させれば，たいていのものは正しく指示することができるのである。

　そして，5歳以後の幼児になると，はっきりと反応が〈大きい〉〈小さい〉を反対関係の単語と

して答えるのが顕著になってくる。そこで3，4歳までは反対の関係は，
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　　大きい一大きくない

　　小さい一一小さくない

ということばの結びつきで成立し，5歳以後，

　　：大きい一小さい

が意味的に整理されていくと考えられ，それらの違いは雷語習得の上でどう位置づけられるかを問

題にする必要があると考えられた。

　ところで，以前からあった理解の水準の見方としては，理解語・表現語という2分法があった。

理解はできていても表現にまで及ばぬ段階とか，理解もしているし表現もできる段階とか，また別

な見方では，流行語のように，自由に発語はするが理解がともなわぬというものもあると考えられ

てきた。そこで上述の結果と対照させれぽ，上述の「大きい」「小さい」の諸反応のうち，絵を指

示させるのは語認知だから理解の：方に入るし，絵を比較して発語するのは表現の方に入るから，こ

こまでは問題はない。しかし，「大きい」「小さい」が理解も表現もできるのに，「大きい」の反対語

の結びつきを「大きくない」としているのはどう判断するか。

　もともと，理解語とは耳で聞いて対象の事物との結びつけができている語であり，表現語の方は

幼児が口に出して言った語であるから，理解語・表現語の名称およびそれに対応する調査法は語の

使用の現象，操作を説明するのにはよいけれども，理解の深まり，水準を取りだす用語としては不

ナ分であるし，それに対応した調査法も適切とはいいがたい。こうしてわれわれは，理解の水準に

言語・言語の次元，言語・事物の次元，そして裏物・事物の次元を設け，それぞれに系の構造を内

包させて水準を考えた。

第2項　言語の系

　「大きい」に対することばは「大きくない」であるとするのは，幼児なりにつくった対語的なこと

ばのまとめ方である。ことぽを使って意思を通じる成人には，成人の使うことぽの系（システム）

があるように，幼児にも成人と違ったことばの系（システム）が，低年齢から存在していると考え

ることができる。

　では，語の理解の水準を明らかにするための調査として，どの面が対象になるかを考えるならぽ，

次の3つの系を取りだすことができる。

　　A　単語・単語の系

　　B　単語・事物の系

　　C　事物・事物の系

　例として，上述の「大きい」「小さい」をあげよう。ある事物としての「大きい犬」に対して，「大

きい」という語が正しく管えられるし，もちろん「大きい犬はどれですか」と尋ねられて，正しく

その犬を指摘することができるのであれぽ，事物と単語の結びつきができていることになる（B）。
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次に事物と単語の結びつきはもちろんできている上に，1一・3一・1図

「大きい」は「小さい」に対することばであり，「小さ　　事物1

い」は「大きい」に対することばであるという単語問

の意味の整理ができている（大きい一大きくないでも

かまわない）ならば，そのかぎりで船齢相互の意味の

系ができていることになる（A）。さらに，単語がさす

事物相互のかかわりとして，何枚かの大きさの絵をど

のように並べても，一定の「大きい」「小さい」の知覚

上の判断ができているというのであれぽ，；箏物相互の

結びつきができていることになる（C）。

　こうして，

れを簡単に図示すると1－3－1図のようになる。

事物2
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　　B

a

単語1

2語
…
…
…
A

単

毒物・纂物　　単語・事物　　．単語・単語

これら3つの面を総称して，「言語の系」と呼ぶことができるであろうと考えた。こ

　そこで，A単語・単語，　B単語・三物，　C事物・事物の各言語の系に闘する調査で，どんな研究

対象が設定されるか。まず，A単語・単語の系について考えれば，

　　　　　　＊。範疇語

・類義語

。反対語

。同族語

。同音語

○複合認

。多義認

a　（b・c）

a＝＝b＝＝e

a／b

（a・b・e）

批＝　ai・a2

a十b＝ab

例：動物（うさぎ・ねこ）

例：なおす＝修理za修繕

例：明るい／暗い

例：山・丘・森・林

例：はし＝端・箸

例：飛ぶ十付く＝飛び付く

　　　　　　a一｝al　・　a2　・　a3例：i］が上カミる・値段が上がる・位が上がる

などが取り出される。このうち，本調査では，性状語，時間・空間語および動詞を取り扱ったので，

これらを一定の一方法で処理できる方法として反対語関係で対語を溝成し，テストすることが適当

であると判断した。

　次に，B単語・事物の系について考えれば，たとえぽ，

　○語彙量・範囲の拡大　a＋b＋C　　例：名詞→動詞→形容詞などの語彙量・範囲の拡大に関

　　　する調査。

　o名づけのルール　a　＝・A，aキB　　例：助数詞調査などに見ら」｝τるような，動物に対して，

　　　匹と呼称する動物と，匹といわず頭と呼称する動物など，名づけのルールに関する調査。

・雛の纐・｛11鵬州：醗弾くの駄融な㈱から・イ・

　　　個の三物に即した名づけへの分化過程の調査。

　＊　a（b・c）等は一定の単語あるL・は事物関係を記号化して示したものである。
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　。特殊・一般　a　「A」→A　例：山＝「富士山」→山一般のような，特殊から一般化に関する調査。

　・場の使い分け　a、　・Ai・a、＝A2　例：おはよう・おはようございますのあいさつに見られるよ

　　　うな：，語使用の適切性に関する調査。

などがあり，従来，われわれはこれらに関するいくつかの調査を手がけてきた。たとえば，「就学

前児童の書語能力に関する全國調査」でも，名発生の系統性に関する調査は，「動詞分化テスト」

（13ページ参照）として実施し，特殊・一一般に関する調査は「範疇化テスト」（1！ページ参照）として

実施し，また名づけのルールに関する調査も，助数詞調査として，準備調査で試みてきた。そこで

本調査では，それらの諸調査の重要性を認めながらも，それらとの重複を避けること。しかもより

重要なことは，A単語・単語の系に関する調査と単語・事物の系に関する調査とを騨連させること

にあった。そこで，調査対象をA単語・単語の系のそれと同一の性状語，時間・空夢語および動詞

に置き，4一一5水準を設定し，そこでの理解の程度を明らかにすることにした。ここでいう各水準

テストとは，次の通りである。

　　対語テスト　単語と単語との対闘係の理解の水準を調べるテスト

　　対陣テスト　簡単な文脈の中で，単語と単語との対関係の理解の水準を調べるテスト

　　発語テスト　簡単な事物（絵）を呈示し，対語の事物関係との理解の水準を調べるテスト

　　誘発（誘導発語）テスト　簡単な事物（絵）と，対語の一方を呈示し，残る一一方を誘発して事物関

　　　　　　　　係との理解の水準を調べるテスト

　　認知テス5　対語の一方を呈示し，それが意味する事物（絵）の理解の水準を調べるテスト

とし，対語テストは，より基底にある言語水準でのテスト，認知テストは，言語・事物の水準の中

でも最も表暦にある理解のテストと位置づけることにした。

　最：後に，C事物・事物の系の理解調査では，従来，心理学では種々の思考・学習実験が試みられ，

」．piagetの保存に関する一連の諸実験などが知られており，われわれの本調査で実施した性状語調

査と対象が深く関遮する面がある。このため，本調査では性状語調査の中で，パラメーターの分離

テストおよび系列化テストをあげた。しかし，C事物・事物の系での調査に集中することは本調査

の主旨ではないので，主調査に関与する範囲内にとどめることにした。

　なお，本調査が計醐・実施された！968年以後，世界的にはようやく，次元形容詞を対象にした意

味の構造化に関する研究が活発になってきたときであり，その点では本調査はそれらにやや早まる

形で着手されたが，本調査の研究齢勺は上述したように，日本の就学前児童の語彙能力の実態を一

定の理解水準に依処したテスト法で明らかにすることにあったので，外国の意味研究の窺的とは必

ずしも同一でないことを記しておく。

　＊　対文テストは動詞に関する調査にだけ尖施し，性状語，時間。空間語の調査では含めなかった。動詞の場合が他に比較

　　して最も文脈構成に適していたからである。
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第2章 調査の実施手続き

第1節　性状語調査

　性状語調査を実施するため，次の内容を含む手引書が作成された。なお，手引書の性格上，文体

は敬体で統一一した。

第！項　調査の概要

　この調査は，東北（宮城・岩手），東京，近畿（京都，和国恥の各地域の幼稚園から抽出した約

900名（30園）の就学前児童二歳児・5歳児クラス）を対象に，基本的な語の理解の特徴をテスト

法によって明らかにします。一方，幼稚園，家庭を対象にしたアンケート調査から，幼児の言語生

活に関する実態をさぐります。

第2項　本テストの構成

　本年度に行うテスト・バッテリーは，次の4領域から構成されています。調査地域と被調査者の

人数配分は，次の通りです。

＼、テスト　　　A

繊＼_．範疇化
束 晶

万

東北
o薯摯

近畿ﾑ謡

75

75

75

　　B
性　状　語

75

75

75

　　C
時問・空問語

75

75

75

　　D
意味分化
75

75

75

　ここで説明する内容は，上記のなかのB性状語テストです。

第3項　性状語テストの構成

　性状語のうち，視知覚の可能な対象について，その対象の大きさ，高さ等を比較形容する形容詞

から構成されています。

　　1．大きい・小さい　　2．多い・少ない　　　3．太い・細い
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　　4．濃い・淡い　　　　　5．厚い・薄い　　　　　6．広い・狭い

　　7．高い・低い　　　　　8．長い・短い　　　　　9．深い・浅い
　　ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

　　10．高い・安い　　　　11．暑い・寒い　　　　12．最も大きい・最も小さい

　　13．いちぼん大きい・いちぼん小さい

　上記の各性状語を次の6側面からテストして，理解の特微を明らかにし，就学前段購での理解水

準を問題にします。

　テス1・1　単語・単語の系（反対語）全語（！3対26語）について行う。

　　　テスト1補　テスト1で○××　反応の語は補充欄にその語を登録し，新しい語形式反応が

　　　　　　　　　出なくなるまでテストをくりかえす。

テストB

テスト皿

テストN

テストV

テストV至

発語

謬尊発語

認知

パラメーターの分離

系列化

第4項　テストの方法

全語（16対32語）について行う。

テスト∬のうち，正反応（0）をのぞく全語について行う。

テスト皿のうち正反応（○）をのぞく全語について行う。

4材料について行う。

6種のカードについて行う。

1　個別テスト

　所定のテスト用具（テストB～IV，　Wではカード，テストVではホース，手帳，リボン，ブロック

積み木）を使い，幼児一人ずつ個男曜にテス1・をします。

2　所要時間

　時問制限はありませんが，大体，テスト王～VI全体に要する時閥は40　一一　SO分です。4歳児クラス

の方が5歳児クラスより，また誤反応の多いものは若干，時間がかかります。幼児がテストを放棄

しないよう，適宜，気分転換を工夫してください。

第5項　正誤の判定基準と記録のとり方

1　判定基準

議潤

1

o
当該の基準的な

語形式による反

応（幼児音を含
む）

Ω t

妾該の基準的な

語形式以外の慣

用な反応（幼児

語・方言を含む）

送

意味の上では正

しいが「～十ナ

イll形式による

反応

× t

意味に誤りのあ

る反応

N

無答（知らない

を含む）

　・　10，！1および4はそれぞれ，7および5の異なる文脈での反対語関係をもつ形容詞としてあげました。また，12，13は

　　殻上級をあらわす衷現形式としてとりあげました。

　＊＊○，Ω，迷，×およびNの判定基準段階は第1次基準であり，最終的には14段階に細分されました（103ページ参照）。
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E

v

上　に　同　じ

上　に　同　じ

正しい指摘

正しい抽繊

正しい配列

上　に　同　じ

上　に　同　じ

　　　　　　　
不完全な抽出

上　に　同　じ

上　に　同　じ

上　に　同　じ

上　に　同　じ

誤った揚音

誤った抽出

誤った配列

ま二に　同　じ

上　に　同　じ

上　に　同　じ

上　に　同　じ

上　に　同　じ

　幼児の反応に対する一応の判定基準を示したものです。テスト1に関しては，具体例でもって後

述してあります。

2　記録のとり方

（1＞調査員は幼児に問いかけながら，次のことを記録しておいてください。

　　　ユ．　幼児の反応を一→反応欄に記入

　　　2．その反応の正誤を一→記号で正誤欄に記入

　　ただし，2についてはその最終的な判定は国立国語研究所が行いますから，半掟に迷う場合に

　は記入しなくても結構です。ただし，幼児の反応だけは忠実に記録しておいてください。

②　幼児の反応はすべてのテストの場合，反応欄に正確に】亜］で記入していただきますが，幼

　児音で反応した場合（大きい一→オーチイ）はその幼児音のまま片カナ表記をしてください。そ

　して，正誤の判定が明白な場合には，正誤欄に記号を書きいれてください。

　　ただし，1蕨邸が正反困（基準的な語形式による反応）であれぽ，正誤欄に○と書くのみで，必

　ずしも反応欄に記入する必要はありません。

3　記録用紙

　　記録票　2枚

　テストの前後に，2枚の記録票について，唱名・幼児名・調査臼・調査老氏名をお忘れなく記入

してください。

　その他の事項は，テストが終了後に園側の協力を得て記録票を完成してください。

第6項　各テストの実施要領

　テスト1　単語・単語の系（反対語）

（1）刺激語および反応語に対する正誤判定

イ
イ
イ
イ

サ
サ
ヤ
ナ

　
チ

イ
ッ
ツ
ク

チ
チ
チ
ス

いき

い

大
　

多

し
　
　
島

㍉のな能可が出抽の個3～
2

チンコイ幽幽キクナイスクナイ　ゴ小さ

ス　　　コ　　　シ

チ　ッ　ト　オオクナイタ　クサン　2’少な
1催の抽珪iしか行わなかった闇闇，誤った抽出が混晶した揚合は×となる。
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3．太　　　い

4．最も大きい

5．濃

6．高

い

い

7．いちばん多い
み

8．厚

9．広

10．高

11，暑

12．長

13．深

い

い

、
　
、
　
、
　
、

し
㍉
し
し

ホ　　ソ　　イ

モッi・モチイサイ

ウ　　　ス　　　イ

　　（省略）

　　（　tl）

　　（　rt）

　　（　ti）

　　（’ノ）

　　（　tt）

　　（　tl）

　　（　tt）

ホ
　
　
モ
　
ヨ
　
ヒ
　
ス
　
サ
　
　
セ
フ
　
ヤ
　
ゥ

イナグトフ

弼
イ
ィ
ゴ
ィ

陶
ナ
ナ
所
ナ

ワ
　
ク
オ
ク

団
ク
蔦
ツ

ツ
　

チ

モ
コ
タ
イ
ア

イナクロヒ

イナ
　
）
　
）
　

）

　
な
ク
伽
”
μ

　
（
　
（
　

（

カタ

イ
イ
　
イ
　
イ
　
イ
　
シ
　
ラ
イ

　
サ
　
　
コ

コ
ポ
イ
ポ
ポ
ス
パ
ポ
ー
　
）
）
）
）

ツ
ツ
チ
ツ
ツ
ン
ツ
ツ
酪

　
ン
　
　
ミ
　
　
望

ソ
ソ
赫
・
・
卯
至
（
（
（
（
（

ホ
ホ
イ
ウ
ヤ
イ
ウ
ウ

セマックルシイ
フ　　　ロ　　イ

ヤ　　ス　　　イ

ウ　　ス　　　イ

　　（省略）

　　（　lt）

3’細　　　い

4「最も小さい

5’淡

6’安

い

い

7「いちばん少ない

8t狭

9「狭

10t低

11t寒

12’短

13’浅

い

い

、
　
、
　
、
　
、

し
㌔
し
し

（
雀

略
）

（2）教示と巽施手順

（ア）教　示

　テスト導入のために，現物の石とボールを持たせて，「これは石，これはボールです。さわって

ごらんなさい。どっちがかたいでしょうか。（答を待つ。かならずしも口答で答えなくてもよい。）

石の方がかたいね。では，こっちのボールはどうなんでしょう。（答を待つ）。ボールはやわらかい

ね。だから，かたいの反対は？（答を待つ）。そう，かたいの反対はやわらかいですね。また，やわ

らかいの反対はかたいですね。では，これから先生がいろんなことぽを乏いますから，反対のこと

ぽを言ってください。」

　「はい，では，オオキイの反対は？（答を待つ）。では次に進みます。オオイの反対は？……（以下

同じ）」

（イ）　呈示順序（上記一覧表参照）

　　　L大きい一→！3深い一→1ノ小さい一→13t浅い一→（補充語）

（ウ）　教示上の注意

　①タカイ（6，10）の反対に，ヒクイ・ヤスイのいずれかがでたら「もっとほかにタカイの反

　　対になることぽがあったら書ってください」とたずねる。

　②幼児語，方言で答えた場合も「もっとほかに……」の質問を行う。

　③オオキイをイイキオと答えた場合は導入法の不備だから，練習をくりかえす。

　　　また，「～の反対」ということぽが納得できない幼児がいたり，導入に使った「石」「ボール」

　　から離れて反対語を考えることのできぬ幼児がいたりする。このような場合には，実物を隠し

　　て，「先生が個い』と署ったら？」（答を待つ）「やわらかいでしょう。では先生がやわらか

　　いと言ったら？」（答を待つ）の導入を行うこと。

　m　後記，記録鋼の注参照のこと。
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　④知らないと答えたり，誤答した児童に対して，正答をひきだすために無理があってはならな

　　い。

　　　たとえば，「大きいの反対は？」という聞いかけを「大きい囎子の反紺は？」という問いか

　　けに変更したりすることはいけない。

〔補充テストについて〕

　　　幼児の反対語の○×およびXについては，それらを補充テスト刺激語として記録紙の空欄に

　　登録し，上記のテスト手願をくりかえすこと。

（3）記録の例

刺激語 反 応 正　誤

1．大きい

2．　多い

3．　太い

4。最も大きい

5．濃い

チッサイ

チット

ホショツポショイ

l！s3

○
Ω

O
N蟹は正誤の判定保留の例

　4は基準的な語形式による反応のため，反応記入を省略した例

　5は反応・正誤欄の両方にN，Nを書くべき例

8＊〈厚い〉の刺激語に対して，「サムイ」の反応が出たならば，それは1！の問題として扱

い，11欄に記録すること。そして，再び〈厚い〉の刺激語を呈示すること。他の悶題もこ

れに準ずる欄題6，！0，！！，5’，8ノ）

テストH　発　語

（1）　刺激カーード

1．犬（大小）容積

2．りんご（多少）非連続

3．　竹　（太細）

4．犬（最大・最小）一5枚

5．色（濃淡）

6．果物類（高安）

7．りんご（いちぼん多少）一5枚

8．本（厚薄）

9．池（広狭）面積

10．丸（大小）面積

11．煙突（高低）

！2．コップ（多少）連続

13．　～令i擾房3襲　 （暑寒）

　　　ぷ14．　多舎簗　（長短）

　　　　ぷ！5，プーール（深浅）

16．適（広狭）幅
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（2）反応語に対する正誤判定

　テストエの正誤判定表に準じます。ただし，次の例は慣用反応（○〉とみなします。

　　9．　池　　　1！．煙突　　　14．鉛筆罵大小

　　15．プール＝多少　　　16．道コ細（太をのぞく）

　もっとも，なお若干の問題点があるので，今後の討議により変更がありうると考えてください。

（3）教示と実施手順

　〔練習〕　石とボール（現物）を呈示して，石はボールとくらべて固かったね。ではボールは石に

　　くらべてどうでしょう。（答を待つ）。そう。ボールの方が石よりもやわらかいですね。いまか

　　ら，同じようなものを出しますから，ふたつをくらべて，どっちの方がほかのものよりもどう

　　なのか，答えてください。

　〔1．犬〕　犬が2匹いますね。形は似ていますが，この犬とこの犬とくらべて，どんなふうにし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　
　　てちがうでしょうか。この犬は，この犬よりも？　ではこの犬は，この犬よりも？

　〔2．　りんご〕　リンゴがお皿にのってますね。ふたつのお皿のリンゴをくらべて，どんなふうに

　　ちがうでしょうか，こっちのお皿のリンゴは，こっちのお皿のリンゴよりも？（くりかえし）

　〔3．竹〕上に準ず。

　〔4．犬一5枚〕　（大きい順に配列し），犬が5匹並んでいますね。この犬はここにいる全部の犬

　　とくらべてどんなふうにちがうでしょうか。この犬はここにいる全部の犬の中で？（くりかえ

　　し）

　〔5．色〕　爾方のカードに色がぬってありますね。この色はこの色とくらべてどんなにちがうで

　　しょうか。こめ色の方がこの色よりも？（くりかえし）

　〔6．果物類〕　パイナップル，リンゴがあります。パイナップルは300円で，リンゴは50円だそ

　　うです。パイナップルの方がリンゴより？（くりかえし）

　〔7．　リンゴー5枚〕　リンゴが5つのお皿にのってますね。こっちのお皿のリンゴは，ここにあ

　　る全部のお皿のリンゴとくらべて，どんなふうにちがうでしょうか。こっちのお皿のリンゴは

　　ここにある全部のお皿の中で？（くりかえし）

　〔8．本〕　2に準ず。

　〔9．池〕　2に準ず。

　〔10．丸〕　マルがふたつありますね。このマルとこのマルとくらべて，どんなふうにちがうでし

　　ようか。このマルの方がこのマルよりも？（くりかえし）

　〔11．煙突〕　煙突が2本ありますね。この煙突とこの煙突とくらべてどんなふうにちがうでしょ

　　うか。この煙突の方がこの煙突よりも？（くりかえし）

　〔12．コップ〕　ふたつのコップに水が入っていますね。こっちのコップの水とこっちのコップの

　＊　大きな犬。　　聯　小さな犬のこと。以下，各対の呈示順はこれに準ずる。
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　　水とくらべてどんなふうにちがうでしょうか。こっちのコップの水の方が，こっちのコップの

　　水よりも？　（くりかえ．し）

　〔13．冷暖房具〕ふたりの女の人が扇風器とストーブにあたっています。この女の人はなぜ爾風

　　器にあたっているのでしょうか。ではこの女の人はなぜス5一ブにあたっているのでし．xうか。

　こ14．鉛筆〕　鉛筆が2本ありますね。この鉛筆とこの鉛筆とくらべてどんなふうにちがうでしょ

　　うか。この鉛筆の方がこの鉛筆よりも？（〈IJ）かえし）

　〔！5．プー・一ル〕　男の子がプールの中で立っていますね。こっちのプールとこっちのプールとくら

　　べてどんなふうにちがうでしょうか。こっちのプールの方が，こっちのプールよりも？（くり

　　かえし）

　〔16．道〕　上に準ず。

（4）高高順序

　1．　犬（大小）一＞16．道（広狭）

（5＞記録例

カづi語
1．　犬

2．　リンゴ

9．　池

大きい

多　い

広　い

反　　応

スクナイ

スケナイ

チイサイ

正誤

×

Ω

語

It　小さい

2’少ない

9’　狭　い

反応陣
オオキクナイ

タクシャン

オオキイ

K

Ω

　　　2は正誤の判定保留の例

　　　9は反応が慣用による反応とその正誤例

（6）テスト斑に移行させるもの

　正反応（○）以外の問題はすべてテスト膿に移行させてテス5を行います。

テスト穣　誘導発語

　テストRにおいて正反応（○）以外のもののみを扱います。反対語のふたつともが正反応以

外の場合は一通り全部の片方がすんだ後にあらためて行います。
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（1）　刺激カード

　テストHに準ずる。

（2）教示

　練習なし

　〔1．犬〕一〔オオキイが無答であった場合〕。犬が2匹いますね。この犬とこの犬とくらべてど

　　んなふうにちがいますか。この犬の方がこの犬よリチイサイです。ではこの犬の方がこの犬よ

　　りも？

　こ2～16〕　上に同じ。

簾灘｝…騨ず・・

テスト1V　認　知

　テストmにおいて正反応（○）以外のもののみを扱います。反鰐語のふたつともが正反応（○）

以外であった場合は一通り全部の片方がすんだ後にあらためて行います。

（1）刺激カード

　水準Hに準ずる。

〈2）教示

　練留など

　〔1．犬〕一〔オオキイが答であった場合〕。オオキイの方の犬を指でさしなさい。

　〔2．～16．　〕　上に同じ。

（3＞晶晶順序　テストHに準ずる。

〈4）記録例

カー ｡語陣応降i 五
口
腔
言
口 反応降

1．　犬

4．犬（5枚）

大　き　い

最も大きい C

o 1’小さい

Xi4最も小さい

小をさす

　C4 ×
X

4の反応はカード番号で示した例
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テストV　パラメーターの分離

（1）　刺激材料

　1．　ホース（長さ×太さ）

太
中
細
2．手帳（厚さ×大きさ）

厚

コζ

甲
脚

短
①
④
⑦
漉
小
①
④
…
⑦

3．　リボン（長さ×広さ）

　　　　　　短20c瓶

　　広

　　中

　　狭

4．　ブロック

　　o霧
一
髪
⑦
〔

①
④
◎
（高さ×大きさ）

中
②
⑤
⑧

中
②
⑤
⑧

pP　25cm

＠

＠

＠

②
三
⑤
三
　　＠

［　Eg］

長
③
⑥
⑨

大
③
⑥
⑨

長30cm

＠

＠

＠

＠

　　　＠

　　　＠

［1［　ep

見本A一③

見本B＝⑤

見本A＝＝⑤

見本B　＝＝⑨

見本A一②

見本A＝＝⑦

見本A・・①

見本B・・④
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（2＞教示

　〔練習〕　ブロックを使って，適当に（色×形）一→4種とする。

　　「いろんな色や形のブPックがありますね。これと同じイロのブロックをふたつちょうだい。」

　　（まちがったらくりかえす）

　〔1．　ホース〕「いろんなホースがありますね。これと陶じナガサのホースをとってちょうだい。」

　　（もとヘホースをもどす）。「はい，今度はこれと同じフトサの筆をとってちょうだい。」

　注意　幼児が1本だけとって満足していたら，「もうそれだけですか」とたずね，「ない」と答え

　　るまで探させます。

　〔2～4〕上に準ず。

（3）材料の配置

　全部の材料をバラバラに配置する。ただし，材料が重なり合ったり，また同じパラメーターの材

料が一か所に集中することがないようにしてください。

（4）　呈示順序

　　1一→2一→3一・4　（計16試行）

（5）記録例

材　　料

1．ホース

語

長

i反応騰墜
＠　5 ×

o
太

反応降
3

N

Ω

tsT

②は正反応を示す。

テスト　VI系列化

（1）　車臼激カード

　使用カードは各5枚

1
9
翻
∩
」
4
5
6

丸

コップ

池

リンゴ

犬

道

（大　小）

（多　少）

（広　狭）

（多　少）

（大　小）

（広　狭）

＊　呈示順序　見本A（長）一→見本B（長）一→見本A（太）一→見本B（太）一ジ見本B（太）

　見本Aを呈示するときは箆本Bはとりのぞいておくe見本Bを呈示するときは，見本Aはとりのぞいておく。

＊＊刺激材料の◎は見本と織じものを示す。
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（2＞教示

　〔練習〕　など

　（1）（丸のカードをランダムに並べて），「丸が大きいのや小さいのや，いろいろありますね。丸を

　　大きい順に並べてください。」

　（注意）！．　「～の願誌という指示のことばが納得できないように思われたら，「大きい方から小さ

　　　　い方へ順番に（順々に）並べるのですよ。」といいかえてもよい。

　　　2．配列の順は左から並べようが右から並べようがさしつかえない。

　〔2－6〕　上に準ずる。

（3）呈示順序

　！．　丸（大→小）一→6．　道（広→狭）

（4）記録例

カー　ド

1．　メし

2．　コップ

五
口
登
μ

大小

多少

＞　＞　＞

o＠＠＠＠

正誤

0　　1．は正反応例

×　　2・は誤反応例
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第7項　記録用紙（次ページ）

　　　　　　　　　　　就学前児童の語彙力調査

　　　　　　　　　　　　　性状語テスト

　　　　　　（　　　）歳児クラス

（テスト1）単語・単語の系一反対語

　　　書己録粟1

国立国語研究所

刺　激　語　　　　反　　応 正　誤 刺　激　語 反　　応 正　誤

ユ　大　　き　い 1’小　　さ　い

2　多　　　い 2「少　　な　い

3　太　　　　い 3’細　　　　い

4　最も大きい 4　最も小さい

5　濃　　　　い 5’淡　　　　い

6　高　　　　い 6’安　　　　い

7　いちばん多い 7’いちばん少ない

8　厚　　　　い 8F薄　　　　い

9　広　　　　い 9’狭　　　　い

王0　高　　　　い 王σ低　　　　い

11暑　　　　い 11’寒　　　　い

12長　　　　い 1ぼ短　　　　い

13　深　　　　い 13「浅　　　　い

⑯

83

｝
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園　　名

幼児名

幼稚園

男　女

ixTO・

糖齢 @歳・1保繰 年

（テストV）パラメーター一の分離

材　　　料 語 反　　応 ：正　　誤 語 反　　応 正　　誤

1　ホ　　　一　　　ス

4 3

長
工

太
7

5 3

2　乎　　　　　帳 厚
9

大
7

1 3

3　リ　　ボ　　ン 長
2

広
4

1 3

4　ブロック・ビル 高
2

大
4

（テストVi）系列化

カー　ド 語 ＞　　＞　　＞ 正　誤 ＜　　＜　　＜ 正　誤

1　　丸 大小 ○○○○○ ○○○○○
2　　コップ 多少 ○○○○○ ○○○○○
3　　池 広狭 ○○○○○ ○○○○○
4　りんご 多少 ○○○○○ ○○○○○
5　　犬 大小 ○○○○○ ○○○○○
6　　道 広狭○○○○○ ○○○○○
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掌÷棄［No’

（　　）歳児クラス

就学前児童の語彙力調査

　性状語テスト

（テストH～W）

記録蘂2

国立国語研究所

テストH　発　　語 テストm　誘導発語 テストW　認　　知
カ　一　ド 語

反　　応 正誤 反　　応 正誤 反　　応 正誤

工　　　犬 大　き　い

2　り　ん　　ご 多　　い

3　　　竹 太　　　い

4犬　（5枚） 最も大きい

5　　色 濃　　　い

6果　物　類 高　　　い

7りんご（5枚） いちばん多い

8　　本 厚　　　い

9　　　池 広　　　い

10　　丸 大　き　い

11煙　　　突 高　　　い

12コ　　ツ　プ 多　　い

13冷暖房具 暑　　　い

14鉛　　　筆長　　　い

15プ　　一　　ル 深　　　い

16　　道 広　　　い
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園　　名 幼稚翻
賛α

幼児名 男　女

調査籔 昭和　　　年　　　月　　　日　　幼児年齢 歳　　　月 保育年数 年

生年月日 昭和　　　年　　　月　　　B生　調嶽者氏名

テストH　発　　語 テストiK　誘導発語 テストIV　認　　知
語

反　　応 正誤 反　　応 正誤 反　　応　　　正誤

1’　小　さ　い

2’　少　な　い

3’　細　　　い

4’　最も小さい

5’　淡　　　い

6’　安　　　い

7’いちばん少ない

8’　薄　　　い

9’　狭　　　い

1α　小　さ　い

ユ1’　低　　　い

12’　少　な　い

13’　笑　　　い　　　、

14’　　　　　　い

15’　浅　　　い

16’　狭　　　い
1
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第2節　時間・空間語調査

　時間・空間語調査を実施するため，次の内容を含む手引書が作成された。なお，手引書の性格上，

文体は敬体で統一した。

第1項調査の概要

　この調査は，東北（宮城・岩手），東京，近畿（京都・和歌山）の各地域の幼稚園から抽出した約

900名（30園）の就学前児童（4歳・5歳児クラス）を対象に，基本的な譲の理解の翠微をテスト

法によって明らかにします。いっぽう，幼稚園，家庭を対象に一したアンケート調査から，幼児の言

語生活に関する実態をさぐります。

第2項　本テストの構成

　本年度に行うテスト・バッテリーは，次の4領域から構成されています。調査地域と被調査老の

人数配分は次の通りです。

地域

テスト

東 京

東北ｭ摯

副㍊

　　A
範　疇　化

75

75

75

　　B　　　　I　　　C
性　　状　　語　　時間・空間語

75

75

75

75

75

75

　　D
動詞分化
75

75

75

　　　　　ここで説明する内容は，上記のなかのC時間・空間語テストです。

第3項　時問・空間語テストの構成

　隠問・空悶語のうち，幼児の生活のなかでよく使用され，しかも将来，幼児が撮本語の時間・空

間語の系をつくりあげるための基本となる単語という観点からテスト語は選んであります。
　　　　　あと　　　　まえ　うしろ　さき　　あと　　　え　　すぎ　　　　　　　うえ　　した　　　　　　　たて　　よこ　　なな　　　　　　　　　そと　　なか

　　1，前・後（先・後）（前・過）　2．　上・下　　3．縦・横・斜め　　4．　外・中
　　　ひだり　みぎ　　　　　　　　あさ　　ひる　　よる　あさ　　ばん　　ひる　　よる　　　　　　にち　　げつ　　か　　すい　　もく　　きん　　ど

　　5．左・右　　6．朝・昼・夜（朝・晩，昼・夜）7．　H・月・火・水・木・金・土
　　　　はる　なつ　あぎ　ふゆ　　　　　　おととい　 きのう　きよう　あした　あさって
　　8．春・夏・秋・冬　　9．一昨日・昨旨・今ff・明日・明後日
　　　　おと　と　し　　　きよねん　　こ　と　し　　らいねん　　きらいねん　　　　　　　ぷ　　　け　さ　　ゆうべ　　こんや

　　！0．一昨年・去年・今年・来年・再来年　　　11．今朝・昨夜・今夜

　・　11は6および9の単語の複合によって戒立した系列のものです。テスト　Vlb時欄判断の項で調べることにしてあります。
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　上記の各時間・空閥語を次の6側磁からテストして，それらの理解の特徴を明らかにし，就学麟

段階での時間・空間語の理解水準を問題にします。

　テスト王　単語・単語の系　　　指令・空間語を，関連した単藷の系の中に位置づけて理解して

　　　　　　　　　　いるかどうかを扱います。

　　　　　a．附　　全語（8対16譜）について行う。

　　　　　　　圏　　テストIaで○，×反応の語は補充欄にその語を登録し，新しい語形式反応が

　　　　　　　　　　幽なくなるまでテストをくりかえす。

　　　　　b．　サークル・シリーズ

　　　　　　　　　全語（7対24語）について色板を用いながら行う。ただし，1～7のうち，

　　　　　　　　　　×，N反応のものは！’～7ノのテストを省く。

　テストB　単語・事物の系　　　時聞・空間語を，指示する置物と結びつけて理解しているかど

　　　　　　　　　　うかを扱います。

　　　　R　発語　　全語（10対3！語）について，10種の絵カードを用いながら行う。

　テスト珂　誘導発語　　テストHのうち，「基準反応（○）をのぞく全語について，系列内1単語を

　　　　　　　　　絵カードとともに呈示しながら行う。

　テストIV　認知　　テスト猛のうち，基準反応（○）をのぞく解語について，単語を塁示しながら，

　　　　　　　　　必要な絵カードを指示させる。

　テストV　位置変換一前後　　　2台の自動車（玩具）の位置変換による醜後関係の理解を扱い

　　　　　　　　　　ます。

　　　　　　　　　全設問（8問）について，4種の位置変換を試みながら行う。

　テストW　隠間判断　　　特定の時間帯に関して相互の前後関係が理解されているかどうかを中

　　　　　　　　　心に扱います。

　　　　　a．前・過

　　　　　　　　　全設問（発語，指示，判新）について行う。ただし，

　　　　　　　　　。1．発語の各項属の反応が×，N反応のものは，2．播示の該当項屋の発問

　　　　　　　　　　は省く。

　　　　　　　　　。1．発語，2．指示の発聞には時計（玩異）を呈示するが，3．判断の発問

　　　　　　　　　　には時計は呈示しない。

　　　　　b．　ケサ・ユウベ・コンヤ　　全設問（説明・認知・判断）について行う。ただし，

　　　　　　　　　01．説明の各項目の反応が反応（○）のものは，2．指示のみ該当項冒の発間

　　　　　　　　　　は省く。

　　　　　C．　過去・未来　　全設問について行う。

　　　　　d．遠近　　全設問について行う。
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第4項　テストの方法

1　個別テスト

　所定のテスト用具を使い，幼児にひとりずつ個別にテストします。

　テスト用具　　テストIb色版（3～8枚）

　　　　　　　　テスト11～IV　絵カードロ0種，14枚）

　　　　　　　　テストV　 自動車　（玩具2台）

　　　　　　　　テストVla時計（玩具！個）

2　所要時間

　時間綱限はありませんが，大体テスト1～W全体に要する時間は40分間す。

　各幼児の身心の疲労の状態により，休憩を入れるとか，境具で遊ぶなどして適宜，気分転換を工

夫してください。

第5項　正誤の判定基準と記録のとり方

1　判定基準

　　　　テス，記号　・　　Ω　　・　N

Ia

Ib

皿

N

v

当該の基準的な語

形式による反応

（幼児音を含む）

当該の基準的な語

形式・系列による

反応（幼児音を含

む）

Ia，　Ibに準ずる

上に同じ

正しい指摘

Iaに準ずる

a
～
b

上に同じ

当該の基準的な語

形式以外の慣用に

よる反応（幼児語，

：方言を含む）

反応の一部に基準

的な語形式以外の

議形式および系列

がみられるもの

Ia，　Ibに準ずる

上に同じ

Iaに準ずる

上に同じ

意味に誤り

のある反応

○○以外
の反応で，

Nでないも

の

Ia，　Ibに
準ずる

上に同じ

誤った指摘

Ia」に準ずる

上に同じ

無答（知ら

ないを含む）

上に岡じ

上に同じ

上に同じ

上に同じ

上に岡じ

上に同じ

　＊　○，○，X及びNの判定基箪段階は第1次基量1鍛階であり，最終的には14段階に細分された（112ページ参照）。
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2　記録のとり方

（1＞調査員は幼児々こ問いかけながら，次のことを記録しておいてください。

　　　L　幼児の反応を　　〉反応欄に記入

　　　2．　その反応の正誤を一→記号で正誤欄に記入

　ただし，2についてはその最終的な判定は国立圏語研究所が行いますから，判定に迷う場舎には

記入しなくても結構です。ただし，幼児の反応だけは忠実に記録しておいてください。

②　幼児の反応はすべてテストの場合，反応欄に正確に片カナで記入していただきますが，幼児音

で反応した場合（ソトー→チョト）はその幼児音のまま片カナ表記をしてください。そして正誤の

判定が明白な場合には正誤欄に記号を書きいれてください。

　ただし，反応が正反応（三三的な語形式による反応）であれば，正誤欄に○と書くのみで，必ず

しも反応欄に記入する必要はありません。

3　記録用紙

　記録票　2枚

　テストの前後に，2枚の記録票について，園名・幼児名・調査H・調査者氏名をお忘れなく記入

してください。

　その他の事項は，テストが終了後に園側の協力を得て記録票を完成してください。

第6項　各テストの実施要領

テストIa　単語・単語の系一対

（1）…教　示

　「これから：先生ということぽを言って遊びましょう。まず先生と，反対のことぽ集めをしましよう。

オーキイの反射は？　足→？　こども→？　このようにやるのよ。」

　以上の手順で幼児が納得しなけれぽ「先生がオーキイと雷ったら，○○ちゃんはチーサイと言う

のです。先生がチ・wwntサイと欝ったら，○○ちゃんはオーキイと言うのです。」という教示にふりかえ

る。

　「では，マエの反対は？（先生がマエと雷ったら？）……（以下同じ）。」

（2）呈示順序

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　1．　マエー→8　ヨルー→1’　ウシロー→8ノ　ヒルー→（補充語）

　補充テストについて

　　　幼児の反応が○，×（方言や他の誤った語形式反応）については，その反応語を補充テスト

　　刺激語として記録票に登録し，上記のテスト珊珊をくりかえすこと。
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（3）記録の例

唖庫 激 語

1．　Eヨ／ウシpa

2．匡ヨ／アト

3．iウヨ／シタ

4．　liilZI／“

4／　Eッスグ1／ナナメ

反 応

ウシロ

モト

シモ

マツスグ

マガツテル

正　　誤

。

Ω

？
孕

　　1は正答の例

　　2，4，4ノは判定保留の例

　　3は基準的な語形式以外の反

　応例

＊　4ノは4の反応を［コに記入し，

　それを刺激語として呈示した

　例。

テストIb　単語・単語の系一サークル・シリーズ

（1）教　示

　「今度は○○ちゃんね，赤ちゃんがだんだん大きくなると何になりますか？匡ども1，子どもがだ

んだん大きくなると？圃になりますね。では，これからいろんな順番のことを聞いていきま

すよ。」

　〔色板の使い方〕

　　　　　　　色板　　　　　　　　　　　　　　　色板　　　　　　　　　　　　　　　　　色板

｛総員轡…猷きくなる1∴…（1∴きくなると◎冥…∵

　　　　　　　　ロコ　サロゆロのののほサのののののコサののロ　　ロロロロロロロロコウロコののロコロ　りにはのに　ロコロロ　　ロコロコロロロロコササのののりののの　　コロロロロロロコロリコロロロロロロサ　のに　の　ロのロロロのココき

　　　　　　　　i　　　　　　　色板

　　　　　　　　1一・…＊おとなが年とると？一i　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　L・㌫飢反応）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おばあさん

　（注意）　調査員は匪ちゃん1と言いながら色板を呈示し，「赤ちゃんが大きくなると？」と雪いな

　　　　がら，次の色板を麗いてみせ，幼児に反応姻を促す。その反応を受け，「では子どもが

　　　　大きくなると？」と言いながら，次の色板を置いてみせ，幼児に反応匿互図を促す。以下

　　　　同じ。

　〔聞1〕　「では，起きてから寝るまでの！日の願番を言ってみましょう。！印ままず匠1（色板）

　　が来ますね。［鋼が来る（過ぎる）とその次には？　何が来ますか？囚（色板），はい囚が来る

　　と？［亘｝（色板），はいBがくると？巨立陣板，はいそうですね。それが！Hの順番ですね。」

　（注意）　囚回が誤反応でも，それを否認するような態度をみせないこと。

　（注意）最初の刺激丁丁1が再び出てくるまで継続すること。ただし，全く匠サ1が出てこない
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　　　と判断された場合は中止する。

〔問2〕　「！週間の曜臼を願番に雷ってみましょう。厘曜百t知ってますか？まず厘腱醸（色板）

　が来ますね。｝日曜則が来るとその次は？何（曜日）が来ますか？……（略）」ゆ再びi乙訓振ilが出

　るまで。

〔閥3〕　「1年の季節を顯番に雷ってみましょう。圏って知ってますか？まず圏（色板）が来ま

　すね。圏が来ると，その次には？　（どんな季節）が来ますか？……（略）1→再びil翻が出るまで。

〔閥4〕　「Lewって知ってますね。　iキョウ1（色板）がここですよ。1壷］の日が過ぎるとその

　次の日は何と旧いますか？……（賂）1→幼児が反応しなくなるまで。

〔間5〕　「医i＿墾（色板）がここでしたね。では，十徳］の日の来る前の印ま何と蚕いますか

　？……（略）」→幼児が反応しなくなるまで。

〔闇6〕　「［i正先って知ってますね。巨王1ヨ（色板）がここですよ。1≡亟が過ぎると，その次

　の年は何と雷いますか？……（略）」→幼児が反応しなくなるまで。

〔問7〕　qコトヨ（色板）がここでしたね。では，臣トシiが来る前の年は何と書いますか？……

　（略）」→幼児が反応しなくなるまで。

〔問1’〕

〔間2ノ〕

〔闇3ノ〕

〔問4ノ〕

　（例）

q亘！の来る前を何と言いますか？……（略）」

q劃ま旦1の来る前の曜Eiを何と言いますか？……（略）j

q蚕の来る前の季節を何と旧いますか？……（略）」

閥4の最終反応をもって，最初の刺激語とする。（以下これに準ずる。）

問4圧嘉」之トアシタ→N　問4肩アシタi→キ。ウ

問4　1キョEI一〉……アサッテー＞N　　　問4ノ｝アサッテi→……キョウ

　　　　〔闊5！～厚弩7！〕一一田t｝

（2）呈示順序

　　1．［亘i→7臣トヨ→i’医竺i→7’・・オトトヨ

　　（注意）間1～聞7で×，N反応のものは，1’～7’の該轟設闘を省く。たとえぽ，問2がN反

　　　　　応ならぽ問2ノのテストは行わない。

（3）記録の例

刺激八 反　応 正誤

1．［蚕→ヒルー・ヨル→アサヒルマエー叱ルス

2．1亘ト月…………日

露→ヨル→アサ　　　Ω

オヤスミ→ヨウチ

エン　　　　　　　　　N

刺　激　内 反　癒　　里E誤

L　lアサ1→ヒル→　　ヨナカ→ヒ

　　ヨル今アサ　　　ル→アサ　　　Ω
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テストH　発語

（1）教示と実施要領

　〔問1・1ノマェ・ウシロ〕　iカードAi（自動車と自転車）を呈示しながら，「こっちは？　自転車。自

　　動車と自転車の場駈をくらべてみましょう。自動車は自転車の？　どっちにありますか。自転

　　車は自動車の？　どっちにありますか。口で言って教えてちょうだい。！

　（注意）指でこっちと雷って示したり，「ミギ。ヒダ恥で答えたりする幼児があれぽ，もう一

　　　度駒動車は自転車のi精しの問をくりかえす．似下同じ）

　〔問2・2ノウエ・シタ〕　区一嘔i（白いマル，黒いマルと棒）を呈示しながら，「白いマルと，黒い

　　マルとの場所をくらべてみましょう。白いマルは棒の？　どこにありますか。黒いマルは棒の

　　？　どこにありますか。」

　〔問3・問3tソト・ナカ〕匪一ドcl（白いマル・黒いマル）を呈示しながら，「白い小さいマルと

　　黒いマルとの場所をくらべてみましょう。こっちの白いマルは大きいマルの？　どこにありま

　　すか。こっちの黒いマルは大きいマルの？　どっちにありますか。」

　〔問4・問4ノ　ミギ・ヒダリ〕　涯一ド羽（白いマル・黒いマルと棒）を呈示しながら，「由いマルと

　　黒いマルとの場所をくらべてみましょう。白いマルは捧の？　どこにありますか。黒いマルは

　　棒の？　どこにありますか。」

　〔問5。　タテ・ヨコ・ナナメ〕匪一ドEl（棒3本）を墨示しながら，「この3本の棒の場所をくら

　　べてみましょう。この（タテ）棒は？　この（ヨコ）棒は？　この（ナナメ）棒は？」

　〔問6．アサ・ヒル・ヨル〕1カードF1（朝・昼・夜3枚）を朝・昼・夜刎西遊セこ配列し，説明を

　　全部すませてから質問する。

　　「F1漏お臼さまが山から出てきます。坊やが歯をみがいています。

　　　F、＝お日さまが上の方に出ています。坊やがブランコに乗って遊んでいます。

　　　F、＝暗くなってお星さまが出ています。坊やがベットの中で寝ています。さあ，この3枚の

　　絵は1日のいつのことですか。はい，これ（アサ）は？　これ（ヒル）は？　これ（ヨル）は？」

　〔問7．春……冬〕巨一ドGi（春・夏・秋・冬4枚）を春・夏・秋・冬の順序に配列し，説明を

　　全部すませてから質問する。

　　「G、＝あたたかくなって，桜がさいています。はじめて小学校にあがるところです。

　　　G晒朝顔がさいています。暑いので川で泳いでいるところです。

　　　G、m涼しくなって，もみじの葉が落ちています。みんなが運動会でかけっこをしています。

　　　G，＝寒くなって，雪が降っています。みんながスキーをしているところです。

　　　さあ，この4枚の絵は！年のいつの季節のことですか。……（略）a

　〔問8。キノウ・キョウ・アシタ〕　「1月の〔コ庸って，いつのことか知ってますか？　（答を待

　　つ）　では，（カードHを呈示）カレンダーでいうとこの日でしたね。（そのBを指示）　では，こ
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　　のH（次の日）のことを何と言いますか？　このH（前の日）を何と言いますか？j

　　（注意）　匪ヨ動ということばが自発的に出なけれぽ，そこで中止する。

　〔問9．　日……土〕　［互三璽］（カレンダr）を呈示しながら，「きょうは□日ですが，何曜Hかし

　　ら？　はい，それでは次の日の［li］日t＆何曜日かしら？……（略）」

　〔問10．キョネン・コトシ・ライネン〕｛カードJl

　　「昭和44年って，いつの年のことか知ってますか？　（答を待つ）では（カードJを黒示）1

　　以下の乎順は問8に同じ。

（2）呈示順序

　問1．　1’→問2　2’→問3　3ノ→問4　4→問5……問10．

（3）記録の例

　テスト1に準ずる。

（4＞テストH至に移行させるもの

　基準反応（○）以外の問題はすべてテスト皿に移行させてテストを行います。

テスト皿　誘導発語

　テストaにおいて基準反応（0）以外のもののみを扱います。テストEで対語〔閥1～4〕

のふたつともが基準反応（○）以外の場合は一通り全部の片方がすんだ後にあらためて行って

いただきますが，その他の場合および問5以下では，〔テストR発語で基準反応（○）が得られ

なけれぽ〕ひき続いてただちに問をテスト皿誘導発語に切り換えてください。

（1）　i教示と実：施要領

　〔問1．　マエ〕　iカードA｝

　「（自転車を指示して）霞転車は自動車のi込∠ヨにありますね。では，（自動車を指示して）自動

　　車は自転華の［〕？　どっちにありますか。」

　〔問2～問4～問1ノ～問4つ　問1に準ずる。

（2）誘導語

問1　ウシロ

問2　シタ

間1’マエ

闇2’　ウエ

問3　ナカ

問4　ヒダリ

問3ノソト

問4ノ　ミギ

〔問5．　タテ・ヨコ・ナナメ〕　i万一ドEiを黒示しながら，「（タテ棒を指示して）この棒は3本の

　なかで1憂｛になってますね。では，（ヨコを粥示して）この棒は？　どうなってますか？

＊　カーードHとカード1と同じ。
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　　（ナナメ棒を指示して）この棒は？」

　　　こうして再びタテ棒を指示し囲という発語をさせて終わる。

〔問6．アサ・ヒル・ヨル〕［i垂］を畢示しながら，以下テ川・Hに同じ．絵の説明を終わ

　　ってから，誘導語［Z憂1をだす。そうして，再び1萱ヨという発語をさせて終わる。

　｛問7．春……冬〕　問6に準ずる。誘導語は圏

　〔問8．　キノウ・キョウ・アシタ〕匝一ヂ劃（カレンダー）を呈示しながら，「きょうは何隅です

　　か。はい○日ですね（幼児が答えられなかったらテスターが答えを指示してやる）。○臼はきょ

　　うですね」以下，テスト∬の実施要領に準じ。そして再び匡璽］という発認をさせて終わる。

　欄9〕上記三顧に同じ．誘導語毒ま匠スト当駒曜則

　〔問10〕　上記手順に同じ，誘導認は匝i

〈3）呈示順序

　テストHに同じ。

〈4）記録の例（略）

〈5）テストWla移行させるもの

　基準反応（○〉以外の心癖はすべてテストWに移行させてテストを行います。

テストIV’認知

　テスト皿において基準反応（○）以外のもののみを扱います。テスト皿で対語〔問1～4〕

のふたつともが基準反応（○）以外の場舎は一通り全部の片方がすんだ後にあらためて行って

いただきますが，その他の場合および間5以下では〔テストm誘導発語で基準反応が得られな

ければ〕ひき続いてただちにその闘題のテストW認知に切り換えてください。

（1）教示と実施要領

　〔問1．　マエ〕［i璽1を呈示しながら，「自動車と自転車とでi三ヨにあるものを指でさしな

　　さい。

　〔問1ノ～問7〕　闘1に準ずる。

　〔問8．　キノウ・キョウ・アシタ〕　iヨをee示しながら，「iキョウ1，・＊　！月○日だから，ここ

　　（日付を指示）です。では［巫1はどのHでしょう。指でさしてください。囮はどの日

　　でしょうか？」

　〔問9～問！0〕　問8に準ずる。

　縢各問とも認知順序は適宜変化を持たせることが必要である。

〈2）呈示順序（略）
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（3）瀧録の例

カード　　語 反応　　正誤

A　　L

G　7．

マニニ

a－r・……冬

マエ　　　　　N

春冬秋夏　Ω

テストV　位置変換一前後

（1）教示と実施要領

　レーシングカーおよびパトロールカーを各図（記録1参照）のごとく配車し，「⑫は㊦の匡！に

ある，とか骸シ璽にあるとか雷ってください。」と指示し，発語させていく。匿・蜀などと言っ

た反応をした場会にはマエ・ウシ潮のいずれかに言いなおさせる。

縢〔場面構図〕

　　　　　　　（・図）〔並］　［af2］1］　　　。＝＝　V一シソグー　、b．．．

　　　　　　　　　　　壷　⑳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ：バトPt一ル・カー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊；車の前の部分を示す。

（2）　　呈示斑頁序

　（a）一（b）

（3）記録の例

配車の位1概変更はすべて調査員が行う。

膚　　動　　車 1　質　　閥

の
の

㊦
漁
⑳
㊦

i反応
前鯵N

前魑N

｛礁

×
0

テ’ストV／a　時間判断一一一前・過

（1）教示と実施要領

　1．　　発言吾　（6：！5一マェ）

　〔時計〕　（玩具）を用意して幼児の前で険：鴛マエに針を合わせ，「いま，時聞は何時ですか？」

　　と聞う。

　2．指示（6：15マエ）

　〔時計〕　（玩呉）を幼児の前で匠6＝ooiにしておき，「この長い針を動かして匿：！5マエiにして

　　ください。」と指示する。短針は調査者がにぎっていればよい。

　3．　　半琶鑓斤（6　：15マエ）
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　　〔時計は使用せず〕【「6：！5マエ【というのは，もう6時になっているのですか，まだ6時になつ

　ていないのですか？」と問う。

（2）呈示順序

　1．発藷の各問を全部すませて，2．指示　3．判断テストに進む。

　露発語テストで時計の時問が正しく読みとれていないものは，

　　　指示テストは省圏して，ただちに判断テストに入る。

　薩発語テスト，指示テストとも最初から2問程度で，N，または×反応を示したものには必ずし

　　も全問について行う必要はありません。

（3）記録の例

時　　計

6：15マエ

1．発 語

いま何時？ 正誤

6：00　／　×

2．指 示

～にしてください 正誤

6：25 ×

3．　判 断

○時になっている

　　なってない？・

ハイ・イイエ⑲

正誤

う『ストV／b　時間判断一ケサ・ユウベ・コンヤ

（1）教示と実施要領

　2．　説明（ケサ）

　「1ケサiって知ってる？　いつのことかしら？」と問う。

　2．　認知（ケサ）

　「1亘iって，キノウのこと？　キョウのこと？　アシタのことですか？（答を待つ）はい，では

　　1亘1はアサのこと？　ヒルのこと？　ヨルのことですか？（答を待つ）dと問う。

　3．　判断（ユウベ）

　絹ユウベ1って，もう過ぎちゃったこと？　過ぎないことですか？（答を待つ）」と問う。

（1）呈示順序

　1．説明の各問を全部すませて，2．認知　3．判断テストに進む。

　縢1．説明で，幼児から，2．認知の内容が表現されれぽ匿示テストは省圏して，ただちに戦

　　断テストに入る。

　匿到憂iは判断テストを行わない。
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〈3）記録の例

ユウベ

1，説　　明

いつの・と・降

ズット昔ノコb ×

2．認 知

一の・と一の・と一の・と・降

キ・ウ（i動アシタ

アサ ・ル　㊥D o

3，判 断

過ぎた・と過ぎな…と・陣

⊂∋　イィエ　N o

テストV／c　時間調断一遇去・未来

く1）教示と実施要領

　1アシタ1っていうのはもう過ぎた日のこと？　まだ過ぎない日のこと？　どっちでしょうか？

〈2）呈：示順序

1璽→一■サライネン｝

〈3）記録の例

　テストV／bに準ずる。

テストV／d　時間鞠断一遠近

く1）教示と実施要領

　匠シタ／アサッテでは，どっちが遠い日のことでしょうか？

〈2）呈示順序

1アシタ／アサ。テ→一・1キ。ネン／オトトシ

〈3）記録の例

　テストV／bに準ずる。

第2飾　時間・空間語調査　　53



第7項記録用紙

和
歌　・

山

li’1’・i．i［］
NTe． ．就学前児童の語彙力調査

　　時間・空間語テスト

（ ）歳児クラズ

睾藥録
き
魏
旨

所究研語国立国

（テストIa）単価・単語の系一対

刺　　　激　　語 反　　施 正　　誤 劇　　激　　　語 反　　抗5 正　誤

・匡］／急器 r医ヨ／マエ

・［サキ］／アト ・’ x］／サキ

・［ウエ］／シタ ・’ mシタ］／ウエ

・匝］／＊ ・’ m＊］／ナナメ

・［雇］／・・ 魚商／タテ

・［∬］／ナカ ・’ m王ヨ／ソト

・國／バン ・’ mノ・ミン］／アサ．

と

・［ヨノレ］／ヒル ・’ �^・ル
・「ミギ］／・ダり ・’ ｧ列／ミギ

1・［互レ、融， ・α［アト］／マエ

⑯

刺　　　激　　　語 反　　応 正　　誤 刺　　激　　　語 反　　応 正　誤
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園　　名 幼稚園

幼児名 男　女

調査ヨ 昭秘　　　年　　　月　　　日 幼児年・壕

生年月日 昭和　　　年　　　月　　　｝ヨ生
…

fi調査着氏名一

No．

歳　 月保育年数 斜

（テストエb）単語・巣語の系一サーtクル。シtj　一ズ

刺 激 籍

1　N一，　triv－B］v一一，71」一

2巨］一月一語一・

・国一騨一・一・

・回一アシ・一・・…テー一

・Eヨー・・ウー・・J…F・イー一

・N一・・ネ・嚇・ネ・一・・…

・同断・・畷・・

反応 激　　二

一》ヨルー》ヒルー》アサ

2”　M一｝：1：・…」i…rl一＞N

3’@－］蛸脚略

4t　…アサ・ンテ→アシタ→キョウ

5’　…オトトイ　一》キノウーケキョウ

σ…サ彩一夢イネ・→・ト・

7’　…オトトシ→キョネン→コトシ

反応 正誤

（テストV）　位置変更一前後

霞　　　　動　　　　軍 発　　　　　　問 反　　応 正　誤

1②　は　㊦　の ⑧蒲．後’N．

・〔二三］　〔塾
2＠　は　（D　g 　㊥O・後・N

b匡こ〕　〔塾 30　は　㊦　の
⑬葡・後・N

4㊦　は　（D　の ⑪前・後・N

5②　は　㊦　の 　⑧ｸ1∫・後・N
C注こ〕　［』

　　　　　印U㊦　は　（D　の ⑧前・後・N

7（D　は　㊦　り 　㊥O・後・飛
d〔ニヨ　［全コ

　　　　　’R　㊦　は　②　の 　⑬O・後・N
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［東
京

●京
都

●

和
歌
山

Na

　　（　　）歳児クラス

単語・事物の系

就学前児童の語彙力調査

　時問・空間語テスト

（テストH～W）

配鋒藥　2

国立国語研究所

テスト狂　発　　語 テス橿1誘導発誘 テストw　認　知
カード 語

反　癒 正誤 反　　　施 正誤 反　応 正誤

A 1。マ　エ 國
B 2．ウ　エ 國
C 3．ソ　ト 囹
D 4．ミ　ギ 國
E 5．タテノヨコ／ナナメ 巨ヨ・　・

F 6．アサ／ヒル／ヨル 回・　・

G 7．春／……／冬 国…

琵 8．キノウ／キョウ／アシタ ・囹・

1 9．日／………／土 国・…

J ユ0．キョネン／コトシ／ライネン ・巨ヨ・

＊　テスト当臼の曜日

（テストVla）時間判断一前・過

1．発　語 2．指　示 3．判　　　　　断
時　　　　計

いま，何時？ 正誤 ～にしてください 正誤 Q時になっている。なっていない？

6：15　マエ
　　　　●m、イ　　・　イイエ　　・　N

3：5　スギ
oハイ　　・　イイエ　　・　N

6：30
oノ、イ　　・　イイエ　　・　N

3：5　マエ 　　　　onイ　　・　イイエ　　。　喪

6：15　スギ
●ハイ　・　イイエ　・　N
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園　　名 幼稚園
甑

幼児名 男　女

調査日 昭和　　　年　　　月　　　日　　幼児年齢 歳　　　月 保育年数 年

生年月日 昭和　　　　年　　　　月　　　　El生　　調査者氏名

テスト11　発　　　悪 テストII【　誘導発籍 テスト1V　認　　知
籍

反　　応 正誤 反　　応 疋誤 皮　　応 正誤

1㌧ウシロ Eヨ

2㌔シタ 囲
3’．ナカ 囲
4’。ヒダリ 團
（テストVIb）時間判断一ケサ・ユウベ・コンマ

董．説　　　　明 2．認　　　　　矩 3．判　　　　　断

いつのこと？ 正誤 ～のこと，～のこと，～のこと 正誤 過ぎたこと，過ぎないこと2 正誤

キノウ0キョウ　アシタ
ケ　サ

②アサ　　ヒル　　ヨル

0キノウ　キョウ　アシタ 。ハ　　イイイエ

@　N
ユウベ

アサ　　ヒル　0ヨル

キノウ⑤キョウ　アシタ ⑧ハ　　イ。イイエ

@　翼
コンヤ

アサ　　ヒル　①ヨル

（テスト履。）　時間判断一過虫・未来

きょう
過ぎたこと
ﾟぎない（これからの）こと？ 正誤 ことし

過ぎたこと
ﾟぎない（これからの）こと？ 正誤

アシタ

Iトトイ

Aサッテ

Lノウ

過．条．錘。過　・　未　・　N　　　　o過　・　未　・　N

�D未．N

ライネン

Iトトシ

Lョネン

Tライネン

過．莱．N
H．未・N
@．未．N
ﾟ．莱．N

（テストWd）　時聞…鰐断一遠近

きょう どっちが遮いこと？ 正誤 ことし どっちが了いこと？ 正誤

アシタ／アサッテ

Iトトイ／キノウ

　　　o
Aシ・アサ・N
Gオト・キノ・N

サライネン／ライネン

Lョネン／オトトシ

oサラ・ライ・N

@　　oLョ・オト・N
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第3節動詞調査

　動作・行為・現象を表す動詞調査を実施するため，次の内容を含む手引書が作成された。なお，

手引書の性格上，文体は敬体で統一した。

第1項　調査の概要

　この調査は，東北（宮城・岩手），棄京，近畿（京都。和歌自）の各地域の幼稚園からtEk　EMした約

800名（36園）の就学前兇童（4歳，5歳児クラス）を対象にした，「就学前児童の語彙，コミti

ニケーション能力調査」の中の語彙力調査であります。’ 軏{的な動詞220語の理解の特徴をテスト

法によって明らかにします。いっ醸う，幼稚園，家庭を対象にしたアンケート調査から，就学前回

．童の言語生活に関する実態をさぐります。

第2項　動詞テストの調査地域と人数配分

マ＝＝＝＝＝璽｝ A

東 刺　・2

東北
重
手

論士歌葱

42

42

42

42

ニ
ニ
ロ

210

B

42

42

4・2

42

42

2！0

C

42

42

42

42

42

210

D

42

42

ti2

42

42

210

計

168

168

168

168

168

840

　本年度に行う勤詞テストはABCDの4種類から構成されています。各被調査者はその中の研定

の1種類のテストを受けることになつます。

第3項　テスト語彙（動詞）F

　H本語の動詞のうち，幼児の生活のなかでよく使用され，しかも将来，幼児が日本語の動詞の系

をつくりあげるための基本となる単語という観点から選んであります。

　選定に先だって，次の各種の資料により共通潭の高い450語をまず抽出しました。

　　・特定幼児の表現語彙集

　　・文部省　『児童，生徒の語彙調査（低学年）A

　　●　国際文イヒま痕興会　　 『日＝ajrx語基本語彙』

　　・阪本一郎　『教育基本語彙』
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　・園立圏語研究所　『現代身￥叢誌九十種の矯語用字讃

そうして，さらに次の選択基準を設けました。

1．複合語はのぞく　　　例：追いかける

2．敬語動詞はのぞく　　例：いらっしゃる

3．俗語はのぞく　　　例：食う

4．　iSl動詞・他動講はいずれかにきめる。

　絵になりやすいもの，対の系が明白なものを優先する。

5．　使役，可能，受身動諄司は基本形で提出する。

6．　多義語は基本的な意味で提出する。

ただし，系の関係でk記の基準にかかわらず選ばれたものもあります。

　2一・3一・1表　就学前児童の語引力調査（動詞）

・　1．会う

＊　5．上げる

・　9．暖める

・13．編む

＊17．歩く

・21．受け取る

＊　25，　才∫つ

・29．売る

。33．送る

・37．押さえる

・41．落とす

＊45．降りる

・49。買う

・53．隠れる

・57．勝つ

・61．楯れる

・65．聞く

・69．切れる

＊73．消す

。77．転ぶ

＊81。さす

　　　　　　語

＊　2．上がる

・　6．揚げる

・10．当たる

・14．謝る

。18．いじめる

。22．受ける

・26．奪う

・30．追う

・34．遅れる

＊38、教え．る

・42，踊る

・46．折る

・50．帰る

＊54、撰・ける

・58、銀ぐ

・62．かわいがる

・66．切る

・70．来る

。74、答える

・78、壊す

・82．騒ぐ

彙　蓑

　・　3．明ける

　・　7、預ける

　。11．集める

　。15．洗う

　。19．入れる

　・23．動かす

　・27．生まれる

　。31．起きる

　＊35．起こす

　・　39．　ptlT－S一・

　・　43，　（織じ）

　＊47．降ろす

　・5！．罹る

　・55．駆ける

　・59．悲しむ

　・63．乾く

　・67．着る

　・71，暮れる

　・75，混む

　・79．咲く

　。83．しかる

＊　＊邸の単語は2鷹以上捌．娼してあることを示す。（）内は基本の動詞形以外の語。

＊　4．聡ける

・　8．与える

・12．余る

・16．ある

・20．浮かぶ

・24，歌う

・28．埋める

・32．概く

。36．おこる

・40．落ちる

・44．おぼれる

・48．終わる

＊52．書く

・56．固まる

。60．かぶる

。64，消える

。68．（奇麗になる）

・72．撫える

・76．殺す

・80．下げる

・84。敷く
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・85．茂る

。89．縛る

。93．閉める

・97．空く

・101。背負う

・105。倒す

＊1Q9．　たたく

。113．　（足りなし、）

・117．散る

・121．続く

・125，つぶる

・129．出る

・133．届ける

・137．止める

・141．治る

＊145．なでる

・149．並べる

・153．煮る

・157．濡れる

＊161．延ばす

・165。履く

＊169．外す

＊173．離す

＊177．貼る

＊18／．拾う

・工85．吹く

・　189．降る

・193．ほめる

＊197．曲げる

・201．逓え．る

＊205．もらう

・209．止む

・213．寄せる

＊217．別矛しる

・86，（静かにする）

＊90．しぼむ

・94。締める

・98，進む

・102．狭まる

＊106。出す

＊110．畳む

・114．違う

・118．つかまえる

・122，包む

・126．つぼめる

＊130．　角孕く

・134．飛ぶ

・138．取る

・142．泣く

・146．なめる

＊150。逃がす

＊154．抜く

・158．寝かす

・162．登る

・166．吐く

・170．外れる

＊174．離れる

●178．　弓【く

・182，ひろがる

・186，ふくらむ

＊190．減らす

・194．掘る

・198、混ぜる

・202。結ぶ

・206．焼く

・210．やる

・214．読む

・2王8．分ける
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・87．沈む

・91．絞る

・95．知る

・99．捨てる

・103．攻める

・107、助かる

・111．立つ

・115．縮める

・119．　つく　（点・着）

・123．つながる

・127．積む

・131．溶ける

・135．跳ぶ

●139．　（ない）

・143．殴る

・147．習う

・151．握る

＊155．脱ぐ

・159．寝る

＊163．乗る

。167．始まる

・171．話す

・175．はめる

・179．弾く

・183．広げる

・187．太る

・191．干す

・195．巻く

・199．守る

・203．燃す

・207．やせる

＊211．行く

・215．喜ぶ

・219．忘れる

・88．死ぬ

＊92．仕舞う

・96．吸う

・100．座る

・104．反らす

・108．尋ねる

・112．食べる

・116．散らかす

・120．付ける

＊124．　つなぐ

・128．出かける

・132．閉じる

＊136．止まる

・140、直す

・144．投げる

・148．鳴らす

・152．逃げる

・156．塗る

・160．乗せる

・164．入る

・168．走る

・172．放す

・176．払う

・180，冷やす

・184．拭く

・188．増やす

。192．　クまどく

・196．負ける

・200．見える

・204．渓る

・208．破る

・212．汚れる

・216．沸かす

＊220．笑う



2－3－2表　　署吾彙配夢IJ　X

（対語テスト語彙） （対文テス ト語彙）

1． つく　（点） 1’一1 きえる（消） 1一ユ あかりがっく 1’一1 あかりがきえる

2． あげる（上） 2’一1 さける（下） 2－1 旗を上にあげる 2’一1 旗を下にさげる

2’一2 おろす（下） 2－2 本をタナにあげる 2’一2 本をタナからおろｷ
2’一3 もらう 2－3

おかしを友だちに
?げる

2’一3 おかしを友だちか
轤烽轤､

A 3． おりる（降） 3’一1 のる　（乗） 3一王 バスからおりる 3’一1 バスにのる

3’一2 あがる（上） 3－2
お部騰から庭にお
閧 37－2

庭からお部屋にあ
ｪる

4． ぬぐ　（脱） 4’一1 はく　（履） 4－1 靴をぬぐ 4－1 靴をはく

4’一2 きる　（着） 4－2 洋服をぬぐ 4’一2 洋服をきる

4’一3 かぶる 4－3 1帽子をぬぐ 4’一3 帽子をかぶる

1． うごく（動） 1’一1 とまる（止） 1一ユ
おもちゃの車が動
ｭ 1’一1 おもちゃの車がと

ﾜる

2． おとす（落） 2’一1 ひろう（拾） 2－1
おかあさんがお皿，

�ｨとす
2’一1 おかあさんがおi鳳
�ﾐろう

3． さす　（刺） 3’一1 ぬく　（抜） 3－1 針をさす 3’一1 針をねく
B

3’一2 　　　　「ｷぼめる 3－2 かさをさす 3’一2 かさをすぼめる

4． あける（開） 4－1 しめる（閉） 4－1 箱のふたをあける 4－1 箱のふたをしめる

（明） 4’一2 くれる（幕） 4－2 夜があける 4－2 日がくれる

1． しばる 1’一1 ほどく 1－1 ひもで手をしばる 1’一1 手のひもをほどく

2。 いれる（入） 2’一1 だす　（出） 2－1
箱にお人形をいれ 2’一1 箱からお人形をだｷ

3． おろす（下） 3’一1 つむ　（積） 3－1
車から荷物をおろ
ｷ 3’一1 車に荷物をつむ

C
3’一2 のせる（乗） 3－2

赤ん坊を車からお
?す

3’一2 赤ん坊を車にのせ

4． あがる（上） 4’一1 おりる（降） 4－1 階段をあがる 4－1 階段をおりる

4’一2 さがる（下） 4－2
テストの成績があ

ｪる
4’一2
テストの成績がさ

ｪる
1． にがす r－1 つかまえる 1－1 トンボをにがす 1’一1 トンボをつかまえ

2． なげる 2’一1 うけとる 2－1 ボールをなげる 2’一i ボールをうけとる

3． おこる（起） 3’一1 ねかす（寝） 3－1 赤ちゃんをおこす 3’一1 赤ちゃんをねかす
D

3’一2 たおす（倒す） 3－2 木をおこす 3’一2 木をたおす

4． いく　（行） 4’一1 くる　（来） 4－1

こっちからむこうべいく

4’一1
　　、ﾞこっからこっち
ﾖくる

4’一2 かえる（帰） 4－2 幼稚園にいく 4’一2 幼稚園からかえる
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第4項　テストの構成

対 　
口
幣
三
口

対 文

対

絵

発　　語

誘導発語

語認知

A
s

手

・

’

・

B
・

・

s

・

・

C
・

s

・

・

s

D

s

・

・

s

・

A，B，　C，　Dはテスト異なり語，220語を均等に4分割したものであり，各被調査老は所定の

1種につき，対語，三文，対絵の各テストを受けることになります。＊

油壷テスト

　・全納（4対10～13語）について行います。

　・反応が基準語以外の語（○，×，×）は補充の余白欄にその語を登録し，新しい語反応が出

　　なくなるまでテストをくりかえします。

対文テスト

　・全文（6対12～18文）について行います。

　・反応が基準語以外の語（○，×，×）は補充の余白欄にその語を含む文を登録し，新しい語

　　反応が出なくなるまでテストをくりかえします。

対面テスト

1．発　　語

2．誘導発語

3．語認知

全絵（35対70絵）について行い，必要な動詞を自発的に言わせます。

発語テストのうち，基準語反応（○）をのぞく他のすべての語について，対

の絵動詞を誘導しながら行います。

誘導発語テストのうち，基準語反応（○）をのぞく他のすべての語につい

て，対の絵動詞を呈示しながら，必要な絵図を指示させます。

　対語・対文テストは動詞を関連した単語・単語の系の中に位置づけて理解しているかどうかを調

べるものであり，紺絵テストは動詞をそれが指示する事象と結びつけて理解しているかどうかを調

べるものであります。

＊　A，B，　C，　Dの各群の中で，さらに各テストの対の順序を逆にしてテストするAr，　Br，　Cr，　Dr群を設けた。
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第5項　テストの方法

1　個別テスト

　所定の教示にしたがい，幼児にひとりずつ次の順で個別にテストします。

雛｝瞭蝋諏艦鵬
Ψ鰐絵一絵図を呈示しながら必要な語反応を求めます。

　　　　また，絵図の認知を求めます。

2　所要時間

　時聞の制限は設けませんが，だいたい，全体に要する時問は30～40分です。各幼児の心身の疲労

の状態により，休患を入れるとかして適宜，気分転換を工夫してください。

第6項　正誤の判定基準と記録のとり方

　　　　　　オ
1　判定墓準

＼＼、言己号

　　ヘヘ
テスト’_
　
流
μ

滋講
メ

　
薫
口

対
文

㊥」メ
’

絵

邑
孤
3

タ
菩
測

誘
導
発
語

語
認
知

。

当該の基準語形

式による反応＊

（幼児音を含む）

上に跨　じ＊

上　に　岡　ぴ＝

上に同　じ＊

正しい播摘

Ω

当該の基準語以
外の形式による
反応で，×，×，

N以外のもの
（幼児語，方言
を含む）

上に岡　じ

上に同　じ

上に同　じ

送

意味的に正しく

「～＋ナイ」形式

による反応

上に同　じ

上に同　じ

上に同　じ

×

意味に誤りの

ある反応

上に同　じ

」二に同　じ

上に國　じ

誤った指摘

N

無答（知らな

いを含む）

上に岡　じ

上に同　じ

上に圃　じ

上に隅　じ

　　　＊対語，対文の基準語は基本形で呈示してあります。

　　　　対絵の基準語は「～テイル」という形式で呈示してありますが，発語テストの揚合，基本

　　　　形で答えても基準語と岡じであると認めます。

2　記録のとりかた

（1）調査員は幼児に問いかけながら，次のことを記録しておいてください。

　＊　○，○，×，×及びNの判定基準段階は，第1次基準段階であり，最終的には15段階に細分された（124ペーージ参照）。
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　　　1．　幼児の反応を　　→反応欄に記入

　　　2．その反応の正誤を一→記号で正誤欄に記入

　ただし，2についての最終的な判定は国立国語研究所が行いますから，鞠定に困難な筆墨には記

入しないでください。1の幼児の反応だけは忠実に記録しておいてください。

②　幼児の反応はすべてのテストの場合，反応欄に正確セこ匠カナiで記入していただきますが，幼

　児音で反応した場合（ック→チ＝ク）はその発音のまま片カナ表記をしてください。

㈲　反応が正反応1（基準語形式による反応であれば，正誤欄に○と書くだけで，必ずしも反応欄に

　記入する必要はありません。

3　記録票

　3枚

　テストの前後に，3枚の記録票について，園名，幼児名，調査日，調査者氏名をお忘れなく記入

してください。それから，その他の事項はテストが終了後に園側の協力を得て記録票を完成してく

ださい。

第7項　各テストの実施要領

　実施要領はA種のテストを例に説明します。B，　C，　Dの各テストはこれに準じます。

対語テスト

（1）教　：恭

　「これから先生といろんなことばを喬って遊びましょう。まず，先生と，反対のことぽを集めまし

ょう。オオキイの反対は？　コドモ→［刀，キライ→図，このようにやるのですよ。」

　以上の手順で幼児が納得できなけれぽ，「先生がオオキイと言ったら，○○ちゃんはチイサイと言

うのです。先生がチイサイと雷ったら，00ちゃんはオオキイと言うのです」という教示にふりか

えてください。

　「では，［羽の反対は？」（先生がツクと言ったら？）……似下同じ）。

（2）呈示順序：

　1．　つく→4．ぬぐ→1／！，　きえる→4’3．　かよう→（補充語）

（3）言承上の注意

　1．教示はあくまで刺激語だけにかぎり，「何かがツクの反対は？」という言い方はしないでくだ

　　さい。

　2．　「アゲル」などのように2個以上の反対語が予想されるものについては，fそう，そのほかに，

　　まだアゲルの反対のことぽがありますか」とたずねる。誤反応については「うん，そうかな？」

　　と軽く疑問をなげかけて答をうながすようにしてください。

　3．　「ツク」の反対語は「クツ」と答えた場合は導入法の不備であるから練習をくりかえしてくだ
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　さい。

4．　「ツク」の反対語を「ツカナイ1と答えた場合は，「ナイ」をつけないで，ほかに反対のこと

　ぽはないかな，と注意をうながしてください。

〔補充テストについて〕

　　幼児の答えのうち，基準語以外の反応語（○，×，×）については，それらを補充テストの刺

　激語として，記録票の空欄に登録し，基準語以外の反応がなくなるまで，上記のテスト手順を

　くりかえしてください。

（4）記録の例
刺激語 反応語 素誤

1．　あげる

圃　あげない

　　いただく

アゲナイ

イタダク

アゲル

　INT

×
…
Ω

記入不要

三文テスト

（1）教　示

　「こんどは先生が短いお話を言いますから，反対のお話をつくって遊びましょう。〈おとなはオー

キイ，では子どもは［？．；一1〉，このようにやるのですよ。」

　「では，あかり洲互め反対は，あかりが［至］」（先生があかりがツクと醤ったら，あかりが巨］）…

…（以下同じ）。

（2＞；呈示：順序

　1！　あかりがっく→43　帽子をぬぐ→1／1　あかりがきえる→4t　3　帽子をかぶる→（補充文）

（3）教示上の注意

　1．　原姻として，幼児には動詞だけ答えさせれぽよいようにしましよう。たとえぽ「旗を上にあ

　　げるの反対は，旗を下に縢」という教示のしかたを守ること。幼児によっては，話を先取りし

　　て，旗の上にアゲルの反対は，旗ヲ上＝サゲ？と混乱することがありますからご注意ください。

　　　他の諸注意は対語テストに準ずる。

　〔補充テストについて〕

　　　幼児の答えのうち，基準文以外の反応語（○，×，×）については，それらを補充テストの

　　刺激文として，記録票の空欄に登録し，基準語以外の反応がなくなるまでテストをくりかえし

　　ます。
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（4）記録の鍵
刺激文 反応語 正　誤

1－1　あかりがっく

圖
～
圃
～
圃

あかりがひかる

あかりをけす＊

あかりをつける

ヒカル

キエル

ケス＊

ツケル

ケ7k＊＊

　o
記入不要

記入不要

記入不要

＊　ケスはくあかりが［1｝〉ででた反応でありますが，刺激の文としてはくあかりをけす〉と

　して登録してください。

＊＊最下段のケスは刺激文としてすでに登録されていますから，ここでの系列のテストは終

　わることになります。

対絵テスト1　発語テスト

（1）＃　示

　「こんどは先生がおもしろいいろいろな絵をふたつずつ反対のことをしている絵を見せますから，

何をしている絵か教えてください。1

　（A！1およびA！ltの絵を示しながら）「こっちは男の人がパスに［Z／こっちは男の人がバスから

匡1拗児の答えを待つ）

（2）　　呈示薦頂序

　　　｝A11－AIFI→rA75－A75’i→誘導発語

（3）誘導発語に移行させるもの

　発語テストで基準反応（○）以外の間題ぱすべて誘導発語に移行させてテストを行います。

対絵テスト2　誘導発語テスト

（1）教　示

　「こんどは先生が片方の絵は何をしている絵か教えますから，もうひとつの絵は反対に何をして

いるかを答えてください。」

　〔Almg発語テストで0以外の反応があった時〕

　　（A！γの方を示しながら）「こっちは男の人がバスからオリテイルでしょう。だから，（A11

　を示しながら）こっちは男の人がバスに国（幼児の答えを待ちます）。

（2）畢示順序

　A！1→A75・→A！1ノ・→A75ノ→語認知

（3＞語認知に移行させるもの
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　誘導発語テストで基準反応（○）以外の問題はすべて語認知に移行させてテストを行います。

対絵テスト3　語認知テスト

〈1）教示

　「こんどは先生が○○している絵はどれですかとたずねますから，その絵を探して指でさしてく

：ださい。」

　〔A！1が誘導発語テストで○以外の反応であった時〕

　　（A1のべ一一ジを示しながら）「この申で，〈何かにノッテル〉ところの絵はどれですか。」（幼児

　の指示を待ちます）

〈2）呈示順序

　A11→A75→A11ノ→A75ノ

　ただし，1ページでテス1・すべき諮が相接してある場合は互いの顧序を逆にして行ってください。

〈3）閥題の呈示例

A7！　ナニカガ　ヒロガッティル絵ハ？

B15　ナニカニ　スワッテイル絵ハ？

B45　ナ＝カカラ　ミエテイル絵ハ？

1365　ナニカ＝　ワカレティル絵ハ？

C13ナニカニ　ウカンデイル絵ハ？

C31　ナニカカラ　ニガシテイル絵ハ？

C32　ナニカガ　アマッティル絵ハ？

C33　ナニカニ　オィテイル絵ハ？

D44　ナ＝カデ　ョロコンディル絵ハ？

D51　ナニカデ　オコッテイル絵ハ？

D74　ナニカヲ　ソラシテイル絵ハ？

A51’ナニカガ　シンゲイル絵ハ？

A71’ナニカガ　セバマッティル絵ハ？

B15tナニカユ　タッティル藻会ハ？

B4stナニカニ　カクレティル絵ハ？

B65「ナ＝カガ　ッヅィティル絵ハ？

C13’ナニカ＝　シズンデイル絵ハ？

C31’ナニカデ　コロシテイル絵ハ？

C32’ナニカガ　タリナィ絵ハ？

C33’ナニカカラ　トッテイル絵ハ？

C44tナニカデ　カナシソゲイル絵ハ？

D5！’ダレカガ　ワラッテイル絵ハ？

D74tナニカヲ　マゲテイル絵ハ？

　すべて，動詞に隣接するヲ，二，ガをもって量示し，また，ナ＝が入の場合には，ダレカという

呈示に変えてください。

（4）記録のとり：方

番号

AH
A12

A13

絵

男の人が
バスに（ノッテイル）

靴を（ハイテイル）

男の人が
旗を（アゲテイル）

発 語

反　　対

ノル

ミセアル

モツアノレ

正誤

O
X

誘　導　発　語 語　　認　　知

反　　応

ハイテル

ミセアノレ

反　　応

o
A13

正誤

o

L　反応は現在形，過去形などちがった形で出ることがありますが，正誤には関係しません。

2．語認知の反応欄の記入には絵番号を書きこんでください。
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第8項　記録用紙

（ ）歳児クラス

就学前児童の語彙力調査　1969

　　　　　　動詞テスF

　　　　　A（対語・対文）

言己録票　1

国：立国語研究所

刺　　　激　　　語 反応語 正　誤 刺　　　激　　　語 反応語 正　誤

1　つ　く（点） 1’一1　　きえる　（消）

2　あげる（上） 2’一1　　さげる　（下〉

2’一2　おろす（下）

2㌧3　もらう

3　おりる（降） 3’一1　の　る（乗）

37－2　あがる　（上）

4　ぬ　ぐ（脱） 4－1　　1ま　　く　　（履）

4’一2　　き　　る　（着）

4’一3　かぶる

（注）調査幼児のうち，Ar，　Br，　Cr，　Drの各群だけは昆示順序が逆になる。

　　〈Arの場合〉　対語テスト　1’一1一→4’一3一→1一→4一→（補充語）

　　　　　　　対文テスト　1’　一1→4’一3－1－1一一→4－3→（補充語）
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園　　名 幼稚園
Nα

幼児名 男　女

調査日 昭和　　　年　　　月　　　田 幼児年齢 歳　　　月　保育年数 年

生年月EI 昭和　　　年　　　月　　　日生 調望緒氏名

刺　　　激：　　文 反応語 正　誤 刺　　　激　　　文 反応語 正　誤

1－1　あかりがっく 1’一1　あかりがきえる

2－1　旗を上にあげる 2’一一1　旗を下にさげる

2－2　本をタナにあげる 2’一2　本をタナからおろす

　　　おかしを友だちに2－3　　　あげる 　　　　おかしを友だちか2’一3　　　　らもらう

3－1　バスからおりる 3’一1　バスにのる

　　　お部屋から庭に3－2　　　おりる 　　　庭からお部麗に3’一2　　　　あがる

4－1　靴をぬぐ 4’一1　靴をはく

4－2　洋服をぬぐ 4’一2　洋服をきる

4－3　帽子をぬぐ 4’一3　鮨子をかぶる

対絵テスト　発語　A11’一A11　一〉

　　　　　誘導　A11’　一・　A75’一→

　　　　　認知’Allt－A75’一→

A75’一A75　一→誘導発語

A11→A75→語認知
A21　一一一e，　A75
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（ ）歳児クラス

就学前児童の語彙力調査　1969

　　　　　動詞テスト

　　　　　　A（下絵）

記録票　2

国立国語研究所

発　　　　籍　　　　　誘導発語 語　認　知
番弩 絵

反　　　応　　正誤1　反　　　応 正誤 反　　応 正誤

A1！ 男の人がバスに（ノッテイル） ■　　一　　望　　望　　一　　卿

A12 靴を　　　　　（ハイテイル〉 階　　”　　煽　　刷　　需　　騨

A13 男の子が旗を（アゲテイル） ，　　曽　　騨　　需　　囚　　｝

A14 あかりが　　（ツイテイル）

A三5 脚中…ンデ…　　1一

A21 おかあさんが
@赤ん坊を車から（オロシテイル〉

一　　一　　幽　　曹　　曽　　曹

A22 男の子が
@ほうびを　（モラッテイル）

A23 友だちと家から幼稚園に（イク）　　　　　一一一一

A24 花が　　　　（サイテイル） 一　　・　　曽　　曽　　一　　卿

A25 男の子はその人の名前を（シッテイル） 一　　■　　一　　｝　　曽　　一 曽　　¶　　，　　，　　「　　｝

A31 土をシャベルで（ホッテイル） 一　　曽　　暫　　曹　　幽　　曹

A32 おかあさんが
@子どもにお金を（アタエテイル）

雫　　P　　一　　　雫　　騨　　P

A33 冒を　　　　　（ツブッテイル） 辱　　刷　　胃　　騨　　F　　曽 P　・　　一　　願　早　一

A34 曽　　隣　刷　　騨　騨　　印

左の時計は

@真中の時計より（オクレテイル）

A35 編が　　　　　（カケテイル） 一　　醒　　一　　，　　畠　　魑

A41 矢が的に　　（アタッテイル） 醒　　一　　嘗　　一　　一　　曽 ・　　一　　階　　，　　煽　　需 辱　　刷　　，　　騨　　¶　　騨

A42 男の子がふとんを（シイテイル） 一　　曄　幽　　雫　一　　幽

A43 左の男の入はお風愚に（ハイッテイル） 魑　　幽　　一　　一　　曽　　一
悸　　一　　騨　　曹　　一　　弼

A44 店の入に
@リンゴのお金を（ハラッテイル）

一　　一　　一　　一　　一　　幽

A45 さじで砂糖を（クワエテイル） 一　　騨　醒　，　騨　曽
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園　　名 幼稚園
罵α

幼児名 男　女

調査田 昭和　　　年　　　月　　　霞 幼児年齢 歳　　　月 保育年数 年

生年月日 昭和　　　年　　　月　　　臼生 調査者氏名

発　　　　籍 誘導発語 藷　認　知
番号 絵

反　　磨　　正誤 皮　　応 正誤 反　　　応 正誤

A11’ 男の入がバスから（オリテイル） 一　　一　　一　　P　　一　　一 一　　一　　■　　曽　　一　　曹

A12’ 靴を　　　　　（ヌイゲイル） 顧　　盟　　爾　　9　　”　　需 P　”　　一　　”　▼　曝 一　　一　　曽　　一　　一　　一

A13f 男の子が旗を（サゲテイル〉 曽　　n　　需　　一　　騨　　緊 一　　P　一　　鱒　一　　曽

A14’ あかりが　　（キXテイル）

A15’ 電車の中が　（スイテイル〉 葛　　”　　F　　　騨　　胃　　P

A2r おかあさんが
@赤ん坊を車に（ノセテイル〉

曽　　一　　嘗　　嘗　　一　　，

A22「
男の子が
@おとしものの傘を（トドケテイル〉

A23’ 友だちと幼稚園から家に（カエル〉 騨　刷　　P　　卿　r　い 一　　墜　　髄　　魑　　幽　　曹

A24’ 花びらが　　（チッテイル） 網　　喩　騨　　謄　開　鴨 写　甲　　営　　噸　曽　一

A25’
男の子は
@その人の名前を（ワスレテイル）

”　　r　閉　　曹　騨　鱒 醒　　一　　一　　■　　一　　一

A31’ 土の中にアリを（ウメテイル） 曽　　9　　需　　曹　　闇　　騨 響　　p　　r　　騨　騨　　r

A32「
泥捧が
@子どもからお金を（ウバッテイル〉

曹　　一　　一　　9　　，　　需 脚　騨　　R　　p　r　　騨

帽　　P　｝　　騨　願　曽A33’ 目を　　　　　（アケテイル） 一　　一　　営　　一　　嘗　　一

A34 賓の時計は
@真野の時計より（ススンデイル）

■　　曹　　嘗　　曽　　，　　， 一　　｝　　冒　　雫　　｝　　一

一　　一　　一　　一　　一　　曹A35’ 禺が　　　　　（アルイテイル） 一　　一　　営　　曽　　嘗　　”

A41’ 矢が的から　（ハズレテイル） P　　騨　　一　　騨　　胃　　會 冒　　響　　営　　幽　　曹　　胴 辱　需　［　騨　騨　學

A42’ 男の子がふとんを（タタンデイル） 騨　　騨　｝　　亭　r　　騨 曽　　臨　　一　　望　　一　　需 騨　P　一　　幕　葡　曜

A43’ 有の男の入はお凹凹から（デテイル） 曽　　曽　　囲　　髄　　一　　一 一　r　，　　顧　曽　一 嘗　　一　　喩　　一　　一　　，

A44’ 店の人からおつりを（モラッテイル） 一　　F　顧　　P　一　　一 一　　一　　需　　一　　躍　　¶ 一　　曽　　一　　一　　曽　　一

一　幽　一　　璽　一　〇A45’ さじで砂糖を（ヘラシテイル） 曽　　一　　冒　　一　　一　　一 需　響　騨　o　嚇　輔
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□和歌
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手

西α

（ 〉歳児クラス

就学前児童の語彙力調査　1969

　　　　　　動詞テスト

　　　　　　A㈱絵）

毘録票　3

国：立国語研究所

発　　　　語 誘導発語 語　認　知
番号 絵

反　　癒　　正誤 反　　　施　　正誤 反　　施 正誤

A51 たまごからひよこが（ウマレテイル） 帽　o　”　　一　　一　「 胃　　閥　　願　　一　　一　　璽 ・　　曹　　圏　　一　　一　辮

A52 姉さんは妹に
@ピアノのひきかたを（オシエテイル）

艦　ρ　が　　卿　酔　静 ’　　即　，　謄　一　曹 胃　　層　　響　　一　　一　　層

A53 嘗　幽　’　　”　騨　尉 ’　　一　　P　　騨　騨　冨姉さんががくを壁に（カケテイル） ，　　用　　，　　一　　一　　一

A54 机の上に釘を（ウッテイル） ”　－　　「　　9　腫　墨 儒　　一　　圏　　一　一　　「 曹　一　欝　騨　胃　一

A55 男の人が編方の陣地を（マモッテイル） 曹　　■　　“　　一　　「　鱒 曜　曹　一　　一　　尊　璽 曹　一　一　，　嶋　葡

A61 足にほうたいを（マイテイル） ●　　暫　　’　　r　噌　　鴨 ，　卿　冑　一　帰　一 脚　轄　夢　■　一　一

A62 碕子のそばに腰かけを（ヨセテイル｝ 曹　甲　　羅　　”　鱒　幽 一　幕　嘘　一　冒　鴫 嚇　轄　●　曹　一　甲

A63 風船が（フクランゲイル） 騨　　謄　ρ　　幽　一　　輪 ’　　曹　一　　‘　r　需 幽　　棒　▼　　騨　　曹　曹

A64 男の子が手を（ノバシテイル） 嘗　嘩　，　　胃　騨　鴨 ’　亭　尊　●　帽　　磨 一　　騨　　騨　　一　　曹　　曹

A65 女の子は
@男の子におかしを（アゲテイル〉

冒　一　　F　　一　　一　「 ．　　堺　謄　　一　　一　辱 ，　冒　　．　　曹　の　一

A71 道が先にいって（ヒロガッテイル） 一　一　ρ　騨　麟　榊 ’　一　一　　尊　鱒　鴨 豊　，　甲　　囲　，　圏

A72 手が　　　　（ヨゴレテイル） 9　一　　ρ　　■　鱒　r ’　餉　一　　”　”　　■ 「　亭　幽　　需　o　o

A73 右の男の子は
@左の男の子から（ハナレテイル〉

帽　　一　ρ　　幽　　嫡　嶋 「　一　　一　　甲　鼻　騨 曽　．　璽　騨　騨　鴨

A74 おかあさんが赤ん坊を（ネカシテイル） 國　　卿　祠　　胃　曹　一 甲　曾　騨　　曹　一　｝ ・　一　一　　一　卿　喩

A75 9　巳　ρ　　嚇　”　一 ’　　．　　一　騨　尊　讐 ．　一　曹　冑　塵　o

白のこいしと

@黒のこいしを（マゼテイル）
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園　名　　　　　　　　　　　　　幼稚園

］，lfflli一，　ma　lps

ixTa

調査日 昭和　　　年　　　月　　　日 幼児年齢 歳　　　月 保育年数 年

生年月露 昭和　　　　年　　　　月　　　　1ヨ生 調査者氏名

発　　　　語 講導発語 語　認　知
番号 絵

反　　　応 疋誤 反 応「「正誤 璽コ正誤
A51’ ひよこが2匹（シンディル）

A52’
妹は姉さんから　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　惣　　需　　　簡　　，　　　P

@ピアノのひきかたを（ナラッテイル〉
〒卿　　需　｝　　”　　雫　辱

A5ポ 机の土の鍔を（ヌィテイル）　　　　　…・一

A55’ ・・入・帰宿・琳レ
c…一一

A61’ 足のほうたいを（トイテイル） P　　，　　胃　　　盟　　一　　P

A62’
　　　　　　　　　　　　　　　　E
ﾖ子から腰かけを（ハナシテイル）　　・…一 一　　一　　一　　餉　　曽　　嘗 「　　，　　一　　甲　　，　　営

A63’ 風船が　　（シボンデイル） 層　　一　一　　”　「　　” 「　　需　　一　　騨　　7　　幽

A647 男の子が手を（マゲテイル）

A65’
男の子は　　　　　　　　　　　　　　　　曽　　幽　　一　　幽　　嘱　　冒

@女の子からおかしを（モラッテイル）
，　　P　卿　　肩　噸　一 「　開　輔　需　酔　輔

A7プ 道が先にいって（セバマッテイル） 幽　　9　　，　　一　　雇　　， 騨　　F　一　　，　　嘗　墨

A72’ 洗って手が（キレイニナッテイル） 一　　．　　曽　　曽　　曹　　謄 「　　一　　曽　　餉　　営　　曽

A73’
右の男の子は
ｶの男の子のそばに（ツイティル）

”　　曹　騨　　需　「　　閉 鴫　一　　曽　　一　一　　冒

A74’ おかあさんが赤ん坊を（オコシテイル） 曹　　胴　　曹　　一　　巳　　層 曽　　■　　曹　　一　　曹　・ 「　　即　冒　，　一　曹

A75P こいしを白と黒に（ワケテイル） 層　　一　騨　　P　鴨　　酔 鴫　曹　一　　■　　一　　胃
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（ ）歳児クラス

就学前児童の語彙力調査　1969

　　　　　動詞テスト

　　　　B（対語・対文）

記録粟　馨

国立国語研究所
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園　　名 幼稚園

幼児名 男　女

調査B 昭和　　　年　　　月　　　獄 幼児年齢

生年月罠 昭和　　　年　　　月　　　日生 調査者氏名

歳 月

Na

年

文激刺

がのやち“
b
く

お
動

ユ
「
1

　　　おかあさんがおillLを
2－1　　　おとす

3－1針をさす

3－2かさをさす

4－1　箱のふたをあける

4－2夜があける

反癒語 正　誤 刺 激 文

1’・一1懲やの勅

2’　一1贈さんがお助

3’一1針をぬく

3’　一2　かさをすぼめる

4’一1　箱のふたをしめる

4’一2　Nがくれる

反施語 正　誤
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（ ）歳児クラス

就学前児童の語彙力調査　1969

　　　　　　動詞テスト

　　　　　　　B（対絵）

記録票　2

国立国語研究所

絵
発　　　　語 誘導発語　　　　　語　認　知

番号
反　　応　　正誤 反　　応 正誤i反　　応 正誤

B11 箱のふたを（アケテイル） 冒　　一　　一　　一　　雫　　需 一　　鴨　　早　　曽　　，　　曹

＿　魑　魑　　需　‘　甲 ・　　魅　　魑　　豊　　魑　　－B！2 男の子が（オキテイル） 一　　一　　一　　需　　曹　　禰

B13 おかあさんが皿を床に（オトシテイル） 一　　一　　F　　騨　　需　　冒

B14 せんたくものが（カワイテイル） 一　　醒　　一　　騨　　F　　騨 一　　胃　　需　　煽　　櫓　　謄 魑　一　　曽　　F　擢　　騨

B15 おばさんがたたみの上に
@　　　（スワッテイル）

醒　　一　　一　　一　　，　　騨 F　　｝　　一　　9　　謄　　曹

B21 幕があがって劇が（ハジマッテイル） 一　　一　　一　　刷　　n　　一 曹　　曹　　営　　幽　　嘗　　曽 一　　一　　幽　　雫　　一　　騨

B22 鳥が空を（トンゲイル） 曽　　囎　　静　　曽　　一　　一 冒　幽　　暫　　F　r　翰 騨　　騨　　”　　9　　曹　　．

B23 女の子が道で先生に（アッテイル） ●　　曹　望　　曽　嘔　卿

一　　幽　　一　　醒　　一　　唱 骨　　”　　騨　　一　　嘗　　一B24 指輪を指に（ハメテイル） 一　　P　　胃　　，　　騨　　需

B25 虫に針を（サシテイル） 轡　　一　　曹　　一　　幽　　一 辱　　一　　一　　需　　謄　　一

B31 錫の子が本に（ノボッテイル） ・幽嘗一｝ V　　　　i

B32 男の子がほうきで
@落葉を（アツメテイル〉

曽　　曽　　曽　　一　　醒　　一 雫　　R　　F　　　”　　曹　　一

B33 電漉で車を（ウゴカシテイル） 「　　P　　胃　　　一　　9　　” 憎　　一　　論　　一　　曽　　一 一　　F　　一　　一　　一　　¶

一　曽　　一　　騨　鼻　齢B34 おかあさんが1コを季で（オサエテイル） 櫓　　営　　髄　　‘　　幽　　餉

B35 男の子が報子を（カブッテイル） ■　　一　　曽　　一　　一　　一 一　　一　　曽　　胃　　鱒　　需

B41 先生は生徒に（タズネテイル）

B荏2 ハンケチが（タタンデアル〉 騨　　闇　　開　　9　　幽　　曹

B43 有の男の子が友だちを（ナグッテイル〉 一　　，　　騨　　騨　　瞬　　需 悸　　齢　　匿　　曽　　9　　曽

B44 水をいれて
@バケツの水を（フヤシテイル）

甲　騨　　”　　齢　　齢　馳 魑　一　　一　　騨　，　鴨 ，　　，　　胃　　一　　一　　曹

B45 月が雲の問から（ミエテイル） r　一　　一　　噂　　一　曹 唱　騨　，　　胃　o　雪 鴨　曹　一　　一　η　．
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園　　名 幼稚園

幼児名 男　女

調帯日 昭和　　　年　　　月　　　B 幼児年齢

生年男日 昭和　　　年　　　月　　　日生 調登者氏名

歳 月

Ne．

保育年数 年

』発 語　　　　　　誘導・発語　　　　　　賠　　認　　知
番号 絵

1　反　　　応　　　、v、「悉呉 反　　　応 正誤　　反　　応 正誤

Blr肋ふたを（。．テイル）　　L一一一．、

B！2’ 男の子が（ネテイル）

B／3’ おかあさんが床の難を（ヒロッテイル）
……@「B1；［せんた、も。が（，。テイル〉　　　：

「 一　　騨　　一　　r　　一　　甲

B15’ 　　　　　　　　　　脚ｨばさんがたたみの一i二に（タッテイル〉

B2r 幕がおりて翻が（オワッテイル）

B22’ 鳥が木に（トマッテイル） 一　　P　　，　　胃　　”　　，

B23’ 女の子が道で先生と（ワカレテイル）

B24’ 指輪を：指から（ハズシテイル） U一
B25’　箱の釘を（ヌイテイル〉 Lエ…
B31’ 男の子が木から（オリテイル） ！一　｝

B32「
　　　　　、jの子がほっきで
@落葉を（チラカシテイル）

B33’ 手で車を（トメテイル）

τ「… jl一一…

133暖’
おかあさんが

@口から手を（ハナシテイル）

B35’ 男の子が鰯子を（ヌイゲイル）

B41’ 生徒は先生に（コタエテイル）
…i＿＿

P

B42’ ハンケチが（ヒロゲテアル〉 1－　1
B43’　男の子が犬の頭を（ナデテイル〉 1一一一一一一

き

　　　　水をこぼしてB　44’
　　　　　バケツの水を（ヘラシテイル）

B45t　月が雲の中に（カクレテイル）
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（ ）歳児クラス

就学前児童の語彙力調査　1969

　　　　　動詞テスト

　　　　　　B（対絵）

書己録票　3

国立国語研究所

発　　　　語 誘導発語 籍　　認　　知
番号 絵

反　　　応 正誤 反　　施 正誤 反　　応 正誤

B51 ・やおやのおじさんは

@野菜を（ウッテイル）
曽　　一　　，　　曹　　幽　　9

B52 おとうさんが本をたなに（アゲテイル）

B53 おかあさんが子どもを（シカッテイル） 曽　　曹　　匿　　9　　曹　　圃

B54 象と犬とは大きさが（チガッテイル）

B55 獄は犬から（ニゲテイル）

B61 無が岸に　（ツイテイル）

B62 おかあさんが
@庭から凹凹に（アガッテイル）

B63 靴のひもを（ムスンデイル）

　　　iB64i凱子耀で（林レテイル）

B65 道が先の方で2本に（ワカレテイル） 曽　　9　　P　　曹　　．　　胴

B71 男の人が荷物を肩に（カツイゲイル） 「　　騨　　F　　　P　　刷　　一

B72 こちらには本が（アル） 「’一

B73 亀が首を　（ノバシテイル）　　　　　　…一一

B74 教室でみんなが（サワイデイル）　　　……

B75 おまわりさんは女の子に
@道を　　（オシエテイル）
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園　　名 幼稚園
Nα

幼児名 男　女

調益日 昭和　　　年　　　月　　　日 幼児年齢 歳　　　月 保育年数 年

生年月9 昭和　　　年　　　月　　　　臼生 調査者氏名

発　　　　語 誘導覚語 籍　認　知
番号 絵

反　　応 正誤 反　　　応 正誤 反　　施 正誤

B51’ おきゃくさんは聾菜を（カッテイル） ●　　一　　一　　一　　一　　一 r　咽　臨　●　嘘　輔

B52’ 9　　一　　曹　　一　　曹　　璽 唱　「　幽　　噛　“　騨 曽　轄　騨　・　聾　静

おとうさんが
@本をたなから（オロシテイル）

B53’ おかあさんが子どもを（ホメテイル） 騨　　曹　　一　　響　　冒　　曹 幽　璽　η　，　鵤　「 層　一　一　　需　鱒　「

B54’ 小犬と猫とは大きさが（オナジ） 一　　F　r　　r　　騨　噂 ，　　一　　檜　　一　　一　　曹 一　r　｝　　一　一　〇

騨　縛　“　喩　冒　oB55’ 犬は猫を（オッテイル） 「　　曹　博　軒　騨　鴨 響　　冒　　騨　　一　　曹　　■

B6r 船が罎から（ハナレテイル） 曹　　曹　　一　　一　　曹　　璽 ，　脚　囎　　o　幽　儲 幽　曽　幽　　需　曹　帽

B62’
おかあさんが
書､から庭に（オリテイル）

曹　鵯　噸　■　尊　簿 冒　　一　　冒　　曹　　一　　一 卿　騨　卿　　冒　o　o

B63’ 一　”　卿　讐　●　幽 曹　冒　，　嘗　一　η靴のひもを（トイテイル） 曹　一　　一　■　願　一

B64’
勇の人のおかげで
@男の子は　（タスカッテイル）

●　　曹　　一　　一　　一　　一 「　■　”　　P　縣　禰 騨　9　　一　　一　，　璽

B65’
道が先にいっても
@一本で　（ツヅイテイル〉

．　　■　巳　「　脚　雫 ．　”　”　，　鱒　一 ．　　一　〇　一　P　辱

B71’ 男の入が刷物を肩から（オロシテイル） 一　　曹　　一　　一　　一　　層 ・　一　曽　喩　膳　一 一　曹　塵　一　辱　吟

曽　P　一　・　，　oB72’ こちらには本が（ナイ） ．　曹　一　　一　一　嚇 ．　一　一　卿　一　顯

B73’ 亀が善を　（チヂメテイル） ●　曹　幽　　曽　騨　o 鴨　一　　一　　璽　，　辱 墨　需　願　卿　曾　雪

B74’ 教室でみんなが（シズカエシテイル） 囎　■　o　o　轄　9 ・　o囎　一　層　噌 曹哺　「　鱒”■

875’
女の子はおまわりさんに
@道を　　（タズネテイル〉

一　　一　　一　　一　　一　　一 幽　　卿　嚇　胃　一　〇 の　一　．　　曝　璽　甲
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鷲臨1□
N’e．

（ ）歳児クラス．

就学前児童の語彙力調査．1969

　　　　　動詞テスト

　　　　C（対語・対文）

記録粟　響

国立国語研究所

刺　　　激　　　i語 反応語 正　誤 刺　　　激　　　語 反応語 正　誤

玉　しばる 1ら一1　ほどく

2　いれる（入） 2ら一1　だ　す（出）

3　おろす（下） 3’r－1　つ　む（積）

3 一2　のせる（剰

41あがる（上） 1睾　　4’一1　おりる　（降）
4’“一2　さがる（下）

｝

1

1
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園　　名 幼稚幽
、Nα

幼児名 男　女

調査B 昭和　　　年　　　月　　　臼　　幼児年齢 歳　　　月 ｛呆育年数 年

生年月日 昭和　　　年　　　月　　　日生　調査潜氏名

刺　　　激　　　文 反応語 正　誤 刺　　　激　　　文 反応語 正　誤

！－1　ひもで手をしばる 1’一1　手のひもをほどく

　　　　箱にお入形を2－1　　　　いれる 　　　箱からお人形を2L1　　　だす

　　　　車から荷物を3－1　　　　おろす

3L1　車に荷物をつむ
　　　　赤ん坊を窺から3－2　　　　おろす

ぎ一・晶晶を車に

4－1　階段をあがる 4’一1　階段をおりる

　　　　テストの成績が4－2　　　　あがる

・一・蒜碧麟が
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（ ）歳児クラス

就学前児童の語彙力調査　1969

　　　　　　動詞テスト

　　　　　　　C（対絵〉

書己録粟　2

国立国語研究所

発　　　　語 誘導発語 語　認　知
番号 絵

反　　　応 正誤 反　　硲　　正誤 反　　応 正誤

CU 男の子が　　（ナイテイル） ，　　騨　　・　　”　，　　一 ．　　．　　，　　卿　　扁　卿

C12 こっちのおすもうさんは（カッテイル） 一　　略　　顧　　曽　一　　一 魍　　・　　巳　　曹　■　　喩

C13 ボートが属の上に（ウカンデイル〉 ”　　騨　刷　　・　　幣　■ 帽　　一　　「　　冒　・　o

C14 左の人は　　（フトッテイル〉 一　　幽　　需　　9　　一　　用 ，　　雫　　へ　　囎　一　　一

C15 男の子が障子の紙を（ヤブイテイル） 一　　，　　幽　　暫　「　　． 「　　幽　嶋　　騨　　甲　　一

C21 女の子が
@おかあさんの肩を（タタイテイル）

，　9　　需　　曹　・　　卿 幽　　一　卿　　■　　一　〇

C22 マッチで紙を（モシテイル） ・　　一　　瞬　　一　「　　冒 P　■　㌔　躰　7　．

C23 女の子が階段を（アガッテイル） 騨　，　町　聯　嘱　　■ 曹　　．　　卿　　一　　冒　膠

C2荏 男の子が紙くずを（ヒロッテイル） 9　　P　　一　　騨　　胃　， 雫　　7　卿　　甲　嘱　　■ 曽　　冒　　卿　　一　　一　麿

C25 犬をくさりに（ツナイデイル） ，　　P　　雫　　，　卿　　， 雫　　扁　卿　　卿　　輪　一 幽　一　　幅　　一　　一　璽

C31 ネズミを，ネズミとりから（ニガシテイル）
r　　F　　一　　”　　へ　噛 「　　”　　亀　　窄　　，　璽

C32 リンゴをひとつずっくばっても
@まだふたつ（アマッテイル）

曹　　■　　騨　　．　　「　　騨 9　　胴　　，　　”　　・　　．

C33 花びんを机の上に（オイテイル） 曽　　．　　冒　　一　卿　　曹 曹　　．　　嚇　　一　　■　　・

C34 木の枝を手で（オッテイル〉 曾　　卿　　一　　■　　陶　　辱 ¶　　騨　　P　　・　　，　庸

C35 紙をはさみで（キッテイル） 一　　，　　一　　畠　　、　曽 雫　騨　魅　　畠　轄　一

C4エ 男の子が傘を（サシテイル〉 騨　　「　　仔　　一　　爾　　骨 置　　曹　　｝　　讐　　一　　一

C42 風呂敷に品物を（ツツンデイル） 「　　一　　■　　”　　卿　　9 ¶　　盟　　騨　　層　需　　廓

C43 鉄棒を手で　（ニギッテイル） 辱　”　　，　　嘩　、　　卿 ，　　曹　，　　冒　一　　卿

C44 女の子は犬にえさを（ヤッテイル） 一　幽　一　，　、　一 曽　　曹　　冒　　■　　曹　・

C45 箱から人形を（ダシテイル） 噛　　曹　　曹　　一　　P　一 魑　　．　　層　　一　　璽　， 一　　・　　曹　　ρ　　■　　甲
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園　　名 幼稚懸

幼児名 勇　女

調査B 昭和　　　年　　　月　　　日 幼児年齢

生年月日 昭和　　　年　　　月　　　露生 i調査者氏名

番号

C　11’

C　12’

C　13t

C　14’

　　　　　　絵

男の子が　　（ワラッテイル）

［反

こ・ちのおすもうさんは（マケテイル）「『t－T

ボートが川の瑛に（シズンデイル）

右の人は　　（ヤセティル）

発

応

歳

……

｝｝一

一｝｝［

NQ

月i備轍 年

C　lrJ’

C　21’

C　22’

C　23’

C　24’

C　25’

C　31’

C　32’

C　33’

C　34’

C　3si

C　41’

C　42’

C　43’

C　4，lt

C　45’

お姉さんが障子の紙を（ハッテイル〉

先生が男の子の頭を（ナデテイル）

お湯で火を　（ケシテイル）

女の子が階段を（オリテイル）

男の子が紙くずを（ステテイル）

犬をくさりから（ハナシテイル）

熊を鉄砲でうって（コロシテイル）

リンゴをひとつずっくばったので
　まだふたつ（タリナィ〉

花びんを机の上から（トッテイル〉

本の鼓をひもで（ツナイデイル〉
1一一一一一

紙をセロテープで（ハッテイル〉

男の子が傘を（ツボメテイル）

風温敷包みを（アケテイル）

鉄柵から手を（ハナシテイル1

犬は女の子からえさを（モラッテイル）

箱に人形を　（シマッテイル）

導発譲丁斎認知
応コ正諏 反　磁「疋誤

……
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（ 1歳児クラス

就学前児童の語彙力調査　1969

　　　　　動詞テスト

　　　　　　C（対絵）

配録票　3

国立国語研究所

発　　　　語 誘導発語 語　認　矩
番暑 絵

反　　応 正誤 反　　応 正誤 反　　癒 正誤

C51 木の藥が　　（カレテイル） 曹　　一　　辱　　需　　需　　鱒

C52 おかあさんが買物に（デカケテイル〉 辱　　”　一　　一　　一　　嚇 顧　　一　　謄　　巳　璽　顧 一　一　　一　　噂　・　一

C53 氷が　　　　（カタマッテイル） 階　　曹　　P　　一　　静　　糟 帽　　隔　　，　　r　一　岬

C54 手をひもで　（シバッテイル） 顧　　檜　　R　　”　　P　ヤ 一　一　　幽　　嘱　　曽　曹 櫓　　馬　¶　　曹　　p　r

C55 蒋物を車に　（ツンデイル） 一　　一　一　　一　　曽　　隔 ・　　一　　需　　隔　　，　　一

C61 おかあさんが赤ん坊を（セオッテイル） 一　　・　　一　　一　　謄　　9 隠　喩　騨　　炉　　即　噛 一　　、　　嘗　　曹　一　　一

曽　　、　　陰　　幽　　一　一C62 男の子がお湯をからだに（カケテイル） 噛　　讐　　9　　曹　　一　　精 雫　　P　“　　P　，　　一

C63 男の子があめを（ナメテイル） r　騨　　曽　　一　虚　「 一　　曹　　幽　　望　　一　　曹 騨　　”　　一　　騨　　P　一

C64 おかあさんがお茶碗を（ナラベテイル） 一　　一　　冒　　一　　一　卿 響　　・　　P　　髄　　盟　　腎

C65 鉛筆で字を　（カイテイル） 一　　一　　國　　一　　曽　嚇 幽　曹　　，　　鴨　　一　r ，　　辱　　一　　騨　　”　虚

C71 朝顔の花が　（サイテイル） 一　　・　　隔　　．　　一　　り 騨　一　　一　　一　　冑　曽 一　　一　　暫　　一　　一　　一

C72 勇の入が馬から（オチテイル） 一　　一　　一　　・　　曹　、 ・　　辱　刷　　一　　，　・

C73　　鉛筆で乎紙を（カイテイル） 一　　一　　．　　7　一　　軸 一　　魑　　曽　　、　一　　冒 謄　　脚　　辱　　曹　　需　胃

C74 先生は男の子を（シカッテイル） r　　一　　一　　一　一　　鮎 冒　曽　　．　　飾　一　　一 曹　、　一　　顧　　．　　層

C75 勇の子がボールを（ナゲテイル） 冒　　曹　　層　　．　　一　　、 曹　　．　　｝　　9　　”　　｝ 帽　　辱　刷　　■　　一　騨
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羅　　名 ’幼稚園
Nα

幼児名 男　’女

調査鑓 昭和　　　　年　　　　月　　　　臼 幼児年齢 歳　　　月 保育年．数 年

生年湾B f昭和　　　　年　　　　月　　　　臼生 調査者氏名

発　　　ギ「一誘導癸藷　　　　語　認　知
番号 絵

反　　応　　正誤　　反　　　応 疋訓　反　　応 疋誤

C51’ 木の藥が　　（シゲッテイル） 一　　臨　一　　¶　　曽　需 虚　一　　・　　一　　繭　　躰 曽　　曽　　一　　F　　刷　　一

C52’ おかあさんが買物から（モドッテイル） ・　　會　　一　　用　　需　　需 曽　　幽　　営　　一　　吟　噂

C53’ 露だるまが　（トケテイル） 一　　胃　　刷　　腎　　一　　， 曽　　曽　　曹　　一　　胃　　層

C54’ 乎のひもを　（ホドイデイル） 曹　　一　　．　　一　騨　　騨 艀　　曹　曹　　｝　需　卿

C55’ 國　　一　甲　　騨　顧　　顧 噛　　曽　　幽　　r　　｝　鴨闇物を車から（オロシテイル） 帽　　一　曽　　曜　「　　噂 」
C6r おかあさんが赤ん坊を（オロシテイル） 噛　　幽　　一　　騨　　騨　　闇 ”　　曽　　■　　一　　一　耳

C62’
男の子が
@タオルでからだを（ブイテイル）

7　噂　昌　　o　曹　o 響　　．　　雪　　・　　豊　卿

C63’ 男の子がごはんを（タベテイル） ・　　曹　曹　　，　　轄　　尊 「　　曹　　冒　　一　　一　　一 曹　曽　，　　，　一　　冒

C64’ おかあさんがお茶碗を（シマッテイル） ，　　一　　曹　　一　　一　　曹 幽　　噂　　，　　騨　騨　　曹

C65’ ゴムで字を　（ケシテイル） 唱　噛　即　　即　卿　瞳 冒　　冒　一　　一　　ρ　卿

C71’ 朝顔の花が　（シボンデイル） ・　　幽　卿　緊　需　騨 國　　咽　　鼻　　一　一　　一

C72’ 男の入が馬に（ノッテイル） 一　　一　　■　　需　　，　櫓 響　　幽　　9　　嘗　　幽　　嘗 一　　P　　｝　　帽　　曹　　・

C73’ クレヨンで魚を（ヌッテイル） 曹　　嘗　一　　ワ　幽　鴫 ，　・　”　　曽　一　曹 ・　　幽　　一　　一　・　　騨

C74’ 男の子は先生に（アヤマッテイル） ，　　一　　曹　　，　　一　　唱 一　一　卿　　需　響　一

C75’ 男の子がボールを（ウッテイル） ・　　｝　・　　圃　　闇　層 騨　　一　　曹　　一　覇　　雫 o　噌　　，　　需　　闇　　冒
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（ ）歳児クラス

就学前児童の語彙力調査　1969

　　　　　動詞テスト

　　　　D（対語・対文）

詑録粟　1

国立国言吾研究膨テ

刺　　　激　　　語 反応語 正　誤 刺　　　激　　　諾 反応語 正　誤

1　にがす 1’一1　つかまえる

2　なげる 2’一1　うけとる

3　おこす（起） 3’一1　ねかす（寝）

3’一2　たおす（倒す）

4　い　く（行） 4一1　く　る（来）

4’一2　かえる（帰）
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園　　名 幼稚園
Nα

幼児名 男　女

調査日 昭和　　　年　　　　月　　　　日 幼児年齢 歳　　　月 保育年数 年

生年月日 昭和　　　年　　　月　　　麟生 調査者氏名

刺　　　激　　　文 反応語 正　誤 刺　　　激　　　文 反癒語 正　誤

1－1　トンボをにがす 1’一1　トンボをつかまえる

2－1　ボールをなげる 2’一1　ボールをうけとる

3－1　赤ちゃんをおこす 3’一1　赤ちゃんをねかす

3－2　木をおこす 3㌧2　木をたおす

4日善雪辛く
　　　むこうから4’一1　　　こっちへくる

4－2　幼稚園にいく 4’一2　幼秘三園からかえる

1
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（ ）歳児クラス

就学前児童の語彙力調査　1969

　　　　　　動詞テ・スト

　　　　　　　D（対絵）

記録蘂　2

国立国語研究所

発　　　語　　　　　誘轟発語 語　認　知
番号 絵

反　　応1正誤 反　　　応 正誤 反　　恋 正誤

D1！ 男の子が洋服を（ヌイゲイル） 辱　一　　庸　　9　　．　　一 帽　　冒　　■　　曹　一　　辱

D12 おかあさんが
@うばぐるまを（ヒイテイル）

雫　　■　　“　　一　　営　卿 卿　葡　　甲　　冒　　曽　嚇 醇　　曹　　・　　「　　辱　，

幽　　圏　　畠　　冒　　o　・ r　　曽　卿　9　　■　　顧D13 マッチでろうそくに火を（ツケテイル） 帽　　曹　一　　曹　幽　卿

D14 バケツに水を　（イレテイル） ，　　－　　p　　g　　覧　　－ 豊　鼻　魅　　需　・　， 鴨　　巳　巳　「　鴇　嚇

D15 男の子が犬を　（イジメテイル） 曹　　■　　■　　庸　鞘　　卿 顧　，　曹　　■　　■　　辱

D21 女の子が門の扉を（トジテイル） 幽　　P　　・　　”　・　　曹 騨　　一　一　　甲　　一　「 ・　　甲　．　　脚　・　髄

D22 手をストーブで（アタタメテイル） 昌　曽　一　　，　　曽　　． ¶　　騨　　需　　曹　　9　　9 ・　　▽　甲　　”　脚　　，

D23 三輪車を　　　（コワシテイル） 静　，　・　　．　　一　　冒 陰　　一　一　　鯛　　印　． 幕　騨　．　　一　　甲　一

D24 トンボをあみで（ツカマエテイル） 曹　9　曾　　の　　一　， ・　　”　　辱　　，　鳴　・ 冒　一　　曹　　．　　鱒　　”

D25 繭が　　　　　　（フッテイル〉 ●　　曹　　■　　帯　8　　晴 一　　弊　噛　　¶　　曹　ロ

D31 夜が　　　　　　（フケテイル） ，　　r　　噂　　雪　　■　　9

D32 男の人が　　　（ハシッテイル） 幽　　■　　甲　　一　冒　朝 ”　　騨　　●　　9　　一　　●

D33 飛行機で外帯1にいく
@おとうさんを（オクッテイル）

営　曹　　巳　　，　鞄　轄

D34 男の子が病気に〈カカッテイル〉 －　　一　　・　　覧　　，　　一 嘔　　魅　　魑　　，　　騨　　，

D35 黒い線が　　　　（キレテイル）

D41 女の子がバンドを（シメテイル〉

D42 男の子がむこうへ（イッテイル） 曹　　幽　　臨　　P　　・　　冒

D43 男の子が
@飛行機をもって（ヨロコンデイル）

…　　　　　　　　騨　．　　囎

D44 男の子が
@駅の人に二物を（アズケテイル）

¶　　瞭　卿　　曹　曹　　曹 P　　・　　．　　・　　甲　　卿

D45 男の子がボールを（ウケテイル） 騨　”　　，　　曹　曹　一 嶋　卿　　幡　　膨　曹　o
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纒　　名 幼稚園
潜α

幼児名 男　女

調査日 昭和　　　年　　　月　　　日 幼児年齢 歳　　　月 保育年数 年

生年翔臼 昭和　　　年　　　月　　　露生 調査考氏名

F

発　　　　語 誘導発語　　　　　語　　認　　知
番号 絵

反　　施 正誤 反　　応　　正誤 反　　応　　正誤

Dlr 男の子が洋服を（キテイル） 一　　辱　　‘　　停　　・　　豊

Dユ2’
おかあさんが
@うばぐるまを（オシテイル）

曽　　■　　■　　曹　　■　　o

D！3’ 息でろうそくの火を（ケシテイル）　　一・一… 雫　　騨　　7　　甲　　岬　　一 ●　　墨　　冒　　一　　曹　徊

1）14’ バケツから水を（ダシテイル） 闇　　胃　　・　　雪　“　　喀 魑　　9　　冒　　一　一　　・ 「
D15’ 男の子が犬を（カワィガッテイル｝ ，　　層　　F　　騨　　曹　　常 ，　　幅　　卿　　柳　　騨　． ，　　，　卿　　雪　棒　　騨

D2r 女の子が門の扉を（アケティル） 層　g　　o　　o　静　卿 曹　檜　　一　　■　　一　　．

D22’ 頭を氷で　　（ヒヤシテイル） 一　　曹　　曽　　亭　　，　　9 r　　嚇　　甲　　幽　　曽　　． 9　　冒　　翰　　脚　　艦　・

D23「 三輪車を　　（ナオ’シテイル）　　　　　一一・一一 響　　騨　　・　　P　　．　　一 F　　甲　　曹　　噸　　曽　　一

D24’ トンボをあみから（ニガシテイル） 冒　　臨　　髄　　一　　一　　一 甲　　P　嘩　　芦　　P　一

玉）25’ 繭が　　　　（ヤンゲイル）

D31’ 日が　　　　　（クレテイル）

D32’ 男の入が　　（アルイテイル）

D33’
飛行機で外躍から帰った
@おとうさんを（ムカエテイル）’

”　　瞬　　幕　　”　　静　卿

D34 男の子の病気が（ナオッテイル） 陰　　脚　　曹　　■　　曹　朝 朝　　盟　　隔　　卿　　冒　　顧

D35’ 黒い線が　　（ツナガッテイル） 帽　　騨　　P　　，　　，　騨 ”　　層　　P　　騨　　，　η r　　，　　F　　一　　一　　卿

D41’ 女の子がバンドを（ハズシテイル） 「　　鴨　齢　　冒　　胃　騨 ¶　　”　　卿　　P　一　　一

D42’ 男の子がこっちに（キテイル〉 ■　　ド　嘗　　曽　一　　一 ・　　曹　　，　　曹　　冒　　躍

D43’ 男の子が
@飛行機をこわして（カナシンゲイル）

，　脚　　騨　　騨　　”　” 一　　，　　一　　P　噂　　営 ，　　騨　一　　“　　暫　　・

D荏4
錫の子が
wの人から荷物を（ウケトッテイル）

雫　　甲　一　　騨　　甲　　「 一　　“　　魑　　魅　　望　　一

D45’ 男の子がボールを（ナゲテイル） 雫　，　唱　　一　　一　一 ■　　曽　　．　　p　g　　一 ・　　一　　一　　9　　一　　一
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繋1羅□
Na

（ ）歳児クラス

就学前児童の語彙力調査　1969

　　　　　　動詞テスト

　　　　　　D〈対絵）

配録纂　3

国立国語研究所

発　　　　語 誘導発語 語　認　知
番号 奉会

反　　応 正語 反　　応　　逆誤 反　　応 正誤

D51 おじさんは
@ガラスをこわされて（オコッテイル）

曽　騨　豊　　需　一　　騨 ，　　一　　■　　卿　一　尊 ｝　　騨　　腎　　一　　■　　一

D52 男の子が手紙を（カイティル） 一　　響　　需　　闇　　一　　一 顧　　一　　曽　　一　　齢　r 胃　　曹　　一　　曾　　一　　一

D53 おとうさんはラジオを（キイテイル） 一　顧　一　　r　　一　　需 曾　　・　　一　　幽　　印　▼ 一　璽　一　　辱　卿　騨

D54 男の入がたばこを（スッテイル） 盟　　冒　　騨　　曽　　■　　一 一　　｝　“　　一　一　曹 一　噂　騨　　需　曾　一

D55 台風が木を　（タオシテイル） 一　　｝　　F　　冒　　曹　　一 曽　輪　謄　檜　，　闇

D61 おかあさんが着物を（アラッテイル） 一　尊　　一　　F　胃　　” ・　一　一　　律　騨　櫓 9　曹　一　　甲　騨　疇

D62 おかあさんが着物を（ホシテイル〉 一　〇　｝　　橘　　P　曹 臨　幽　畠　　胃　蟹　o ．　　一　一　　申　騨　嚇

D63 おなべでおかずを（ニテイル） 層　　一　　璽　　一　　一　　曽 一　　”　　”　　一　　一　　曹 鴫　層　o　　一　一　卿

D64 あみで餅を　（ヤイテイル） 一　【　　曽　　騨　卿　門 幽　　一　　幽　　需　　冒　　需 曽　　幽　　餉　　需　　腎　　圏

D65 曹　　一　　9　　曽　　唱　　魅

おかあさんが
@毛糸のセーターを（アンデイル）

曹　　一　需　　一　一　η ”　　卿　　一　　9　　幽　　曽

D71 女の人がピアノ’を（ヒイテイル） 幽　　，　魅　一　　一　一 ・　　9　　一　　一　曽　　甲 冒　　一　　曹　　曹　　幽　　幽

D72 男の子が笛を（ブイテイル） 騨　　騨　　鴨　　曹　　幽　　一 一　　胃　　騨　　9　　．　　一

D73 みんなでうたを（ウタッテイル） ・　　曽　　一　　｝　　需　　辱 幽　　一　　曹　　謄　　需　　胃

D74 曹　　曹　　一　　一　　一　　一

女の人が
@からだをうしろに（ソラシテイル）

響　　冒　　一　　一　　一　　墜 ，　”　曾　曽　ρ　辱

亙）75 男の人が　　（トンゲイル） ｝　”　，　　一　一　　卿
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園　　名 幼禾建園
翼α

幼児名 男　女

調査日 昭和　　　年　　　　月　　　　日 幼児年齢 歳　　　月 保育年数 年

生年月巳 昭和　　　年　　　月　　　日生 調査者氏名

発　　　　語　　　　　誘導発語 悪　認　知
番号 絵

反　　応 正誤 反　　癒 正誤 反　　応 正誤

D51’ 男の子が　　（ワラッテイル） 幽　　営　　一　　9　　一　　一 r　　曽　　畠　　・　　曽　　噂

D52’ 曽　　曹　　騨　　冒　　冒　　卿女の子が手紙を（ヨンデイル） 幽　　9　　曹　　嘗　　一　　一

D53’
女の子がおかあさんに
@幼稚闘のことを（ハナシテイル）

匿　　一　　需　　9　　，　　” 刷　　騨　　騨　　盟　騨　　．

D54’ 男の人がたばこの煙を（ハイテイル） 騨　，　騨　　闇　　騨　柳 騨　　胃　　一　　一　　一　　一

D55’ 男の人が木を（オコシテイル） 一　　一　，　　¶　　願　　曽

D61’ おかあさんが畠物を（シボッテイル） 一　　一　　嘗　　一　　豊　　一 噛　　曽　　曹　　曹　　冒　　騨

D62’ おかあさんが着物を（タタンデイル） 9　一　　騨　　一　　r　曹 P　　”　　願　　噂　　噸　曹 P　　騨　　”　　騨　　一　　圏

D63’ やかんでお湯を（ワカシテイル） 胴　　脚　騨　　陶　齢　輔 ，　　甲　曽　　一　　一　曹 鴨　響　胃　　需　，　噂

D64’ 甲　墜　一　　甲　岬　卿 國　　曽　　謄　　嘗　　一　　冒おなべでてんぷらを（アゲテイル）

D65’
おかあさんが
@洋服にアイロンを（カケテイル）

一　　唱　一　　．　　一　曹 曹　　・　　曹　　一　　曹　　， ・　　一　　圏　　一　　9　　一

D7r 響　　｝　騨　　P　”　　卿 匿　　r　騨　　騨　　，　騨勇の入がたいこを（晶晶イテイル）

D72’ 手で鈴を　　（ナラシテイル） P　　層　　甲　　騨　　｝　「

D73’ 女の子がダンスを（オドッテイル）

D74’ 女の人がからだを前に（マゲテイル）

D75’ 男の入が　　（コロンゲイル）
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第4節　言語生活アンケート調査

　本調査の語彙力調査と関連させて，全被調査者の家庭に対して，「お子さんの言語生活についての

アンケート」調査を，昭和43及び44年度について行った。これは全被調査者の番語生活を中心にし

た諸特性を曙らかにするとともに，語彙力テスト諸結果との交差分析に利用された。また，別に被

調査者の通園する幼稚園の規模・性格及び保育方針に関する簡単な「幼稚園アンケート調査」を昭

和43及び44年度について行った。

　これらの諸アンケート調査のうち，昭瀦43年度「お子さんの言語生活についてのアンケート」調

査用紙をあげることにする。昭和44年度の同上アンケートは昭和43年度のものに必要部分（V　お

子さんの活動の項は除く）は全く同一である。また：幼稚園に対するアンケートは特に本報告の分析

の対象にしなかったので省略することにした。

昭和43年度　お子さんの言語生活についてのアンケート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国語研究所

1　お子さんのことについておたずねいたします。

（1）お子さんのなまえ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

（2）性　　別　　　　（男　女）

㈲　生年攣目　　　　昭和　年　月　日生

（4）現在の幼稚園に入園したのは　昭和　年　月

㈲　現在の幼稚園に入る前に他の幼稚園，保育園に入っていたことがありますか。1

　　　A　ない

　　　　B　ある
　　　　しそ嚇。入。たのは（昭和年月）

㈲　今までに，大きな病気をしたことは

　　　A　ない

　　　B　ある一→その病名は　　　　　（

（7）字やなにかをかく時，鉛筆をどちらの手にもっていますか。

　　　A　右　　　　　B　左　　　　　C　両方

）

　E　ご家族のことについておたずねいたします。

　　（1）本人といっしょに生活している家族の方を○印でかこんでください。また，兄弟，使用人

　　　には（）の中にその人数を入れてください。
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　　　L祖父．2．祖母　3．父　4，母　5．兄（　）人　6．姉（　）人

　　　（本人）　　7．　弟（　）入　　8．　妹（　）人　　9．　その他の家族の人（　）人

　　　10．使用人（　）人　1！．その他（　）人　　計（　）人

　　（2）省略

　　（3）省略

　　（4）お父さん，お母さんは，両方とも働いていらっしゃいますか。（共働きですか）

　　　　Aはい　　Bいいえ
　　㈲　お父さん，お母さんの年齢は

　　　　父（　）歳　　母（　）歳

　　㈲　お子さんが幼稚園から帰ったあと，夕方までその子のめんどうをみるのは主としてだれで

　　　すか。○印をつけてください。

　　　1。祖父　2．祖母　3．父　4．母　5．　兄姉　6．　その他家族　7．　お手伝いさん

　　　8．　その他（　　　　　　　）

　　（7）お兄さん，お姉さんがある家庭についてだけおたずねいたします。

　　　　すぐ上の方は（1．兄　　2．姉）

　　　　その方と本人はどのくらい，年がひらいていますか。

　　　　　　　　　　　（　　）歳（　　）か月

　皿　お宅の生活についておたずねします。

　　〈1）省略

　　（2）省略

　　㈲　省略

　　（4）お子さん（とくに本人）用の絵本，雑誌，漫画本は，月に何冊ぐらい買っていますか。（幼

　　稚園を通して購入するのを含めて）

　　　　　　　（　　　）冊ぐらい

W　お子さんのこのごろの家庭での生活についておうかがいします。

　「はい」「いい）Z　」のいずれかに○印をつけてください。また（）の中に記入してください。

　　1）　テレビは毎Hかかさずみている。　　　　　　　　　　　　　　　はい　　　いいえ

　　2）　毎日ではないが，好きな番組はよくみている。　　　　　　　　　　はい　　　いいえ

　　3）　たまにみる程度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい　　　いいえ

　　4）　テレビは全然みない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい　　　いいえ

　　5）平均して1日どのくらいテレビをみますか。（　）時間（　）分
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6
）

7
）

8
）

9
）

10）

11）

12）

絵本や漫画は毎日みている。

絵本や漫画は毎目ではないが，よくみている。

絵本や漫画は買ってきた時だけで，あとはもうみない。

絵本や漫画はたまにみている程度

絵本や漫画は全然みない

物語りの本（単行本）もよく読む

毎週か，毎月きまって，特定の先生について何か「おけいこ」

をしていますか。

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

その内容匡アノ，7匹…曲英語1’習学，［絵柔Q他（

13）　お宅には電話がありますか。

14）　（前の問で「はい」と答えた人だけ）お子さんは電話のベルがな

　つたとき，その応文ずに出ることがありますか。

15）　お子さんはなぞなぞ遊びをしますか。

16）　お子さんには幼児音（先生をシェンシェというなど）が残って

　いますか。

17）　お子さんは，だんまり，とおしやべりと分けた場舎，どちらか

　といえぽおしゃべりの方ですか。

18）　お子さんは，家の中で遊ぶより外で遊ぶ方が好きですか。

はい

はい

はい

はい

はい

はい

）

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

V　このごろ（ここ1～2か月）のお子さんの活動についておたずねします。「はい」または「いい

　え」のどちらかに0印をつけてください。（ここ1～2か月の間の様子についてたずねている

　のですから，それにかぎってお答え願います。）

　1．ここ！～2か月の問に「この字なんて読むの」という質問をはじ

　　　めた。

　　2．ひらがなについて「この字なんて読むの」という質問をよくして

　　　いる。

　　3。新聞やカンパンまたはテレビの画面の中に自分の名前の字をみつ

　　　けて，これは自分の字だといってよろこんでいる。

　　4．家族のものが何か書いていると，鉛筆と紙をほしがり，字以外の

　　　何かをしきりにかく。

　　5．本を読んでくれとしきりにせがむ。

　　6．　字をこを＃，　まだ，　あま　り早尾〉カ～なし・ようだ。

　　7．駅のなまえや，かんぽんの字に関心をもって質問する。
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はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ．

いいえ

いいえ．

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ



8．しりとり遊びをおぼえ．た。

9．自分で簡単なお話をかいたり，手紙をかいたりする。

！0．ひらがなはもうみんなおぼえてしまって，このごろ，かたかなや

　漢字について「これはなんと読むの」と質聞する。

11．絵本にかいてある文章を声を出して大きな声で読んでいる。

12．文や本を読むとき，だまって読んでいる。

13．自分のなまえだけでなく，家族のもののなまえをかいたりする。

14．新聞のテレビ番組欄から自分の好きな番組名をさがす。

15．字に対する関心が強く，なんでもともかく読もうとしている。

16．本を与えると「読んでくれ」とせがむのでなく，自分で読むよう

　になった。

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

VIお子さんのことぼや生活について，おかあさんはどのような扱いをしていますか。「はいs．

　「いいえ」のいずれかに0印をつけてください。

　1．文字は特別に指導しないで，子どもが自然におぼえるのにまかせ

　ている。

2．漫画（かいじゅう・おぼけ）の本は見ることを禁じている。

3．よく，子どもといっしょに絵本を読んだり，聞かせたりする。

4．童話は特別に聞かせないで，幼稚園にまかせている。

5．乱暴なことぽ，下贔なことぽを使ったときは，そのつどたしなめ

　ている。

6．悪いことをしたときは，「ごめんなさい」と言わせるようにしてい

　る。

7．朝のあいさつ（オハヨウなど）はいつも書わせるようにしている。

8．寝るときのあいさつ（オヤスミナサイなど）はいつも言わせるよう

　にしている。

9．　Fきょう，幼稚園で何があったの？」ということはたずねるよう

　にしている。

10．子どもがどんなテレビ番組を見るかどうかは子どもの自由にまか

　せている。

11．テレビを見ながら食；事をすることはi禁じている。

12．食事のときは家族みんなが話題を幽し合うようにしている。

13．おとなの世界についてのむずかしい質問（性，ストライキ，政治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4節

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ．

いいえ
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　のこと）にはとり合わないようにしている。

14．子どものなぞなぞ遊びには，いっしょに相手になるようにしてい

　る。

はい

はい

いいえ

いいえ

昭fll 年 月

　（どうもありがとうございました）

日（母，父，その他〔　〕）が記入しました。
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第5節　被験者と特性

　本調査のうち，性状語テストは東京，宮域（仙台），岩手の3地域の18幼稚園194名，時間・空間

語テストは東京，京都，和歌山の3地域の18幼稚園228名，動詞テストのうち，A群は東京，宮城

（仙台），岩手，京都，和歌山の5地域の30幼稚隠1184名の4歳児クラス，5歳児クラスの幼児につ

いて実施した（27～41ページおよび58ページ参照）。調査地域の選定で，策京，宮城，京都について

は都市部，そして岩手，和歌山については特に郡部と指定し，調査園を決定した。そして，各園か

ら4歳児クラス，5歳児クラスの幼児を，性状語テストでは10～11名，時間・声問語テストでは！2

～13名，動詞Aテストでは6～7名を無作為に拙出し，被調査者にした。

　そして，各被調査者の特性に関しては，各テスト終了後，被調査者の親に対して鯛紙（94～98ペ

ージ）のアンケート調査を行った。なお，別に知能テス1・の実施も考えられたが，幼児の知能テス

トの結果には必ずしも信頼性が高くないので，アソケ…m一トに含めた言語生活の諸事項をもって，知

能テストに代わるものとし，被調査者の特性とした。そこで，以下にアンケート項縫にしたがって，

その特性を述べるが，2－5－1表は性状語テス1・，時間・空間語テスト及び動詞Aテストの3二間

における被調査者の各項陵での有意差の有無を，欝2検定によって調べたものである。

2一・5－1表　アンケート項目の有意差（x’2）

1．性　別

2．年　齢

3．保育年数

4．病　気

5．家族数

6．兄弟数

7．共働き

8．父の年齢

9．億の年齢

10．癒倒を見る人

11．兄　姉

12．子どもの本

13、テレビを見る

14．漫画本を．見る

15。物語の本を読む

2

O．　012

9．　061

14．　483

6．　023

3．　749

5，工52

0．　965

2．753

6．　625

4．620

25．　441

2．299

5．　040

0．　042

3．　410

d－f p

O．05＊

0，0野＊

O．05＊

O．　20

0．　10

0．　70

0．　30

0．05＊

O．　10

0．　Ol＊＊

O．　50

0．　10

0．　95

0．　20

16．稽古ごとをする

17，電話に出る

18．なぞなぞをする

！9．幼児音が残る

20．おしゃべりである

21．外の遊びが好ぎ

22．談iみ方の門閥

23．ひらがなの質問

24．名前の字を見つける

25．　本読みをせカミむ

26，：文身に関心がない

27．駅名の質問

28．しりとりをする

29．　舞舌や手紙を，e，：・．・く

30．かたかな・漢字

，
催

1
9
4
9
2
6
　

0
8
5
8
0
9
0
0

1
3
4
1
7
9
　

2
8
2
2
9
4
6
7

　
　
　
　
　
　
　
1
0
2
3
廷
0
3
1

4
4
r
D
1
1
1

　
　
　
　
　
　
0

2
2
1
0
5
0
　

0
0
5
透
3
0
1
2

df p

0
0
（
）
門
D
O
r
D

◎
」
O
Q
r
D
9
！
Q
）

0
0
0
0
0
0

　
　
＊
　
寧

5
5
5
5
0
0
0
0

9
9
Q
O
1
9
3
2

0
0
Q
O
O
Q
O
O
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31．声を出して読む

32．黙　読

33．家族の名前を書く

34。好みの番組名

35．字に対する関心

36．阿分で読む

37．文字は自然に

38．絵　本

39．童　話

1．　564

0．　234

0．　934

3．　051

2．　147

0．2工8

0．　958

4．　665

5．　752

1
1
1
1
1
1
2
2
2

O．　30

0．　70

0．　50

0．　10

0．　20

0．　70

0．　70

0．　10

0．　10

40．乱暴なことば

41．朝のあいさつ

42．寝るときのあいさつ

43．外での経験

44．テレビ番組

45。テレビと食事

46．食辮のときの話題

47．むずかしい質問

48．なぞなぞ遊びの相手

2．　967

0．　243

1．761

0．　950

2．　701

0

0．　877

0

1．　231

2
2
2
2
2
2
2
2
2

O．　30

0．　90

0．50

0．　70

0．　30

0．　70

0．　70

1．　性

　被調査者の人数の割合は男46。4～48．4％，女51．6～53．6％である。

2．年　齢

　大部分の被調査者は4：6～6：6の年齢範圏内にあるが，性状語テストに比較して，時閾・空間語

テストは調査期が2～3か月おくれたため，その分だけ被調査老の年齢が高くなっている。

3．保育年数

　大部分が1年及び2年保育であるが性状語テス5の被調査者の方が1年保育に占める割合が高い。

4。他の幼稚園の経験の有無

　大部分が他の幼稚園の経験はなく，他の幼稚園の経験がある被調査者は性状語テストで4．6％，

時問・空間語テストで6．1％である。

5．病気の経験

　病気の経験者は全体の5．7（時間・空間語テスト）～12．5（動詞テスト）％を占めているが，大部分

の被調査者には病気の経験はない。

6．　利　手

　大部分が右手利きであり，左または両方という回讐は全体の6．6～10．3％である。

7．家族入数

　4人以下の圓答が38．2～44．8％，6人以下の回答が全体の78，8～80。7％を占めている。

8．　兄弟姉妹数

　大部分が2人であり，1人は全体の9．2～！3．9％，3人以上は！2．9～21．8％を占めている。

9．　両親の共働き

　共働きという回答は全体の23．9～28，8％である。

10．父の年齢

　大部分の父親の年齢は31～41歳の間にあり，全体の76。7～8！．0％を占めている。

11．母の年齢
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　大部分の母親の年齢は26～35歳の間にあり，69．3～79．4％を占めている。時間・空間語テストの

被調査老の母親の年齢はテスト時期が2～3か，月おそいため，31歳以上の年齢の占める割合が高い。

12．面倒を見る人

　母が最も多く全体の76．3－84．3％，次いで祖母が8．2～！3。9％となっている。

13．すぐ上の兄姉の有無

　すぐ上に兄姉がある被調査者は全体の43．8～54．3％を占め，そのうち，兄があるとの圃答は全体

の37．6～54．5％，姉があるとの回答は全体の42．7～62，4％を占め，テスト間では，性状語テストに

特に鮪を持つ被調査老が多い。

14．子どもの本

　4冊の範囲内で購入すると回答したものが大部分で，全体の83．5～90．2％を占めている。

15．家庭生活

　テレビ関係では，毎日見ると回答したものは全体の89．9～93．5％を占め，テレビを見る時間は，

1時間以上3時間以下が大部分を占めている。絵本・漫画は毎臼見ると回答したものは50．O～53．1

％を占め，物語の本もよく読むと回答したものは43．5～48．7％を占めている。何かの稽古ごとは

26．3～33．8％のものがし，電話の応対に出ると園答したものは42．3　一一　59．2％を占め，なぞなぞ遊び

は80．4～85。3％のものがしている。被調査者の幼児音は8，2～9．2％と1割弱のものが残っていると

回啓している。被調査者がおしゃべりか否かの質問には，64．1～74．6％がハイと圓啓し，外遊びが

好きか否かの質問には，68．5～7！．1％がハイと回答している。

！6．子どもの活動

　子どもの活動面では，特に文字活動を取りあげて質問した。字の読み方の質問では，全体の53．4

～66．2％が・・イと回答し，ひらがなの読み方の質問では50．4～51．0のものが・・イと圃無し，名前の

字を見て喜ぶかの質問では，61．8～62．9％のものがハイと團乱し，本を読んでくれとせがむかの質

問では53．1～63．9％が・・イと園山し，性状語テストの被調査者の：方が高い割合を示している。

　文字への関心の有無では，関心のないものは7．O一一12．9％を占め，性状語テストの被調査者の方

が高い割禽を示している。駅名の蒋板には64．9～75．4％のものが関心を示し，しりとり遊びは66．0

～69．3％のものが覚えたと回答し，簡単な話を乎紙に書くことは約半数（47．9～52。6％）がハイと答

え，かたかな・漢字の質問は6割前後（59．8～65．4％）のものがすると答えている。

　さらに，6割のものは絵本を大きな声で読み，2～3割のものは字を黙って読んでいる。家族の

名前については，約7割のものが書けると謡え．，3～4割のものが好みの番組名をさがし，6～7

割のものが字に対する関心が強く，本を与えると自分で読むと回讐している。

17．子どもの扱い方

　主に言藷生活上のしつけについて質問をした。文掌は自然に覚えるのを待つかの質問には8～9

割がハイと隅乱し，漫画の本は大部分が見せると團乱し，絵本をいっしょに読むのは全体の65，8～
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73。4％であり，童話を聞かせるのは幼稚園に任せると答えたのは全体の34．2～46．9％である。

　悪いことばづかいを叱るかの質問には，全体の85．1～88．6％がハイと回答し，悪いときは大部分

の家庭でごめんなさいと雷わせている。朝のあいさつは67．9～70．6％の家庭で，寝るときのあいさ

つは76．3～79．9％の家庭でさせると回答している。外であったことをたずねるのは全体の73，9～

79．4％の家庭でしている。

　テレビを自由に見せると飼答したのは全体の77．2～84．2％で，テレビを見ながらの食事を認めて

いるのは56．0～57．7％である。食事のときの話題は54．3～61．3％の家庭が出すと回答し，むずかし

い質問が臨たときには全体の44．0～45．4％の家庭が無視すると回答し，さらになぞなぞ遊びの相手

をするかの質問には大部分の家庭で子どもの相手をすると回答している。

　そして，2－5－！表によれば，3テスト問で被調査者の特性に差が認められたのは，年齢，保育年

数，病気の有無，母の年齢，兄姉関係のほか，子どもの活動の「本を読んでくれとせがむ」「文字に

はまだ関心がない」の2項濁だけで，それ以外には3テスト問に差は認められない。ただし，動詞

テストの被験者には，文字活動に関するアンケv一・トを求めなかったので，その資料を欠いている。

　しかし，特性間に有意差の認められたものでも，被調査者の年齢及び母の年齢差は性状語テスト

及び時問・空間語テストの調査時期のずれに依存したことであるから，それを考えれば，ほとんど

大部分の項目で，性状語，時間・空關語および動詞テスト問の被調査岩の集団としての特性はほぼ

等質と考えてよいであろう。
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第3章 反応の判定基準

第1節性状語
　性状語テストにおける諸反応の判定基準段階は，当初第一次的に，28ページに示したように，大

まかに5段階に分類しておいた。しかし，テスト結果の諸反応は，特にテスト1，H，　HIにおいて

第一次卜定基準段階以上に精細に分類する必要が生じたので，最終的には次の14段階に分類した。

そして，この判定基準段階の基本線は性状語テストに限らず，時閲・空間語および動詞テストの判

定基準段階の設定にも適用させることにした。

3一ユー1表　性状語テストの反応コード番号，記号

地　　域

性　　別

年　　齢

保育年数

テスト1

テストH

テスト狙

テストW

テストV

テストVI

設
問
数

26

32

32

32

16

12

分肉
類　　1　　2　　3
数日

・三二喪

2　男　女

　　　5－O　i5－6
5　ll’v　1　一一　lN
　　4－lll　5－51　5－11

4　ll　1　i　2　13

14 ○、 02

14 01 02

14 01 ○，

4 ○ ×

5 ○ Ω

4 O ×

N

×

N

4

6－0

　6－5

嗅以上

O－a

9F1

9，

NT

N

NT

5 6

　
1
1

舗
壷

Q，

02

Q，

NT

7

回図

回

構

図

8

送

迷

K

9

×1

×1

×ユ

10

×2

×2

×2

11　1　12　1　13 14
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尋
α
α
回
α
己
庵
凶
・
又
ん
こ
N
M

皿

　　　内　　　　容

基準語による反応

基準語の幼児音による反応

異なる文脈であれば，○反応と認められる反応

基準語と同義による語反応

基準語と同義の方言，幼児語による反応

異なる文脈での○反応

異なる文脈での「基準語の対語＋ナイ」反応

「基準誘の対語＋ナイ」反癒

意味の異なる語反応

音系列を逆にした反応

事物連想による反応

雑（N，NTおよび上記以外の諸反応）

無反応または「知らない」反応

　　　　ぷテストもれ

テスMVおよびテストVI

番号　　記号

　1　　0

　2　　　×

　3　　　N

　4　NT
テストV

：番号　　記号

　1　　0

　2　　0
　3　　　×

　4　　　N

　5　NT

　　　内　　　　容

正反応
　　ぶ　
誤反応

無反応または「知らない」反応

テストもれ

　　内　　　　容

正反応

正反応ながら，一部を欠く

誤反応

無反応または「知らない」反応

テストもれ

　＊　テストもれとは，テスターの誤判断でテス5必要なしとされたり，また何らかの不注意で記録もれのあったものをさ

　　すe

　＊＊テストVIの場合の×反応には，一部を欠いたり，一部に順番の誤りがある反応を含む。
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式
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音
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　 回 異 な る 文 脈 で の Ω 及 応
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ﾉ
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出
島
キ
イ
オ
ツ
キ
イ

デ
ッ
カ
イ

チ
イ
サ
ク
ナ
イ

オ
ー
イ
，
タ
カ
イ
，
ナ
ガ
イ
フ
ト
イ
，
ナ
ガ
イ
ノ

オ
サ
カ
ナ

小
さ
い

サ
イ
コ
ウ

@チ
イ
サ
イ
チ
ッ
チ
ャ
イ

`ィ
チ
ャ
イ

`イ
サ
イ

`ッ
サ
イ

オ
オ
キ
ク
ナ
イ
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い
オ
オ
イ

イ
ツ
パ
イ

^
ク
サ
ン

ス
ク
ナ
ク
ナ
イ

Aン
マ
リ

Xク
ナ
ク
ナ
イ

オ
オ
キ
イ

Iツ
キ
イ

Cナ
イ

少
な
い
ス
ク
ナ
イ

ス
コ
シ

X
コ
ー
シ

`
ッ
ト

ペ
ツ
コ

iベ
ツ
コ
）

オ
オ
ク
ナ
イ

Iオ
イ
ク
ナ
イ
チ
イ
サ
イ

Aツ
ク
ナ
イ

`ッ
チ
ャ
イ

イ
オ

太
　
い
フ
ト
イ

フ
ッ
ト
イ
デ
ブ
ッ
チ
ョ

ホ
ソ
ク
ナ
イ
オ
ウ
キ
イ
，
オ
ツ
キ
イ

Tイ
コ
ー
ナ
ガ
イ
，
ア
ツ
イ

iガ
イ

イ
ソ
オ
ホ
ソ
ナ
ガ
イ
キ

細
　
い
ホ
ソ
イ

ホ
ソ
コ
イ

zソ
カ
イ
ヤ
セ
ッ
ポ
イ

с
Zテ
ル

с
Z

フ
ト
ク
ナ
イ
チ
イ
サ
イ
，
チ
ー
チ
ャ
イ

~ジ
カ
イ
，
フ
ト
ク
ナ
ク
ナ
イ
ス
ク
ナ
イ
，
ペ
ッ
チ
ャ
ン
コ

最
も

蛯
ｫい

モ
ッ
ト
モ

@オ
オ
キ
イ
モ
ッ
ト
モ

@オ
ツ
キ
イ

モ
ツ
ト
モ

@
デ
ッ
カ
イ

チ
イ
サ
ク
ナ
イ
サ
イ
コ
ウ
ノ
ホ
ソ
イ

Tイ
コ
ウ
ナ
ガ
イ
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ナ
ガ
イ
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ウ
グ
ラ
イ

ビ
ン

最
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ｬ
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い
モ
ツ
ト
モ

@チ
イ
サ
イ
モ
ッ
ト
モ

`ッ
チ
ャ
イ

イ
チ
バ
ン

@チ
イ
サ
イ

オ
オ
キ
ク
ナ
イ
モ
ッ
ト
モ
ホ
ソ
イ
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カ
イ

チ
イ
サ
イ
イ
シ

A
リ
，
ヤ
セ
テ
ン

濃
　
い

コ
イ
コ
イ
ー

Rー
イ

ア
ツ
イ

ウ
ス
ク
ナ
イ
オ
モ
タ
イ
，
オ
オ
キ
イ

tト
イ
，
タ
カ
イ

Cッ
パ
イ
，
デ
ッ
カ
イ

コ
イ
ノ
ボ
リ

c
リ
ザ
オ
デ
ツ
ル

Aカ

コ
イ
ジ

i
ナ
イ

う
す
い
ウ
ス
イ

コ
ク
ナ
イ

ス
ク
ナ
イ
，
ス
コ
シ

`イ
サ
イ

イ
コ

ク
ル

空
欄
は
判
定
例
作
成
の
た
め
の
調
査
資
料
中
に
た
ま
た
ま
該
当
例
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
e以
下
同
じ
。
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サ
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ア
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サ
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ス
ク
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デ
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テ
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ヤ
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ヒ
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イ

タ
カ
ク
ナ
イ
チ
ッ
チ
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ナ
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サ
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バ
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バ
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バ
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サ
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サ
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ア
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ワ
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薄
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チ
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ア
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狭
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サ
イ
，
シ
カ
ク
イ

zソ
コ
イ
，
ス
ク
ナ
イ

Lツ
イ

タ
カ
イ

ヒ
ク
ク
ナ
ィ
オ
イ
キ
イ
，
ナ
ガ
イ

ウ
エ
，
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

官
チ
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サ
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チ
ャ
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ミ
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シ
タ



3十
4表
　
就
学
前
児
童
の
語
彙
力
調
査
　
性
状
語
テ
ス
ト
　
＜
テ
ス
ト
1の
3＞
反
応
の
正
誤
判
定
例

○
Ω

×
×

1
2

回
1

2
回
凶

一
1

2
3

4
語
基
準
語
`　
式
幼
児
音

異
な
る

ｶ
脈
で
の

宦
@反
癒

基
準
語
ﾆ同
義
方
言
・

c児
語

異
な
る

ｶ脈
で
の

宦 @ 反 応 一

意
味
上
は
○
○
　
　
　
　
…

`式
「
～
ナ
イ
」
意
味
の
異
な
る
も
の
音
系
列
を

t　
　
に

ｵた
も
の
事
物
連
想

雑

暑
い
ア
ツ
イ
ア
ツ
ツ
イ
ア
ッ
タ
カ
イ

サ
ム
ク
ナ
イ

ヌ
ク
イ

ス
ト
ー
ブ

寒
い
サ
ム
イ

ツ
メ
タ
イ

Xズ
シ
イ

サ
プ
イ

シ
ャ
ッ
コ
イ
ハ
ツ
コ
イ

ア
ツ
ク
ナ
イ

Aッ
ツ
ク
ナ
イ
ス
ズ
シ
イ

kル
イ

ア
カ
イ

ナ
ガ
イ

ミ
ジ
カ
ク
ナ
イ
フ
ト
イ
，
フ
ト
ッ
テ
ル

ヤ
セ
テ
ル

イ
ダ
イ

長
い

オ
オ
キ
イ
，
オ
ッ
キ
イ

`ュ
ウ
グ
ラ
イ
，

バ
バ
ヒ
ロ
イ
；
オ
オ
イ

ミ
ジ
カ
イ
ミ
チ
カ
イ

ナ
ガ
ク
ナ
ィ
チ
ッ
チ
ャ
イ
，
チ
イ
サ
イ

短
い

ミ
ジ
ナ
イ

ホ
ソ
イ
，
ヒ
ク
イ

zソ
コ
イ
，
セ
マ
コ
イ

奪

ス
ク
ナ
イ

フ
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い
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サ
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サ
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サ
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ー
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ス
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コ
ー
シ

ス
ク
イ
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オ
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チ
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サ
イ
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コ

少
な
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フ
タ
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ク
ナ
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チ
コ
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シ
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シ
シ
カ
ナ
イ

チ
ッ
ト
ベ
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ナ
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チ
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チ
ャ
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ナ
イ

ヒ
ト
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カ
ナ
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フ
タ
ツ

ペ
ツ
コ

ナ
イ

カ
ル
イ

3
フ
ト
イ

フ
ト
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テ
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ッ
ト
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デ
ブ
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キ
イ
，
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ガ
イ

イ
イ

竹
太
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チ
ョ
ッ
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フ
ト
イ

デ
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チ
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デ
ブ
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チ
コ
イ

ナ
イ

ナ
イ

デ
ッ
カ
イ
，
ス
コ
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オ
ッ
キ
イ
ハ
バ
ガ
ヒ
ロ
イ

デ
ブ
ッ
チ
ョ

バ
バ
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オ
オ
キ
イ

ホ
ソ
イ

ホ
ソ
コ
イ
ヤ
セ
テ
ル

フ
ッ
ト
ク
ミ
ジ
カ
イ
，
ナ
ガ
ク
ナ
イ
，
チ
ッ
チ

コ
ノ
グ
ラ
イ

ホ
ソ
カ
イ
ヤ
セ
ツ
ボ

ナ
イ

ヤ
イ
，
ス
ク
ナ
イ
，
チ
イ
サ
イ
，
ヒ
・

キ
テ
ル

細
　
い

ヤ
セ
ッ
ポ
イ

フ
ト
ク
ク
イ
，
ウ
ス
イ
，
モ
ッ
ト
チ
イ
サ
イ

ヤ
セ

ナ
イ
チ
ョ
ッ
ピ
リ
，
カ
ル
イ
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セ
マ
イ
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ア
ッ
ィ
，
タ
カ
イ
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オ
モ
イ

4
モ
ッ
ト
モ

イ
チ
バ
ン
オ
オ
キ
イ

フ
ト
イ
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オ
モ
イ
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オ
オ
キ
イ
，

イ
ツ
ツ
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イ
イ

犬 目 五 枚

最
も

蛯
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オ
オ
キ
イ

cb
ト
モ
オ
オ

Lイ
イ
ヌ

イ
チ
バ
ン
デ
ッ
カ
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バ
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オ
ッ
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デ
ッ
カ
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コ
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オ
オ
キ
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コ
ッ
チ
ノ
ホ
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二
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デ
ッ
カ
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オ
オ
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サ
マ
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ヌ
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キ
サ
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ガ
ウ
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イ
オ
カ
ア
サ
ン

モ
ッ
ト
モ

イ
チ
バ
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チ
イ
サ
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イ
チ
バ
ン

ホ
ソ
イ
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カ
ル
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ヒ
ト
ツ

最
も

チ
イ
サ
イ

イ
チ
バ
ン
チ
ッ
チ
ャ
イ
キ
ー
タ
イ

チ
イ
サ
イ

コ
ッ
チ
イ
イ

小
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い

イ
チ
バ
ン
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チ
ッ
チ
ャ
イ

コ
ッ
チ
ノ
ホ
ー
ガ
チ
ー
サ
イ

ゼ
ン
ブ
イ
イ

イ
チ
バ
ン
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チ
イ
サ
イ

カ
ラ
ダ
ガ
チ
イ
サ
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ア
カ
チ
ャ
ン

5
コ
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ア
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ズ
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ウ
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ク
オ
オ
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タ
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，
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タ
イ
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レ
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，
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コ
ワ
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ー

ナ
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オ
キ
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濃
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塩
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ク
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コ
ク
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ッ
チ
ャ
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オ
ク
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，
ペ
ッ
コ
，
キ
レ
ー
ク
ナ
イ

キ
レ
イ
デ
ナ
イ
，
ヌ

宴
Tッ
テ
ナ
イ
，
ア
カ
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イ
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イ
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モ
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ト
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イ

イ
チ
バ
ン
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チ
バ
ン
ス
コ
シ
イ
チ
バ
ン

イ
チ
バ
ン
チ
イ
サ
イ
，
イ
チ
バ
ン
チ
ー
サ

ヒ
ト
ツ
ア
ル

ス
ク
ナ
イ

ス
ク
イ

オ
ー
ク
イ
，
ス
ク
ナ
イ
，
ス
コ
シ
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ヒ
ト
ツ

い
ち
ば
ん
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い

イ
チ
バ
ン

J
ズ
ガ
ス

N
ナ
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チ
バ
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バ
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チ
ュ
ウ
ク
ラ
イ
，
オ
オ
ク
ナ
イ

Hオ
イ
ク
ナ
イ
，
ホ
ン
ノ
ス
ク

iイ
，
イ
ッ
パ
イ
デ
ナ
イ
，

ヒ
ト
ツ
ス
ク
ナ
イ

Jル
イ
Nロ
イ

チ
ョ
ビ
ッ
ト

チ
ョ
ッ
ピ
リ
，
タ
ク
サ
ン
ジ
ャ

ナ
イ
，
ペ
ッ
コ

8
ア
ツ
イ

オ
オ
キ
イ

デ
ッ
カ
イ

ウ
ス
ク
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パ
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サ
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ウ
ア
ル
，

tト
イ
，
デ
ブ
ッ
テ
ル
，

イ
，
コ
ク
ナ
ッ
テ

求
Cト
ッ
テ
モ
ア

オ
モ
イ

カ
イ
，
キ
ツ
イ

ウ
ス
イ

チ
ー
チ
ャ
イ
ペ
ッ
チ
ャ
ン
コ
ペ
ッ
タ
ラ

オ
ッ
キ
ア
ツ
ク
ナ
イ
ス
ク
ナ
ク
ツ
イ
テ
ル

ス
ク
ナ
ク
ヨ
メ
ル
ヤ
ス
イ
，
ヒ
タ
イ

薄
　
い

　
　
コ
イ

Eス
ッ
ペ
ラ
イ

ク
ナ
イ
ア
ス
グ
ナ
イ
ス
ク
ナ
イ
，
オ
ッ
キ
イ

kル
イ
，
ホ
ソ
イ
キ
ー
タ
イ

サ
ム
イ
cメ
タ
イ

9
ヒ
ロ
イ

オ
オ
キ
イ

デ
ッ
カ
イ

セ
マ
ク
ナ
ィ
フ
カ
イ
，
フ
ト
ッ
テ
ル
，
イ
ッ

コ
ッ
チ
ノ

パ
イ
ダ
，
タ
ク
サ
ン
，
オ
オ
イ

広
　
い

ホ
ウ
ガ

ナ
ガ
イ
，
イ
ッ
パ
イ
，
フ
ッ
ト

池
四
囲
キ
イ

イ
，
イ
ッ
パ
イ
ハ
イ
ル
，
デ
ブ

チ
ョ
イ
，
ミ
ズ
ハ
イ
ツ
テ
ル

セ
マ
イ

チ
イ
チ
ャ
イ

セ
マ
カ
イ

オ
ッ
キ
ヒ
ロ
ク
ナ
イ
ス
ク
ナ
イ
，
ア
サ
イ
，
ヤ
セ
テ

チ
イ
サ
イ

セ
マ
コ
イ

ク
ナ
イ

ル
，
　
ミ
ジ
カ
イ
，
ホ
ソ
イ
，
オ

狭
　
い

コ
ッ
チ
ノ

オ
ク
ナ
イ
，
チ
ョ
ッ
ト
ハ
イ
ル

ホ
ー
ガ

ホ
ソ
コ
イ
，
フ
ト
ク
ナ
イ
，

チ
イ
チ
ャ
イ

ア
サ
ス
ギ
ル
，
ナ
ガ
イ

10
オ
オ
キ
イ
オ
ツ
キ
イ

デ
ッ
カ
イ

ヒ
ロ
イ

イ
イ

大
き
い

ス
ゴ
ク
オ

オ
モ
イ

丸
ッ
キ
イ

小
さ
い
チ
イ
サ
イ

オ
オ
キ
ク
ナ
イ
セ
マ
イ
，
カ
ル
イ
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就
学
前
児
童
の
語
彙
力
調
査
　
性
状
語
テ
ス
ト
　
＜
テ
ス
ト
H～
王
II
の
3＞
反
応
の
正
誤
判
定
例

○
回

Ω
回
困
x

×

カ ー ド

語
1基
準
語
形
式
2幼
児
音
異
な
る

ｶ脈
で
の

宦
@反
応

1基
準
語
と

ｯ　
　
義

2方
言
・

c児
語

異
な
る

ｶ脈
で
の

宦 @ 反 応 ㎜

意
味
上
は

@　
○
〇
　
　
　
一

`式 @「
～
ナ
イ
」

1意
味
の
異
な
る
も
の
2　
音
n列
を
tに
し
ｽも
の

3事
吻
連
想

4 雑
ユ
1

タ
カ
イ

ナ
ガ
イ

デ
ッ
カ
イ

ヒ
ク
ク
ナ
イ
イ
ツ
パ
イ

コ
ッ
チ

煙
高
い

チ
ョ
ッ
ト
オ
ー
キ
イ

フ
ト
イ

突
オ
ッ
キ
イ

オ
モ
イ

ヒ
ク
イ

ミ
ジ
カ
イ

キ
ー
タ
イ

ナ
ガ
ク
タ
カ
ク
ナ
イ
ヤ
ス
イ
，
ホ
ソ
イ
，
カ
ル

コ
ッ
チ

低
い

チ
ー
チ
ャ
イ

ナ
イ

イ
，
ナ
ガ
ク
テ
チ
ッ
チ
ャ

イ
，
ホ
ソ
ナ
ガ
イ

12
コ

オ
オ
イ

イ
ツ
パ
イ
イ
ツ
ペ
ー

ス
ク
ナ
ク
サ
イ
コ
ウ
ア
ル
｝
フ
カ
イ

コ
イ

ツ
多
い

タ
ク
サ
ン
タ
ク
サ
ン

ナ
イ

オ
ッ
キ
イ
，
オ
モ
イ
，

フ
。

フ
ツ
ト
イ

ス
ク
ナ
イ
ツ
ク
ナ
イ

ス
コ
シ
，
チ
チ
ッ
ト

オ
オ
ク
ナ
イ
チ
ー
サ
イ
，
ア
サ
イ
，
ウ

少
な
い
チ
ョ
ッ
ト

@ス
ク
ナ
イ

ヨ
ピ
ッ
ト
，

Xコ
シ
シ
カ
ナ
シ
コ
シ
ス

Nイ
イ
ツ
パ
イ

@デ
ナ
イ
ス
イ
，
カ
ル
イ
，
ア
ン
マ

潟
nイ
ッ
テ
ナ
イ
，
ナ
ソ

イ
，
チ
ョ
ッ
ト
ペ
ツ
コ

イ
，
タ
り
ナ
イ

ユ
3冷

ア
ツ
イ

ヌ
ク
イ

ア
ッ
タ
カ
イ

ア
ツ
ク

暖
暑
い

ア
ッ
タ
カ
イ

オ
ツ
キ
イ

ナ
リ
タ
イ

具
房

ヌ
ッ
ク
イ
，
オ
ソ
イ

サ
ム
イ

ツ
メ
タ
イ

サ
ン
ブ
イ

ア
ツ
ク
ナ
イ
オ
ッ
キ
イ
，
チ
イ
サ
イ

か
ビ
ガ
ピ
ュ

寒
　
い
サ
ム
イ
カ
ラ

ス
ズ
シ
イ

サ
ブ
イ

ス
ズ
シ
イ

ッ
テ
ク
ル

ハ
ヤ
イ

コ
ゲ
チ
ャ
ウ

ユ
4

ナ
ガ
イ

オ
ー
キ
・
イ
ホ
ソ
ナ
ガ
イ

デ
ッ
カ
イ

ミ
ジ
カ
ク
タ
カ
イ

コ
ッ
チ
ガ

鉛
長
　
い
ナ
ガ
ス
ギ
ル

Rッ
チ
ノ
ホ

ア
ト
カ
ラ
カ
ッ

e
キ
タ
カ
ラ
オ

ナ
イ
デ
ブ
チ
ョ
イ

tト
イ

イ
イ

筆
ウ
ガ
ナ
ガ
イ

ツ
キ
イ

需
オ
モ
イ

ミ
ジ
カ
イ
ミ
チ
カ
イ
チ
ー
サ
イ
，
ス

ホ
ソ

ナ
ガ
ク
ナ
イ
ホ
ソ
コ
イ
，
ホ
ソ
イ

ヤ
ス
イ

コ
シ
チ
ッ
チ
ャ

チ
ッ
チ
ャ
イ

ヒ
ク
イ
，
ス
ク
ナ
ィ

短
　
い

イ
，
チ
イ
チ
ャ

セ
マ
イ
，
カ
ル
イ

イ
，
キ
ー
タ
イ

チ
イ
サ
ス
ギ
ル

15
プ

フ
カ
イ

オ
オ
イ

ミ
ズ
ガ
イ
ッ
パ

ア
サ
ク
ナ
イ
オ
ッ
キ
イ
，
ナ
ガ
イ
，
ア
ツ

オ
ヨ
ガ
レ
ル

！
深
　
い

イ
，
イ
ツ
パ
イ

ア
サ
イ
ナ
イ
イ
，
タ
カ
イ
，
ヒ
ロ
イ
，
コ

イ
イ

ル
タ
ク
サ
ン

イ
，
オ
オ
キ
ク
ナ
ッ
テ
ル

ア
サ
イ

ス
ク
ナ
イ

ア
サ
カ
イ
チ
ョ
ピ
ッ
ト
オ
オ
ク
フ
カ
ク
ナ
イ
ヒ
ク
イ
，
ウ
ス
イ
，
セ
メ
カ

コ
ノ
グ
ラ
イ
タ
カ
イ

浅
　
い

ス
ク
ナ
イ
ミ
ズ

`
ョ
ッ
ト

チ
ッ
ト

Aサ
コ
イ
ス
コ
シ
Xコ
シ
グ
ラ
イ
ナ
イ

イ
，
チ
ッ
サ
イ
，
タ
リ
ナ
イ
ペ
ッ
コ
，
セ
マ
イ
，
セ
バ
イ

キ
ラ
ル

ス
ク
ナ
イ

ア
サ
コ
イ
カ
ミ
ズ
ガ
ナ
イ

ミ
ジ
カ
イ
，
キ
イ
タ
イ
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応
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正
誤
判
定
例

○
回

Ω
回

凶
茎

×

カ ー ド
語

1基
準
語
形
式
2 幼 児 音

異
な
る
文
脈
で
の

@
○
　
　
反
応

1基
準
語

ﾆ岡
義

2方
書
・

c兜
語

異
な
る
文
脈
で
の

@○
　
　
反
癒
　
一

意
味
上
は

@　
○
○
　
　
　
一

`式 @「
～
ナ
イ
」

1
意
味
の

ﾙ
な
る
も
の

2音
系
列
を

t
　
　
に

ｵ
た
も
の

3事
物
連
懇
4 　 雑

16
ヒ
ロ
イ

フ
ト
イ

オ
ー
キ
イ

フ
ト
ッ
テ
ル
ホ
ソ
ク
ナ
ィ
セ
マ
ク
ナ
ィ
ナ
ガ
イ

イ
カ
レ
ル
ア
サ
イ

ハ
バ
ビ
ロ
イ

フ
ト
ッ
テ
ル

フ
ツ
ト
イ

ホ
ソ
ナ
ガ
イ

イ
イ

オ
モ
イ

道
広
い

モ
ツ
ト
フ
ツ
ト
イ

eブ
チ
ョ
イ

イ
チ
バ
ン

C
ツ
パ
イ

デ
ッ
カ
イ

ト
オ
イ

ト
オ
ク
ナ
イ

セ
マ
イ

ホ
ソ
イ

ホ
ソ
コ
イ
セ
メ
カ
イ
チ
ビ
ッ
コ

フ
ト
ク
ナ
イ
ヒ
ロ
ク
ナ
イ
ミ
ジ
カ
イ

イ
カ
レ
ナ
イ
チ
カ
イ

ホ
ソ
ク
テ

チ
ョ
ッ
ト
チ
イ
サ
イ

ヤ
セ
ッ
ポ
チ
ア
ン
マ
リ

ナ
ガ
ク
ナ
ィ

チ
ヂ
マ
ル
ス
コ
シ

狭
い
　
　
セ
マ
イ
ハ
バ
ガ
セ
マ
イ

チ
イ
サ
イ
ハ
バ
ホ
ソ
イ

ヤ
セ
ツ
ポ
イ

オ
オ
キ
ク
ナ
イ

Iオ
キ
ク
ナ
イ

ス
ク
ナ
イ

Jル
イ

ハ
ヤ
イ

ヒ
ク
イ

チ
ッ
チ
ャ
イ

キ
ー
タ
イ

pt H 回 H

3－
1－
ge
e　
就
学
前
児
童
の
語
彙
力
調
査

（
テ
ス
ト
V）
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
一
の
分
離

性
状
語
テ
ス
ト
＜
テ
ス
ト
V。
W＞
反
1芯
の
正
答
表

　
　
　
　
　
　
　
（
テ
ス
1・
　
VI
）
系
列
化

材
　
　
　
料

μ
口
反
　
応
正
誤

罵
二
1
反
　
応
正
誤

3，
6．
9
4

！
，
2．
3
3

1．
ホ
　
ー
　
ス
長

2，
5．
8
玉
太

4，
5．
6
7

4，
5．
6
5

2，
5．
8
3

2。
ボ
ー
ル
・
紙
厚

7，
8．
9
9
大

3，
6．
9
7

長

12
，
5．
8

31
，
2．
3

3．
り
　
ボ
　
ン

21
，
4．
7

広
47
，
8．
9

王
1
，
2
．
3

31
．
9

・
．
蓄
兄
ツ
ク
’
高
34
，
5．
6

大
4婆
，
8

カ
ー
ド

〉
　
　
〉
　
　
〉

正
：
誤
＜
　
　
＜
　
　
＜
正
誤

1．
丸
大
小
①
②
③
④
⑤

○
⑤
④
③
②
①

○

2．
コ
ツ
プ
多
少
①
②
⑤
④
⑤

○
⑤
④
③
②
①

○

3．
池
広
狭
①
②
⑤
④
⑤

○
⑤
④
⑤
②
①
○

4．
り
ん
ご
多
少
①
②
⑤
④
⑤

○
⑤
④
③
②
①

○

5．
犬

大
／
」
・

①
②
⑤
④
⑤

○
⑤
④
③
②
①

○

6．
道
広
狭
①
②
③
④
⑤

○
⑤
④
③
②
①

○



第2節　時間・空間語

　時問・空問語テストにおける諸反応の判定基準段階は，当初は第一次的に，44ページに示したよ

うに，大まかに5段階に分類しておいた。しかし，テスト結果の諸反応は，特にテスト1，H，　m

においてeg一一次判定基準段階以上に精細に分類する必要が生じたので，次の14段階に分類した。な

お，この判定基準段階の基本線は性状語テストに準じて作成してある。

3－2－1表　時間・空間語テストの反応コード番号，記号

地 域

性 別

年 齢

保育年数

テス　ト　Ia

テス　ト　Ib

テス　ト　V

テス　ト　獲

テス　ト　賑

テス　ト　IV

テストV【a1

2

3

テストV王b1

2

3

テス　ト　Vlc

テス　ト　Vld

設
問
数

20

14

8

14

14

14

5

5

5

3

3

2

8

4

反
応

分
類
数

1

　　和
3　　歌
　　田
2

5

4

14

13

4

13

13

7

9

9

4

8

6

4

4

4

男

泌1
1

Oi

Oi

o

Oi

Oi

o

○

0

o

Oi

2

京
都

女

5－0

　5－5

2

3

東
京

4 5

　
1
1

℃
～
卜

6
　
略

略
～
6

6
　
1
1

喝
～
卜

5

3

○・囹

02

×

02

02

×1

ま○

○

×

02

o

○
～
○
一
〇

X，

×
｛
×

×

N

囹

湘
二
〇
、
一
〇
、

N

×1

×2

N

N

4

以上

Ondi

Q，

NT

O－i

Q，

N，

×1

×1

NT

×2

×3

NT

N愛

NT

O－2

O－2

O－2

Q，

N，

×2

×2

×3

N

6

回

Q，

O－3

O－3

xN

×3

×3

×4

N愛

7 8

図■
Oua4

0－4

Q，

NT

×4

×1

×1

×1

N

Xr，　j　N

N NT

9

×1

×2

×2

×2

NT

NT

10

×2

×3

×3

×3

11

×3

×4

×4

×4

12

×4

N

N

N

13 14

N　lNT

NT

NT

NT
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テストIa

　14判定基準の内容は性状語テストに準ずる。

香号　　　　記号　　　　　内　　　　容

　　　　Ol　基準藷反応　1

　　　　02　基準語＋幼児語　2

　　　　　　　異文脈での○反応　3

　4　　Ω！墓門語と岡三

　　　　02　　プゴ言。幼ジ呂言吾　5

　6　　回　　異文脈での○反応

　7　二三文脈での「～ナぬ反応

　8　　蓋　「～ナイ」反応

　　　　×1　意味の誤反応　9

　　　　×2　音系列の逆反応　！0

　　　　×3　事物連想反応　11

　　　　×4　雑反応　22

　　　　N　無反応　13

　　　　NT　　テストもれ　14

テストIb，　H，皿

　　　　記号　　　　内　　　　容番号

　　　　01　基準語反応で，順序が正しい　1

　　　　0、　幼児音による基準語反応で，順序が正しい　2

　3　　囹　異文脈での○反応

　4　　Ω1　基準語と同義で，願序が正しい

　5　　Ω，方言・幼児語反応で順序が正しい

　　　　03　基準語の系および顧序は正しいが，一部に他語の混入がある反応　6

　7　Ω・基準語の系を持つが，順；亨が混乱

　8　　×1　一部の基準語を欠くか挿入がある，、また願序の混乱を含む

　　　　×2　意味の誤反応　9

　　　　×3　事物連想反応　10

　　　　×．1雑反応　11

　　　　N　無反応　12

　　　　NT　テストもれ　13

　テストIaの墓準段階にあげた「～ナイ」反応（凶，×）および音系列の逆反応は生起確率を無
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馴してよいと考えられたので除外した。

テストN

番号

1

2

3

4

5

6

7

講
○
鴻
為
N
凡
癌
M

　　内　　　　容

正反応

全都誤反応

一部誤反応

全部無反応

一部無反応

誤反応＋無反応

テス1・もれ

テストV

番号　　記号　　　　内　　　　容

　1　　0　　基準諮反応

　2　　×　〈前・後〉以外の反応

　3　　N　無反応

　4　　NT　テストもれ

テストV五a1，2

翻
・
2
3
・
・
6
7
8
9

講
0
1
0
，
α
巡
ん
鵡
冶
N
殿

　　内　　　　容

基準語反応

基準語と同義反応

基準語と類義反応

前／過の使い誤り反応

時刻認知の誤り

事物連想反応

離反応

無反応

テスFもれ

　ただしテストVla2は指示テストなので，1

想反応はありえないので項欝から除外した。

テストWa3

番号　　記号　　　　内　　　　容

　1　　0　正反応

　2　　×　誤反応

114　　第3章　反応の判定茎準

01の基準語反応は正反応を意味し，6×4事物連



　3　　　N

　4　NT
テスト　V王　b1

番号

1

2

3

4

　Jr

6

7

8

認
α
o
，
冶
添
、
有
物
N
M

無反応

テストもれ

　　内　　　　容

基準語反応

基準語と同義反応

日が誤反応

時間が誤反応

時間認知の誤り

翻転連想反応

無反応

テストもれ

テスト畷b2

暑
！
2
3
4
5
6

番

講
○
鴻
鴎
滋
N
MテストVI　b　3，

号
1
2
3
4

番

講
○
・
N
M

　　　内　　　　容

日，時問とも正反応

臼が誤または無反応，時問が正反応

日が正反応，幅跳が誤または無反応

N，時間とも誤またはいずれかが無反応

日，時問とも無反応

テストもれ

VI　c，　VI　d

　　　内　　　　容

基準語反応

誤反応

無反応

テストもれ
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or ω 矧 e

就
学
前
児
童
の
語
彙
力
調
査
　
時
間
・
空
間
語
テ
ス
ト
　
＜
テ
ス
ト
王
aの
1＞
反
応
の
正
誤
判
定
例

　 雑 4

ダ イ ア シ イ ノ ト ル コ コ カ

ク ル チ ア ッ テ コ ト チ イ ツ ッ モ ベ ア オ

ン ゲ ン ル ビ エ ア ユ

　 ノ 　 イ イ ヤ イ サ チ キ イ ツ ツ チ チ オ シ ア ， イ ル ワ サ テ ル ニ イ チ ワ オ チ オ ス コ ト ・ ス ル マ ス ス キ リ イ ク

×

　 ク 　 ム ヤ ロ シ シ キ ウ ヤ シ ウ カ ド ナ ジ セ

　 リ イ ク ソ ツ オ ユ ン サ マ ジ タ ラ フ ア ソ

シ コ ア ソ

タ カ シ ， イ イ カ ク タ ヒ

タ カ シ

逆 の を も 列 た 系 し 2 音 に

ギ こ 、 エ マ マ イ エ ギ カ マ ミ ナ エ ラ マ ウ

　 エ ギ マ こ 、 ， ， リ ロ エ ダ シ ウ ヒ ウ

蛎 　 味 弐 　 意 形
　 る の 応 凶 な 難 　 異 文 肝

團 蠣 　 異 文 Ω

　 ・ 語 　 言 児 2 方 幼

1

Ω 　 と 義 　 語 準 1 基 岡 ウ ト メ ン ジ セ ハ

ロ シ ウ

回 蠣 　 異 文 ○

　 沓 　 児 2 幼 ロ シ オ

○

語 式 準 － 基 形

エ マ

ロ シ ウ

キ サ ト ア エ ウ タ シ テ タ コ ヨ

語

沿 　 　 ロ 脚 帖 　 ／ 　 前

　 暇 　 ／ 先

　 キ 　 サ 　 ／ 後

　 汐 　 ／ 上 　 批 　 ／ 下 　 釦 　 ／ 縦 　 好 　 ／ 横
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3－
2－
3表
　
就
学
前
児
童
の
語
士
力
調
査
　
時
問
・
空
問
語
テ
ス
ト
　
〈
テ
ス
ト
la
の
2＞
辰
：
応
の
正
誤
覇
定
例

○
Ω

×

語
1
基
準
語

`　
式

2幼
児
音

　
回

ﾙな
る

ｶ脈
で
の

對
ｽ応

1基
準
語
と

ｯ　
　
義

2方
言
・

c児
語

　 回 異 な る 文 脈 で の ○ 反 応 一

　 凶 異 な る 文 脈 で の 「 ナ イ 」 反 応

　
　
蓋

ﾓ味
上
は
○
○
　
　
　
　
　
㎜
　
闇

`式
「
～
ナ
イ
」
，

1　
意
　
味
　
の

@ 異 な る も の ｝

2音
系
列
を
逆

ﾉし
た
も
の

3
　
事
物
連
想
4
　
　
園

外
　
　
／
ナ
カ
ソ
ト

オ
モ
テ

1シ
タ

Eシ
ロ

簡
㌻
，
霧
ジ
ド
ウ
シ
ャ

オ
テ
テ

}ノ
レ

Jド

中
　
　
／
ソ
ト
ナ
カ

ウ
チ

E
チ
ガ
ワ

ミ
ギ

Eシ
ロ

オ
ソ
ト
，
オ
ニ
ワ

@
メ
リ
カ
ガ
ア
ル

I
モ
テ
，
オ
ウ
チ

ヨ
ル

Aシ Aサ

朝
　
　
／
バ
ン
ア
サ

オ
ヒ
ル

qル
マ
qル

ヨ
ル

?ウ
ガ
タ

オ
キ
ル
ノ

N
モ
リ
I
ヒ
サ
マ

ゲ
ツ
ヨ
ウ
ビ

E早

晩
　
　
／
ア
サ
バ
ン

ヒ
ル

ヨ
ル

?ナ
カ
?ウ
ガ
タ

バ
ン
ジ
ャ
ナ
イ

コ
》
＼
ン

lル oン
メ
シ

ヒ
ダ
リ

E
ラ
¥
ト

夜
　
　
／
ヒ
ル
ヨ
ル

ア
サ

ヨ
ナ
カ

?ウ
ガ
タ

mく
ン

オ
ヒ
ル

コ
ン
バ
ン
ワ

f
ン
キ
，
パ
レ

I
ツ
キ
サ
マ

?ウ
ヤ
ケ

ウ
エ

昼
　
　
／
ヨ
ル

ヒ
ル
iオ
ヒ
ル
）

ア
サ

ユ
ウ
ガ
タ

oン
ゴ
ハ
ン
，
ゴ
ハ
ン
タ

x
ル
，
テ
レ
ビ

A
ラ
シ
，
ハ
チ
ジ

o
ン
ゴ
ハ
ン

R
ン
ニ
チ
ワ

オ
キ
ル
¥
ト

右
　
／
ヒ
ダ
リ
ミ
ギ

ヒ
ダ
リ

}エ
ユ
ウ
ガ
タ

`
イ
チ
ャ
イ

Aサ

左
　
　
／
ミ
ギ
ヒ
ダ
リ

ミ
ギ

Eエ
オ
テ
テ

ノ
く
ン

前
　
　
／
ア
ト

マ
エ

ウ
シ
ロ

}ン
ナ
カ

?コ

コ
ト
シ

L
ョ
ウ
?
ル
ノ
マ
ッ

@
ク
ラ
イ
ト
キ

L
シ
ャ

　
　
（
時
間
）

縺
@　
／
マ
エ

ア
ト

ハ
ジ
メ
，
ウ
シ
ロ

Eエ
，
マ
ン
ナ
カ

Tキ
，
ヒ
ダ
リ

ツ
イ
テ
イ
ク

Cク }エ
ム
ク

ア
シ

n
ヤ
イ
A
ン
ゼ
ン
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㊦ 謹 祷 麟

就
掌
前
児
童
の
語
彙
力
調
査
　
時
間
・
空
問
語
テ
ス
ト
　
＜
1b
＞
反
応
の
正
誤
判
定
例

○
Ω

i i
X

甑
1

2
！

2
3

4
1

2
3

4

鑓
口

基
準
語
幼
児
音
基
準
語
と

ｯ　
　
義
方
慧
・

c掘
藷
暴
準
語
＋
他
二
二
入
基
準
語

㍼
??
ｬ乱
・
毒
薬
7慧
緊
急

意
　
味
　
の

ﾙな
る
も
の
事
物
連
想

雑

ア
サ
→
ヒ
ル

ｨ
ヨ
ル

ヒ
ノ
レ
→
ユ
ウ

Kタ
→
ア
サ

ヒ
ル
マ
→
ユ
ウ
ガ
タ

ｨヨ
ル
→
ア
サ

ヒ
ル
→
ヨ
ル
，
夕
方
縛
ヨ
ル
，
隠
ル
→
ア
サ
，
ヨ
ル
，
ユ
ウ
ガ
タ
ー
今
ヒ
ル
マ
→
ユ
ウ

Kタ
オ
ヒ
サ
マ
→
オ
ツ
キ

T
マ
→
オ
ヒ
サ
マ

→
ア
サ

ヒ
ル
→
バ
ン

ヒ
ル
吟
ヨ
ル

ヨ
ル
→
ア
サ

ア
メ
ゆ
タ
モ
リ
締
サ

一
〉
ア
サ

→
ネ
ル
→
ア
サ

ム
イ
→
ア
シ
タ

朝 ↓ 昼 ↓ 夜 ↓ 朝

オ
ヒ
ル
→
バ
ン

ｨネ
ル
吟
ア
サ

qル
→
〉
ユ
ウ
ガ
タ
ー
〉

ユ
ウ
ヤ
ケ
吟
ク
ラ
ク

iノ
レ
≒
〉
ネ
ル
ー
→
ア
サ

ヨ
ル
→
ヨ
ナ
カ
→
ア

サ

ア
サ
→
ヨ
ル

ヨ
ル
→
ユ
ウ
ガ
タ
→

ヨ
ル
→
ヒ
ル
，
ヨ
ル
→
ア
サ
，

バ
ス
，
デ
ン
シ
ャ

→
ヒ
ル

ヒ
ル
ー
〉
ア
サ

ヒ
ル
→
バ
ン
，
ユ
ウ
ガ
タ
→
ア
サ

ジ
ド
ウ
シ
ャ

→
ア
サ

ヨ
ナ
カ
→
ヨ
ル
ユ
ウ

ヒ
ル
・
→
ヨ
ジ

ネ
テ
ル
，
ア
ソ
ブ
ノ

朝
→
夜
→
昼

ガ
タ
ゆ
ヒ
ル
→
ア
サ

ヒ
ル
マ
→
ユ
ウ
ガ
タ
ー
〉
ヨ
ル
→
ア
サ

デ
ン
シ
ャ
ガ
ハ
シ
ル

→
朝

ヨ
ル
→
ユ
ウ
ガ
タ
→

→
ク
ル
マ
ガ
ン
・
シ
ル

ゴ
ゴ
→
オ
ヒ
ル
→
ア

サ

日
，
月

月
水
木
月
日
，
月
火
木
土
木
日
，
閑
月

B，
月
吋
土
，
臼
→
土
，
日

火
，
月
火
金
土
日
，
月
火
木
土
月
，
木

ﾎ金
土
日
，
水
木
金
月
水
，
月
火
金
木

y日
，
火
水
木
水
月
土
隣
，
木
金
水
木

水
，
土
金
水
木
土
日

日
，
土

芟
氏
C日

土
金
木
水
火

氏
y三
i＝
1
：
二

@→
月
日

土
金
本
月
日
，
本
火
水
，
土
金
＝
L
，

y木
金
，
水
土
金
土
，
土
金
，

y金
木
月
本
金
土
日

聯
→
夏
→
秋

夏
冬
春
，
冬
秋
春
，
秋
冬
奪
，
夏
春
，

冬
→
オ
正
月
→
3
月
ヨ
ル
，
ア
サ
，

春
→
夏
→
秋
→
冬
→
春
→
冬
→
春

1食
し
冬
夏
，
冬
秋
冬
，
冬
夏
仇

ﾟ穀
織
：
難
寒
露
冬

春
→
3
月
→
オ
冒
サ

}
夕
方

? ル ｝ ア サ ， ヨ ル

琴
｝
袖
冬
→
秋

一
概
秋
冬
夏
，
冬
夏
，
冬
夏
秋
，
冬
，
秋

ヨ
ノ
レ

春
→
冬
→
秋
→
夏
→
春

i鍔
二
二
二
二
繊
二
二

ユ
キ
ー
→
ク
り

X
マ
ス

→
夏
吟
春

i夏
春
秋
冬
秋
，
冬
秋
夏
秋
，
奪
冬
3月

i春
冬
夏
7月
，
夏
秋
冬
秋
春
，
冬
お
正
：

ｪ嚢
，
冬
夏
秋
冬
春
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今
同

明
日

明
後
日

明
後
日

明
日

今
日

今
EI

昨
日

一
【
乍
K

キ
・
ヨ
ウ

　
ア
シ
タ

　
ア
サ
ッ
テ 　 　 ウ

テ タ ヨ

ツ シ キ ．

サ ア
ア

　 　 イ

　 ウ ト ・

ウ ノ ト

ヨ キ オ

キ

→
タ ，
シ ビ
ア ウ

， ヨ

サ 金
ア ↓
ノ タ
タ シ ウ

シ ア ヨ

ア 　 キ
， ギ 吟

タ ツ タ

シ ノ シ

ア ソ ア ア
シ
タ
，
キ
ョ
ウ
→
キ
ノ
ウ
，
ア
シ
タ

→
キ
ノ
ウ
，
ア
サ
ッ
テ
ー
〉
キ
ノ
ウ

ヤ
ノ
ア
サ
ッ
テ
→
シ
ア
サ
ッ
テ
ー
〉
ア
サ

ッ
テ
→
オ
ト
ト
イ

キ
・
ノ
ウ

キ
ノ
ウ

：
｛
：
ヨ
ウ
ビ
，
水
ヨ
ウ

ビ
，
29
日
，
金
→
露

土
ヨ
ウ
ー
〉
火
ヨ
ウ

ー
〉
木

春
，
土
ヨ
ウ
ビ

金
歯
ウ
ビ

　
一
〉
月
ヨ
ウ
ビ

ウ
ヨ 　 イ ・ 　 ウ

火 ビ タ 　 ヨ

¶ ウ ミ ， 土

ビ ヨ ビ タ ↓

ウ ロ ウ イ ウ

ヨ ， ヨ ナ ヨ 月

水 ビ 日 コ B 荏

　 　 テ タ

　 タ ツ シ

テ シ サ ァ

ッ ア ア ↓ タ

サ ↓ ↓ サ シ

ア 　 　 ア ア

ウ ノ コ

ノ キ ↓

キ ↓ ウ
？ ウ ノ

ウ ノ キ ウ

ノ キ 　 　 ヨ

キ 　 イ キ

ノ エ ト ↓ イ

ウ マ ト タ ト

ノ ノ オ シ ト

キ コ 　 ア オ

↓ ↓ ぎ ， ↓

ウ ウ ツ タ ウ

ノ ノ ノ イ ヨ

キ キ ウ ナ キ

　 　 ウ

イ ウ ヨ

ト ノ キ ，

、 ト キ

オ
日
擁 日 日
… 昨 今

グ
ル
リ
ン
コ

ン ア
サ
，
夕
方

ヨ
ル
ズ
ウ
ツ
ト

　
マ
エ

今
年

1コ
ト
シ

来
年

ラ
イ
ネ
ン

更
来
年

サ
ラ
イ
　
　
、 不
ン

璽
来
年
サ
ラ
イ
ネ
ン

来
年

ラ
イ
ネ
ン

今
年

コ
ト
シ 　 ン シ

　 ネ ト

　 ヨ し r

ト キ オ

　 　 年

ー ー 乙 」 ーデ 　 ノ じ 　 ほ

今 去 二 一
昨
年
　
　
オ
ト
ト
シ

去
年
　
　
　
　
キ
・
ヨ
ネ
ン

今
年
　
　
　
　
コ
ト
シ

サ
ラ
イ
ネ
ン
→
ラ
イ

lン i

難
鷲
鵠
＿
∴
サ
ツ
テ

ll
ラ
イ
ネ
・
　
　
　
　
「

i　
　
　
　
　
　
　
　
i

一
彦
儒
湘
ネ
。
一
。
，
シ

i l …
i薪
；
隔
ト
ト
シ

　 1 ． i
iキ
。
ネ
ン

i

ア
メ
→
タ
モ
リ

2
年
！
1
三

コ
ノ
ツ
ギ
ノ
ヒ

12
月

コ
コ
ー
〉
ア
キ

ト
リ
ド
シ

サ
イ
キ
ン

1
週
聞
学
理
ト
リ
ド
シ

春
，
冬

コ
｝
・
シ
秋
冬

夏
，
春
→
夏

冬
ゆ
夏

幼
稚
園
ズ
ツ
ト
マ
エ

｝
茄
｝
三
月

1 1
春
，
夏

　
　
　
　
　
直

Lョ
ネ
ン
→

→
ラ
イ
ネ
ン

一
〉
サ
ラ
イ
ネ
ン
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就
学
前
児
童
の
語
藁
力
調
査
　
時
間
・
空
問
語
テ
ス
ト
　
＜
II
～
II
1＞
反
応
の
正
誤
判
定
例

○
Ω

×

カ ー ド
語
1
　
基
準
語

2 幼 児 音

1基
準
語
と
同
義
＋
順
序
2方
言
．
・

c児
語
ﾄ順
序

3基
準
語
＋

ｼ譜
挿
入

4基
準
語

{順
序
ﾌ混
乱

1　
1部
の
基
準

黷
�
№
｢た
り
挿

?あ
り
。
ま
た
語

№
ﾌ混
乱
も
含
む

2　
窓
台
の
異
な
る

@時
間
語
空
間
語

3毒
物
連
想
4 雑

A
＿
レ
罵
霞

マ
エ

ヒ
ダ
リ
，
ム
コ
ウ

1
F
劃
J

ミ
ギ
，
ウ
シ
ロ

1
’
後
ろ

ウ
シ
ロ

オ
シ
ロ

マ
エ
，
ミ
ギ
，
ト
ナ
リ

Rコ
，
ヒ
ダ
リ
ガ
ワ

B
ウ
エ

ミ
ギ
，
ヒ
ダ
リ
，
シ
タ

2
上

ム
コ
ウ
，
マ
エ
，
ウ
シ
ロ

マ
ン
ナ
カ

シ
タ

ウ
シ
ロ
，
ミ
ギ
，
ハ
ジ
ハ
タ

2’
下

ヒ
ダ
リ
ガ
ワ
，
ウ
エ
，

シ
タ
ノ
マ
ン
ナ
カ

C
ソ
ト

マ
エ
，
ヒ
ダ
リ
，
ヨ
コ
オ
ウ
チ

ミ
ギ
，
ナ
カ
，
チ
ョ
ッ

3
外

ト
ウ
エ
，
ヨ
コ
ッ
チ
ョ

シ
タ
，
デ
テ
イ
ル

ハ
ジ
ノ
方

ナ
カ

ヨ
コ
，
ナ
ナ
メ
，
ウ
シ
オ
ヒ
ロ
バ

3
’
中

ロ
，
ハ
ジ
ッ
コ
，
デ
タ
ク
ロ
イ

ト
コ
，
デ
テ
イ
ル
マ
ル

B
ミ
ギ

ナ
カ
，
ヒ
ダ
リ
，
マ
ン
ナ

カ
，
ナ
カ
ガ
ワ
，
マ
エ

4
右

ヨ
コ
，
マ
エ
ガ
ワ
，
ウ
ラ

ウ
エ
，
ヒ
ガ
シ
，
コ
ッ

チ
ガ
ワ

4
左

ヒ
ダ
リ

ヒ
ラ
リ

ヨ
コ
，
ミ
ギ
，
シ
タ
，
マ

G
，
ウ
シ
ロ
，
マ
ン
ナ
カ
ク
ロ
イ

E
「

タ
テ
／
ヨ
コ
／
ナ
ナ
メ

タ
テ
／
ヨ
コ
／
ハ
ス
カ
イ

マ
ッ
ス
グ
／
ナ
ナ
タ
ッ
テ
ル
／
タ
オ
レ
テ
フ
ロ
ヤ
／
ニ
ワ
／
ソ
ト

タ
テ
／
ヨ
コ
／
ハ
ス

メ
／
ヨ
コ

ル
／
醤
，
マ
ツ
ス
グ
／
タ
テ
／
ネ
タ
ハ
ル
／

マ
ッ
ス
グ
／
タ
テ
N
／
N
，
マ
エ
／
ウ
シ
タ
オ
レ
テ
イ
ル
，
ミ

／
ヨ
コ

ロ
／
シ
タ
，
マ
ッ
ス
グ
ジ
カ
イ
／
コ
コ
／
コ

タ
テ
／
N／
サ
カ
／
N／
マ
ガ
ッ
テ
ル
，
ノ
ウ
エ
／
コ
コ
，
タ

5
縦
／
横
／
斜

タ
テ
／
マ
ッ
ス
グ
マ
ッ
ス
グ
／
タ
オ
レ
テ
テ
／
コ
ケ
テ
ル
／
ヒ

／
タ
テ

ル
／
イ
ガ
ン
デ
ル
，

ッ
ク
リ
カ
エ
ッ
テ
ル
，

タ
テ
／
N／
ヨ
コ
マ
ッ
ス
グ
／
マ
ン
ナ
カ
タ
テ
／
ネ
ト
ル
／
コ

タ
テ
／
シ
タ
／
ヨ
／
N
，
マ
ツ
ス
グ
／
N
ケ
ト
ル

コ
／
マ
ガ
ッ
テ
以
マ
ッ

ス
グ
／
マ
ン
ナ
カ
／
N
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○
Ω

×

カ ー
強

1
2

1
2
3

4
1

2
3

4
翻
口

ド
基
準
語
幼
児
音
基
準
語
と
岡
義
方
醤
・

c児
語
基
準
語
手

?駆
挿
入
基
準
語
・

㍼
?混
乱
基
準
語
の
一
部
を
欠
く

ｼ語
挿
入
・
語
順
混
乱
異
味
の
異

ﾈ
る
も
の
事
物
連
想

雑

ア
サ
／
ヒ
ル

ア
サ
／
ヒ
ル
／
バ
ン

ア
サ
／
N／
バ
ン

ア
サ
／
日
ヨ
ウ

キ
ョ
ウ
／
ア
シ
タ

F
／
ヨ
ル

ア
サ
／
オ
ヒ
ル
／
バ
ン

ア
サ
／
オ
テ
ン
キ
／
バ
ン

／
暗
ク
ナ
ル

／
ネ
ル
ノ

6
朝
／
畳
／
夜
ア
サ
／
オ

ア
サ
／
オ
ヒ
ル
／
ヨ
ナ
カ

ア
サ
／
ア
サ
／
バ
ン

ア
シ
タ
／
コ
ン
ド

／
オ
ヒ
ル

ア
サ
／
ヒ
ル
マ
／
ヨ
ル

ヨ
ア
ケ
マ
エ
／
ア
サ

／
ア
サ
ッ
テ

／
ヨ
ル

ア
サ
／
ヒ
ル
／
ユ
ウ
ベ

／
ヨ
ル

ユ
月
／
2月
／
3月

春
夏
秋
冬

秋
夏
秋
冬
，
秋
夏
N冬

運
動
会

ア
サ
ヒ
ル
バ
ン
ア

春
／
…
…
ノ
冬

1総
響
熱

サ
，
ア
サ
ヒ
ル
タ

禛
oン
，
3月
8

獅
P
0
月
1
月

共
擦

キ
ノ
ウ

キ
ン
ノ

N／
キ
ョ
ウ
／
ア
シ
タ
ア
サ
ッ
テ
オ
シ
ャ
カ
サ
マ
が
死
ン
3
時

キ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ

ア
サ
ッ
テ
／
キ
ョ
ウ

ダ
Ei
，
ネ
ハ
ン
，
節
分
ジ
ュ
ノ
の
冒

ア
シ
タ
ア
シ
タ

／
ア
シ
タ

水
ヨ
ウ
日
，
24
／
キ
ヨ
ロ
ク
／
キ
ョ
ウ

昨
日

@今
日
@　
明
日

日
曜
／
キ
ョ
ウ
／
ア
シ
タ

Lノ
ウ
／
キ
ョ
ウ

@／
ア
サ
ッ
テ

}エ
／
キ
ョ
ウ
／
ア
シ
タ

ウ
／
26
，

Pエ
チ
／
キ
ョ
ウ

@／
サ
ン
ニ
チ

P1
霞
／
キ
ョ
ウ
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21
日

／
ハ
チ

オ
ト
ト
イ
／
キ
ョ
ウ

6E
1／
キ
ョ
ウ
／
7露

／
ア
シ
タ

il
l曜
／
キ
ョ
ウ
／
N

20
欝
ノ
キ
ョ
ウ
／
ア
シ
タ

金
曜
／
キ
ョ
ウ
／
日
曜

日
～
土

月
火
水
木
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火
水
木
土
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金
華
，

キ
ヨ
ウ
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土
曜

土
金
臼
火
土
日
火
，
土
日
斎
火

土
曜
，
遠
火
，
金
男
達

i
木
土
日
，
土
日
土
，
火

9
B／
…
…
／
土

木
，
火
，
月
水
木
金
土

水
金
，
火
水
木
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土
，

臼
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明
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木
日
土
火
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土
，
金
土
日
水

キ
ョ
ネ
ン

キ
ョ
ネ
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ネ
ン
ノ
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ト
シ

ナ
ナ
ツ

ニ
ワ
ト
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去
年
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年
@　
来
年

コ
ト
シ

宴
Cネ
ン

／
コ
ト
シ

^コ
ン
ド

　
／
モ
ウ
ス
グ

宴
Cネ
ン
／
コ
ト
シ

@／
ハ
ル

Lョ
ネ
ン
／
オ
ト
ト
シ

前
ノ
年
／
今
／
次
ノ
年

｡
ノ
コ
ト

S3
年
／
コ
ト
シ
／
45
年

R4
年
／
コ
ト
シ
／
N

夏
／
コ
ト
シ
／
冬

m／
コ
ト
シ
／
春

m／
コ
ト
シ

@／
ニ
ニ
チ

N／
コ
ト
シ
／
ラ
イ
ネ
ン



3－2－6衷　テストV

登　問 正答 前　・後以外の反応

レ　は　パの 前 タイヤノトコロ

a

パは　レ　の 後

ヒ

・はパの　前主リ耀コ・オンナジ腕コッチ・
b

F｝パはレの
前 ミギ，ヒダリ，シタ

…・パコ後 ミギ

C
i
パ
は
レ
の
i

前 ハンタイ，ヒダリ，シタ

レ　は　パの 後
ヒダリ，ヒダリガワ，ウエ，ハンタイ，ヨ
Rムキ，ミギ，ソト，同ジ方ヲ向イテイル

d

パは　レ　の 後 ヨコ，シタ，ヒダリ

3－2－7表　（テストVla）時間判断一前・過　L発語

　　　　　　　Oi　i　02　1　03
　　　　　　　　　　　基準語とde　　　　　　　　　　　　　　　　基準語と類義　　　　　　基準語　　　　　　　　　　　岡　　義

　　　　　6時15分マエ．5時間分スギ6時チョット
　　　　　　　　　　5時妬分　　マエ（少シ）
6：15
　　　マエ

3 ：5
スギ
3時5分スギ
R時5分

（4時55分前） 3時
X・ギ

6 ：30
（半〉

6時30分
U時半

（7時30分脚

3 ：5
マエ

3蒔5分マエ 2時55分スギ

Q時55分

3時マエ

6 ：15
スギ

6時15分スギ （7時45分謝 6時
ｷぎ

3－2－8表 （テストVlb）

　　Oi
　基準語

3時チョット
スキ（少シ）

3時チョット
マエ（少シ）

　　チョッi・
　　（少シ）

1．説明

　　02　　　　　×エ

基準語と同義　　 （碍が×）

｝　×、　前／過の　使い誤り

　×2
沚諸F知
ﾌ誤り
事癒1
L

ξ6暗！5分スギ

z

6時
X時
U時9分
X時60分

（○○ノ子細）

…3時5分マエ 3時
R時1時

オヤツノ時闘

6時
V時審
U時7時

i3時5分スギ
奄

1時10分
P3時

Q時スギ

ヨ

i朝

腋中
ヨ

夜，夜ゆ
1ヨルマイニチ

6時15分マエ6縛3』分

4

×
雑

「
巳
幽寺H6ト

月
痔
（
》
9

311寺ト1β寺

6月

今朝
キョウのアサ

昨夜
キノウのヨル キノウのバン

今夜
キョウのヨル キョウのバン

　×2
i時間が×）

　×3
ｰ問認知
ﾌ誤り

　×4

抹ｨ逮想

カウユウヨ♪イ

ルヒオ　
ト
　
コ
　
ノ
ウ
ウ
ノ
ノ
キ
キ

タシアウ
ヨ
タ

キ
が
L
ウ
コ
ユ

ノ
の
ウ
ウ
ヨ
　
ヨ

キ
キ

ズツトマエ
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3－2－9表　テストV｛c

きょう 正答 雑　層 ことし 正答 雑

アシタ 過・来・N 未 ライネン 過・未・N 未

オトトイ 過・未・N 過 オトトシ 過・未・N 過

アサッテ 過・未・N 未 キョネン 過・未・N 過

キノウ 過・未・翼 過 サライネン 過・来・N 未

3－2－10表　テストVM

どっちが遠いこと？ 正　答 雑

ア シ　タ／アサッテ アサッテ

オ トトイ／キノウ オトトイ ニチヨウ．アサッテ，アサ， ヨル

サライネン／ライネン サライネン

キョ ネン／オトトシ オトトシ オナジ，ヨソノヒトノオウチ
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第3節　動 詞

　動詞テストにおける諸反応の判定基準段階は，当初は第一次的に，44ページに示したように，大

まかに6段階に分類しておいた。しかし，テスト結果の諸反応は，特に認知テスト以外において第

一一沐ｼ彗定基準段階以上に精細rc分類する必要が生じたので，次の15段階に分類した。そして，この

判定基準段階の基本線は，性状語，時間・空間語テストの調定基準段階に準じてあるが，次の点が

異なっている。

　1．性状語，時問・空間語テストで，欝1整認十幼児音反応（02）は基準語反応（Ol）と別にコード

　　を立てたが，動詞テストではコードを基準語反応と同一にした。

　2．絵図から規定された語反応および自動詞，他動詞の混同をそれぞれに独立のコードを立てた。

　　動詞テストでは絵図からの規定が特に大きいこと，また，動詞テストにだけ，自動詞，他動講

　　の混同という反応が生じたためである。

1　対語，対文，対絵（語認兜をのぞく）テスト

番号　記暑　　　　内　　　　容

1

2

3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5

　○、　基準語（対の刺激語）と隅じ語反応。例：基準語（つく）→反応（ツク）｛
　○，基準語の幼児音による反応

　囹　　異なる文脈であれば，○反応と認められるもの。例；点く→ハナレル（消える）〈点

　　く〉→〈着ク〉

α
一
α
一
回
×
一
凶
冶
ん
為
遠
為
為
N
M

基準語と同義による語反応。例：点く→トモル

基準語と同義の方言，幼児語による反応。例：降りる→オンリスル

異なる文脈での○反応。

意味上は○，○，語形式が「～ナイ」反応。例：つく→キエナイ

異なる文脈での囹，回，語形式が「～ナイ」反応

絵図から規定された藷反応。例：旗を上げる→モツ

意味の異なる語反応

音系列を逆にした語反応

事物連想による反応

雑（N，Nτおよび×6以外の諸反応）

窟動詞と他動詞の混同。例：点く→ツケル

無反応または「知らない」反応

テストもれ
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嚢　対絵テスト（語認知テストのみ）

番号　　記号　　　　内　　　容

　1　　0，正反応

　2　　×　誤反応

　3　　N　無反応または「知らない」反応

　4　　NT　テストもれ

　上記の判定基準についての該癩反応を，特にテストAの中から，判定にまぎらわしく，そのため

に協議の末，決定された諸例を参考までにあげれぽ次の通りである。

対語テスト

　Al→消える　　　　　　　　　　　　　　　　！　A1！！　→点く

　ハナス×6

　A2→上げる

　アガル×6

　A2→上げる

　モツ×2，上ニイク×2，モドス×2，入レル×2

　A2→上げる

カエス囹，イウナイ×、

　A3→降りる

　サゲル×2，オロスX6，オチル02（東北：方言）

　A4→脱ぐ

　トルOi

対絵テスト

　A13→あげている

　モッテイル×lsフッテイル×1

　A14→点いている

　アカルクナッタ×4

　A15→混んでいる

　ツマヅテイル02，ツンデル02，多イ×ユ

　A21→おろしている

　グシテイル×1　ダイティル×l

　A22→もらっている

デル囹，ミエル×2

A2！ユ→下げる

オトスOl）下ニヤル×、

A2’2→下ろす

トル×2，ダスX2

A2i3→もらう

A31！→乗る

ノボル囹

A3／2→上がる

ハイル×2

A14’→・消えている

クラクナッタ×，t，ツカナイ×

A！5→すいている

スクナイ×1　アイテル01

A21’→・乗せている

イレテイル×ltネカセル×1

A22t→とどけている

ヒロッタ×al　ワタシテイル×1
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A23→行く

クル×1，キタ×1

ハイル×1

A24→さいている

アンジョウナッテル×5

ヒライテイルXl

A25→知っている

オボエテイル○，ワカル國，カンガエテイル

×1，オモイダシテル×1，オモッテイル×i

A31→掘っている

トッテイル×2

A32→与えている

ワタシテイル×1，クレタ×1

A33→つぶっている

ヒクッテイル（岩手）02，フサイデイル○、

A34→おくれている

オソイ×4，チイサイ×5

チガウ×5，オソクナッテイル×4

A35→かけている

ヒトガノッテイル×5

A41→当たっている

ササッテイル×1

A42→しいている

A44→払っている

ワタシテイル×1，アゲテイル×1

A45→加えている

イレテルX2，オオクスル×4

　A5！→生まれている

126　　第3章　反庵の判定基準

A23t→帰る

イク×1，

A24ノ→散っている

チレタ02，カレタ×1 オチル×ユ

A25ノ→忘れている

シラナイ≧≦，ワカラナイ区i

カンガエテイル×1

A31ノ→埋めている

イレテイル×2

A32ノ→奪っている

トッテイル×1，ヌスソデイル×2

トリアゲタ1×

A33’→開けている

アイテイル×6sヒライテル01，

サマシテイル×4

A34ノ→進んでいる

ハヤイ×4

A35’→歩いている

トマッテイル×1

A41t→はずれている

ハナレテイル×、，デテイル×、

A42ノ→たたんでいる

カタヅケテイル×1，シマッテイル×le

アゲテイル×1

A44’→もらっている

A45ノ→減らしている

トッテル×1，スクナクスル×4

スクッテイル×1

A51一今死んでいる



デテキタ×1

A52－oh　trkえている

A53→かけている

ツケテイルX、，ツル×1，モドシタ×4

A54→うっている

タタイテイル窃，サシテイル×、

A55→守っている

ウケル×I

A61→まいている

ツケテイル×1

A62→・寄・せている

オイテル×lsイレテル×1）ヒッツケテル×l

A63→ふくらんでいる

i空：気がハイツテル×4，大キクナッタ×4

A64→伸ばしている

ダシテイル×1，前ニヤッテル×1

’マッスグニシテイル×I

A71→・広がっている

ヒロイ×4，フトイ×4，　ヒPクナッテイル×4，

オオキイ×4

A72→よごれている

キタナイ×4，マックロ×4

A73→離れている

A74→寝かしている

ネセタ○、

A75→まぜている

アツメル×z

ネテイル×1，アソンデイル×1，　ヒックリカ

エル×1

A52ノ→習っている

オシエテモラウ×5，オソワッテイルOl

A53ノ→はずしている

トッテイル×1，オPtシテイル×l

A54’→抜いている

トッテイル×bハズレテイル×2

A55ノ→攻めている

ナゲテイル×1

A61！→といている

ハズレテイル×1，　トッテイル×1

マイテイル×’i

A621→離している

トル×1，モッテイク×，オイテイル×1

ヒイテル×l

A63！→しぼんでいる

トンダ×1，空気がヌケタ×4，チヂム01，小

サクナッタ×4

A64ノ→曲げている

チヂメテル×2，タタイテイル×1

ナガソデルXl

A71ノー〉狭まっている

ホソイ×4，セマイ×4，セマクナッテイル×4

A72ノ→きれいになっている

マッシロ×4sウツクシイ01，キレイ01

A73’→ついている

イタ×！，ナランデル×lsクッツイテル01

A74’→起こしている

ナキサセル01

A75ノ→・わけている

バラバラニスル×2
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第4章 結果と考案

第1節　性状語テスト

1対語テスト

　対’語テストは対義関係にある各対9の性状語は何かをたずね，被験者に単語・単語水準での理解お

よび系の成立程度を明らかにすることが臼的である。

　　　　　　　　　　　　ぷ　対語テストの刺激語は形状を減す語を中心に13対26語が用惹されている。そして，（！～13）には，

〈小さい〉〈少ない〉などの基準語反応を期待する，〈大きい〉〈多い〉などが刺激語として登録された。

　また，（1’一一　！3ノ）にはそれとは逆に，〈大きい〉〈多い〉などの韮準語反応を期待する，〈小さい〉

〈少ない〉などが刺激語として登録された。

　そして，〈大きいの反対は何ですか？〉〈多いの反対は何ですか？〉という間いかけで顧次反応が

求められた。その後，被験者の金反応は13判定基準およびテストもれ（NT）の項際を加えて14項隠

（104ページ参照）に分類された。

　4－i－1A表は，（1～13）（1’～13！）の反応語のうち，　Ol（基準語反応）および，02（基準語を幼児音

で反応）の合計だけについて，それら

の反応率を示したものである。反応率

でみると，　〈大小〉　〈多少〉　〈暑寒〉

〈高低〉関係を表す語が高い。それに

対して，〈厚薄〉〈濃淡〉関係を表す

語，また，最上の特徴を表すに用いら

れる〈蝦：も大きい，最：も小さい〉は正

答率が低い。そして，一方，〈大小〉

〈多少〉闘係のように，対語内の基準

反応率が比較的i懲程度のものと，〈高

安〉〈厚薄〉関係のように，対語内の

・・ @形状を裟す語のほかに，形状を表す語と嗣

音の〈暑い一寒い〉，〈濃い一淡い〉〈高い一安

い〉を加えた。

4－1－1A蓑　対語テストの反応語の墓準反応率　（O，，○：）

さ
な
　
も
い
い
ち
い
い
い
い
い
い

小
少
細
最
淡
安
い
毒
二
等
寒
短
浅

1
2
3
4
5
6
7
8
9
！
0
1
1
1
2
！
3

小さい

少ない

細　い

最も小さい

淡い

安い

85．6％

54．　6　e／e

4’2．　3　O／e

15．　5　e／，

14．4　“／e

19．　1　O／e

29．　9　e／．

8．　8　O／．

29．　9　e／e

45．　9　e／e

54．　1　O／0

35．　0　e／e

21．1　O／o

1’大きい

2’多い

3’太い

4’最も大きい

5’濃い

6’高い

7「いちばん多い

8’厚い

9’広い

1α高い

11’暑い

12’長い

13’深い

84．　5　O／0

58．　8　e／e

39．　1　e／．

20．　7　e／．

27．　8　o／0

55．7％

29．　9　O／e

王7．5％

47．　9　e／．

47．　9　e／．

52．　5　”le

51．5　o／0

28．4％
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基準反応率に比較的差がいちじるしいものと

ある。

　そこで，各対語内の反応率の留意差の検定

を試みたのが，4－1磯B表である。これによ

れぽ，性状を表す13対26語の中で，有意な差

が認められた対語は，

　　高い〉安し・，濃い〉淡い，広い〉狭い，

　　長：い〉短い，厚い〉薄い

であり，傾向的に差が現れたのは，

　　最も大きい〉最：も小さい，深い〉浅い

であった。この点から，有意差のあった対語

の特性について2点を指摘することができる。

第1は，有意差の認められた対語群は，13対’

26語の中で，比較的基準反応率の低いグルー

プであること。第2は，有意差の認められた

対語関係では，基準反応率のより高い語がす

べて，量的な多さを意味するものである。こ

4一・1一・1　B　Pt　対語テスト各対のx2による有憲差検定

対

1’大

2’多

3’太

4’最大

5’濃

6’高

7’

　多

8’厚

9’広

10’高

11’嬢

12’長：

！3’深

　　　　〈　1

　　　　＞　2

　　　　〈　3

　　　　＞　4

　　　　＞　5

　　　　＞　6

いちばん
　　　　＝　7

　　　　＞　8

　　　　＞　9

　　　　＞　／0

　　　　〈11

　　　　＞　ll

　　　　＞　13

小

引

細

頚小

広

安

いちばん
刻

薄

狭

寒

短

浅

X2

　　o

O．　77！

O．　840

2．　800

47．　766

58．　394

　　0

6．　387

13．　272

0．　120

0．　160

12．117

3．　078

P

0．50

0．　50

0．10

　まぶ
0．01

　ホホ
O．Ol

　み
0．05

　ホぷ
0．01

0．80

0．70

　ぷお
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れはクラーク（E．V．　Clark）のいう積極的極性（十）という内容に相当する。

　そこで以上述べた特性から逆に，基準反応率の高い対語群では有意差が認められなかったことを

意味し，量的に少ないことを意味する消極的極性（一）の群は基準反応率がより低かったという事実

と戴応ずる。

　この点で，われわれはクラークの意味素性仮説のうち，積極的極性の方が滴極目凹｛生より先に学

習されるという極性仮説を承認したことになるが，次のことに注欝する必要がある。すなわち，極

性仮説は幼児にすでにかなり意味の習得された語群については有意差が認められないので，適用さ

れない。したがって，極性仮説は幼児が対語の意味を学潔する初期の特漉として指摘することが可

能である。

　また，本テストはその実施手願として，「大きいの反対は何？」とたずねた上で，「小さいの反対

は何？」とたずねているので，量的に多い語を先に刺激語として用意し，量的に少ない語を後に蒲

激語として用意したから，結果的に学習効果は後に反応語として引きだされる墨的な多さを意味す

る語に有枷こ働くのではないかと考えられる。この点はさらにテス1・il，盟，　IVでは同時的な反応

を要求しているから，その検討が試みられることになる。

　次に，比較的塞準反応率が高かった鰐語は，

　　大きさ，多さ，暑さ，高さ
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であったが，その大きさ，多さの中でもどのような次元や量を表す語が高い基準反応率かはここで

は取りあげないで，テストH，Pt，　Nの結果を得た上で考察する。

　なお，対語内で殻も基準反応率に差の大きかったものは，高い〉安い，濃い〉淡いであったが，

その理由の一つには，〈高い〉の反対語として，より一般的な意味として空聞的な位雌を表す〈低

い〉語が想起されたということが考えられる。しかし，それならば〈濃い〉の反対語は〈薄い〉以

外に～般的な意味として想起されるものは別にないのに，このような差が生じるのはなぜか。また，

〈淡い〉は厚さを意味する〈厚い〉を反対認に想起する割舎が高いとも思われるのに，その患現の

割合（回項の反応）は2ユ％ときわめて少ない。そこで，われわれは，〈濃い〉の反対語として〈淡

い〉をはじめとしてく淡い〉以外の語をも想起することができず，そのために無反応（N項LG）が

60．8％に達していると判断するのが適切である。なお，本テストは形状語が中心の中に濃淡を表す

語が例外的に含まれているという「期待の不一致」が基準反応を低めるとも考えられるが，結果的

にはその墓実は認められない。
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1－1対語テストと地域差

　対語テストにおける各語の反応を考えるとき地域差を問題にする必要がある。それは第！には，

ここに基準語あるいは正答としてあげた語は共通語形をあげているから，地域によって，その共通

語形よりもその地域の方書形の方がより優泣に使用されていれば，それだけ共通語形反応を低めて

いることがある。したがって，そこでの基準反癒率の高さは必ずしも語理解の難易に直接に結びつ

くとはいえないことがある。そして第2には，では，特定の性状を爽す意味の方言形にはどんなも

のが反応として現れたかを明らかにする必要がある。もっとも，その方言形は，特定の比較的狭い

地域での方雷であったり，成人とは異なった児童方言形であったり，児童方言形がさらに幼児音で

発音されたものであったり，さらには幼児語と混嗣されていたりしたものであれぽ，その判定は困

難さを増すことになるが，本調査では一括して，項目5（02）にまとめた。

4－1－4表　対語テストにおける地域差

X2

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3

1．618

5．　909

3．　885

3．4！1

15．528

2．146

0．250

4．　722

5．589

！．！20

2．　98！

4．087

df P

0．30…　r

O．10　　2’

0，20　　3’

O．2014’

一i5’
　ぶヰ
O．01　　6’

G，50　　7

0．90　　8’

Q・1Ql　9’

0．10、！0’

o．70　II　iy

　　l
O．　30　t　12’

O．　20　1　！3’

　　ls

x

2．　521

8．　157

0．　838

0．427

3．　826

1．　215

4．　483

e．　069

！．　920

4．　600

3．　eso

5．　440

1．328

df　iP

0
＊
5
0
0
0
0
0
8
0
0
0
0
0

　4一レ4表は，藩語テストにおける基礁反応率の高低に関する地域差をx2検定によって調べた結

果である。それによれぽ，地域差の認められた反応は，

　　（6）安い

　　（2t）多い

である。そして，傾向的に差があった反応は，（2）少ない　（9）狭い（！0）低い（12t）高いであ

る。そこで，（6）安い　（2）ノ多いについて，3地域間の有意差をみると，
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4－1－5表　〈安い〉〈多い〉の地域蓬

（6）安　　い

Oi

燈　　手 4

イ山　台　　22

東　　京　　11

○似外

68

48

41

（2’）多　　い

Oi

33

45

36

○似外

39

25

16

　　　　　　　　　　　　　　　まをこぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ
　岩手×仙台　x』15．831　P〈0。Ol　x2＝4一．836　Pく0．05
　　　　　　　　　　　　　　　オこぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷぷ
　三二×棄：駅　x2　m・6．862　P＜0．　Ol　　x2＝＝6．682　PくO．　Ol

　仙台×東京　x2＝1．568　P＜0．30　x2・・O．3！3　P〈0．70

となり，岩手は他の2地域に比較して，基準率が有意に低いことを示している。そしてこのことは，

傾向的に差がみられた（2）少ない（9）狭い（10）低いについても同様である。ただし，（2ノ）多

いについては例外で，仙台が基難反応率が低い。

　（6）安い（2’）多いについて，基準反応以外での反応の特徴を地域別にみると（137，140ページ

参照），

　　（6）安い　　　　　　　　　（2！）多い

　　　　　13販応1・麟語と購
　岩手　　　　41　（56．9fj、）　　　　　13　（18．1　fjx）

　｛！【1台　 20（28．6／jx）　　3（4．34、）

　鋳ミ：メ∫て　19（26．5fj、）　　4（7．7fJ、）

となり，岩手の基準反臨の低さは，（6）安いでは醤反応が多く，（2ノ）多いでは基準語と同義反臨

（イッパイ，タクサン）が多く，そのために地域差が現れていることを示している。
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1－2系の成立

　テスト1は対語テストと称し，「大きいの反対は何？」「小さいの反対は何？」という質問形式で

対比の反応を求め，単語・単語の系の成立の程度を明らかにすることをF9的にしたものであり，そ

の系の成立を語理解の丁字にある系の成立とみた。そこで，テスト1で突施した！3対26語について，

対語の14反二項鼠を交差させることによって，系の成立程度を調べることにした。』 ｻして，系は次

の4項潤に限って分折することにし，4－1－10表の系の交差部分は（y）で示すことにした。

　01一〇1　　　　　基準語反応の系

　　（01，02）一（Oi，02）幼児音反応を含む基準語反応の系

　　×　一　×　　　　　「～ナイ」反応の系

　　N　－　N　　　　　無答反応の系

　4－1－8表は，基準語反応の系，幼児音反応を含む基準語反応の系，「～ナイ1反応の系および，

無答反応の系の各反応率を一一覧表で示したものである。

4－1－8表　対諮テストにおける系反応率

～㌧鼈黷狽狽煤@tttt　　　　系
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．　ヒ

　対語
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　4－1－8表により，（○一〇1）系反応率の高い順に性状語をあげれば，

　　大小〉多少〉暑寒〉高低〉長短・太継〉広狭〉深浅〉高安〉濃淡〉厚薄

となり，　これに

　　最：大最小・いちばん多少

が撫わることになる。また，（010一〇10，）として幼児音による基準語反応を含めるならば，わず

かに，長短・太細関係に差が認められ，

　　長短〉太細

となるが，全体の順位には変化がない。そうして，これらの系反応率の願位は，本テストで調べた

26語の墓準反応率について見た順位とも傾向的には変わらず，したがって，基準反応率の高い語は

系反応率においても高いことを示している。

　一方，（×一×）系反応率では，

　　広狭〉深浅〉長短〉暑寒〉厚：薄

が高く，逆に（○、一〇1）系反応率の高かったく大小〉　〈多小〉を表す対語の，（×一×）反応はぎ

わめて低い。

　（N－N）反応率では，

　　厚薄〉濃淡〉深浅〉高安

の願に高く，

　　暑寒く大小く長短

が低い反応率を示している。

　4－1－9表は，11対語について，（01，02一〇1tO2）系反応率に関する有意差をx2検定によって

分価した結果である（最も大きい／最も小さい，いちぼん多い／いちぼん少い，は除外）。

　これにより，系反応率の高低を有意差の認められた群ごとに類別すると，次の表ができる。

　これによれぽ，大きさを表す性状語が

最も系反応率が高く，厚さを表す性状語

が最も系反応率が低いことになる。

高　低
多　少 広　狭 （高　安）

大　小 太　継 厚薄
（暑寒） 深浅 （濃淡）

長　短

（）　内は形状語以外の団

団王節　性状語テスト　　王45
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2　発語テスト

　発語テストは対義関係を示す絵を呈示し，各対の性状語は何かをたずね，被験者に単語・事物水

準での理解および系の成立程度を明らかにすることが欝的である。

　発語テストの刺激絵図は！6対32絵図が用意されている。そして，（1～！6）には，〈大きい〉〈多

い〉などの基準語反応（正反応）を期待する〈大きい〉〈多い〉などを表す内容が刺激絵図として

登録された。また，（1ノ～16！）には，それらとは対義的に〈小さい〉〈少ない〉などの基準語反応を

期待する〈小さい〉〈少ない〉などを表す内容が刺激絵図として登録された。そして，「A図はB図

とくらべて，A図はB図よりどうですか？　B図はA図よりどうですか？」という闇いかけで順次

反応が求められた。その後，被験者の全反応は13判定基準およびテストもれ（NT）の項目を加え

て14項臼（！Q4ページ参照）に分類された。

4－1－11表　発語テストの絵図＊

1大きい犬
2　多い　り　ん　ご

3　太　　い　　竹

4最も大きい犬
5～農　し、　色 雇乏

6　高　い　果　物

7　いちぼん多いりんご

8　厚　　い　　本

9　広　　い　　池

10大　き　い　メL

II高　い　煙　突

12水が｛多いコップ

13暑いので扇風機

14長　い　鉛　筆

15深いプール
16広　　い　　道

1’小　　さ　　い　　犬（大きさ一体積）

2’少ないりんご（多さ一数）

3’細　　　い　　　竹（太さ）

4’最　も　小　さ　い犬（大きさ一体穣ン

5「淡　い　色　板（濃さ一一色）

6’安　い　果　物（高さ一値段）

7’いちぼん少ないりんご（多さ一数）

8’薄　　い　　本（厚さ）

9’狭　　　い　　　池（広さ一弱積）

10’小さい丸（大きさ一諏積）

11’低　　 い　　煙　　突（高さ）

12’水が少ないコップ（多さ一容積）

13’寒いので電熱機（暑さ一温度）

14’短　　い　　鉛　　筆（長さ）

15’浅いプール（深さ）

16’狭　　い　　道（広さ一編）

＊　この絵図は発語テストのほか，誘導発語および認知テストにも使胴

された。それらの絵図は415～425ページ参照のこと。
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　4－1－12A表は，（1～16）（1’～16ノ）の反応

語のうち，○，（基準語反応）および，○，

（基準語を幼児音で反応）の合計だけにつ

いて，それらの反応率を凝したものであ

る。基準反応率でみると，

　〈大小〉〈暑寒〉〈多少〉〈高安〉〈太細〉

関係を表す語が高い。それに対して，

　〈広狭〉〈厚薄〉〈高低〉

が低い。最上の特徴を表すのに用いられ

るく最も大きい，最も小さい〉は正答率

が最も低い。そして，一方，〈大小〉〈多

少〉関係のように，薄語間の基準反応率

が比較的同程度のものと，〈濃淡〉関係

のように，対語間の正答率に比較的差が

いちじるしいものとある。

　そこで，各対語閥の基準反応率の有意

差の検定を試みたのが∠レ1－12B表である。

これによれば，性状を表す！6対32語の中

で，有意な差が認められた対語は，

　　濃い〈淡い，長い〉短い

である。そして，傾向的に差が現れたの

は，

　　高い〉安い，暑いく寒い

であった。これらを発語テストにおける

結果と比較するならぽ，濃淡，長短を表

す性状語の対語は有意差の認められたも

のであるし，傾向的に差の生じた高安を

表す性状語の対語は統計的には有意差の

認められたものであった。しかし，明確

な差異として生じたのは，〈濃淡〉は対

語テストではぐ濃い〉がく淡い〉より正

和率が高かったのに，発語テストではそ

の関係が逆になっていること。また，対
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4－1－12A表　発語テストの反応語の基準反応率（01，02）
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4－1－12B表　発語テスト各対のかによる有意差検定

対 語
2

1
2
3
4
「
0
だ
0

大
多
太
山
濃
高

　＞　It小

　〈　2’少

　＞　3’細

大＜4最小
　く　5’淡

　＞　6’安

いちばん

多
厚
広
大
高
多

7
8
9
！
0
！
1
1
2

＞　7’少

＞　8’薄

＞　9’狭

＞10’小

く11’低

く12’少

　　0

2．485

2．　349

　　0

24．　720

3．　030

1．185

0．　985

0．　414

0．　108

0．　368

P

i．　879　i

0
0
　堆－
（
）

2
2
　寧
0
！

0
0
　0
0 030

0
0
（
）
（
》
0

5
7
8
7
9
臼

0
0
0
0
0

df



語テストで有意な差が認められた〈広

狭〉〈厚薄〉には発語テストでは差が臨

ず，また発語テストで傾向的に差の出た

く暑寒〉は対語テストでは差は認められ

なかった。

　以上の矛癒はどのように解釈できるか。

つたが，発語テストでは，

になったと考えられるが，

13暑

14長

15深

16広

〈13’寒

＞14’短

＞15’浅

く16’狭

3．　702

19．　431

2．　501

0．　221

0．10

　ホみ
0，01

0．　20

0．　70

1
1
1
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈濃淡〉の関係は対語テストでは，濃い〉薄い関係にな

　　　　　　　　　　　　く濃い〉に対する色名呼称が多く，そのために，濃いく淡いという関係

　　　　　　　　　　　　さらにこれはテスト皿で改めて検討される。

　〈広狭〉〈厚薄〉が発語テストで差が生じなかったが，それらの反応をみると，〈広狭〉〈厚薄〉

では共に璽蕎3および9に対する反応が濁立って多い。すなわち，

3

8　　厚　　　　し、　　　　36．6％

9広　し、　5！．0％

16広　い　70．7％

9

4！．　2　O／e

12．　4　0／e

8．　2　O／e

3

　8’　き葦　　　し・　　30．9％

　9’　狭　　　 ㌔、　　　51。0％

116’狭　い　62．4％

9

42．　8　e／，

14．　4　o／0

10．　8　e／e

となり，両項目で全反応の大部分を占めている。このうち，項目3は「異なる文脈での0反応」であ

り，大部分が「大きい，小さい」に関する語反応であり，日常生活という文脈上では，厚いホは大

層きい本ともいい，広い池，広い道は大きい池，大きい道といわれるためであり，それが形状を〈大

きい，小さい〉ですます幼児の反応傾向に加わって反応率を高めている。対語テストでは発語テス

トと違って絵図という事物対応がないから，倒置3の反応は少ない。なお，項鼠9は次元の異なる

語反応という意味の違いであるが，極性を異にする反応はきわめて少ない（下表参照）。

発語テストの基準外反応数　4歳児クラス（117名）

2　イッパイ27，オオキイ6，タクサン2，
多

　　ヨッッ2，オークナイ1，イイ1

3　オォキイ43，フットィ4，デッカイ2，
太
　　デブチン1，チイサイ1，ヒクイ1，イ

　　イ1，ヤセテル！

4
曲
反

　
、
ゼ

6
広

アカイ！0，ウスクナイ10，オーイ7，

チガゥ5，アツイ4，イッパイ3（以下略）

オオキイ76，フトイ8，デッカイ2，イ

ッパイ3，フカイ1，イイ1

21

ｭ
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ﾗ

4
淡
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膚
㌧
6
拶
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チイサイ40，フトクナイ5，ホソカイ
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イ！，ヤセテル1，ナガクナイ！，コ

ノグライ！，ヤセテナイ1，オオキイ1

スクナイ6，ピンク5，チガゥ4，チ

ョット2，アサイ2，モモイロ2

チイサイ78，ホソイ5，スクナイ5，

アサイ2，チョツトハイル1
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2－1系の成立

　テスト豆は対絵テストの中の発語テストと称し，「絵Aと絵Bとは，どこが違うか。絵Aは絵B

より？　また絵Bは絵Aより？」という質問形式で対語の反応を求め，単語・事物（絵）の系の成

立の程度を明らかにすることを同的にしたものである。そこで，テスト豆で実施した魍語について，

発語の反応の項臼を交差させることによって，系の成立程度を調べることにした。そして，系は次

の4項目に限って分析することにし，4－！弓6表の系の交差部分は（険）で示すことにした。

　Oi一一〇i基準語反応の系

　（01，0、）一（Ol，○，）　幼児音反応を含む基準語反応の系

　×一×　「～ナイ」反応の系

　N－N　無答反応の系

4－！－13表は，それらの系の各反応率を一覧表で示したものである。

4－1－13表　発語テストにおける系反応率
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　4－！－13表により，（○一〇、）系反応率の高い願に性状語をあげれば，

　　暑寒〉大小（丸）〉多少（コップ）〉多少（りんご）〉大小（犬）〉高安〉二二〉濃淡〉長短〉深浅〉

　　厚薄〉広狭（池）〉高低〉広狭

となり，これをこ，

　　最も大きい，最も小さい，いちぼん多い，いちばん少ない

が加わることになる。また，これに（01，02）一（Oi，02）として幼児音による基準語反応を含めるな

らぽ，〈大小〉を表す犬の体積，丸の面積を示した〈大きい，小さい〉がきわめて高い反応率で第！位に

位置することになる。（×一×）系反応率は16対語内ではまったく現れず，三二テストとは対立し

た結果になっているが，発語テストでは絵によって対立的な性状が示されているので，その反応は

f～ナイ」でなく，特定の性状語でするか，無答あるいは「知らない」（N）反応で答えることになる。

　しかし，（N～N）系反応率は一語テストに比較して，いちじるしく少なくなっている。これは絵カー

ドによって対象が明示されていて，単語・事物系反応を容易にさせているためであるが，その中でも

　　濃淡，高安

は比較的（N－N）系反応率が高く，その結果は対語テストでも比較的高い（N－N）系反応率と

して現れている。ではなぜそのような事実が生じるのか。これは改めて考察することになるが，発

語テストとしては両性状を表す絵カードが他に比較して直接的に性状を必ずしも明示していないと

いう問題点があること。また，そのため，意味の異なる反応（項目9）を多くひきだしている。

4－1－14表　発語テストにおける系反応の有慧差検定（Z2）　　　　　　　　　　　・＜O．　05　・・〈0．　O1

1　2　3　4　5　6　7　8　9　／0　11　！2　13　14　15　16

寒
口
少
少
小
安
細
淡

（冷暖房）

（丸　）

（コップ）

（りんご）

（犬　）

（果物）

（竹）

（色　）

（りんご）

（鉛筆）

（プール）

（本　）

（池　）

（煙　突）

（道　）

（犬　）

　　串　　　　＊麟　　　＊寧　　　＊寧　　　＊零

　　　　　　　　　窒＊

寧＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寧宰

＊＊　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　＊寧

寧＊　　　宗＊　　　串＊

＊串　　　＊＊　　　ホ寧

＊＊　＊＊　＊＊　＊＊　＊

麟＊　　　寧寧　　　＊寒　　　寧寧　　　寧喰　　　＊＊　　　寧

＊＊　　　寧喀　　　＊寧　　　＊＊　　　＊審　　　＊＊　　　＊＊

＊寒　　　＊幹　　　零＊　　　＊＊　　　＊寧　　　寧寧　　　＊＊

＊＊　　　＊串　　　傘＊　　　＊＊　　　＊挙　　　寧寧　　　＊＊

＊寧　　　　疹斎　　　　＊窄　　　　寧＊　　　　窪壌　　　　＊寧　　　　＊寒

辱＝寧　　　＊霧　　　＊率　　　寧宰　　　＊寧　　　＊酉4　　　＊＊

＊＊　＊　　　＊＊
＊＊　　　＊＊　　　寧蚤　　　＊＊　　　＊＊　　　寧窄　　　家＊

＊＊　　　郭寒　　　＊＊　　　冶＊　　　寧＊　　　零寧　　　＊＊

寧牢　　　＊＊

寧＊　　　＊＊

＊串　　　寧寧

＊寧　　　窄＊

串　　　寧＊

　　寧＊

寧＊　　　寧唯　　　＊窄　　　寧＊　　　串＊　　　＊寧

＊零　　　寧＊　　　＄零　　　堆串　　　寧＊　　　牢＊

零寧　　　＊＊　　　寒＊　　　＊喰　　　寧寧　　　寧＊

＊＊　　　　＊ぶ　　　　＊＊　　　　＊寧　　　　寧寧　　　　＊串

＊＊　　　　＊＊　　　　＊寒　　　　＊＊　　　　寧寧　　　　＊串

寧＊　　　ホ＊　　　寒＊　　　＊電　　　＊串　　　＊＊

＊寧　　　＊寒　　　寒冒　　　鼎＊　　　寒＊　　　＄寧

　　寧　　　　＊＊　　　串串　　　庫寧　　　寧率

　　　＊＊　　　窄串　　　串寧　　　＊＊

　　　＊寧　　　＊＊　　　寧寧　　　寧寧

寧＊　　二二　　＊＊

＊＊　　　＊零　　　＊寧

＊寧　　寧＊　　霊串

寧串　　堆寧　　＊＊

＊＊　　　零寧　　　＊＊　　　寧

＊＊　　　＊＊　　　＊＊　　　＊寧

寧寧　　　寧串

＊寧　　　＊寧

寧寧　　　庫寧

寧零　　　庫寧

＊＊　　　＊寧

＊＊　　窪寧

＊＊　　　＊寧

＊＊　　　塞寧

＊零　　　＊＊

窄零　　霊＊

＊　　　寧＊

　　寒寧

　　＊串

　　寧＊

　　寒掌

宰寧　　　寧＊　　　＊寧　　　零＊
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　次に（01，一〇1）系反応について，反応率の有意差を検定　4－1－15表

して，有意差の認められた所在を示すと4－！－14表のように　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　暑

なる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　大
　これによれば，〈暑寒〉の系反応率は他のすべての性状語　　　　　3　多

より有意に高く，〈最も大きい・最も小さい〉の系反応率は　　　　4多

他のすべての性状語より有意に低い。　　　　　　　　　　　　　　5　大

　次に，！6対32語につき，有意差の有無に従ってグループ分　　　　6　高

けをすると4－1－15表のようになり，5グループに大別される。　　　　7　太

これによれぽ，第2グループでは，〈大きい・小さい〉〈多い・

少ない〉〈太い・細い〉のほか，値段の高さを表すく高い・安　　m

い〉がある，第3グループには色の濃さを表す〈濃い・淡い＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！0　長：

〈いちばん多い・いちばん少ない〉，それに長さを表す〈長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11深
い・短い〉がある。そして第4グループには，〈深い・浅い＞　　　　12厚

く厚い・薄い〉〈広い峡い〉〈高い・低い〉がある．この中　w　13広
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14高
で，同じ長さを表す語でありながら，深さや高さ，そして幅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15広
の長さを表す語が特殊な次元を限定して用いられるために系

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vの成立を低めている。

寒　（冷暖鍔）

小　（丸　）

少　（コップ）

少　（りんご）

小　（犬　）

安　（果物）

細　（竹）

8　濃　　　淡　（色　）

　いちばん　　　　　　　（りんご）9
　　　多・少

短　（鉛　筆）

浅　（プーール）

薄　（本　）

狭　（池　）

低　鰹　突）

狭　（遂　）

16最大・最小（犬〉

　もっとも，この5グループの中で，（O，，○，）反応にしたがえば，大きさを表す〈大きい・小さ

い〉は系反応率が最も高くなり，他のすべての性状語より有意に高くなる。

　次に翼語テストの結果と比較してみると，物の大きさを表す〈大きい・小さい〉の系反応率が最

も高いことは共通しており，すべてのものの大きさを表す共通的な語として大きい・小さいがある

ことを示し，そのために，特定の次元の幅の広さや高さ，厚さ，深さを表わす語もこれによって使

われるために，それらの反応率が相ヌ寸的に低められることになる。その点では，大小よりもやや限

定された用法を示す長さを表すく長い・短い〉が，深さや高さ，広さのグループより一段高いグル

ープに位羅することの必然性がみられる。暑さを表す〈暑い・寒い〉と多さを表す〈多い・少ない〉

は対語テストでは同じグループに含まれていたが，発語テストでは分かれている。

　発語テストでは長さを表す〈長い・短い〉，高さを表す〈高い・低い〉が，太さを表す〈太い・細

い〉に比較して低いのが注臼される。

　また，値段の高さを表す〈高い・安い〉，色の濃さを表す〈濃い・薄い〉が村高テストでは低い。

これは栂語テストでは，〈高い。安い〉が空聞的な高さを表す〈高い・低い〉の系に誘引されたので

あるし，〈濃い〉はその語単独では必ずしもただちに対象を想起させるだけの対語的性格を持ちに

くいためであることはすでに指摘した（131ページ）。そして，その点では対語テストの厚さを表す

〈厚い・薄い〉も隅様であるとみられる。
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3　性状語テスト基準反応率・系反応率一覧表

4－H7衰　性状語テスト基準反応率一一ee表（あいうえお順）

対　　絵 対　　絵
語 対語

発語 誘発 認知
語 対語

発語 誘発 認知

あつい（厚）
@　　　　（194）

17．5 16．0 59．3 97．4
うすい（薄）
@　　　　（194）

8．8 12．4 59．8 97．9

あつい（暑）
@　　　　（194）

51．5 79．4 94．3 98．5
さむい（寒）
@　　　　（194）

53．6 87．1 96．9　100．0

あさい（浅）
@　　　　（194）

20．6 14．9 70．1 94．8
ふかい（深）
@　　　　（194）

28．4 21．1 70．6 96．9

いちばんおおい

@　　　　（多）

@　　　　（194）

29．4 29．9 51．0 95．9

いちはんすくない

@　　　　（少）

@　　　　（194）

29．9 35．1 54．6 97．9

いちばんすくない

@　　　　（少）

@　　　　（194）

29．9 35．1 54．6 97．9

いちばんおおい

@　　　　（多）

@　　　　（194）

29．4 29．9 51．0 95．9

うすい（薄）
@　　　　（19の

8．8 ユ2．4 59．8 97．9
あつい（厚）
@　　　　（194）

17．5 16．0 59．3 97．4

うすい（淡）
@　　　　（194）

14．4 61．9 74．2 93．3
こ　　い（濃）
@　　　　（194）

27．8 36．6 5LO 85．6

おおい（多）
iコップ）（194）

58．8 71．1 80．4 96．9
すくない（少）
@　　　　（194）

54．1 76．8 87．6 98．5

おおい（多）
iりんご）（194）

58．8 68．6 82．0 96．9
すくない（少）
@　　　　（194）

54．1 75．8 88．7 97．9

おおきい（大）
i犬）（ユ94）

73．2 72．2 98．5 100．0
ちいさい（小）
@　　　　（194）

62．4 67．5 97．9@　　i　　　F 99．5

おおきい（大）
i丸）（194＞

73．2 73．7 97．4 100．0
ちいさい（小）
@　　　　（19婆） 62．4 7！．1

　
　
　
1
9
7
．
9 99．5

　
）

闘
9
4

α
1
　
（

、しこ 　　　　　　　　　　　　う3一し、（薄）
27．8　1　36．6　］　51．0　1　85．6
　　　　　　　　　　　　　　　（194）

14．4 61　．9　1　7t－L　2　i　93．3

さむい（寒）
　　　（xitit）　1　53・61

　　　　　　　　　あつい（暑）87．！　1　96．9　1　IOO．O
　　　　　　　　　　　　〈194）

5！．5 79．41　94．3　［　98．5

すくない（少）
　　　（194）

すくない（少）
　　　　　　　5　4一　．1（コップ〉（！94）

76．8 87．6 71．1 80．4 96．9
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せまい（狭）
i池）（194） 29．9 9．8 45．4 69．9

ひろい（広）
@　　　　　　（194） 47．9 lL9 43．8 95．9

せまい（狭）
i道）（194＞ 29．9 10．8 43．8 96．9

ひろい（広）
@　　　　　　（194） 47．9 9．3 56．7 98．5

たかい（一A．”「二．」獅J）

@　　　　　　（19・茎） 47．9 11．3 96．4 100．0
ひ　く　い（低）
@　　　　　　（194） 45．9 13．4 91．8 99．5

たかいG．司）
@　　　　　　（ユ94） 55．7 59．8 78．4 97．9

やすい（安）
@　　　　　　（194） 19．1 51．0 74．2 9L8

ちいさい（小）
i犬）（194＞ 62．4 67．5 97．9 99．5

おおきい（大）
@　　　　　　（194） 73．2 72．2 98．5 100．0

ちいさい　（小）

i丸）（194＞ 62．4 71．1 97．9 99．5
おおきい（大）
@　　　　　　（194） 73．2 73．7 97．4 ユ00．0

ながい（長）
@　　　　　　（194） 51．5 遂7．9 95．9 100．0

みじかい（短〉
@　　　　　　（194） 34．0 25．8 87．1 1GO．0

ひ　く　い（低）

@　　　　　　（194）
45．9 ユ3．4 9L8 99．5 たかい（高）@　　　　　　（194＞ 47．9 11．3 96．4 100．0

ひろい（広）
i池）（！94）

47．9 玉1．9 43．8 95．9
せまい（狭）
@　　　　　　（194） 29．9 9．8 45．4 96．9

ひろい（広）
i道）（194）

47．9 9．3 56．7 98．5 せまい（狭）
@　　　　　　（194） 29．9 10．8 43．8 96．9

』、　カ・　い　G榮）

@　　　　　　（194）
28．4 2L1 70．6 96．9 あ　さ　い（浅）

@　　　　　　（194） 20．6 14．9 70．1 94．8

ふとい（太）
@　　　　　　（ユ94） 37．6 59．8 71．1 95．4 ほそい（綱）

@　　　　　　（194） 42．3 52．！ 66．5 98．5

ほそ　い（細）
@　　　　　　（194） 42．3 52．1 66．5 98．5 ふとい（太〉

@　　　　　　（194）
37．・6 59．8 7L1 95．4

みじかい（媛）
@　　　　　　（194） 34．0 25．8 87．1 100．0 ながい（長）

@　　　　　　（194） 51．5 47．9 95．9 100．0

もっともおおきい

@　　　　　　（最大）

@　　　　　　（194）

18．6 0 2！．6 99．0

もっともちいさい
@　　　　　（最・1・）

@　　　　　　（194）

12．4 0．5 26．3 97．4

もっともちいさい

@　　　　　　（最小）

@　　　　　　（194）

12．4 0．5 26．3 97．婆

もっともおおきい

@　　　　　（最大〉

@　　　　　　（194）

18．6 0 21．6 99．0

やすい（安）
@　　　　　　（194）

19．1 51．0 74．2 9L8
たかい（1τ．：ゴ∫）

@　　　　，（19の 55．7 59．8 78．4 97．9
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4－1－18表　性状譜の系反応率一覧表

董五

対 絵

口口 対語
発語 誘発 認知

あつい（厚）

､すい（薄）

ユ1

T．7

王9

X．8

　90
l6．4

186

X5．9

あつい（暑）

ｳむい（寒）
　71

R6．6

145

V4．7

179

X2．3

191

X8．5

あさい（浅）

ﾓかい（深）

32

P6．5

25

P2．9

114

T8．8

182

X3．8

いちばんおおい
@　　（多）いちばんすくない

@　　（少）

　43

Q2．2

　53

Q7．3

　90

S6．4

184

X嘆，8

うすい（薄）

?つい（厚）

11

T．7

19

X．8

　90

S6．4

186

X5．9

こ　　い（濃）

､すい（淡）

　23

P1．9

　66

R4．0

　89

S5．9

160

W2．5

おおい（多）

ｷくない（少）

　85

S3．8

1i8

U0．8

149

V6．8

185

X5．4

おおい（多）

ｷくない（少）

　85

S3．8

120

U1．8

146

V5．3

186

X5．9

おおきい（大）

ｿいさい（小）

108

T5．7

112

T7．7

188

X6．9

193

X9．5

おおきい（大）

ｿいさい（小）

108

T5．7

125

U4．4

187

X6．4

193

X9．5

うすい（淡）

ｱ　　い（濃）

　23

?１．9

　66

R4．0

89

S5．9

160

W2．5

さむい（寒）

?つい（暑）

　71

R6．6

145

V4．7

ユ79

X2．3

191

X8．5

すくない（少）

ｨおい（多）

　85

S3．8

118

U0．8

149

V6．8

185

X5．4

すくない（少）

ｨおい（多）

　85

S3．8

120

U1．9

146

V5．3

186

X5．9

（1）んご）

（コップ）

（犬）

（丸）

（りんご）

（コップ）
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せまい（狭）

ﾐろい（広）

47

Q4．2

17

W．8

　62
R2．0

185

X5．4

せまい（狭）

ﾐろい（広）

47

Q4．2

12

U．2

　61

R1．4

187

X6．4

たかい（高）

ﾐくい（低）

　66

R4．0

ユ6

W．2

176

X0．7

193

X9．5

たかい（高）

竄ｷい（安）

30

P5．5

　93

S7．9

135

U9．6

177

X1．2

ちいさい（小）

ｨおきい（大）

108

T5．7

U2
T7．7

188

X6．9

193

X9．5

ちいさい（小）

ｨおきい（大）

108

T5．7

125

U4．4

187

X6．4

ユ93

X9．5

ながい（長）

ﾝじかい（短）

54

Q7．8

46

Q3．7

166

W5．6

194

G00

ひくい（低）

ｽかい（高）

　66

R4．0

16

W．2

176

X0．7

193

X9．5

ひろい（広）

ｹまい（狭）

47

Q4．2

17

W．8

　62

R2．0

185

X5．4

ひろい（広）

ｹまい（狭）

47

Q4．2

工2

U．2

　6エ

R1．4

187

X6．4

ふかい（深）

?さい（浅）

32

P6．5

25

P2．9

1ユ4

T8．8

工82

X3．8

ふとい（太）

ﾙそい（細〉

　54

Q7．8

　88

k5．4

i13

T8．2

183

X4．3

みじかい（短）

ﾈがい（長）

54

Q7．8

46

Q3．7

166

W5．6

194

PQO

もっともおおきい

@　　（最大）
烽ﾁともちいさい

@　　（最小）

19

X．8

　1

O．5

33

P7．0

187

X6．4

やすい（安）

ｽかい（高）

30

P5．5

　93

S7．9

135

U9．6

177

XL2

（池）

（遭）

（犬）

（丸）

（池）

（遵）

＊上段の数値は反応数，下段の数値は反応準（％）。
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　なお，同じ性状語間では，丸を絵刺激にした面積を表す〈大きい・小さい〉は犬を絵刺激にした

体積を表すく大きい・小さい〉より高く，颪積を表すく広い・狭い〉は幅を表すく広い・狭い〉よ

り高い。しかし，容積を表す〈多い・少ない〉と数を表す〈多い・少ない〉とは差が認められなか

った。もっとも，犬を絵刺激にした場合，その反応は体積としての大きさへの反応か，単なる面積

としての大きさへの反応かは決められない。

4　パラメーターの分離テスト

　周闘にあるさまざまな事物は，一一つ一つがいくつかの複合した属性を持っていて，たとえば，長

くて太いホースや厚くて平ぎい手帳とか，長くて広いリボンなどがある。そこで，幼児が正しく，

ある性状を襲す語を理解し，使用できるためには，事物の複合した属姓から，必要外のパラメータ

ーを分離することができなくてはいけない。そこで，事物・事物の水準でその系の成立する程度を

調べるテストの一つとして，パラメーター分離テストを取りあげた。

　テストには，被験憲に刺激材料として，次のものが使胴された1。

　　ビニール・ホース　長・太

　　手帳　　　　　　　厚・大

　　リボン　　　　　長・広

　　ブpaック・積み木管・大

　それぞれのパラメーターに3段階を設けたので，各材料に9種のものが用意され，被験者に，A，

Bの標準刺激を見せて，たとえば「これと同じ長さのものはどれですか？」とたずねて田野を求め

た。この場合，実際に材料にさわって比較することは任意である。

　そこで，全！61融こついて，正反応率闘の有意差の有無をガ検定によってみると，

　　灘2＝663．044　　（1fm15　　PくQ．01＊＊

となり・：蔚意な差が認められた・また・煎問と後4．．1－19表　パラメ＿夕＿分離テストの正反応率

問との正反応率闘の有意差の有無をゴ検定によ

ってみると，　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　x・O一　：＝　2．　989　df＝　／　P〈O．　10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
となり，傾向的な差はあるが有意差は凹められな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3かった。したがって，前馬の4－！－19表に示す正反

応率に限って，各問題間の有意差を調べることに　4

した。

長（太）

厚（大）

長（広）

高（大）

142
73．　！　e／．

61
31．　4

116
59．　7

141
72．　6

1t太（長）

2’大（厚）

3’広（長）

4’大（tttl縄）

138
71．　1　O／0

！4！

72．　6

135
69．　5

　7
　3．　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　（　　）内は分離されるパラメーター

　8問の正反応率は問題によって差が大きく，岡じパラメーターでは複合するパラメーターによっ

て変化がみられるが，4一一1－20表は，8問閾の正反応率の有意差検定（のによって調べた結果である。

この結果から，正反応率の高低を類別して示すと，4－1－2！表になる。
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4－1－20衷　パラメーター8問聞の正反応率の有意差検定

1 ’2

1 　　　　　　ホキ＼＼　67・　6－4。

∩
O

‘
1

1

71．iilil，6sV

s＝lmh．　i4g

2 67．　64，0

3
7．　7sg

III’llii，illli）），，，，，1

4

1 O．　149

31．厳

65．9乙δ

・…蕊i・爾繭
II一．．．ILI，1，一Etis一・isg！L5，，nt｛ias・s2g

　　E．liS’／／’1“〈＝III”rm65．　ho4g

　　＊寧　’　　　　　　　　￥＊

61．　120　［　5．　525 o．04・g　IX

2

65．9乙δ

2 一
3 O．　586

4
　　＊串　．
198．　213

7．16乙

6s．　ge’　6 7．16き

O．　049

61．MEIIIsrmo4g　lK’一i

56．4竃δ 4．06左
O．　438

　　家寧　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　寧串

51．　963　i　！41．　158　1　195．　722

O．　095

　　　こヒ
188．862

O．　438

　　ぷヰニ
195．722

3 4

o．　ss6　1　！gs．　2｛li

56．4乙δ 5！．　9gg

　　ぷミ　　　　　
4・064i14美・158
　　iT：T：．：rm：Eill．　HfN

o．　438　I　　　！95．　722

・・95い8磁
　　む　　　　　　　　　ぷポ
・・438い95・722

1－i．一lg，！，＄gi・sg6

・8・・醐＼

　この結果・同じパラメーターを持ちながら正反応率群に差が生じたもの4－i．．21表

に次のものがある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　長　　さ　（太）
　　1　長　さ（太）＞3　長　さ（広）　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一、、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濁　　さ　（大）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　2’大きさ（厚）＞4’大きさ（高）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’太　　さ　（長）

　このうち・21の大きさは手帳の表面の画積に依存し・4ノの大きさはブP　　2’大きさ　（厚）

ック・積み木の容積に依存していることに差が生じたと考えられる。！の　　3’広　　さ　（長）

長さはホースの長さ，3の長さはリボンの長さであるが，長さ自体に質的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　長　　さ　（広）
梢違は認められないから，むしろ，複合する対のパラメーターに分離を困

難にさせる要因が求められる。すなわち，！の長さは対のパラメーターに　　2　厚　　さ　（大）

太さを持つのに対して，3の長さは対のパラメーターに幅の広さを持つが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4’大きさ　（高）
すでに163ページで認められるように，太さは幅の広さに比較して，理解

が容易である。このことが1の長さの方が3の長さより容易になっている。なお，地域差は，以下

のようにいずれも認められなかった。

1長さAx2　＝1．　269df・2

　　　　　B　x2　＝2．　004　df　＝2

2厚さAx2＝0．23！df　・・2

　　　　　B　x2　＝3．　311　df＝2

3　長　さA　x2・・O．124　df　＝・2

　　　　　B　x2＝O．490　df＝2

4高さAが扁2。414df＝2
　　　　　B　x2＝　1．　448　df　＝2

1！太さAx2rrO．779　df＝：2

P　〈O．　70

P　〈O．　50

P　〈O．　90

王）＜0．20

P　〈O．　95

P　〈O．　80

P　〈O．　30

P　〈O．　50

Pく0．70
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　　　　　B

2’大きさA

　　　　　B

3’広　さA

　　　　　B

4　大きさA

　　　　　B

x2＝2．616　d’E＝2

二62需O。402　　d’f＝篇2

x2　＝＝　3．　753　cl’£　xe　2

x2＝3．776　df＝＝2

x2　＝O．　36／　d£　sc　2

欝2篇3．3．62　　df　・＝　2

．x’2＝：1．・’1・27　df＝：2

P　〈O．　70

P　〈O．　90

P　〈O．　20

P　〈O．　20

P　〈O．　90

Pく0．30

Pく0．50

　しかし，4ノの大きさに関して，正反応に1部正反応を含ませると，‘

　　4ノ大きさA　～｛2＝7．7／4df謀2　P＜0．　Ol．＊＊

　　　　　　　B　x！＝5．837　d－f＝2　P〈O．10

と差が生じ，世手が他より正（準正を禽む）反応率が有意に，また顛向的に低いことが認められた。

しかし，大きさの認知は2ノでもテストされ，ここでは差が生じなかったから，方葡約要四とは認め

られず，容積の大きさというパラメーーターの困難な理解による差と考えられる。
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5　系列化テスト

　物の属性を表す大きさ，広さ，また多さには，さまざまな大きさ，広さ，また多さがあり，それ

ぞれが柑対的な大きさ，広さ，また多さから，〈大きい・小さい〉〈広い・狭い〉〈多い・少ない〉の

性状語が与えられる。そこでこれらの性状語が正しく事物に個々に与えられるためセこは，著革物の大

きさ，広さ，また多さに関する事物・事物の系列化が必要である。そこで本テストでは，いくつか

の事物について，それらの大きさ，広さ，多さを変化させた絵図を呈示し，その系列化能力を調べ

た。テス；・に使ったカードは次のものである。

　　！　丸　　　大小　　4　りんご　多少

　　2　uップ　多少　　5　犬　　　大小

　　3～也　 広拶ξ　6道　 広狭

いずれも刺激カードは5枚からなる（417～431ページ参照）。そして1種5枚のカードをランダム

に並べ，たとえば「犬を大きい願に並べてください」「犬を小さい順に並べてください」とたずね

て，反応を求めた。

　そこで，全！2課題（十一一，一一→十）についての正反応率，また爾方向試行による系反応率

を4－1－26表に従ってあげれば，4・一！－23表のようになる。

4－1－23表　系列化テストの正反搭率 系 十一一＊ 一一r十

大
多
広
多
大
広

1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6

小　（面積）

少　（量）

狭　（面積）

少　（数）

小　（容　積）

狭　（長　さ）

163

141

！51

16エ

163

1e3

　　e／0
8婆，02

72．68

77．　83

82．　98

84．　02

53．09

　　　　　o／0
171　88．　1

151　77．　8

161　83．　0

！67　86．　1

工72　　88．7

！17　60．　3

　　　　　O／e
166　85．　6

155　79．　9

164　84．　5

170　8Z　6

166　85．　6

127　65．　5

　4－！－23表によれば，系列化テストの正反応率は，6　広狭をのぞけば80％～90％の高い反応率で，

系の成立程度も概して正反応率に近くなっている。6　広狭はそれらに比較して低く，正反臨率で

60～65％，系反応率は53％となっている。

　次に前問（十一〉一＊）と後問（一一→十）との正答率に関する有意差を求めると，

　　5ひ2瓢G．260　｛1f騨三　P〈0．7G

となり，有意差は認められなかった。したがって，前回，後問のいずれをか一一一・　yiを基準にして考察

することが許容されるので，前問の正反応率問の有三差を欝2検定によってみると，

　　x2　at　71．599　df　＝＝　5　PくO．　Ol＊＊

＊　（＋，一）は意味索性仮説のいう両極性を意味する。
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となり，1％以下の危険率で，有意差が6課題閥に認められた。このため，各課題ごとの有意差をみ

ると4－！－24表の遜りである。

　4－1－24表により，正反応率の有意差の有無によって，難易を群化すると右下表のようになる。

4－1－24表　系列化テストの正反帯の有葱差検定　（x2）

大 小　（メL）

多 少　（コップ）

広 狭　（池）

多 少　（リンゴ）

大 小　（犬）

広 狭　（道）

×　sx
x．×

7．2発

2．265

e．　267

o

39．2罷

7．2発

×一
1．648

4．461

8。1ラ§

！3。9灘

2．　265

！．　648

xx一一一

O．　687

2．　54．5

24．　s5’6

O．　267

4．　461

O．　687

“x

32．7箔

。

8．1驚

2．　545

O．　543

40，9箔

39．2δ差

i3．　9a・g

24．5ぎδ

32．7ラ5

40．9鑓

これに従えば，大きさを回す大小は爾積，容稜共に量を表す多少，幅の長さを表す広狭より容易

である。しかし，数を表す多少とは差は認めにくい。そして，数を表す多

少は量を表す多少より容易であり，面積を表す広狭は幅の長さを蓑す広狭

より容易である。次に，系反応恵贈の有意差の有無をげ検定によってみ

ると，4－1－25表の通りであり，それに基づいて反応率の難易を群化すると，

やはり正反応率の場合と同様に右表の通りになる。

　なお，地域差は，前間については以下の通りである。

x2＝1．　！47

x2＝3．　821

．x2＝：1．274

df　＝＝2　P　〈O．　70

x2　＝　！．　50！

d一£一一2　P〈O．5，0

x2　＝＝　O．　795

df　＝2　P〈O．　70

：・2＝5．　！70

df＝2　　Pく0．10

d－f　一一2　P〈O．　70

d－f　一一2　P〈O．　20

4・一1－25ge　系列化の系反応率の有意差検定（x2）

　大　　　小　（価積）

　大　　　小　（容積）

　多　　少　（数）
，F　【　一一　匿－・　幽　，，顧　r●　闇　胴　，　爾　m曾¶　囚　，　，　，り一－　■　一　■　－一　■　齢r曾　g卿雫り一町r　噛●‘●r

　広　　　狭　（面積）

　多　　少　（量）

広 狭　（・長さ）

1 2 3 4 5 6

4

Dr

6

1

×・・

ワ
臼

3

4

　山海についても囲じ傾向

で，有意差は認められなか

った。

5

6

　ぷヰ
7．＝L85　　　　　2．264

　＊・＊　IX
7．185　1　”…．．　［　1．342
　　　　　　－x1

2．264

e

o

42。8童ラ

1．342

o

5．90乙

。

7．！§き

x　×・　　　　　1．6ti8　1　2，264一
　　×

　ぶ5・905 P1・648

7．1酷

！5．8楚

2．　26i1

26．2き蓬

xXXY

×
o

39．　7δき

o

42，8甕亭

42。8差ラ

15。8夢§

26．2螢

39．7δ彗

42．8欝

x．
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6　結果に対する考察

　性状語テストでは，主に形状を表す語を中心に13対26語について，単語・単語の水準のテストと

して対語テスト，単語・事物の水準のテストとして発語，誘導発語，語認知の各テスト，事物・事

物の水準としてパラメーターの分離系列化のテストを実施し，各水準での理解および系の成立程

度を明らかにしてきた。そこで本項では，それらの諸結果に対して，各水準テスト間の結果の差異

に視点を合わせて考察する。

　第1に，われわれ4，5歳児クラスの就学前児童はどのような性状語をどの水準で，どの程度の

理解および系の成立を得ているかを明らかにしょうとしたので，これを各テスFごとに性状語およ

びその極性間の有意差の有無にしたがって示せば次のようになる。

性状語

　　　　　　　　　高低
　　　　　　多少　　　　広狭　（高安）
対語　大小〉　　　〉太細〉　　〉　　　〉厚薄
　　　　　　（暑寒）　　　　深浅　（濃淡）

　　　　　　　　　長短

　　大小　　　　　多少　　　　　　　　深浅
鼎（丸）@〉（暑寒）．（水）．（蔽！（濃淡蹄．麟

　　大小　　　　　多少　　太細　長短　依狭
　　　伏）　（りんご）　　　（池）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高低

極　　性

一広〉狭（高〉安）
　　　　　　　　　　厚〉薄
一　一　（濃〉淡）

長〉短

一　（濃く淡）

長〉短

＊　一印は左表の問泣置の｛生状語の極｛蟹三悶に有意差の認められない対語

　（1）性状語の理解について考えれば，〈大小〉性状語が最も理解が容易であり，最も難解なもの

は対語テストではく厚薄〉，発語テストでは道幅の〈広狭〉である。これについての大まかな難

易の願序としては，最も一般的かつ普遍的な意味を持つ〈大小〉が最も容易であil　t次第に特殊か

つ限られた意味を持つ性状語ほど難解になっていく傾向が認められる。たとえば，煙突の〈高低〉

はく長短〉ともく大小〉ともいうことができるが，最も限られた意味では，地上から上に立つ場合と

して〈高低〉が屠いられ，それが地に横倒しになればく長短〉が用いられるのが一般的である。同様

に，対語テストの〈厚薄〉は物の厚みだけに限られた意味を持つが，一般には厚みの長さであり，

最も普遍的には〈大小〉の意味に含まれる。同様に，発語テストの道幅の〈広狭〉は道幅だけに限

られた意味を持たせてあるが，一般セこは道幅の長さであり，最も普遍的には，〈大小〉の意味に含

まれ，道幅の狭い道は〈細道〉ともく小道〉ともいい，〈太道〉とはいわないがく大道〉ともいう

用法がある。

　②　ところで，発語テストは単語・事物の水準でのテストであるが，この砥かに，誘導華甲およ

び語認知テストも実施しているので，その結果との対応を系反応率によってみれば次ページの表の

通りになる。これによれぽ，発語・誘導発語・認知テストと移行するにつれ，理解度は高まり，認
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100　e／． 90　e／． 70　o／． 60　e／e 40　e／e 20　o／， Oe／．

発　　語
大　小　（丸）

大　小　（犬）

（暑寒） 　
　
　
　

ラ

水
　
ご

（
　
ん

　
り

少
少
（

多
多

蜀
細
縞
太

（濃淡）

長　　短

深　浅

厚　薄　広　狭

広　狭　（道）

（池）

高　低

！00　o／． 90　p／． 80　e／e 70　o／， 60　e／． 50　o／． 400／． 30　o／．

誘導発語
大　小　（丸）

大　小　（犬）

暑　　　　寒

高　　　　低

長　　短 ラ
　
　
　

　

水
　
ご

（
　
ん

少
少
①

多
多

）安高（

細
浅
太
深

（濃　淡）

厚　　薄

依　　狭

広　　狭

100　e／e 900／． 80　e／e 70　e／．

認　　知
大　小　（丸）

大　小　（犬）

（暑　　　寒）

長　　　　短

多　　少　（水）

多少　（りんご）

（高　　　安）

深　　　　浅

厚　　　　薄

広　狭　（池）

高　　　　低

広　狭　（道）

（濃 淡） 太 細

知テストでは大部分の性状語が90％台に達していることを示している。そして，特に，発語テスト

から誘導発語テストの移行時に，〈高低〉〈長短〉のように急激に理解率を高めるものがあるが，こ

の両対語は，発語テストでは普遍的な〈大小〉で命名していたものが，誘導発語テストで，片方の

特定の限定された語を与えられたため，特定の語で反応した結果によるためであり，それらの反応

の難易関係は対語テストのそれと類似した願序になっている。

　すなわち，発語テストではく大小〉といった一一般的・普遍i的な次元かつ用法を持った語で答えて

基準語反応率を低めたり，絵に規定されて誤反応をしたものが誘導発語テストで，より限定された

意味用法が意識されていくという特微である。この点では，認知テストはもはや就学前期の幼児に

対する性状語テスト法としては理解の弁別性を持つことができない。

　一方，対語テストでは誘導発語テストに似て，片方の語が呈示されて，もう片方の語を想起する

点では共通しているが，誘導発語テストと違って，絵（事物）が垂示されないから，純粋にことぽ
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の水準でことばの系を結合させなければならない。このため，より一般的普遍的な難語は想起しや

すく，系の成立を容易にさせ，特殊的かつ限定させたものは普遍性に乏しいために想起が困難であ

り，系の成立が得られぬままに，「～ナイ」反応で系の成立を試みることになる。また，特殊的か

つ限定されたもので，さらに一般的普遍的な対語のいずれかと岡音の場合には系の成立を低めるこ

とになり，厚薄（二暑寒）（＝濃淡），高安（＝高低）がその例である。しかし，発語テスト，誘導発語

また認知テスFと違って絵（事物）という現況に影響されることがないから，H常慣用的な語使用

で反応することは少ないという特徴が指摘される。

　（3）次に，各極性問の理解率の高低を考えるならば，第1に，極｛生間に理解率の有意差が認めら

れる対語は系反応率の高い謡には現れないということが指摘され，また，発語テストの結果によれ

ば，系反応率20％以下の対語にも有意差が認められていない。しかしこの傾向は誘導発語，語認知

テストをみれば，

　　　　濃v・　　淡し・

言秀発　　　　51。Q％　　74．2％

　　　　　P　〈O．　O！

認タi日　　　85．6　　　　93，3

　　　　　Pく0．Ol

（系）

45．　9　O／o

82．　5

長い　　短い　　（系）

95．　9　0／o　87．　1　0／o　85．　6　0／o

　王）＜0．01

100．0　100．0　100．0

となり，〈濃淡〉は認知テストでも有意差が認められるが，〈長短〉では誘発テストには有意差は認

められるものの，認知テストでは共に100％の理解率に達している。すなわち，このことから，〈濃

淡〉〈長短〉のように，系反応率がかなり高くなっても有意差の認められるものがあるが，それは

あくまで，その性状語の特性による極｛生特微なのか，絵（事物）という現況に依存してのことかは

判定しにくい。

　しかし，対語テストの結果をみると，有意差のあった対語の系反応率は5．7～27．8％，有意差の

認められなかった対語の系反応率は64．4～！2．9％だから，統計的に差が出やすい，鵠にくいとい

うものではない。したがって，有意差の認められた性状語は本質的に低い理解率の段階から，蒋意

差を持って系の成立が行われていると考えられる。ただし，それは単語・単語の水準での系の成立

であって，単語・事物の水準での系は慣用的なものに規定され，必ずしもその特徴を顕在化させて

いないと考えることが適当である。

　さて，第2の特微として，いずれの極性の理解が高いかという点では，1対語〈濃淡〉をのぞい

ては，量の多さを示す（＋）極性を表す語の方である。ただし，〈濃淡〉では，発語テストでは，

（濃いく淡い）という結果が得られている。ではこの矛盾をどのように考えるか。この点では，先

に，それは色名という反応が多いためである点を指摘しておいたが，これに関連して，発語・誘発

テスFでは，〈濃い〉に，色名反応（項目3）および「～ナイ」反応が多いことが共通している。す

なわち，〈濃淡〉の反応をみると，
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　＜濃し、＞13567891112！314　発語　　　36．6　　　7．7　　　0．5　　　！．O　　　　　O　　　7．2　　　18．0　　　13．9　　　1．5　　　13．4　　　　　0

　誘発　　　44．8　　　7．7　　　0．5　　　0．5　　　　　0　　　！3．4　　　8．8　　　8．8　　　0．5　　　14．4　　　0。5

　〈淡い〉

　発語　61．9　　　　　　　　　　　0．5　1．5　13．4　！0．3　0．5　11．2　0．5

　言秀発　　　74．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．2　　　　7．7　　　　3．1　　　　　　　　　　8．8　　　　1魯0

のように，〈濃い〉では，反応項目3および8が比較的に多い。このことは，幼児は〈濃い〉絵図

の印象が著しく強いために，色名〈ピンク〉で答えたり，厚く彩った色という意味で〈あつい〉と

答えたり，またそれらに誘因されて，〈うすくない〉反応を導いたと考えられる。しかも〈濃い〉の

「～ナイ」反店ほど，他の性状語に比較し，高い劉合を占めるものがないことは，この事実を証閥す

るものである。したがって，極性では，量の多さを示す，プラスの積極的極性の方が理解が容易で

あることは認めてよいことになる。

　（4）ところで，われわれは異なる次元ながら同じ性状語で呼ぶものについての理解の難易につい

て，必ずしも明確な結果を得ていない。そこで改めて，パラメーターの分離および系列化テストか

ら考察してみよう。

　まず，パラメーターの分離テストの結果では，4－1－21表によれぽ，

　　長さ　太さ．広さ
　　　　　　　　　　〉長さ〉厚さ〉大きさ
　　高さ　大きさ

で，特に二つ以上の次元を持つものはく大きさ〉とく長さ〉である。〈大きさ〉は面積〉容積が示さ

れ，発語テストでの結果はさらに，物・物の水準で難易が明らかになつそいる。〈長さ〉はそれ自

体の次元は変化しないので共在するパラメーターの難易に規制され，この場合，太さ〉広さによる

もので，この点は対語・発語テストが差を明白に示していることと対応する。〈厚さ〉が困難であ

ることは，すべてテスト水準で確認されていることである。

　次に系列化テストでは，

　　　　　　　　　　　　　　　多少（量）　　大小（面積）
　　　　　　　　〉広狭（面積）〉
　　大小（容積）　　　　　　　　広狭（長さ）

　　多少（数）

であり，〈多少〉では，数〉童，〈広狭〉では，面積〉幡の長さという理解の高低を事物・事物の水

準で明確にし，発語テスト水準での難易をいっそう明確にさせている。
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第2節　時間・空間語テスト

1　対語テスト

　対語テストは対義関係にある2語の対および対の複数としての系列（サークル・シリーズ）の時

間・空間語は何かをたずね，被験者に単語・単語水準での理解および系の成立程度を明らかにする

ことが目的である。

　対語テストの刺激語は，テスト1aでは主に空間を蓑す語！0対20語，テスト1bでは特に対の複

数としての系列三三にある時閾語7対26語が用意されている。そして，テスト！aでは，たとえば

〈前の反対は何ですか？〉〈先の反対は何ですか？〉という問いかけで順次反応が求められた。また

テスト1bでは，〈朝の次は何ですか？〉〈ではその次は何ですか？〉という問いかけで反応が求め

られた。その際，刺激語および反応語の位置を決めるために，色板（2cm：方形）を等間隔に並べて，

色板を指示しながら，「ここがくきょう〉だから，〈きょう〉の次は？」という形式ですすめた。

　その後，被験老の全反応は13判定基準およびテストもれ（N孚）の項目を加えて14項目（104ページ

参照）に分類された。

を2－1表　対語テストの反置紋の基準反応率（01，02）

テスト1a

N　1　o／o NI　o／o

1．うしろ（後）

2．あ　と（後）

3．し　た（下）

　　　ホ
4．（略）

5．よ　こ（横）

6．な　か（中＞

7．ば　ん（晩）

8．ひ　る（昼）

9．ひだり（左）

10．あ　と（後）

200

47

199

71

104

77

10

195

　5

87．7

20．　6

87．　2

31．　1

45．　6

33．　8

4．4

85．　5

2．2

1’まえ（前）

2’さき（先）

3’うえ（上）

5’たて（縦）

6tそと（外）

7’あさ（朝）

8’よる（夜）

9fみぎ（右）

10’まえ（前）

187

69

186

25

152

127

29

189

38

82．　0

30．　3

81．　6

1！．0

66．　7

55．7

12．7

82．　9

16．7

＊　日，曜日，年に関する時閲訣はシリーズの幾係で成立しているため，厳密には26語に限定されるものではない。

＊＊項賛4はくななめ〉を刺激語として，反応を求めたが，その基準となる文寸語反応は存在しないので，本熱こは除

　外した。
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テストlb

1　N　1　o／o 1　N　i　o／e

1
2
3
4
5
6
7

あ　さ（朝）吟ひ　　　る（昼）

に　ち（H）→げ　　　つ（月）

は　る（春）→な　　　つ（璽）

きょう（今日）→あした（明日）

きょう（今屠）→きのう（昨H）

ことし（今年）→らいねん（来年）

ことし（今年）→きょねん怯年）

41

104

48

93

32

　9

　1

18．　e

45．　6

21．1

40．　8

24．　0

3．9

0．4

1「あさ（朝）→よ　　る（夜）

2’　セこち（日）→　　ど　　　　（土）

3’はる（春）→　ふ　　ゆ（冬）

4tあさって→あした（明日）

5’おととい→きのう（昨臼）

6’さらいねん→らいねん（来年）

7’おととし→きょねん（去年）

2
5
6
δ
0
2
5
1

3
6
Q
り
4
1

14．　0

28．　5

14．　5

17．5

5．3

2．2

0．4

　4－2－1表は，テスト！aおよび1bの反応のうち，01（基準語反応）および○、（基準語を幼児音

で反応）の合計だけについて，それらの反応率を示したものである。反応率でみると，テスト1aでは，

　〈前後ろ〉〈上下〉〈左右〉関係を表す藷　4－2－2表　対語テス5各対のxeによる有意差検定

一

が高い。それに対して

　〈夜昼〉〈薗後〉

は反応率が低い。なお対語テスト1aには，

〈ななめ〉の反対を表す語をたずねる問題

が含まれている。もともと，〈ななめ〉に

は反対語は存在しないと考えられたが，空

間を表す語の中で，どんな反対語で反応さ

れるかを見ようとした。それについては，

490ページ参照。

　次に，各態語物の基準反応率の有意差の

検定を試みたのが幽2－2表である。これに

よれぽ，9対18語の中で，有意な差が認め

られた兵語は，

　先〉後　横〉縦　外〉中

　朝〉晩　夜〉昼　前〉後

　傾向的に差が現れたのは，後ろ〉前であ

った。

　これに対して，有意差の認められなかっ

た語は，

　〈上’下〉〈左右〉
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であり，共通して，それらの対語は基準反応率の高い群の語である。したがって，有意差の認めら

れる対語は基準反応率の低い群の語であるが，必ずしも飢2値の高いものほど基準反応率が低いと

いうことはない。しかしながら，上記のことから，墓準反応率の低い，習得困難な対語は，まず，

いずれかの語が先に学習され，残る語が後続して懇得されるという過程が解釈される。そうして，

幼児に容易な対語となれぽ理解に有意差は認められなくなる。

　次に，有意差の認められた対語内では，いずれが理解が容易かを，たとえぽ，複合語の構成部分

の前後関係でみれば，糾問を表す語では縦〈横，解く外のように，前部にあるものが基準反応率が

低く，時間を表す語では1｝勇〉晩，夜〉昼，前〉後のように，前部を表すものが基準反応率が高くな

っている。しかし，夜昼は昼夜（チュウヤ）ともいうし，後先は空聞・平鞘の両方の意味を持つの

で，理解の難易と複合語の構成部分との対応関係は偶然的な結果か否か，この問題はあらためて検

討される。

　一一・JtJ，テスト1bの系列を表す対認関係で，基準反応率をみると，順系列の

　　　曜臼（日→月…）　　　　日（きょう→あした…）

が高く逆に基準反応率で低いのは，

　　　年（ことし→きょ；ねん…）　　　　年（おととし→きょねん…）

であり，

　　　年（さらいねん→らいねん…）　　　年（ことし一→らいねん…）

もそれらに続いて低く，年を表す系列語が習得困難である。そして，きょうを中心に過去を表す系

列語が，また，ことし〈今年〉を中心に過去の年を表す系列語が，それぞれ未来を表す系列語より

習得困難であるという特徴が明確に示されている。

　各系列語閾の基準反応率の有意差の検定を試みたのが4－2－2表である。これによれば，7対26語

の中で，有意な差が認められた対語は，

　　　即日　B→，月〉日→土

　　　日　きょう→あした〉あさって→あした

　　　鷺　きょう→きのう〉おととい→きのう

である。そしてこれらはいずれも，時間認知的推移を示す順系列の方が逆系列の方より先行して習

得されることを示している。しかしながら，テスト1aと比較すると，有意差と基準反応との関係

では，有意差の認められない射語ほ基準反応率の低い場合にも存在する点が違っている。この点で

は，このような対語あるいは系列語の学習は，次の3段階があると考えられる。

　第1段階　有意差の認められぬ低い反応率の御酢

　第2段階　有意差の認められる中閾的な反応率の段階

　第3段階　有意差の認められぬ高い反応率の段階
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1－1対語テストと地域差

　性状語テストで地域差を問題にした（143ページ参照）が，時間・空間語テストでも問題にされる

必要がある。それは性状語テスト同様，ここにあげた基準語としてあげた語は共通語形をあげてい

るから，地域によって，その共通語形よりもその地域の方言形の方が優位に使用されていれぽ，そ

れだけ共通語形反応を低めていることがある。したがって，その場合の反応率の高さは必ずしも語

理解の難易に直接に結びつくとはいえないのである。そしてまた，特定の時間・空間を表す意味の

方言形にはどんなものがあるかを確かめる必要がある。

　4－2－7表は，テスト1a，1bにおける基準反応率の高低に関する地域差をx2検定によって

調べた結果である。それによれぽ，地域差の認められた語は，テストエaでは，

　6，中7．晩1’前3’上5’縦6’外7’朝8’夜

4－2一・7表　対語テストにおける地域差
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であり，傾向的に差が生じたのは，〈横〉であった。それらの基準反応率は次の通りである。

4－2－8表　地域差の認められた語の基準反応の割合

蠣
＼

＼
語

な　　　カ、（「ξ耳）

ば　　ん（晩）

ま　　え（蒲）

う　　え（上）

た　　て（縦）

そ　　と（外）

あ　　さ（朝）

よ　　る（夜）

和歌山
77

48

33

65

67

4

56

58

5

62．　3＃

42．　9

84．　4
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43
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53
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7．　7
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16
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42．　5

1．4骸

91．　8

89．　0
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72．　6

21．9器

24．　7＃

また，有意差の認められた語ごと1＝　3地域問の有意差の有無をみると次の通りである。

なか（中）

　禾舞歌山×京都

　和歌山×爽京

　京　都×東京

ばん（晩）

　和歌山×京都

　和歌匡i×菓京

　：京　都×東京

まえ（前）

　和歌山×京都

　和歌山×東京

x2　＝！4・．　235　dfMl

x2＝5．　934　df＝1

5じ2二竺1。754　　　　df漏1

x2＝＝　2．　tlOO　df＝：1

x2　＝　36．　765　df　＝！

x2＝＝　52．　707　df＝1

x　2＝：4．　290

x2　：1．892

df＝1

df漏1

p　〈O．　Ol＊＊

p　〈O．　05＊

p　〈O．　20

pくO，20

p　〈O．　O！＊＊

p　〈O．　Ol＊＊

pく0．05

p　〈O．　20
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　　京　者区×東京　 x2二＝1！．012　　df＝＝1　　p＜0．　Ol＊＊

　うえ（上）

　　禰歌山×京都　x2＝　7．112　　df　・1　　p＜0．　01＊＊

　　禾口歌出×東京　　x2＝O　　　　　　　df；1　　　　　一

　　京都×東京　x2　・　8．　790　　df　・l　p＜O．　Ol＊＊

　たて（縦）

　　和歌山×京都　x2＝O　　　　df＝工　　　一

　　和歌山×東京　x2＝＝8．996　　df＝1　　p＜O．　Ol＊＊

　　京都×東京　¢』7。5！5　　df　＝1　p＜O．　Ol＊＊

　そと（外）

　　和歌山×京都　x2＝　5．152　　df＝1　　pくO．05＊

　　和歌山×東：京　x2＝＝O　　　　df＝1　　　一

　　京　　者β×東京　　x2．・・4．913　　　　df＝：1　　　　p＜0．01＊＊

　あさ（朝）

　　和歌山×京都　x2　・O．　982　　df竺1　　p＜0．50

　　和歌山×東京　ガ＝42．720　df＝1　　p＜0．01＊＊

　　京　　者区X東京　　x2．＝32．！19　　　df＝・！　　　　p〈O．01＊＊

　よる（夜）

　　禾羅歌1－1．i＞く京者区　　　x　2＝O　　　　　　　　　df　＝1　　　　　　一

　　和歌山×東京　x2＝＝8．6！0　　df　＝1　　p＜0．0！＊

　　京都×東京x2＝8．078　df＝1　p＜O．01＊

　4－2－8表中，＃印は他の2地域に比較して，有意差に基準反応率の高かったもの，＃＃印は有意

に基準反応率の低かったものを示してある。これによれぽ，和歌山は〈なか（中）〉で有意に高く，

京都はくまえ（前）〉，くうえ（上）〉，〈そと（外）〉で有意に低く，東京は〈ぼん（晩）〉，くあさ（朝）〉で

有意に低く，〈たて（縦）〉，〈よる（夜）〉で有意に高い。

　では，これらの差はどのような地域的特性に基づくのか。このためには，○、，02，反応以外の諸

反応にしたがって，有意に基準反応率が低いのはどのような他の反癒が高いかを検討していけぽよ

い。それによれぽ，〈なか（中）〉はくそと（外）〉と対語関係にある語なので，それを〈うち・そと〉

という対語関係でとらえていれぽ，当然くなか・そと〉反応は低くなり，209ページの結果は，京

都・東京ともにΩ反応（うち）が高いことで知られる。これに関連して，〈そと（外）〉反応は〈なか〉

の反対は何かを問われているのだから，〈うち・そと〉という頬語関係でとらえている被験者には

その反応を困難にする。くそと〉で京都は32．1％（211ページ）のN反臨を示しているのはそのため

である。また，京都に関してはくうち〉に対する対義反応として事物連想反応（21．　8％）が多いの
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も特徴的である。これはくうち〉が空間的な内外関係の砥かにく家〉というものを結びつけて理解

している傾向を承唆している。

　〈ぼん（晩）〉はくあさ（朝）〉と対語関係を持つが，爽京が低いのは別に〈あさ・よる〉という対

語関係でとらえられているためであり，菜京は84．9％（209ページ）が9〈よる〉励㌫を示している。

したがって，〈ぼん〉を刺激語とする〈あさ〉反応は低く，57．5％がN反応を示している（2！2ペー

ジ）。

　〈まえ（煎）〉は京都がN反苑；に23．1％を示している（210ページ）が，〈まえ・あと〉の対語で〈ま

え・うしろ〉の関係をとらえているためとも解釈できなくもないが，〈まえ・あと〉の項の基準反

応率は必ずしも高くないからその解釈は必ずしも適用できない。

　〈うえ（上）〉は京都が23．1％とN反応が高いのはくまえ・うしろ〉関係語と同様に，〈うえ（か

み）・しも〉という対語で上下関係がとらえられているのに，〈した〉の反対はと間われたためと考え

ることができる。

　〈たて（縦）〉に関しては，なぜ棄京が高く，和歌山，京都が低いのかの説明はつかないが，他の

空問語に比較して最も習得が困難な語であることが注潤される。

　そこで，以上の結果から，地域差を生じさせる主要因は基準語にあてた対語以外に，他の対語関

係を表す対語がある地域では，その対語のために基準的対語反応を弱めること。また，異なる対語

の片語を鯛激語として対語関係を問われたときには無反応が多く生ずる傾向が認められる。

第2節　時間・空間語テスト　　207



N O ◎ ◎ 器 劇 繍 一 　 講 麹 伴 隷 蝿

4－
2－
9表
　
時
間
。
空
間
語
テ
ス
臼
a
（
1～
10
’
）
対
語
テ
ス
ト
の
反
応
の
地
域
差

（
1）
　
う
し
ろ
（
後
）

地
　
域
　
別

合
　
計

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

1　
和
　
歌
　
山

　
　
7
7

P0
0
．
0

　
6婆

W3
．
1

　
2
Q．
6

　
4
T．
2

　
7
X
．
1

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P0
0．
O

　
68
W7
．
2

　
1
P．
3

　
2
Q．
6

　
7
X
．
0

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
0

　
68
X3
．
2

　
5
U．
8

（
2）
あ
と
（
後
）

王
　
和
　
歌
　
山

　
　
77

P
00
．
0

　
2
2
Q8
．
6

　
3
R．
9

　
4
T．
2

　
6
V．
8

　
3
R．
9

　
3
9
T0
．
6

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P0
0．
0

　
12
P5
．
4

　
10
P2
．
8

　
3
R．
8

　
5
U．
4

　
2
Q．
6

　
4
6
T9
．
0

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
0

　
1
3
P7
．
8

　
3
S．
1

　
7
X．
6

　
1
P．
4

．
2

Q．
7

　
4
7
U4
．
4

（
3）
し
た
（
下
）

王
　
和
　
歌
　
山

　
　
7
7

P0
0
．
0

　
6
6
W5
．
7

　
1
P．
3

　
2
Q．
6

　
1
P
．
3

　
7
X
．
1

2　
京
　
　
　
都

　
　
7
8

P0
0
．
0

　
66
W4
．
6

　
2
Q．
6

　
2
Q．
6

　
1
P
．
3

　
6
V．
7

　
1
P
．
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
0

　
66
X0
．
4

　
王

P．
4

　
1
P．
4

　
1
P
．
4

　
4
T
．
5

（
4）
晶
晶

（
5）
　
　
よ
こ
　
　
（
季
黄
）



1　
和
　
歌
　
山

　
　
77

P0
0．
0

　
2
0
Q6
．
0

　
ユ
0

?３
．
0

　
6
V．
8

　
5
U．
5

　
3
6
S6
．
8

2　
京
　
　
　
都

　
　
7
8

ﾊ0
0．
0

　
2！

Q6
．
9

　
1
P．
3

　
12
P5
．
4

　
2
Q．
6

　
3
R．
8

　
3
8
S8
．
7

　
1
P
．
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
0
．
0

　
30
S1
．
1

　
　
9

P2
．
3

　
4
T．
5

　
1
P．
4

　
2
9
R9
．
7

（
6
）
な
か
（
中
）

1　
和
　
歌
　
山

10
0．
0

77
　
　
　
48

@　
　
62
．
3

　
3
R．
9

　
1
P．
3

　
6
V．
8

　
2
Q．
6

　
1
7
Q2
．
1

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P
00
．
0

　
2
5
R2
．
1

　
三
3

P6
．
7

　
6
V．
7

　
1
7
Q
L
8
　
1
P
．
3

　
1
5
P9
．
2

　
1
k
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
7
3

P0
0
．
0

　
3
1
S2
．
5

　
1嘆

P9
．
2

　
4
T．
5

　
5
U．
8

　
1
P
．
4

　
1
8
Q4
．
7

（
7
）
ば
ん
（
晩
）

N

1　
和
　
歌
　
山

　
　
7
7

P0
0
．
0

　
3
3
S2
．
9

　
　
9

P1
．
7

　
15
?９
．
5

　
ユ

P．
3

　
2
Q．
6

　
1
7
Q2
．
1

2　
：
京
　
　
　
都

　
　
78

P0
0
．
0

　
4
3

T5
．
！

　
　
9

?Ｌ
5

　
1喚

H7
．
9

　
1

k3
1 L 3

　
3
R．
8

　
7
X
．
0

3　
來
　
　
　
京

　
　
73

P
00
．
0

　
1
P．
4

　
2
Q．
7

　
62
W4
．
9

　
3
S．
ユ

　
2
Q．
7

　
3
S
ユ

・ 瞬 瀦 鐵 申 ヌ ア 沁 O

（
8
）
ひ
る
（
昼
）

1　
和
　
歌
　
由

10
0．
0

77
　
　
　
3

@
　
　
　
3，
9

　
49
U3
．
6

　
3
R．
9

　
3
R．
9

　
1
9
Q4
．
7

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P0
0
．
0

　
6
V．
7

　
45
T7
．
7

　
　
8

P0
．
3

　
4
T
．
1

　
1荏

P7
．
9

　
1
P
．
3

3　
束
　
　
　
京

　
　
7
3

P0
0
．
0

　
1

k4
　
61
W3
．
6

　
1
P
．
4

　
2
Q．
7

　
2
Q．
7

　
6
W2



（
座
）

ひ
だ
り

⑨

1　
和
　
歌
　
山

　
　
77

P0
0．
0

　
61
V9
．
2

　
＝
L

P．
3

　
4
T．
2

　
3
R．
9

　
　
8

P0
．
4

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P
00
．
0

　
6
9
W8
．
5

　
2
R．
8

　
5
U
．
4

　
1
k
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

?０
0。
O

　
64
W7
．
7

　
1
P
．
4

　
　
8

P1
．
O

あ
と
（
後
）

（
10
） 1　
和
　
歌
　
山

　
　
77

P0
0．
0

　
1
?．
3

　
4
T．
2

　
1
P
．
3

　
4
T．
2

　
6
7
W7
．
0

2　
京
　
　
　
郡

　
　
78

P0
0．
0

　
2
Q．
6

　
ユ
3

P6
．
7

　
工

P
．
3

　
6ユ

V8
．
2

　
ユ

P
．
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
0
　
2
Q．
7

　
7
X．
6

　
6
3
W6
．
3

　
1
P
．
4

ま
え
（
前
〉

（
1）
’ ／
　
和
　
歌
　
i圭
．
i

　
　
77

P0
0．
0

　
6
5
W4
．
4

　
3
R．
9

　
2
Q．
6

　
1
P
．
3

　
6
V
．
8

2　
京
　
　
　
都
．

　
　
78

P0
0．
0

　
55
V0
．
5

　
2
Q．
6

　
2
Q．
6

　
ユ
8

Q3
．
1

　
1

k
3

3　
來
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
0

　
6
7
X1
．
8

　
6
W．
2

さ
き
（
先
）

（
2）
’ 1　
和
　
歌
　
山

　
　
77

P0
0．
0

　
3
0
R
9．
0

　
2
Q．
6

　
2
Q．
6

　
5
U．
5

　
2
Q．
6

　
3
6
S6
．
8

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P0
0．
0

　
19
Q4
．
4

　
4
T．
1

　
6
V．
7

　 2 ． 2 ． 6

　
4
6
T9
．
0

　
1
P
．
3

3　
束
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
0

　
20
Q7
．
4

　
2
Q．
7

　
5
U．
8

　
王

P．
4

　
4
5
U1
．
6

鱒 H O 　 顯 恥 欄 欝 湘 伴 瞭 粥



（
3）
’
う
え
（
上
）

1　
和
　
歌
　
山

　
　
77

P0
0．
0

　
67
W7
．
0

　
2
Q．
6

　
1

k
3
　
7
X
．
1

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P
00
．
0

　
5
4
U9
．
2

　
3
R．
8

　
2
Q．
6

　
1
8
Q3
．
1

　
1
P
．
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
Q．
Q

　
6
5
W9
．
Q

＿
癌

　
2
Q．
7

　
1

k
4
　
1
P．
娃

　
4
T
．
5

（
4）
’
〈
省
略
〉

（
5）
’
た
て
（
縦
）

1　
　
孝
r
l　
　
｛
響
（
　
　
し
し
1

　
　
77

P0
0．
0

　
4
T．
2

　
21
Q7
．
3

　
2
Q．
6

　
5
0
U4
．
9

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

I
00
．
0

　
5
U．
4

　
2！

Q6
．
9

　
2
Q．
6

　
4
9
U2
．
8

　
1
P
．
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

?０
0．
O

　
　
16

Q1
．
9

　
　
1
6

Q1
．
9

　
1

k
4
　
4
0
T4
．
8

（
6）
’
そ
と
（
外
）

N 署 　 鰯 國 ・ 隠 鑑 鐵 申 × γ 沁 μ 一

1孝
〔
i歌
　
山

　
　
　
77

P
00
．
0　
　
　
　
　
，

　
　
56

V2
．
7

　
　
2

Q．
6

　
　
3

R．
9

　
　
3

R．
9

　
　
1

k
3
　
　
1
2

P5
．
6

2　
京
　
　
　
都

　
　
　
78

P
00
．
0

　
　
　
　
43

奄 T 5 ． 1 E

　
　
2

Q．
6

を

　
　
5

U．
4

　
　
1

k
3

　
　
1

P
．
3

　
　
2
5

R2
．
1

　
　
1

P
．
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
　
73

P0
0．
0

　
　
53

V2
．
6

　
　
！

P．
4

　
　
3

S．
1

　
　
つ

@　
璽
り

S．
工

　
　
1
3

P7
．
8

（
7＞
’
あ
さ

　
1　
和

（
朝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
77

ﾌ　
i．
圭
．
1
　
　
　
　
　
　
　
　
10
0，
0
　
12
P5
．
6

　
1
P．
3

　
5
U．
5

　
2
Q．
6

　
5
7
V4
．
O



N 桝 沁 暇

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P0
0．
0

　
53
U7
．
9

　
4
T．
1

　
4
Q．
6

　
2
Q．
6

　
！

P
．
3

　
1
3
P6
．
7

3　
東
　
　
　
京

73
　
1
6
Q1
．
9

　
7
X．
6

　
1
P．
．
4

　
3

k
4

　
1
P．
4

　
3
S
ほ
　
4
2
T7
．
5

　
1
P
．
3

（
8）
’
よ
る
（
夜
）

臣

1　
和
　
歌
　
山

　
　
77

奄
fO
．
0

　
5
U．
5

　
17
Q2
．
1

　
26
R3
．
8

　
3
R．
9

　
3
R．
9

　
2
3
Q9
．
9

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P0
0．
0

　
6
V．
7

　
16
Q0
．
5

　
27
R4
．
6

　
1

k
3

　
3
R．
8

　
1
P
．
3

　
2
3
Q9
．
5

　
1
P
．
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
7
3

P0
0
．
O

　
18
Q4
．
7

　
15
Q0
．
5

　
　
9

P2
．
3

　
6
W．
2

　
1
P．
4

　
2
4
R2
．
9

（
9）
’
み
ぎ
（
右
）

1　
和
　
歌
　
山

　
　
77

P
QO
．
0

　
6
6
W5
．
7

　
1

k
3

　
1

k
3
　
2
Q．
6

　
7
X
．
1

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

PG
O．
O

　
58
V4
．
4

　
1

k3
　
2
Q．
6

　
1

P
β

　
1
5
P9
．
2

　
1
P
．
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
0
．
0

　
6
4
W7
．
7

　
2
Q．
7

　
7
X．
6

（
1　
O）
’
ま
え
（
前
）

1　
和
　
歌
　
山

　
　
77

P
00
．
0

　
1
2
P5
．
6

　
1
P
．
3

　
5
U．
5

　
2
Q．
6

　
5
7
V4
．
0

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P
00
．
0

　
1
2
P5
．
4

　
4
刀
D
1

　
1
P．
3

　
1
P
．
3

　
5
9
V5
．
6

　
王

P
．
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
0

　
14
G9
．
2

　
1
P
．
4

　
1

k
4

　
5
4
V4
．
0

　
3
S．
1



4－
2－
1◎
表
　
時
間
・
空
問
語
テ
ス
ト
lb
（
1
～
7’
）
対
語
テ
ス
ト
の
反
応
の
地
域
差

1．
　
あ
さ
（
朝
）
→
ひ
る
（
昼
）
…

地
　
域
　
別

合
　
計

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1Q

11
1
2

13

1　
和
　
歌
　
山

　
　
77

P0
0．
○

　
　
9

PL
7

　
32
S1
．
6

　
　
21

Q7
．
3

　
　
1
2

P5
．
6

　
　
1

k3
　
　
2

Q．
6

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P
00
．
0

　
　
9

PL
5

　
23
Q9
．
5

　
23
Q9
．
5

　
21
Q6
．
9

　
　
1

P．
3

　
　
1

P．
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P
00
．
0

　
　
23

R1
．
5

　
　
2

Q．
7

　
　
26

R5
．
6

　
20
Q7
．
4

　
　
2

Q．
7

2．
　
に
ち
（
日
）
→
げ
つ
（
月
）
…

1　
和
　
歌
　
山

　
　
77

P
00
．
0

　
2
9
R7
．
7

　
29
R7
．
7

　
1
P
．
3

　
1
P．
3

　
1
7
Q2
．
1

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P
00
．
0

　
35
S4
．
9

　
24
R0
．
8

　
3
R．
8

　
1
P．
3

　
1
4
P7
．
9

　
1
P
．
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
7
3

P0
0
．
0

　
40
T4
．
8

　
1
P．
4

　
ユ
9

Q6
．
0

　
1
3
P7
．
8

3．
　
は
る
（
春
）
→
な
つ
（
夏
）
…

bo 冝 @ 無 國 ・ 隠 國 錨 叩 ヌ γ N H ω

1　
和
　
歌
　
山

　
　
77

P
00
．
0

　
1
8
Q3
．
4

　
1
P．
3

　
5
U．
5

　
38
S9
．
4

　
1
P．
3

　
1
4
P8
．
2

2　
：
京
　
　
　
都

　
　
78

P0
0．
0

　
10
?
２
．
8

　
1

k3
　
52
U6
．
7

　
1
P
．
3

　
1
P．
3

　
1
2
P5
．
4

　
1

k
3

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
0

　
2Q
Q7
．
4

　
4
T．
5

　
35
S7
．
9

　
1
P
．
4

　
1
P．
4

　
1
2
P6
．
4

4．
　
き
ょ
う
（
今
日
）
→
あ
し
た
（
明
日
）
・
．
・
・

1　
和
　
歌
　
山

　
　
77

P
00
．
0

　
3
1
S0
．
3

　
エ
7

Q2
．
1

　
1
P．
3

　
　
9

P1
．
7

　
1
P．
3

　
1
8
Q3
．
4



［
沁 H 轟

一 　 　 一 　 翫 一 、

器 劇 織 　 欝 湘 窪 隷

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

?０
0．
0

　
　
35

S4
．
9

1
　
　
8

G0
．
3

　
　
1

k
3
　
　
9

?
Ｌ
5

　
1
P
．
3

　
　
2
2

Q8
．
2

　
　
2

Q
．
6

3　
束
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
O

　
　
27

R7
．
0

　
　
2
2

R0
．
1

　
　
7

X．
6

　
　
ユ
7

Q3
．
3

き
ょ
う
（
今
日
）
→
き
の
う
（
昨
日
）
…

1　
和
　
歌
　
山

　
　
　
P

@　
77
P0
0．
0

　
ユ
0

P3
．
0

　
22
Q8
．
6

　
1
P
．
3

　
7
X
．
1

　
2
Q．
6

　
3
5
S5
．
5

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

?Ｇ
O．
0

　
11
H4
，
1

　
16
Q0
．
5

　
l

k
3
　
11
?
４
．
1

　
3

R
β

　
3
4
S3
．
6

　
2
Q．
6

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
0

　
11
P5
．
1

　
20
Q7
．
4

　
2
Q．
7

「
　
　
　
8

P1
．
0

　
1
P
．
4

　
3
1
S2
．
5

6．
こ
と
し
（
今
年
）
→
ら
い
ね
ん
（
来
年
）
…

1　
和
　
歌
　
出

　
　
7
7

P0
0．
0

　
3
R．
9

　
7
X．
1

　
1
k
3
　
1

k
3
　
1
0
P3
．
O

　
5
4
V0
．
1

　
1
k
3

2　
京
　
　
郡

　
　
78

P0
0．
0

　
2
Q．
6

　
5
U．
4

　
2
Q．
6

　
6
V．
7

　
　
8

P0
．
3

　
5
2
U6
．
7

　
3
R．
8

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
0

　
4
T．
5

　
6
W．
2

　
　
8

PL
O

　
5
4
V4
．
O

　
1
P
．
4

7．
　
こ
と
し
（
今
年
）
→
き
ょ
ね
ん
（
去
年
）
…

1　
和
　
歌
　
山

　
　
7
7

P0
0
．
0

　
1
P．
3

　
10
P3
．
0

　
6
V．
8

　
5
9
V6
．
6

　
1
P
．
3

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P0
0．
0

　
ユ

P．
4

　
　
9

P1
．
5

　
3
R．
8

　
3
R．
8

　
7
X．
O

　
5
2

U 6 ． 7 　 噸

　
3
R．
8

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
0

　
6
W．
2

　
　
8

P1
．
0

　
1
P．
4

　
5
7
V8
．
1

　
1．

P
．
4

劉
　
あ
さ
（
朝
〉
→
よ
る
（
夜
）
…



1　
和
　
歌
　
山

　
　
7
7

P0
0．
0
　
5
U．
5

　
14
P8
．
2

　
14
P8
．
2

　
5
U．
5

　
20
Q6
．
0

　
3
R．
9

　
1
P．
3

　
1
1
P4
．
3

　
4
T
．
2

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P0
0．
0

　
11
?４
ほ

　
ユ
5

P9
．
2

　
7
X．
0

　
3
R．
8

　
27
R4
．
6

　
　
9

?
１
．
5

　
6
V．
7

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
o

　
ユ
6

QL
9

　
1
P．
4

　
22

R（
〉
．
1

　
2
Q．
7

　
21
Q8
．
8

　
4
T．
5

　
1

k4
　
5
U．
8

　
1

P
4

2㌔
　
に
ち
（
日
）
→
ど
（
土
）
…

1　
和
　
歌
　
由

　
　
7
7

P0
0．
Q

　
　
16

Q0
．
8

　
1
P．
3

　
21
Q7
．
3

　
ユ
8

Q3
．
4

　
2
1
Q7
．
3

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P0
0．
0

　
　
ユ
8

Q3
．
1

　
1
P．
3

　
エ
9

Q4
．
4

　
1
P．
3

　
2
3
Q9
．
5

　
ユ
6

Q0
．
5

3　
東
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
0

　
　
31

S
2．
5

　
1
P．
4

　
　
1
7

Q3
．
3

　
1
P．
4

　
1
P．
4

　
　
9

P2
．
3

　
1
3
P7
．
8

3Z
　
は
る
（
春
）
→
ふ
ゆ
（
冬
）
…

N ・
　
4：

Hl r 賠 伊

曲
1　
和
　
歌
　
山

　
　
7
7

P0
0．
0

　
1
1
P4
．
3

　
5
U．
5

　
24
R1
．
2

　
1
6
Q0
．
8

　
2
1
Q7
．
3

2　
京
　
　
　
都

　
　
78

P0
0
．
0

　
　
8

P0
．
3

「
　
　
　
　
　
1

@ 　 　 1 ． 3 E

　
2
Q．
6

　
22
Q8
．
2

　
2
2
Q8
．
2

　
2
3
Q9
．
5

3　
東
　
　
　
京

　
　
7
3

?０
0．
0

　
1
4
P9
．
2

　
6
W．
2

　
2ユ

Q8
．
8

　
1

k
4
　
1
P．
4

　
ユ
6

Q1
．
9

　
1
4
P9
．
2

．
あ
さ
っ
て
→
あ
し
た
「
「
（
明
E
i）
…

1　
孝
［
i歌
．
山

　
　
77

P0
0
．
0

　
　
16

Q0
．
8

　
　
9

P1
．
7

　
　
1
1

P4
．
3

　
　
4
1

T3
．
2

2．
京
　
　
　
都

　
　
78

P0
0
．
0

　
　
14

P7
．
9

　
　
1

P．
3

　
　
9

P1
．
5

　
　
1
3

P6
．
7

　
4
1
T2
．
6

3　
東
　
　
　
京

　
　
　
73

P0
0
．
0

　
　
10

P3
．
7

　
ユ
0

P3
．
7

　
　
3

S．
1

　
　
ユ
3

?
７
．
8

　
3
7
T0
．
7



沁 一 〇 識 劇

51
　
お
と
と
い
→
き
の
う
（
昨
H）
…

1　
和
　
歌
　
山

　
　
7
7

P0
0
．
0

　
5
U．
5

　
3
R．
9

　
6
V
．
8

　
6
3
W1
．
8

2　
京
　
　
　
都

　
　
7
8

P0
0
．
0

　
3
R．
8

　
王

P．
3

　
6
V．
7

　
6
8
W7
．
2

3　
爽
　
　
　
京

　
　
73

P0
0．
0

　
4
T．
5

　
i
P．
4

　
2
Q．
7

　
ユ
2

P6
．
4

　
5
4
V4
．
0

6二
　
さ
ら
い
ね
ん
→
ら
い
ね
ん
（
来
年
）
…

1　
和
　
歌
　
山
　
7
7

P0
0．
0

　
1
P．
3

　
2
Q．
6

　
1
k
3
　
7
3
X4
．
8

2　
京
　
　
　
都
　
78
P0
0
．
0

　
1
P．
3

　
1
P
．
3

　
7
6
X7
．
4

3　
東
　
　
　
京
　
73
P0
0．
0

　
3
S．
1

　
2
Q．
7

　
4
T
．
5

　
6
4
W7
．
7

7：
　
お
と
と
し
→
き
ょ
ね
ん
（
去
年
）
…

1　
和
　
歌
　
山
　
77
P
00
．
0

　
1

k
3
　
7
6
X8
．
7

2　
京
　
　
　
都
　
7
8

P0
0
．
G

　
1
P．
3

　
1
P．
4

　
1
P
．
3

　
7
6
X7
．
4

3　
東
　
　
　
京
　
73
P0
0．
0

　
5
U
．
8

　
6
7
X1
．
8



　次にテスト1bの地域差の有無を考えてみる。4－2－7表は，テスト1bにおける基準反応率の

高低に関する地域差をゴ検定によって調べた結果である。それによれぽ，地域差の認められた反

応は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山　　　京都　　　　東京

　　　　　　　　　　　　　　　　　9　9　23
　1．　あさ（朝）→ひる（昼）一＞　　　1！．7　　　1！．5　　　3！．　5

　　　　　　　　　　　　　　　　　5　！1　16
　1ノ　あさ（朝）→よる（夜）一→　　　　6．5　　　　14．1　　　　21．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　16　18　31
　2ノ　にち（日）→ど（土）一＞　　　20．8　　　23．1　　　42．5

であり，傾向的に差が生じたのは，3春→夏の季節を表す系列語であった。

　上記によれば，1日の時間の経過を表す〈あさ・ひる・よる〉は東京が高く，和歌山・京榔が低

いが，これは和歌山，京都がくあさ・ひる・よる〉の基準的系列語関係に対して，〈あさ・ひる・

ぼん〉の系列語で筈えているためであり，その系列語は西日本地域がもつ時間系列語だからであり，

テスト1aにおける〈朝・晩〉〈昼・夜〉の反応における地域差の結果と符合する。

　醒臼については，東京が，和歌山，京都に比較して高く，この傾向は曜艮を順方向での反応を求

めた項屡2でも現れているが，特に地域の言語的特性と関連する事実は認められない。

1－2系の成立

　テスト1aは対語テストと称し，「前の反対は何？」という質問形式で反応を求め，テスト1b

は系列語テストと称し，「日曜日の次は何曜H？」という質問形式で反応を求め，単語・単語の系

の成立の程度を朔らかにすることを臼的にしたものであり，その系の成立は語理解の基底にあると

考えた。そこで，テスト1aで実施した9項臼！8語（斜めを除外），テスト！bで実施した7項目26

語について，対語および系列語の14反応項目を交差させることによって，系の成立程度を調べるこ

とにした。

　そして，系は次の4項潤について分析することにし，4－2－15表の系の交差部分は（V）で示すこ

とにした。

　○一〇，基準語反応の系

　（○汁02）一（01十〇2）　幼児音痴ル藤を含む基準語反応の系

　×一×　　「～ナイ」反応の系

　N－N　　無答反応の系

　そこで，テスト！aについて，○ユー○、系反応率の高かった順に，時間・空間語をあげ，かつ

　N－N系反胃率を示せば4－2－11表のようになる。4－2一一11表により，（○一〇、〉系反癒率の高

　い順に薄語をあげれぽ，空間語は，

　　前・後ろ，〉右・左〉上・下〉中・外〉縦・横

　　時間語は，

第2節　時事・空間語テスト　　2Z7



4－2－11表　対語テスト1aにおける系反応率
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　朝・晩〉後・先〉夜・昼〉箭・後

となる。ただし，〈後・先〉〈前・後〉は空間的な位置を表す際に使われることもある。

　4－2－12表により，系反応の高低を有意差の有無に基づいて類鴉すれば，次の通りになる。

1．　まえ・うしろ

2．　みぎ・ひだり

3．　うえ・し　た

4．なか・そと 5．　あさ・ばん
6、あと・さき

7．　たて・よこ

8．　ひる・よる

9．　まえ・あと

　これによれぽ，〈前・後ろ〉，〈右・左〉，〈上・下〉という空聞語が最も反応率が高く，〈昼・夜〉

〈前・後〉という時聞語が最も反応率カミ低い群に属する。

　以上のことから次の2点を指摘することができる。第二は，空間語と時間語と分けると，空冷語

の方が系反応率が時間語より高い。ただし，〈縦・横〉は時間を表すく朝・晩〉より系反応率が低

く，習怨の園難さを示している。そして第2は，空間語の中では，〈前・後ろ〉，〈右・左〉〈上・下〉

が最も高い反応率が高く，したがって習得が容易であることを示している。ただし，〈上・下〉〈中・

外〉には基準語の対語関係のほかに，地域で異なる対語を持つのでそのための影響も考える必要が

ある。

　N－N系反応の中では，〈前・後〉，〈後・先〉〈縦・横〉にいちじるしく多いのが注目されるが，

〈昼・夜〉をのぞけぽ概して01一〇圭系反応の低い群にN－N系反応が多いことが指摘できる。

　テスト！bについて，01一〇i系反応率の高かった願に，時蘭語を示せば，次の通りである。

4－2一・13表　対語テスト1bにおける系反海率　　4－2－14表　対語テスト1bにおける系反応の有意差検定（x2）

1
2
3
4
耳
5
ハ
0
7

曜　　日

日（未来）

黍　　節

一　　H

日（過宏）

年（未来）

年（過去）

OtMOi

　　　e／0

64　28．0

39　17．1

31　13．5

20　8．7

11　4．8

5　2．1

1　O．4

N－N
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∩
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（
）
0
2
［
D
戸
◎

O．4
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0
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1
2
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4
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6
7
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7
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8．58婆

2，3！0

4－2－13表により，系反応の高低を有意差の有無に基づいて類別すれば，次の通りになる。

1．曜日 2．　　目（来来）

3．季節

4．　一日

5．　日（過去）

6．　年（未来）

7．年（過去）

第2節　時聞・空聞語テスト　　2Z9



　すなわち，曜日が他の時間系列語より有意にOi一〇1系反応率が高く，年を表す時間語が他の系

列語より有意にOl一〇、系反応率が低い。これから次のことを指摘することができる。第1は曜β

は他の時聞系列語より最も習得が容易である。第2は，臼および年は未来を表す系列語の方が過去

を表す系列語より容易である。（ただし，年における未来・過表の系列語の系反応率の差は20％以

下の危険率をもつ）

220　　第4章　結果と考察



4－
2・
一
f5
袋
対
語
テ
ス
ト
に
お
け
る
系
の
成
立
　
閉
欄
が
系
の
成
立
を
示
す
項
で
あ
る
。

前
・
後
ろ
　
（
1）
合
計
1・
前
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

0ユ
　
　
　
後
ろ

　
　
20
0

P0
0．
0
ド
18
0

@9
0．
0

　
　
3

P．
5

17

W
．
5

09
　
　
　
3

P
00
．
0

　
　
　
1

R3
．
3

　
　
　
2

U6
．
7

ユ
1

　
　
　
2

P0
0
．
0

　
　
　
1

T0
．
0

　
　
　
1

T0
．
0

工
2

　
　
　
婆

P0
0．
Q

　
　
2

T0
．
0

　
　
　
1

Q5
．
0

　
　
　
1

Q5
．
0

13
　
　
　
19

P0
0
．
0

　
　
3

?５
．
8

　
　
2

P0
．
5

　
　
2

P0
．
5

騨
　
11

@5
7．
9

　
　
1

T
．
3

合
　
　
計

　
　
22
8

P
00
．
0

18
7

W2
．
0

　
　
5

Q．
2

　
喚

P．
8
1 ． 4

　
3
0
P3
．
2
1 ． 4

N ・ 隠 謬 劉 申 メ γ 鵠 沁 H

後
・
先
（
2）

先

Ol
　
　
　
後

　
　
47

P0
0．
0
評
3
4

@7
2．
3

　
　
1

Q．
1

　
　
3

U．
4

　
　
1

Q．
1

　
　
8

P7
．
0

04
　
　
　
16

P
00
．
0

　
　
　
5

R1
．
3

　
　
2

?２
．
5

　
　
2

P2
．
5

　
　
1

U．
3

　
　
6

R7
．
5

09
　
　
　
14

P0
0．
O

　
　
　
3

QL
4

　
　
4

Q8
．
6

　
　
2

P4
．
3

　
　
　
5

R5
．
7

11
　
　
　
12

P0
0
．
0

　
　
3

Q5
．
0

　
　
1

W．
3

　
　
　
3

Q5
．
0

　
　
1

W．
3

　
　
4

R3
．
3

1
2

　
　
　
7

P0
0．
0

　
　
2

Q8
．
6

　
　
1

P4
．
3

　
　
1

?４
．
3

　
　
　
1

P4
．
3

　
　
1

P4
．
3

　
　
1

P4
．
3

13
　
　
13
2

P0
0
．
0

　
　
22

I6
．
7

　
　
3

Q．
3

　
　
3

Q．
3

ド
10
3

@7
8．
0

　
1

D8

合
　
　
言
十

　
22
8

P
00
．
0

　
　
6
9

R0
．
3

　
　
8

R．
5

工
3

T．
7

　
　
8

R．
5

2 ． 9

1
2
7

T5
．
7
1 ， 4



N 卜 Ω N 魁

上
・
下
㈲

上

Ol
　
　
　
　
下

　
　
19
8

P
00
．
0

解
1
7逢

@
87
．
9

　
　
3

P
．
5

　
　
2

P．
0

　
1

D5

18

X
．
1

02
　
　
　
　
玉

P0
0．
0

騨
　
！
P
00
．
0

09
　
　
　
　
3

P0
0．
0

　
　
　
2

U6
．
7

　
　
　
1

R3
．
3

1
1

　
　
　
　
5

I0
0．
0

　
　
　
2

S0
．
0

　
　
　
3

U0
．
0

12
　
　
　
　
3

P
00
．
0

　
　
　
　
3

I0
0
．
0

13
　
　
　
17

P
00
．
0

　
　
　
6

R5
．
3

　
　
1

T
．
9

　
　
1

T
．
9

　
　
1

T
．
9

解
　
8

@4
7．
1

14
　
　
　
　
1

P0
0．
0

　
　
　
　
1

P0
0．
0

合
　
　
計

　
　
22
8

P0
0．
0

ユ
86

WL
6

　
　
5

Q．
2

　
　
5

Q．
2
2 ． 9

　
　
2
9

?
２
．
7

　
1

D4

縦
・
横
㈲

縦

01
横

　
　
　
71

I
QG
．
G

解
　
22

@3
L
Q

　
　
13

P8
．
3

　
　
3
6

TQ
．
7

0
5

　
　
　
　
1

P0
0．
0

　
　
　
　
1

P0
0．
0

0
9

10
0．
031
　
　
　
2

@　
　
　
　
　
6．
5

　
　
12

R8
．
7

　
　
2

U．
5

　
　
1
5

S8
．
4

H
　
　
　
12

f1
00
．
0

　
　
　
8

U6
．
7

　
　
1

W．
3

　
　
　
3

Q5
．
0

1
2

　
　
　
　
9

P
00
．
0

　
　
　
3

R3
．
3

　
　
　
1

P1
．
1

　
　
　
5

T5
．
6



1
3

　
　
10
3

P0
0
．
0

　
　
1

P．
0

　
　
2
2

Q1
．
4

　
　
1

P．
0
ド
7
9

@7
6．
7

14
　
　
　
1

P
00
．
0

　
　
　
1

P0
0．
0

合
　
　
計

　
　
22
8

P
00
．
0

　
　
25

P1
．
0

　
　
5
8

Q5
．
4

2 ． 9

　
　
3

k
3
1
3
9

U
L
O

1 ． 4

N ・ 碍 國 鐵 寧 × γ 沁 沁 ω

中
・
外
（
6）

外

01 @　
　
　
中

　
　
10
4

P0
0
．
0

野
　
86

@
82
，
7

　
　
2

P．
9

　
　
2

P
．
9

　
　
1婆

P3
．
5

04
　
　
3
0

P0
0
．
0

　
　
22

V3
．
3

　
　
2

U．
7

　
　
　
6

Q0
．
0

0
9

　
　
　
11

P0
0．
0

　
　
　
5

S5
．
5

　
　
2

P8
．
2

　
　
1

X．
1

　
　
1

X．
1

　
　
2

P8
．
2

工
1

　
　
28

P
00
．
0

　
　
ユ
9

U7
．
9

　
　
1

R．
6

　
　
2

V．
1

　
　
1

R．
6

　
　
　
5

?
７
．
9

ユ
2

　
　
　
4

PG
O．
0

　
　
　
1

Q5
．
0

　
　
　
3

V5
．
0

13
　
　
5
0

P0
0
．
0

　
　
20

S0
．
0

　
　
1

Q．
0

　
　
5

P0
．
0

　
　
2

S．
0

　
　
2

S．
0

野
　
20

@護
0．
0

14
　
　
　
1

P0
G．
0

　
　
　
1

IQ
O．
O

合
　
　
言
一
ト

　
　
22
8

P0
0
．
0

15
2

U6
．
7

　
　
5

Q．
2

1
1

k．
8

　
　
4

P．
8

　
　
5

Q．
2

　
　
5
0

Q1
．
9

＝ L ． 4

朝
・
晩
（
7）

朝

01
　
　
晩

　
77
P
00
．
0

野
　
65

@8
4．
4

　
3
R．
9

　
2
Q．
6

　
1

k
3
　
6
V．
8



沁 あ 」 心 劇 儲

03
　
　
20

P
00
．
0

　
　
7

R5
．
O

　
　
1

T．
0

　
　
3

P5
．
0

　
　
2

P0
．
0

　
　
2

P0
．
0

　
　
5

Q5
．
0

04
　
　
　
1

P0
0．
0

　
　
　
1

S5
．
1

　
　
6

U．
6

　
　
1

P．
1

　
　
3

R．
3

　
　
1

P
．
1

　
　
3
9

S2
．
9

0
5

　
　
　
　
1

P0
0
．
0

　
　
　
1

P
00
．
0

0
9

　
　
　
2

?０
0．
0

　
　
　
1

T0
．
0

　
　
　
1

T0
．
0

ユ
1

　
　
　
8

P0
0
．
0

　
　
　
2

Q5
．
0

　
　
　
2

Q5
．
0

　
　
4

T0
．
0

工
2

　
　
　
2

P0
0．
0

　
　
　
2

P0
0．
0

13
　
　
27

P
00
．
0

　
　
1
0

R7
．
0

　
　
2

V．
4

　
　
1

R．
7

　
　
2

V．
4

ド
　
11

@4
0．
7

　
　
1

R．
7

合
　
　
計

　
　
22
8

P
00
．
0

12
7

T5
．
7

12

T．
3

　
1

D4

　
　
9

R．
9

　
　
6

Q．
6

　
　
6

Q．
6

　
　
6
6

Q8
．
9

　
1

D4

夜
・
昼
（
8）

夜

0！
　
　
　
　
畳

　
　
　
10

P0
0．
0
r　
4

@4
0．
0

　
　
　
2

Q0
．
0

　
　
　
4

S0
．
0

03
　
　
15
5

P0
0．
0

　
　
24

P5
．
5

　
　
37

Q3
．
9

　
　
44

Q8
．
4

　
　
4

Q．
6

　
　
2

P
．
3

　
　
4
4

Q8
．
4

09
　
　
　
12

P0
0．
0

　
　
　
4

R3
．
3

　
　
　
6

T0
．
0

　
　
1

W．
3

　
　
1

W
．
3

11
　
　
　
　
9

P0
0．
0

　
　
　
1

P1
．
1

　
　
　
！

P1
．
1

　
　
　
5

T5
．
6

　
　
　
1

PL
1

　
　
　
1

P1
．
1

エ
2

　
　
　
　
2

P0
0．
0

　
　
　
1

T0
．
0

　
　
　
1

T0
．
0

13
　
　
　
39

P
00
．
0

　
　
1

Q．
6

　
　
　
4

P0
．
3

　
　
　
7

P7
．
9

　
　
1

Q．
6

　
　
2

T．
1

　
　
1

Q．
6

騨
　
23

@5
9．
0



14
　
　
　
1

P0
0．
0

　
　
　
　
1

P0
0．
0

合
　
　
計

　
　
22
8

PQ
O．
Q

　
　
29

P2
．
7

　
　
48

Q1
．
1

　
　
62

Q7
．
2

1 ． 4

12

T．
3

　
　
5

Q．
2

　
　
7
0

RQ
．
7

1 。 4

N

左
・
右
（
9
）

有

01
　
　
　
左

　
　
19
4

?０
0．
0

野
17
5

@9
0．
2
ド
　
1

@　
　
．
5

　
　
3

P
．
5

ユ
5

V．
7

02
　
　
　
1

P0
0
．
0
評
　
l

撃
nO
．
0

09
　
　
　
8

P0
0
．
0

　
　
　
4

T0
．
0

　
　
　
2

Q5
．
0

　
　
　
1

P2
．
5

　
　
　
1

P2
．
5

1
2

　
　
　
3

P0
0．
0

　
　
2

U6
．
7

　
　
　
1

R3
．
3

腎
ゴ

P
3

　
　
21

P0
0．
O

　
　
　
8

R8
．
1

　
　
1

S．
8

ダ
　
12

@5
7．
1

14
　
　
　
1

ﾊ0
0
．
0

　
　
　
1

P0
0．
0

合
　
　
計

　
22
8

P0
0．
0

工
88

W2
．
5

1 ． 4

　
　
5

Q．
2

2 ． 9

2 ． 9

　
2
9
P2
．
7
1 ． 4

噛 メ 7 沁 笛

前
・
後
㈹

縞
鳥
p1
【
」

01
　
　
　
後

　
　
　
5

P0
0．
0
7　
2

@荏
0
．
0

　
　
3

U0
．
0

09
　
　
2娃

P0
0．
0

　
　
3

P2
．
5

　
　
2

W．
3

　
　
1

S2
　
　
1
8

V5
．
0

1
1

　
　
　
1

P0
0．
0

　
　
　
1

P0
0．
0



N N O 熟 劇 韓 　 翫 湘 伴

1
2

5
　
　
　
2

S0
．
O

　
　
　
3

U0
．
0

13
1
91

　
　
33

?
７
．
3

　
　
6

R．
1

　
　
4

Q
．
1

7
1
4
6

@7
6．
4

　
　
2

P
．
0

1
4

2
　
　
　
2

P0
0．
0

合
　
　
計

22
8
　
　
38

P6
．
7

　
　
6

Q．
6

　
　
7

R
．
1

　
3
P
．
3

1
7
0

V4
．
6

　
4
P
．
8

テ
ス
ト
lb
　
系
の
蔵
一

朝
・
昼
・
夜
（
1）

1朝
・
夜
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

O
l　
　
　
朝
・
昼
・
夜

　
　
41

P0
0
．
O

騨
　
20

@4
8．
8

　
　
3

V．
3

　
　
7

P7
．
1

　
　
1

Q．
4

　
　
6

P4
．
6

　
　
1

Q．
4

　
　
3

V．
3

04
　
　
57

P
00
．
0

　
　
5

W．
8

　
　
23

S0
．
4

　
　
4

V．
0

　
　
5

W．
8

　
　
エ
2

Q1
．
1

　
　
1

P．
8

　
　
5

W．
8

　
　
2

R
．
5

06
　
　
70

P0
0．
0

　
　
6

W．
6

　
　
3

S．
3

　
　
29

SL
4

　
　
3

S．
3

　
　
ユ
9

Q7
．
1

　
　
2

Q
．
9

　
　
8

P1
．
4

08
　
　
53

P0
0．
0

　
　
1

P．
9

　
　
1

P．
9

　
　
3

T．
7

　
　
1

k9
　
　
30

T6
．
6

　
　
3

T．
7

　
　
9

P7
．
0

　
　
5

X
．
4

10
　
　
　
4

P0
0．
0

　
　
　
1

Q5
．
0

　
　
　
2

T0
．
0

　
　
　
1

Q5
．
0

11
　
　
　
3

?０
（
〉
。
0

　
　
　
3

P0
0．
0

合
　
　
計

　
　
22
8

P0
0
．
0

　
　
32

P4
．
0

　
　
30

P3
．
2

　
43
P8
．
9

10

S．
4

　
　
68

Q9
．
8

　
　
7

R．
1

2 ． 9

　
　
2
5

PL
O

11

S．
8

濤
・
月
・
→
（
2）

日
。
土

O
l　
田
・
月
・
・
→

10
崔

P0
0
．
0
ド
64
U1
．
5

2 1 ． 9

28

Q6
．
9

10

X．
6



07
　
　
　
1

P0
0．
0

　
　
　
1

P
00
．
0

08
　
　
72

P0
0
．
0

　
　
27

R7
．
5

　
　
2

Q．
8

　
　
2
婆

R3
．
3

　
　
1
9
、

Q6
．
4

10
　
　
　
4

P0
0．
0

　
　
　
2

T0
．
0

　
　
　
2

T0
．
0

ユ
1

　
　
　
2

P0
0
．
0

　
　
　
1

T0
．
0

　
　
　
1

D5
0．
0

12
　
　
44

P
00
．
0

　
　
2

S．
5

　
　
1

Q．
3

　
　
1
4

R1
．
8

　
　
2
7

U1
．
4

13
　
　
　
1

P0
0．
Q

解
　
1

IG
O．
Q

合
　
　
計

　
22
8

P0
0．
0

　
　
65

Q8
．
5

　
　
3

k3
　
　
57

Q5
．
0

2 ． 9

　
1

D4

　
　
5
0

Q1
．
9

　
　
5
0

Q
！
．
9

N ・ 隠 囲 劉 申 ヌ 7 N 沁 刈

田
・
夏
・
→
（
3）

春
・
冬

0
1　
　
　
春
・
夏
・
→

　
　
4
8

P0
0
．
0

騨
　
3
1

@
64
．
6

　
　
4

W．
3

　
　
11

Q2
．
9

　
　
1

Q
．
1

　
　
1

Q
．
1

06
　
　
　
2

P0
0
．
0

　
　
　
1

T0
．
O

　
　
　
1

T0
．
0

07
　
　
　
9

P
00
．
0

　
　
1

P1
．
1

　
　
4

S4
．
4

　
　
　
4

S4
．
4

08
　
　
12
5

P0
0．
0
1 ． 8

　
　
5

S．
0

　
　
53

S2
．
4

1 ． 8

1 ． 8

　
　
3
8

R0
．
4

　
　
2
6

Q0
．
8

1
0

　
　
　
2

PG
o．
o

　
　
　
1

T0
．
0

　
　
　
1

T0
．
G

ユ
玉

　
　
　
3

P0
0．
Q

　
　
　
1

R3
．
3

　
　
　
2

U6
．
7

12
　
　
38

P
00
．
0

　
　
1

Q．
6

　
　
1
3

R4
．
2

　
　
2
4

U3
．
2



N 沁 。 ◎ 劇

1
3

　
　
　
1

P0
0．
0

合
　
　
計

　
　
22
8

P0
0．
0

　
　
33

?４
．
5

　
1

D4

13

T．
7

　
　
67

Q9
．
4

1 ． 4

1 ． 4

　
　
5
4

Q3
．
7

　
　
5
8

Q5
．
4

伴
㍊
：
＿
（
4）

あ
さ
っ
て
・

?し
た

0
ユ
　
き
ょ
う
・

@
　
　
あ
し
た
・
→

　
　
9
3

P0
0．
0

解
　
39

@4
1．
9

　
i

Pほ

　
26
Q8
．
0

　
2
5
Q6
．
9

　
2
Q．
2

08
　
　
婆
7

P
00
．
0

　
1
Q．
1

　
2
S．
3

　
3
U．
4

　
1
0
Q
L
3
　
3
1
U6
．
0

09
　
　
2

P0
0．
0

　
　
　
2

P0
0．
0

ユ
0

　
　
25

P0
0
．
0

　
エ

S．
0

　
2
4
X6
．
0

工
1

　
　
　
2

P
00
．
0

　
　
　
2

P0
0．
0

工
2

　
　
5
7

P0
0
．
0

　
1
P．
8

　
5
6
X8
．
2

13
　
　
　
2

P0
0
．
0

評
　
2

P0
0．
0

合
　
　
計

　
22
8

P0
0
．
0

　
40
P7
．
5

1 ． 4

　
28
?２
．
3

　
3
P．
3

　
3
7
P6
．
2

1
1
9

T2
．
0

翻
：
＿
（
・
）

お
と
と
い

01
　
き
ょ
う
・

@　
き
の
う
・
→
　
32
P0
0．
0

騨
　
11

@3
4．
4

　
4
P2
．
5

　
1

Rほ

　
1
5
S6
．
9

　
1
R
．
1

08
　
　
5
8

?０
0．
0

　
1

k7
　
三 k
7

　
5
W．
6

　
5
1
W7
．
9



09
4

　
　
　
4

P0
0．
0

10
26

　
　
26

P0
0．
0

11
6

　
　
　
6

PG
O．
0

12
10
Q

　
　
1

kO
　
　
4

S．
0

　
9
5

X
5
．
0
　
　
辱

i3
2

評
　
2

PQ
O．
G

合
　
　
計

22
8
1
2

T．
3

　
　
5

Q．
2
2 ． 9

　
2
4
P0
．
5

1
8
5

W1
．
1

ro ・ 縄 國 践 巾 N ワ 沁 沁 O

勇
、
臨
：
＿
（
6）

さ
ら
い
ね
ん

轤
｢ね
ん

01
　
こ
と
し
・

@　
　
ら
い
ね
ん
・
一
→

　
　
9

P0
0．
0

ア
　
　
5

@5
5
．
6

　
　
3

R3
．
3

　
　
ユ

P1
．
1

08
　
　
18

P0
0．
0

　
　
18

P0
0．
0

09
　
　
3

PG
Q．
Q

　
　
3

H
O
◎
．
Q

1
0

　
　
工
5

P0
0．
0

　
1
U．
7

　
ユ

U．
7

　
ユ
3

W6
．
7

ユ
1

　
　
18

P0
0．
0

　
　
18

P0
0．
0

12
　
16
0

P0
0
．
0

　
4
Q．
5

1
5
6

X7
．
5

13
　
　
5

P0
0
．
0

解
　
　
5

P0
0．
0

合
　
　
計

　
22
8

P0
0．
0

　
5
Q．
2

　
4
P．
8

　
6
Q．
6

2
1
3

X3
．
4



ゆ ω O 劇 繍 伴

雲
鮎
：
＿
（
7）

お
と
と
し

Ol
　
こ
と
し
・

@　
　
き
ょ
ね
ん
・
→
　
　
1

P0
0．
0
解
「
1

P
00
．
O

06
　
　
1

P0
0．
0

由

　
　
1

P0
0．
0

08
　
　
25

P
00
．
0

　
1
S．
0

　
1
S．
0

　
2
3
X2
．
0

09
　
　
3

P0
0
．
0

　
　
3

P0
0．
0

1
0

　
　
11

P0
0．
0

　
1
X．
1

　
玉
0

X0
．
9

11
　
　
三
4

P0
0．
O

　
　
14

P0
0．
0

ユ
2

　
16
8

P0
0．
Q

　
5
R．
0

1
6
3

X7
．
0

13
　
　
5

P
00
．
0

解
　
5

P0
0．
0

合
　
　
計

　
22
8

P0
0．
0
1 ． 4

1 ． 4

　
7
R
．
1

2
1
9

X6
．
1



2　発語テスト

　発語テスFは対義および系列関係を示す絵図を呈示し，各対，系列の時間・空間語は何かをたず

ね，被験老に単語・事物水準での理解および系の成立程度を閣らかにすることが融勺である。

　発語テストの刺激絵図は4対4絵図，系列テストの刺激絵図は6系列11絵図が用意されている。

そしてそれぞれに，〈自動車はトラックのどちらにあるか〉，〈トラックは霞動車のどちらにあるか〉

などの問いかけ（48ページ参照）で順次反応が求められた。その後，被験者の全反応は13覇定基準お

よびテストもれ（NT）の頂目を加えて14項昌（113ページ参照）に分類された。

　4－2－16表は，発語テスFの結果であり，空聞語ではく中〉，〈下〉，〈上〉，〈後ろ〉，〈前〉の基準

反応率が比較的高く，時間語では，曜日，一Hを表す系列語の基準反応率が高い。
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4－2－17表　テスト2（発語）各対のx2

　　　　　による有意差検定

昭・｝・f
17

Q
ぎ
4

1．　604

24．　372

0．30

　　ホ
0．O1
1
1
1
1

　　そこで，対語関係についてみると，〈なか・そと〉以外は各

対内には有意差は認められなかった。そして，くなか・そと〉の

問では，〈なか〉セこ対する基準反応率が高い。対語テストでは

くなか〉の基準反応率がくそと〉より有意に低かったが，テス

ト2の自発テストでは逆の結果が生じている。この差に関して

反応傾向をみると，対語テストでは，〈なか〉に対する岡義反

応〈うち〉が全体の13．2％を占め，そのために，そと〉なかの

関係を生じさせていた。ところが，テスト2の絵図では，この場合，〈うち〉ということはなく，事

実その反応も少ない（3．1％）から，〈なか〉の基準反応を高めさせた。もう1つは，この絵図では，

外側にある黒点をく左〉〈横〉などの反応を誘いやすく，そのための異なる意味反応が全体の38．6

％という高い割合を示し，こうして，なか〉そと蘭係を生じさせたとみることができる。

4－2－18表　テスト2　　　　　　　　　　　　　4一・2一・19表　テスト2発語テスト

　　　発語テストの○一〇系反応率　　　　　　　　　　　　における系反応の有意差検定（x2）

　　　　　　　　　iN｛・　　　い12　3　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ　　　　　　　　　　　ホホ
　L　うえ・した　　 128　　　56．1　　　　1　　　　　　2．　205　　5．920　54．428
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホや　2。　まえ・うしろ　　　　112　　　　49．1　　　　　　2　　　2．205　　　　　　　0．882　　35．452

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　3．なか・そと　　　102　　　44．　7　　　　3　　5．920　　0．　882　　　　　25．536

　4．みぎ・ひだり　　　51　　　22．・3　　　　　4　　54。428　35．452　25．536

　テスト2の発語テストについて，○一〇の系反応率を見たのが4－2－18表であり，各系反応の有

意差検定を試みたのが4－2弓9表である。これによれば，上・下〉前・後ろ〉中・外〉右・左の順

で基準反応率が低くなっている。そのほかに空問語では，〈縦・横・斜め〉があるが，〈縦・横〉の

困難さに加えて，〈斜め〉が下例の通り，基準反応率をさらに低めている。テスト1と比較すると，

〈なか・そと〉を除いて，他の3対語はいずれもテスy1より系反応率が低く，単語・紛議の水準

での系の成立より，単語・事物の水準での系の成立のほうが丁丁認知要因が加わって困難にさせて

いる。特に〈みぎ・ひだり〉において顕著である。

東京地区における〈縦・横・斜め〉反応

4歳児（37名） 5歳タ巳（36名）

縦

横
…
斜
め

タテ16，マッスグ10，ウエ2，N2，マエ1，以下略

ヨコ23，N4，シカク1，ネテル1，以下略

ナナメ2，N14，ヨコニタッテル5，サカ3，以下略

タテ21，マッスグ11，ウx1，以下略

ヨコ28，N3，タォレテル2，タテ1，以下略

ナナメ13，N13，ヨコ4，サソカク2，以下略
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　次に系列関係で成立する時間語では，一R（あさ・ひる・よる），

季節（はる・なつ・あき・ふゆ），H（きのう・きょう・あした），

曜日（にち・げつ・か・すい・もく・きん・ど）および年（きょね

ん・ことし・らいねん）があげられている。これを基準反応率の

高い順にあげれぽ，4－2－21表のようになっている。一βは別に

〈あさ・ひる・ぼん〉という同義語反応（項目4）が34．2％も占め

ており，これを基準語反応に加えれば，その反応率は67，5％にな

り，最も反応率が高くなる。次にこれらの有意差検定をがで調

べた結果が4－2－22表である。

4－2一・22表テスト2発語テストの基準反応率の有意差検定（x2）

4－2一・21表　テスト2

　発議テストにおける墓準反応率

N e／e

1　曜臼

2　一日

3　季節

4　日

5　年

7
ρ
0
1
7
4

7
7
ρ
0
1

33．　8

33．　3

26．　8

7．5

1．8

1 2 3 4 5

1
2
3
4
5

2．648

　　ぶま
48．207

　　ぷら
79．959

2．327

　　　ホ
64．855

　　ぶホ
98，566

2．　648

2．　327

　　ホぷ
29．892

　　ホな
58．　323

　　ぷや
48．207

　　みお
64．855

　　ぷぶ
29、892

　　ぷや
8．421

　　ぷぷ
79．959

　　ま　
78。566

　　　　
58．323

　　おホ
8．421

そして，これらの時間語の基準語反応の高低を有意差の有無から群化すれば，

曜・一・・ V・国
となる。これによれば，曜日，一日，季節は系列関係の中でも循環関係（サークル）にあるという

ところが特徴であり，βおよび年はそれと違って直線的な系列である。すなわち，4－2－21表によ

れぽ，時疑心のうち，循環関係にある曜H，一日，季節を表す語は，系列関係（シリーズ）にある

H，年を表す語より理解が容易である。ではなぜ，循環関係にある時閥語より直線的な系列関係に

ある時間語の方が習得が困難なのか。この点について，Hおよび年の時間語は，時間の経過にした

がって，事象と単語との関係が，根対的に変化することが困難点にあげられる。そしてこの点は空

間語における〈左・右〉の概念と同じである。そしてもう1つは，循環関係にある舞寺間語がより充

足的な系をつくりやすく，系列関係にある時間語は無制限的な系列のために充足的な系をつくりに

くいことが指摘される。
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3　基準反応率・系反応率一覧表
4－2一一23表　時間。空間語テス5対語基準反応率および系反応率一覧裏 （あいうえお順）

語　　　（N） 反応率 語　　　（蕪） 反応率 語 系

あさ（朝）

@　　　　　　（228）
55．7

あさ（朝） 65ばん（晩）

@　　　　　　（228）
33．7
ばん（晩） 28．5

あさ→ひる（朝→昼）

@　　　　　　（228）
18．0

あさ→ひる（朝→登） 20あさ→よる（朝→夜）

@　　　　　　（228）
14．0
あさ→よる（朝→夜） 8．8

あさ→よる（朝→夜）

@　　　　　　（228）
14．0
あさ→ひる（朝→昼）

@　　　　　　（228）

あさ→ひる（朝→昼） 20
18．0
あさ→よる（朝→夜） 8．8

あさって→あした（明

纉冝ｨ明日）

@　　　　　　（228）

17．5

きょう→あした（今日

ｨ明日）

@　　　　　　（228）

きょう→あした（今日

ｨ明β） 39
40．8

あさって→あした（明　　　の後日→明日）

17．1

あと（後）

@　　　　　　（228）
20．6
さき（先）

@　　　　　　（228）
30．3
さき（先） 34

あと（後） 14．9

あと（後）

@　　　　　　（228）
242
まえ（前）

i聴間）　　　（228）

まえ（前） 2
16．7
あと（後） 0．9

うえ（上）

@　　　　　　（228）
8L6
した（下）

@　　　　　　（228）
86．8
うえ（上） 174

した（下） 76．3

うしろ（後）

@　　　　　　（228）
87．7
まえ（前）

i空間）　　　（228）
82．0
まえ（前） ユ80

うしろ（後〉 78．9

おととい→きのう（一

�冝ｨ昨日）

@　　　　　　（228）

5．3

きょう→きのう（今臼

ｨ昨臼）

@　　　　　　（228）

14．0

きょう→きのう（今日

ｨ昨日） 11

おととい→きのう（一
�P→昨日）

4．8

おととし→きょねん（一

�N→去年）

@　　　　　　（228）

0．4

ことし→きょねん（今

N→去年） 1ことし→きょねん（今

N→去年）

@　　　　　　（228）

0．4

おととし→きょねん（一

�N→去年）

0．4

きょう→あした（今日

ｨ明日）

@　　　　　　（228）

40．8

あさって→あした（明

纉冝ｨ明日）

@　　　　　　（228）

きょう→あした（今日

ｨ明田） 39
ユ7．5

あさって→あした（明

繪P→明日）

17．1

きょう→きのう（今日

ｨ昨日）

@　　　　　　（228）

ユ4．0

おととい→きのう（一

�冝ｨ昨B）
@　　　　　　（228）

きょう→きのう（今日

ｨ昨印 11
5．3

おととい→きのう（一

�冝ｨ昨日）

4．8

ことし→きょねん（今
N→去年）

@　　　　　　（228）

0．4

ことし→きょねん（今
N→去年） 1おととし→きょねん（一

�N→去年）

@　　　　　　（228）

0．4

おととし→きょねん（一

�N→去年）

0．4

系の項目の上段の数値は反応数下段は％を承す。
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ことし→らいねん（今・年→来年）

5ことし→らいねん（今
N一・来年）

@　　　　　　（228）

3．9

さらいねん→らいねん
i再来年→来年）

@　　　　　　（228）

2．2
さらいねん→らいねん
i再来年→来年）

｝2．2

さき（先） 34さき（先）

@　　　　　　（228）
30．3
あと（後）

@　　　　　　（228）
20．6
あと（後）

｝14．9

ことし→らいねん（今
N→来年） 5さらいねん→らいねん

i再来年→来年）

@　　　　　　（228）

2．2

ことし→らいねん（今

N→来年）

@　　　　　　（228）

3．9

さらいねん→らいねん
i再来年一→来年）

一2．2

うえ（上） 174した（下）

@　　　　　　（228）
86．8
うえ（上）

@　　　　　　（228）
81．6
した（下〉

｝76．3

そと（外） 86そと（外）

@　　　　　　（228）
65．7
なか（中）

@　　　　　　（228）
45．6
なか（中）

一37．7

たて（縦） 22たて（縦）

@　　　　　　（228）
11．0
よこ（横）

@　　　　　　（228）
3L1
よこ（横）

一9．6

そと（外） 86なか（中）

@　　　　　　（228）
45．6
そと（外）

@　　　　　　（228）
65．7
なか（中）

一37．7

にち→げつ（N→月） 64にち→げつ（窟→月）

@　　　　　　（228）
45．6
にち→ど（H→土）

@　　　　　　（228）
28．5
にち→ど（H→土）

一28ユ

はる吟なつ（春→夏） 　31｝はる→なつ（春→夏）

@　　　　　　（228）
2L1
はる→ふゆ（春→冬）

@　　　　　　（228）
ユ4．5

はる→ふゆ（春→冬） 13．6

あさ（朝） 65ばん（晩）

@　　　　　　（228）
33．7
あさ（朝）

@　　　　　　（228）
55．7
ばん（晩）

一28．5

みぎ（右） 175ひだり（左）

@　　　　　　（228）
85．1
みぎ（右）

@　　　　　　（228）
82．5
ひだり（左）

一76．8

よる（夜） 4ひる（昼）

@　　　　　　（228）
4．4
よる（夜）

@　　　　　　（228）
12．7
ひる（昼）

一1．8

まえ（前） 　2一まえ（前）

i蒔問）　　　（228）
16．7
あと（後）

@　　　　　　（228）
2．2
あと（後） 0．9

’82，0
まえ（｝弼） 180｝まえ（朋）

i空闘　　　　（228）

うしろ（後）

@　　　　　　（228）
87．7
うしろ（後） 78．9

みぎ（右） 175｝みぎ（右）

@　　　　　　（228）
82．5
ひだり（左）

@　　　　　　（228）
85．1
ひだり（左） 76．8

たて（縦） 22よこ（横）

@　　　　　　（228）
31．1
たて（縦）

@　　　　　　（228）
1LO
よこ（横）

一9．6

よる（夜） 　4一よる（夜）

@　　　　　　（228）
12．7
ひる（昼）

@　　　　　　（228）
4．4
ひる（昼〉 1．8
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4　位置変換（前・後ろ）テスト

　空間的な位置を表す〈前・後ろ〉の語の理解については，テスト1aでは単語・単語の系の成立

程度を確かめ，テスト2～4では単語・事物の系の各水準で確かめてきたので，事物・事物の系の

水準で，理癬の程度を確かめるのがテスト5の昌的である。

　すなわち，事物・事物の系の水準で，〈前・後ろ〉の語の理解を確かめるには，2つの条件が課題

として与えられる必要がある。第1は事物・事物関係が一一・w・一定の変化を条件に与えたとき，どのよう

に〈前・後ろ〉の認知に変化を与えるのか。そして第2は認知の表現としての言語形式（主語十述

語）に一定の変化を条件に与えたとき，どのように〈前・後ろ〉の認知に変化を与えるのかという

ことである。

　刺激材料には玩具のレーシング・カーとバトPt　一ル・カーを1台ずつ用意して，位置の前・後ろ

の組み合わせ変数を4種，発問の変数をA，Bの2　4－2－24表

種にしてテストした。その結果これらを位置：関係　　　　位　　置　　IA（レ→パ）1B（パ→レ）

別，発問別に分けると4－2－24表のように類型化さ　　　　目i」●911　　　　a’　　　　a2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後ろ・前　　　　　b3　　　　b，れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後ろ・後ろ　　　　e5　　　　c6
　この場合，レーシング・カーと，バト寮一ル・カ

ーの空問的な左右の位置は変わらず，レーシング・　　　前’後ろ　　　　d7　　　　ds

4一’2－25衰　位麗および発問別に見た：正反応率の有意差

課題

al

b3

c5

d7

N o
／
o

203 89．　0

119 52．　2

212 93．　0

102 44．　7

計　　636 69．　7

課題

a2

b4

e6

d8

手曇隣

N o／o

207 90．　8

122 53．　5

201 88．　2

150 65．　8

全　増

発　問

位　高

士位置

逆位置

670 73．　4

x2＝＝314．948　df＝：7　p〈O．　Ol＊＊

x2＝　3．098　d£＝1　p〈O．10

x2＝297．126　df＝＝1　p〈O．　Ol’“

x2＝　3．406　df＝：3　p〈O．5e

x2＝＝　21。448　　df罵3　　pく0．　Ol＊＊

カー左，バトpa　一ル・カー右。また発問ABの順序も変わらず，　Aが先，　Bが後である。この類型

化によって，位置および発問別に正反応率を見たのが4－2－25表である。4－2－25表によれぽ，

c5，後ろ・後ろ発問Aが最も正反応率が高く，d7，前・後ろ発問Aが最も正反応率が低い。

　そこで，全体，ABの発問別，位置別，順位先貸，逆位置別に有意差を¢2によってみると上表の

ように，全体，位置溺，逆位三隅に有意な差が認められる。すなわち，全体として有意差が認めら

れたから，それぞれについてみると，ABの発問形式では傾向的に差が生じる程度であるが，自動

車の位置によって正反応率に有意な差が認められている。すなわち，2台の車が前向きどうしある

いは後ろ向きどうしに位置する同一方向性の方が一方が穂向きで一一方が後ろ向きという異方向性よ
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り有意に正反応率が高いことを示している。

　次に，同一方向性内では特に有意差は認められず，異方向性の中に差が生じている。異方向性の

中では聞題7は問題8より正反応率が低い（x2・・20．402　df＝1　pくO．　Ol＊＊）。すなわち，〈前・後ろ〉

に関する事物と事物の系では，同一方向性の事物問の前後ろの系は成立しやすく異方向性の事物聞

の前後ろの系は成立しにくく，かつ，それに発問の主述に関する構文形式の違いでも差が生じる。

同一方向性であれば，「④は」の④の車の持つ前後ろ関係がそのまま「⑱の」の⑧の車との関係に

対応するから容易である。ところが異方向性であれば，本質的には「⑧の」の位置で決定されるに

もかかわらず，それが「④は」の④の車の持つ前後ろ関係と鰐弔するから理解が困難である。

4・一2一・26表　テスト5の地域差

　　　1　t2　ldf　i　p
al
a2
b3
b4
es

e6

d7
d8

．819

．956

6．　865

．025

．367

1．580

1．241

2．　643

2
2
2
2
2
2
2
2

．70

．70

．05＊

．90

．80

．50

．70

．50

　なお，4－2－27表にしたがって，地域差の有無を¢2によって調べたのが4－2－26表である。4－

2－26表によれば，問題b3にだけ，5％以下の危険率で，地域差が認められた。すなわち，和歌

山は他の2地域に比較して低いが，それが偶然的な要因によるものか，地域的特性によるものかの

判断はできない。

4－2－27表位置変換テストと地域差

　a（1）

1 2 3 4

合 計

○ × N NT

1 和　歌 山 　77
P00．0

　67

W7．O

　9
P1．7

　ユ

S3

2 京 榔 　78
P00．O

　69

W8．5

　8
P0．3

　1

P．3

3 束 京 　73
I0Q．O

　67

XL8
　3
S．1

　2
Q．7

　1
P．4

合 計
　228

P00．0

203

W9．0

20

W．8

　4
P．8

1
．
4
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a　（2）

1　和　歌　山
　　77

P00．0

　70

X0．9

　7
X．1

2　京　　　都
　　78

P00．0

　69
W8．5

　7
X．0

　2
Q．6

3　東　　　京
　　73

P00．0

　68
X3．2

　2
Q．7

　2
Q．7

　1

P．4

合　　　計
　228

P00．0

207

X0．8

16

V．0

　4
P．8

工
．
4

b　（3）

1 2 3 4

合　　計
○ × N NT

1　和　歌　山 　77
P00．0

　31

S0．3

　27
R5．1

　ユ9

Q4．7

2　京　　　都 　78
P00．0

　44
T6．4

　21

Q6．9

　13
P6．7

3　東　　　京 　73
P00．0

　44

U0．3

　ユ6

QL9
　12

P6．4

　1

P．4

合　　　計
　228

P00．0

119

T2．2

　64
Q8．1

　44

P9．3

1
．
4

b　（4）

1　和　歌　山 　77
P00．0

　43
T5．8

　23

Q9．9

　11
?４．3

2　京　　　都 　78
P00．0

　41
T2．6

　26
R3．3

　11

P4．1

3　東　　　京 　73
P00．0

　38
T2．1

　24
R2．9

　10

P3．7

　1

k4

合　　　計
　228

P00．0

122

T3．5

　73

R2．0

　32

P4．0

1
。
4

242　　第4童　結果と考察



C　（5）

1 2 3 4

合　　計
○ × N NT

1　和　歌　山 　77
P00．0

　71

X2．2

　5

U．5

　1
P．3

2　京　　　都 　78
P00．0

　72
X2．3

　5
U．4

　1

P．3

3　東　　　京 　73
P00．0

　69
X4．5

　1

P．4

　2
Q．7

　1

P．4

合　　　計
　228

P00．0

212

X3．0

11

S．8

　4
P．8

1
．
4

C（6）

1　和　歌　由
　　77

P00．0

　65
W4．4

　10
P3．0

　2
Q．6

2　京　　　都
　　78

P00．0

　70
W9．7

　7
X．0

　1

P．3

3　東　　　京
　　73

P00．0

　66

X0．4

　4

T．5

　2

Q．7

　1

P．4

合　　　計
　228

P00．0

201

W8．2

21

X．2

　5
Q．2

1
．
4

d　（7）

1 2 3 4

合　　計
○ × N NT

1　和　歌　山
77

P00．0

、。ll ，。ll 、．1

2　京　　　都
78

P00．0

44鷺 、111 1、丑
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3　東　　　京
　　73

P00．0

　36

S9．3

　25

R4．2

　ユ1

P5．1

　1

P．4

合　　　計
　228

P00．0

102

S4．7

　96
S2．！

　29

P2．7

1
．
4

d　（8）

1　和　歌　山
　　77

G00．0

　55
HL4

　14

P8．2

　　8

奄潤D4

2　京　　　都
　　78

?ＱO．0

　49
U2．8

　18

Q3．1

　エ1

P4．1

3　東　　　京
　　73

I00．0

　46

U3．0

　16

QL9
　10

P3．7

　1

P．4

含　　　計
　228

､00．0

150

U5．8

　48

Q1．1

　29

?２．7

1
．
4

5　時間判断（前。過ぎ）テスト

　テスト6aは時間判断のうち，特に時計の時閥の読みから，〈前・過ぎ〉の語の理解の程度を確か

めようとするものが昌盛である。

　テストには，玩具の時計が用意されたが，これは長針・短針が自由に手で操作できるしくみにな

り，ユ2，1，2，3の数字を含む区分が明示されている。そして，これにしたがって，「いま，何時？」

と問う発語テスy，「～にしてください」と指示する指示テスト，「○時になっている？　なってい

ない？」と問う半彗断テストに分かれている。

　まず，発語テス5，指示テスト，判断テストの正反応率を4－2－32表から34表について求めれば

4－2－28表のようにまとめられる。

4－2－28表　発議・指示・判断テストの正反応率

6：！5

3：05

6：30

3；05

6：15

前

過

前

過

発
五
μ
雪
μ

1

3

23

37

5

18

o／0

1．　3

10．　1

16．　2

2．　2

7．9

ヒ
熾言 示

riN1

29

38

47

26

24

e／0

9．2

16．　7

20．　6

11．　4

10．　5

判 断

N
132

136

130

138

126

e／0

57．　9

59．　6

57．　0

6G　5

55．　3
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　4－2－28表によれぽ，正反応率は発語，1＝旨示，判断の願に次第に高くなっており，判断テストで

の正答率は55．3～60．5％の間にあり，各問題間には有意な差は認められない（x2＝O．159　df＝4

p〈0．70）。すなわち，発語，指示テストで正反応二間に差はあっても，正○時（たとえぽ，6時）

を過ぎているか，いないかの判断は5，6割の理解に達することを示している。

　しかしながら，発語，詣示テストでの正反応率は低く，発語テストでは1．3～16．2％指示テスト

では9．2～20．6％にとどまり，時計の時間の読みの懇得の困難さを示している。

　次に発語，指示，判断の各テストごとに考察すると，発語テストでの正反応率の有意差は，

　　x2，：28．365　df謀4　　pく0．　Ol＊＊

1％以下の危険率で認められた。そこで各問題聞の有意差の有無を調べると，6時30分への反応

（間3）が最も高く，（～前）反応（問1，4）は（～過ぎ）反応（問2，5）より正答率が低い。4－2－29表は，

各問題間の有意差をガ検定で調べたものであるが，その事実を明示している。

4一・2－29表　発語テストの正反応率の有意差検定（x2）

問題

1
2
へ
φ
4
5

1

　　ぷポ
16．173

　　ぷ　
31．599

　0
　　ぷぷ
11．152

2

　　ホぷ
！6．173

3．762

　　コヌホ

12。318

0．733

3

　　ぷぷ
31．599

3．762

　　ぷホ
26。768

　　みぷ
7．444

4

0

　　ぶな
12．318

　　　ぶ
26．768

　　ぷ　
7．513

5

　　ぷぷ
11．152

0．733

　　ぷポ
7．444

　　　ぷ
7．513

4－2－30表　癸認テストの正反礁率の有意差検定（x2）

問題

1
2
0
Q
凋
4
5

1

　　ぜぷ
7．890

　　みぷ
20。681

0．953

4．089

2

　み　
7．890

3．762

　ぷや
9．1工1

0．733

3 4

　　ぷ　
20．681

3．702

　　ポぷ
14．　275

　　ぷぷ
7．441

0．953

　　ぷ　
9．111

　　なな
14．275

　　なぷ
5．015

5

4．089

0．733

　ぷ　
7。441

　　ぷ
5．015

　また，4　一　2　一・30S（のように，「前」とはいわずに正しく6時15分，2時55分と答えた者を加えても，

その関係は変わらない。すなわち，時闘判断の「前・過ぎ」は「過ぎjの方が正しく発語でき，

「過ぎ」と言わずに正しく発語できた者を含めてもその幽係は変わらない。時計の時間判断は正○時

を起点にし，右回りで蒔關が起算されていくから，55分，45分というのは困難であるし，また，減

算的な作業を必要とする「～前」の学習を困難にさせていると考えられる。

　発語テストでは，正反応について5問題の地域差をみると，いずれも有意な差は認められなかった。
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　問1　　　　　x2篇1．47　　df＝2　　　　pく0．50

　問2　　　　x2皿＝1．76　　df＝＝2　　　　pく0．50

　FnS　3　x　2＝＝2．57　df＝：2　p〈O．30

　F．54　x2＝1．60　df＝2　p〈O．50

　問5　　　　x2＝0．96　　df＝1　　　　p＜0．70

　無反応は発語テストでは47．8～68．0％に達している。また，時刻認知の誤りは6時15分過ぎを6

時3時，6時15分を6時9時といった長針と短針による指示時点単位の複合の誤りが多い（19．7～

36・O％）e

　指示テストでの正答率の有意差は，

　　x2・＝・15．910　df＝＝4　　pく0．01＊＊

1％以下の危険率で認められた。そこで各問題間の有意差の有無を調べると，6時30分は発語テス

ト周様に億の4問より高い。そして（～前）反応（聞1，4）と（～過ぎ）反応（ee　2，5）とでは，差が

なくなり，5分を指示させる方が15分と指示させるより容易であることが示された。（4　一　2　一31ge）。

4－2－31表　詣示テストの正答率の有意差検定（詔2）

1 2

1
｝
2
［
3
「
4
「
5

　　　　＊

S，9GO

　　　＊
S，900

　　　寒＊

P0，580 1，12Q

0，717 1，694

3，659

3

　まポ
10．580

1．120

5．670

　ポぷ
8．740

4

O．　717

1．　694

5．　670

0．　296

5

3，659

　ぷぷ
8．740

0．296

　すなわち，「前・過ぎ」の認知の差はなく，5分，15分など時間認知に差が認められた。そして

地域差は全問に認められなかった。

　問1　　x2＝＝O．229　　　　　　　問2　　x2＝4．154

　聞3　 x2＝＝O．792　　　　　問4　 x2x3．800

　F．S　5　x　2＝O．960　（d£＝＝2）

　無反応は69．7～76．・3％に達している。また，誤り反応は7．9～12．3とほぼ全体の1割程度である

が，時計の正しい読み方を知らないためである。また，「前・過ぎ」の逆判断は1～2％にとどまっ

ている。

　判断テストでの正答率は4－2－28表のように各問とも正答率は55．3～60．5％にあり，有意差は認

められなかった。（oぴ2謹0．159df＝4）。

　また，○蒔になっているか，いないかの判断に認する地域差は問3に認められた。

　問1　　x2＝4．387　　　　　問4　　x2＝＝4．430
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　問2　　　x2＝O．788　　　　　　　　問5　　　x　2　：O．159

　問3　 x2．．6．405＊　　　　 （df需2）

　すなわち，問3は6時30分は6蒔になっているかいないかをたずねたもので，東京は癩歌出，京

都に比較して有意に正反応率が低い。東京の反応をみると，他の地域に比較して，6時30分をまだ

6時前だと反応する誤反応も多く，また無反応も多い。そして発語・指示テストでも正反応率は京

都・和歌山に比較して低いとV・う一貫性がある。しかし，それが地域的特性に依存する理由による

ものかどうかの判断はできない。

　以‡，時計に基づいた「前・過ぎ」の時閥≧隙新テス5では，55～60％の4，5歳児のクラスの幼

児は，○時○分前あるいは過ぎと言われた場合，○時になっている，いないの判断は可能になって

いる。しかし，いま何時と雷われて正しく答えられた幼児は，6時30分は比較的容易で16％，また

指示でも20％に達するが，15分前・過ぎになると正答率はさらに低下するし，特に「前」の方が困

難であるが，その三曲には「前・過ぎ」の時間語の理解に先だって時計の時問読みの困難さがある。

そしてそれに「前」，「過ぎ」の使用が巳常，幼児の生活で行われていないことがある。

4－2－32表　発語テストの反応

ラLスト　　6A一一1　　（1）　（6：15分前）

1 2 3 4 5 6 7 8

合　計
01

譓?語

02

譓?語
ﾆ碍義

03

譓?語
ﾆ類義

×1

O・過
ｬの使い誤り

×2

梭蝨W認

mの誤

　×

抹ｨ連
z

×5

G
N

1　和　歌　山 　77
P00．0

　3
R．9

　1
P．3

　1
P．3

　2
Q．6

　25
R2．5

　1
P．3

　44
T7．1

2　京　　　都 　78
P00．0

　1
P．3

　5
U．4

　26
R3．3

　1
k3
　45
T7．6

3　東　　　京 　73
P00．0

　3
S．1

　1
P．4

　32
S3．8

　37
T0．6

合　　　計
　228
P00．0

　3
P．3

　5
Q．2

　6
Q．6

　3
P．3

　83
R6．4

2
．
9

玉26

T5．3

テスト　6A－1　（2＞（3：5分過ぎ）

1　和　歌　山
　　77

P00．0

　工0

P3．0

　3
R．9

　1
P．3

　28
R6．4

　1
P．3

34

S4．2

2　京　　　都
　　78

P00．0

　5
U．4

　3
R．8

　24
R0．8

　1
k3
　45
T7．7

3　東　　　京
　　73

P00．0

　　8

P1．0

　3
S．1

　1
P．4

　30
S1．1

　1
P．4

　30
S1．1

合　　　計
　228
P00．0

　23
P0．1

　9
R．9

2
．
9

　82
R6．O

1
．
4

2
．
9

109

S7．8
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テスト　6A一雀　（3）（6：30分）

1 2 3 4 5 6 7 8

合　計

1　和　歌　山
　　77

P00．0

　16
Q0．8

　26
R3．8

　1
P．3

　34
S4．2

2　京　　　都
　　78

P00．0

　13
P6．7

　1
P．3

　20
Q5．6

　2
Q．6

　42
T3．8

3　東　　　京
　　73

P00．O

　　8

P1．0

　1
P．4

　17
Q3．3

　　7

U4．3

合　　　計 　228
P00．0

　37
H6．2

2
．
9

　63
Q7．6

　3
H．3

123

T3．9

テスト　6A－1　（4）（35分前）

1 2 3 4 5 6 7 8

合　計

1　和　歌　山
　　77

?０0．0

　2
Q．6

　3
R．9

　2
Q．6

　5
U．5

　17
Q2．1

　48
U2．3

2　京　　　都
　　78

P00．0

　1
?．3

　1

k3
　3
R．8

　1
k3

　13
?６．7

　1

k3
　58
V4．3

3　東　　　京
　　73

P00．Q

　2
Q．7

　3
Sユ

　4
T．5

　15
Q0．5

　49
U7．1

合　　　計
　228
P00．0

　5
Q2

　7
R．1

　9
R．9

　6
Q．6

　45
P9．7

1
．
4

155

U8．0

テスト　6A一茎　（5）（6：15分過ぎ）

1 2 3 4 5 6 7 8

合　計

1　和　歌　山
　　77

P00．0

　　8

P0．4

　1
P．3

　19
Q4．7

　49
U3．7

2　京　　　都
　　78

P00．0

　5
U．4

　2
Q．6

　12
P5．4

　1
堰D3

　58
V4．4

3　東　　　京
　　73

P00．0

　5
U．8

　1
P．4

　21
Q8．8

　46
U3．0

合　　　計
　228
P00．0

18

V．9

　4
P．8

　52
Q2．8

1
．
4

152

U7．1
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4－2－33表　撰示テストの及応

　テスト　6A－2　（1）（6：15分）

1 2 3 4 5 6　　　　7
　　一W

合　計

1　和　歌　山 　77
P00．0

　7
X．1

　1
P．3

　4
T．2

　1
P．3

　14
P8．2

　50
U4．9

2　京　　　都
　　78

P00．0
　8
P0．3

　3
R．8

　7
X．0

　60
V6．9

3　東　　　京
　　73

P00．0

　6
W．2

　2
Q．7

　2
Q．7

　5
U．8

　58
V9．婆

合　　　計 　128
P00．0

2玉

X．2

ユ
．
4

　6
Q．6

　6
Q．6

　26
P1．4

168

V3．7

テスト　6A－2　（2）　（3　05過ぎ）

1 2　　　　3 4 5　　　　6 7 8

合　計

1　和　歌　山
　　77

P00．0

　王5

P9．5

　1
P．3

　エ7

Q2．1

　44
T7．1

2　京　　　都
　　78

P00．0

　11
奄S．1

　7
X．0

　60
V6．9

3　東　　　京
　　73

P00．0

　12
P6．婆

　2
Q．7

　4
T．5

　55
U5．4

合　　　計
　228
P00．0

　38
H6．7

　3
P．3

　28
P2．3

159

U9．7

テスト　6A－2　（3）（630分）
1 2 3 4 5 6 7 8

’合　計

1　和　歌　山
　　77

I00．0

　21
Q7．3

　1
k3

　　9

P1．7

　46
T9．7

2　京　　　都
　　78

P00．0

　16
Q0．5

　4
T．1

　58
V4．4

3　東　　　京
　　73

I00．0

　10
P3．7

　5
U．8

　58
V9．4

合　　　計 　228
P00．0

　47
Q0．6

1
．
4

18

V．9

162

VL1

テスト　6A－2　（4）（3：5分前）

1 2 3　　　　4 5 6 7 8

合　計

1　和　歌　山
　　77

P00．0

　10
､3．0

　2
Q．6

　1

k3
　15
P9．5

　49
U3．6

2　京　　　都
　　78

P00．0

　5
U．4

　1

k3
　2
Q．6

　　8

P03
　62
V9．5

3　東　　　京
　　73

P00．0

　11
P5．1

　1
P．4

　1
P．4

　1
P．4

　59
W0．9

合　　　計
　228
P00．0

　26
PL4

2
．
9

2
．
9

　4
P．8

　24
P0．5

170

V4．6
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テスト　6A－2　（5）（6：15分過ぎ）

1 2 3 4 5 6 7 8

合　計

エ　和　歌　山
　　77

I00．0
　9
PL7

　3
R．9

　16
Q0．8

　49
U3．6

2　京　　　都 　78
P00．0

　　9

P1．5

　2
Q．6

　5
U．4

　62
V9．5

3　東　　　京 　73
P00．0

　6
W．2

　1
k4

　3
S．1

　63
W6．3

合　　　計
　228
P00．0

　24
P0．5

　3
P．3

　3
k3
　24
P0．5

174

V6．3

4－2－3嬢　判断テストの反応

　テスト　6A－3　（1）（6：15分前）

1 2 3 4

合 計

1　和 歌 山
　　77

P00．0

　50
U4．9

　22
Q8．6

　5
U．5

2　京 都
　　78

P00．0

　38
｡8。7

　31
R9．7

　　8

P0．3

　1
P．3

3　東 京
　　73

P00．0

　44
U0．3

　23
R1．5

　6
W．2

合 計 　228
P00．0

132

T7．9

　76
R3．3

19

W．3

1
．
4

テスト　6A－3　（2）（3：05分過ぎ）

1 2 3 4

合　　計

1　和　歌　由
　　77

P00．0

　婆3

T5．8

　33
S2．9

　1
P．3

2　京　　　都
　　78

P00．0

　47
U0．3

　25
R2．1

　6
V．7

3　東　　　京
　　73

P00．0

　46
U3．0

　21
Q8．8

　6
W．2

合　　　計
　228
P00．0

136

T9．6

　79
R4．6

13

T．7

テスト　6A－3　（3）（6：3e分）

1 2 3 4

畠

合 計

1 和 歌 山
　　77

P00．0

　50
U4．9

　26
R3．8

　1
P．3

2 京 郷
　　78

P00．0

　婆7

UQ．3

　23
Q9．5

　6
V．7

　2
Q．6

3 東 京
　　73

P00．0

　33
S5．2

　31
S2．5

　　9

P2．3
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合 二
漏
口

　22S
100．0

130

57．0

　80
35．1

ハ
0
0

1
　・
　
7

9
臼
∩
コ

テスト　6A－3　（4）（3：05分前）

1 2 3 4

A
欝
計

1 和 歌 由
　　77

P00．0

　49
U3．6

　27
R5．1

　1
P．3

2 京 都
　　78

P00．0

　40
T1．3

　27
R娃．6

　5
U．4

　6
V．7

3 束 京
　　73

P00．0

　49
U7．1

　17
Q3．3

　7
X．6

A
口

計
　228
P00．0

138

U0．5

　71
R1．1

12

T．3

　7
R．1

テスト　6A－3　（5）（6：15分過ぎ）

1 2 3 」⊥一
A
口
計

1 孝1達 歌 山
　　77

P00．0

　42
T4．5

　33
S2．9

　2
Q．6

2 京 都
　　78

P00．0

　逢0

T1．3

　27
R娃．6

　5
U．4

　6
V．7

3 束 京
　　73

P00．0

　44
U0．3

　22
R0．1

　7
X．6

A
口

計
　228
P00．0

126

T5．3

　82
R6．0

12

T．3

　8
R．5

6　時間職断（けさ・ゆうべ・こんや）テスト

　テスト6bは時二二断のうち，特に，きのう・きょう・あしたと，朝・昼・夜のいずれかの意味

を複合させた〈けさ・ゆうべ・こんや〉の語の理解の程度を確かめようとするのが目的である。そ

してテストは，たとえぽ，「けさって，いつのこと？」とたずねる説曙テストと「けさって，きのう

のこと？それから朝のこと？llとたずねる認知テスト，そして，「ゆうべって，過ぎたこと？過

ぎないこと？」とたずねる判断テストとに分かれている。

　まず，説明テスト，認知テスト，罫引1テストの正反応率を4－2－36表から38表について求めれば

4－2－35表のようにまとめられる。

4－2－35山けさ・ゆうべ・こんやの正反応華　　　　　　これによれぽ，〈けさ・ゆうべ・こん

語

テスト

け　　さ

ゆうぺ

こんや

説 明

9
　3．　9　e／．

12

　1L　8　0／e

38
　16．　6　e／．

認 知

！4e

　48．　7　O／e

166
　62．　3　o／0

134
　47．　4　O／o

判　　断

213
　93．　4　O／e

199
　87．　3　Olo

や〉を正しく説明できるのは3．9～16．6

％であるが，それはきのうのことか，そ

して夜のことかなどたずねられれば約47

～62％の幼児は正しく答えられ，〈ゆうべ，

こんや〉は過ぎた時間を表す語かどうか

はだいたい理解できていることを示す。
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　そこで，各テス鍔弓に考察すると，説明テストでの正反応率の有意差は，

　　x2＝19．373　　df＝　2　　　　pく0．　Ol＊＊

1％以下の危険率で認められた。そこで各問題聞の有意差の有無を調べると，

　　けさ×ゆうべ　　x2＝：9．625　df・1　p＜O．　01＊＊

　　けさ×こんや　　ガ＝18．890df＝l　　p＜0．01＊＊

　　ゆうべ×こんや　自～2＝2．126　df＝1　p＜0．20

で，〈けさ〉が有意に〈ゆうべ〉〈こんや〉より正答率が低い。そして誤りでは碍を抜かした割合が，

時間を抜かす割合より〈けさ〉〈ゆうべ〉では高いが，〈こんや〉ではほぼ同じ割合である。

　また，地域差は，

　　1つ一さ　　 x2＝O．290　df　＝2　　pく0．90

　　ゆうべ　x2＝3．253　df＝2　pく0．20

　　こんや　りひ』6．696　δf＝2　　pく0．05＊

〈こんや〉について，東京は和歌山，京都と比較して正答率が高い。これについて，京都，和歌山に

は〈こんや〉の代わりにくこんばん〉があり，そのためにくこんや〉の正答率を低めていると考えられる。

　認知テストでの正反応率の有意差は，

　　x2＝＝12．390　　df＝2　　　　pく0．　Ol＊＊

1％以下の危険率で認められた。そこで各問題聞の有意差の有無を調べると，

　　けさ×ゆうべ　　x2・＝8．443　df　＝1　p〈0．01＊＊

　　けさ×こんや　　x　2＝＝　0．　040　df＝1　　p＜0．95

　　こんや×ゆうべ　Ω～』10．155df・1　pく0．01＊＊

で，〈ゆうべ〉が有意に〈けさ〉〈こんや〉より正反応率が高い。

　また，地域差は，

　　け』さ　　　x2＝5．560　df　＝2　　pく0。10

　　ゆうべ　x2・＝　O．　212　df・・2　pく0．90

　　こんや　鉛』0．481　df　＝2　　pく0．80

で有意差は認められなかった。

　半1断テストでの正反応率の有意差は，

　　x2＝4．817　d£＝＝1　p〈O．05＊

5％以下の危険率で認められた。すなわち，〈ゆうべ〉の方がくこんや〉より正反応率が有意に高い

ことを示している。

　また，地域差は，

　　ゆうべ　ガ篇8．785　df＝・2　pく0．05＊

　　こんや　ガ＝0．090　df＝2　　p〈0．98
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で，〈ゆうべ〉に地域差が認められた。すなわち，東京が他の2地域に比較して，〈ゆうべ〉に対し

て，もう過ぎている時間語であると判断することが低いことを示しているが，それは策京の場合，

「夕方」の意味の混同かどうか。もしそうならば，説明テストでも正答率は低くなると考えられるが，

実際は他の2地域より高い。しかし，認知テストでは正反応率が低く一貫性が見られない。

　以上の点からみると，本テストで明らかにされたことは，第1に，〈けさ〉はくゆうべ〉くこんや〉

といった夜の時間を表す認より困難であること。このことは，朝・昼・夜の中では夜が朝より理解

が容易であることと符合する。第2に，〈ゆうべ〉はくこんや〉より容易であること。そして，第

3に，地域差が生じる二念は，基準反応とは別に体系を持った反応体系が干渉することが示唆され

た。

4－2－36褒　説明テストにおける反応

　テスト　6B－1　（1）

1 2 3 4 5　　　　6 7 8

け　　　さ 合　　計
○エ 02 ×1 ×2 ×3 ×4 N NT

1　和　歌　山 　77
P00．0

　3
R．9

　24
R1．2

　17
Q2ユ

　10
P3．0

　3
R．9

　20
Q6．0

2　京　　　都 　78
P00．0

　！

k3
　19
Q婆．4

　7
X．0

　10
P2．8

　2
Q．6

　37
k7．4

　2
Q．6

3　東　　　京 　73
P00．0

　3
S．！

　2
Q．7

　23
R1．5

　7
X．6

　4
T．5

　7
X．6

　26
R5．6

　1

k4

合　　　計
　228
P00．0

　7
R．1

2
．
9

　66
Q8．9

　31
H3，6

　24　　　12
H0．5　　　5．3

　83
R6．4

　3
P．3

ゆ　う　べ

1　和　歌　山
　　77

P00．0

　2
Q．6

　8
X．！

　33
?２．9

　15
?９．5

　6
V．8

　1
P．3

　ユ3

P6．9

2　京　　　都
　　78

P00．0

　5
U．4

　31
R9．7

　13
P6．7

　　8

P0．3

　3
R．8

　16
Q0．5

　2
Q．6

3　來　　　京
　　73

P00．0

　10
?３．7

　3
S．1

　26
R5．6

　6
W．2

　2
Q．7

　4
T．5

　20
Q7．4

　2
Q．7

合　　　計
　228
P00．0

12

T．3

15

U．6

　90
R9．5

　34
P4．9

16

V．0

　8
R．5

　49
Q1．5

　4
k8

こ　ん　や

1　和　歌　山
　　77

P00．0

　　10

P3．O

　　10

P3．0

　　15

P9．5

　　11

P婆．3

　4
T．2

　　27

R5．1

2　京　　　都
　　78

I00．0

　　2

Q．6

　　7

X．o

　　15

P9．2

　15
P9．2

　12
^5．4

　　2

Q．6

　　23

Q9．5

　　2

Q．6

3　東　　　京
　　73

P00．O

　　17

Q3．3

　　2

Q．7

　　12

P6．4

　　9

P2．3

　4
T．5

　　l

k4
　　27

R7．0

　　1

k4

合　　　計
　228
I00．0

ユ9

W．3

王9

W．3

　37
P6．2

　39
P7．1

　27
P1．8

　　7

Rユ

　　77

R3．8

　3
k3
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4－2－37表　認知テストにおける反応

　テスト　6B－2　（1）

1 2 3 4 5 6

け　　　さ 合　　計
○ ×1 X2 ×3 N NT

1　和　歌　山 　77
P00．0

　44
T7ユ

　4
T．2

　12
P5．6

　17
Q2ユ

2　京　　　都 　78
P00．0

　30
R8．5

　i6
Q0．5

　11
P4．1

　17
QL8

　3
R．8

　1
P．3，

3　東　　　京 　73
P00．0

　37
T0．7

　9
P2．3

　王G

P3．7

　10
P3．7

　6
W．2

　1
P．4

合　　　計
　228
P00．0

1U
S8．7

　29
^2．7

　33
P4．5

　44
P9．3

　9
R．9

2
．
9

ゆ　う　べ

1　和　歌　山
　　77

P00．0

　49
U3．6

　　8

P0．4

　　8

P0．4

　10
P3．0

　2
Q．6

2　京　　　都
　　78

P00．0

　49
U2．8

　12
P5．4

　　9

P1．5

　7
X．0

　1
P．3

3　東　　　京
　　73

P00．0

　44
U0．3

　4
T．5

　7
X．6

　11
?５．1

　7
X．6

合　　　計
　228
P00．0

142

U2．3

　24
P0．5

　24
P0．5

　28
P2．3

10

S．4

こ　ん　や

1　和　歌　山
　　77

P00．0

　34
S4．2

　　8

P0．4

　14
P8．2

　19
Q4．7

　1

k3
　1
P．3

2　京　　　都
　　78

P00．0

　38
S8．7

　13
P6．7

　　9

P1．5

　13
P6．7

　5
U．4

3　束　　　京
　　73

P00．0

　36
S9．3

　5
U．8

　11
P5．1

　16
Q1．9

　5
U．8

合　　　計
　228
P00．0

108

S7．4

　26
P1．4

　34
P4．9

　48
Q1ユ

11

S．8
1
．
4

4－2－38表　判断テストにおける反応

　テスト　6B－3　（2）

1 2 3 4

合 計

1 和 歌 山 　77
PGG．G

　74
X6．1

　2
Q．6

　1
P．3
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2　京　　　都
　　78

P00．0

　76
X7．4

　1
k3

　1
k3

3　東　　　京
　　73

P00．0

　63
W6．3

　6
W．2

　4
T．5

合　　　計
　228
P00．0

2エ3

X3．4

　8
R．5

　6
Q．6

1
．
4

テスト　6B　一一3　（3）

1 2 3 4

合 計

1 和 歌 山 　77
P00．0

　68
W8．3

　7
X．1

　1
P．3

　1
P．3

2 京 都 　78
P00．0

　68
W7．2

　4
T．1

　6
V．7

3 束 京 　73
P00．0

　63
W6．3

　7
X．6

　3
S．1

合 計
　228
P00．0

199

W7．3

ユ8

V．9

10

S．4

1
．
4

7　時間判断（過去・未来）テスト

　テスト6cは，丁丁判断のうち，特に日の経過および年の経過を示す，あした・おととい・あさ

って・きのう，また，らいねん・おととし・きょねん・さらいねんの語について，いずれが「過ぎ

たこと」を表す語か，いずれが「過ぎない（これからの）こと1を表す語かの理解の程度を確かめ

ようとするのが臼的である。そしてテストは，たとえば「きょうからみて，あしたは過ぎた日のこ

と？」，「ことしからみて，らいねんは過ぎた年のこと？」とたずねて回答を求めることにした。

　まず，正反応率を4－2－42表から43表について暑こめれば，4－2－39表のようにまとめられ

る。

4－2－39表　H・年の過虫・未来判断の正反簿率

あした

おととい

きのう

あさって

N o／o

169　74．　1

155　68．0

194　85．　1

152　66．　7

らいねん

おととし

きょねん

さらいねん

N e／o

164　71．　9

105　46．　1

156　68．4

134　58．　8

　4－2－39表によれば，日および年について，それが過去を表すか，未来を表すかの判断は，日で

66～85％，年で46～71％となり，日および年の各経過単位についてみると，日の経過を表す語（た

とえば，あした／らいねん，おととい／おととし）の方が年の経過を表す語より正反応率が高い。

　次に，属の経過を表す語に限って考察すると，各語の正反応率の有意差は，
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　　x2篇24．678　　df＝＝3　　　　pく0．01＊＊

1％以下の危険率で認められた。そこで各語間の有意差の有無を調べると，4－2－40表のように，

〈きのう〉は他のどれとも有意に正反応率が高く，他の3語間には有意差は認められなかった。

4－2－40表　日を表す語反応の有意差検定（x2）

日 あした

あ・細

きの懇麟
あさって 3．　017

おとと・・
P・．・4・

きのう

3．　4差芭

2i．　i56

1s．　s＄6

あさって

3．　017

2i．　ig6

O．　045

おととい

2．　041

18．5亭δ

e．　04s

　また，地域差は，

　あした　　x2＝3．　386　df　＝2　　p＜0．20

　　おととい　 x2＝＝2．708　df　＝2　　p＜0．30

　　あさって　x2・　O．　090　df・2　　p＜0．98

　　きのう　　¢2；0．157　df鳳2　　p〈0．950

となり，いずれにも認められなかった。

　次に，年の経過を表す語について考察すると，早撃の正反応率の有意差は，

　　x2＝＝　38．　563　Pf＝3　p　〈O．　Ol＊＊

1％以下の危険率で認められた．そこで各層閤、の有意差の有無を調べると，4－2－41表のように，

〈おととし〉は他のどれとも有意に正反応率が低く，かつ，過去を表す語相互（きょねん／おととし），

未来を表す語相互（らいねん／さらいねん）に有意差が認められている。

4一一2一・41表　年を表す語反応の有意差検定（x2）

年

らいねん

さらいねん

らいねん さらいねん

8．6§ラ

8，6§う

き：ねん O．　620

おととし　　31．5萱

　　藻．．．

4．　568

7．　396

きょねん　　おととし

O．　620

4．　56g

23．2琵

31．　si1

7．　396

23．2諾

また，地域差は，

　らいねん　x2＝＝3．109

　：おととし5ゆ2＝0．040

　きょねん。2』O．462

　さらいねん　が漏1ほ12

df＝2

df　＝2

df　＝2

df＝＝2

p　〈O．　30

p　〈O．　98

p　〈O．　80

p　〈O．　70
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となり，いずれにも認められなかった。

　以上のことから，日および年の経過を表す藷の過去・未来の判断を求めたテストでは，Nの経過

では「きのう」が有意に高く，年の経過では「おととし」が有意に低かった。そして第2の点は臼

の経過では丁丁・未来に関する反応率の差は認められないが，年の経過では，くことし〉を墓点にし

て，未来を表す語が同じ経過でも過去を表す語より高いことが示されている（ただし，らいねん／

きょねんには有意差なし）。また，同じ未来どうし，過去どうしに有意差が現れていて，このことは

日の経過を表す語にも差が現れ，時間の経過と共に，理解の低下が生じることを示している。

4一一2一・42表　旧および年の時間判断テストの反応

（1）あした

1　　　　　2 3 4

合　　計
○ × N NT

1　和　歌　由 　77
P00．0

　52
U7．5

　22
Q8．6

　3
R．9

2　京　　　都 　78
P0Q．O

　58
V4．4

　16

Q0．5

　4

Tユ

3　東　　　京 　73
P00．0

　59
W0．8

　11

P5．1

　3
S．1

合　　　計
　228

P00．0

169

V4．1

　49

QL5
10

S．4

（2）　おととい

！ 2 3 4

合　　計
○ × N NT

　　　　　　　　　　　　　　　771　和　歌　山　　　　　　　　　　　　　100．0 　47

ULO
　21

Q7．3

　　9

P1．7

2　京　　　都
　　78

P00．0

　57
V3．1

　12
P5．4

　　9

P1．5

3　束　　　京
　　73

P00．0

　51

U9．9

　14

P9．2

　　8

P1．0

合　　　計
　228
P00．0

155

U8．0

　47
Q0．6

　26
P1．4

第2節　時間・空間語テスト　　257



（3）あさって

1 2 3 4

合　　計
○ × N NT

1　和　歌　山 　77
P00．O

51

U6．2

20

Q6．0

6
7
．
8

2　京　　　都 　78
P00．0

51

U5．4

　17
Q1．8

10

P2．8

3　東　　　京 　73
P00．0

50

U8．5

　15

Q0．5

　8
P1．0

合　　　計
228

P00．0

152

U6．7

　52
Q2．8

24

P0．5

（4）きのう

1 2 3 4

合　　計
○ × N NT

1　和　歌　山 　77
P00．0

　66
W5．7

　11

P4．3

2　京　　　都 　78
P00．0

　67
W5．9

　ユ0

P2．8

　1

P．3

3　東　　　京 　73
P00．0

　61

W3．6
　9
G2．3

　3
S．1

合　　　計
　228

P00．0

194

W5．1

　3Q

P3．2

4
1
．
8

（1）らいねん

1 2 3 4

合　　計
○ × N NT
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1　和　歌　山
　　77

P00．0

　　52

U7．5

　　22

Q8．6

　　3

R．9

2　京　　　都
　　78

?ＯO．0

　　54

U9．2

　　16

Q0．5

　　8

P0．3

3　東　　　京
　　73

P00．0

　　58

V9．5

　　工3

奄V。8

　　2

Q．7

合　　　計
　　228

P00．0

164

V1．9

　　5工

Q2．4

13

T．7

（2）おととし

1 2 3 4

合　　計
○ × N NT

1　和　歌　山 　77
P00．0

　36

S6．8

　25

R2．5

　16

Q0．8

2　京　　　都 　78
P00．0

　35
S4．9

　23

Q9．5

　20

Q5．6

3　東　　　京 　73
P00．0

　3婆

S6．6

　19

Q6．0

　20

Q7．4

合　　　計
　228

P00．0

105

S6．1

　67
Q9．4

　56

Q4．6

（3）きょねん

1 2 3 4

合　　計
○ × N NT

1　和　歌　山
77

P00．0

71臓 24男 、．1 1愚

2　京　　　都
78

PGO．0

66男 、、冤 、、．1
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3　東　　　京
　　73

P00．0

　　49

U7．1

　　17

Q3．3

　　7

X．6

合　　　計
　　228

P00．0

156

U8．4

　　53

Q3．2

18

V．9

1
．
4

（4）さらいねん

1 2 3 4

合　　計
○ × N NT

1　和　歌　山 　77
P00．0

　47
ULO

　21

Q7．3

　9
P1．7

2　京　　　都 　78
P00．0

　42

T3．8

　22
Q8．2

　14

P7．9

3　東　　　京 　73
P00．0

　45
U1．6

　18

Q4．7

　ユ0

P3．7

合　　　計
　228

P00．0

134

T8．8

　61

Q6．8

　33

P4．5

8　時間判断（遠・近）テスト

　テスト6cでは，時間の経過を示す日および年に関することばについて，それらは過去あるいは

未来（過ぎた・過ぎない）を表すかをたずねたが，本項では，さらに二丁あるいは未来を表すこと

ぽ内では，どちらが時間的に遠いか，近いかの時間判断をさせ，事物・事物の系の理解の程度を墾

らかにしょうとするのが目的である。そしてテストは，たとえ．ば，「きょうからみて，あしたとあ

さってではどちらが遠い？」，「ことしからみて，さ来年と来年とではどちらが遠い？」とたずねて

回答を求めることにした。

　まず，正反応率を4－2－44表から求めれば，4－2－43表のようにまとめられる。

4－2－43表　H・年の還近判断の正答率

日 IN　o／e

あした／あさって

きのう／おととい

180

　78．　9

149

　65．　4

年 Ii　o／e

さらいねん／らいねん

きょねん／おととし

142

　62．　3

100

　43．　9
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　4－2－43表によれぽ，日と年では，きょうおよびことしからの経過単位ごとに比較すると，いず

れも日の経過を表す藷の方が年の経過を表す語よりも正答率が高く，また，未来を表す語の方が過

去を表す語よりも正答率が高い。そこで各組み合わせごとに有意差の有無を調べると，以下のよう

に，有意差が認められた。

　　あした・あさって／きのう・おととい　　　　コじ2＝！0．437df　・1

　　さらいねん・らいねん／きょねん・おととし　　が＝15．478df＝1

　　あした・あさって／さらいねん・らいねん　　　．x　2＝＝15．199　df＝1

　　きのう・おととい／きょねん・おととし　　　　x2＝　2！．　197　df　・1

また，地域差は，以下のようにいずれにも認められなかった。

　　あした・あさって　　　　　x　2・・O．　841　df　＝2　　pく0．70

　　おととい・きのう　　　　　⑳2＝3．572　df　＝2　　P＜0・20

　　さらいねん・らいねん　　　x2・＝O．042　df＝・2　　p＜0．98

　　きょねん・おととし　　　　x2＝＝2．395　df＝2　　pく0．50

pく0．01＊＊

p　〈O．　Ol＊＊

pくO．01＊＊

pく0．01＊＊

　以上のように，遠近関係の時閥戸出では，未来を表す語が田・年ともに正答率が高く，かつ日は

年よりも正反応率が高いことが示された。

4－2－44表　鶏および年の遠近判断テストの反応

　あした・あさって

1 2 3 4

合 計
○ × N NT

1 和 歌 山 　77
P00．0

　58
V5．3

　9
P1．7

　10

P3．0

2 京 都 　78
P00．0

　63
W0．8

　12

P5．4

　3

R．8

3 束 京 　73
I00．0

　59

W0．8

　6
W．2

　8
P1．0

合 計 　228

P00．0

180

V8．9

　27

P1．8

21

X．2

おととい・きのう

1 2 3 4

合　　計
○ × N NT
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1　和　歌　山
　　77

P00．0

　48
U2．3

　王1

P4．3

　ユ8

Q3．4

2　京　　　都
　　78

P00．0

　47
U0．3

　17

QL8
　14

P7．9

3　東　　　京
　　73

P00．0

　54
V4．0

　7
X．6

　ユ2

P6．4

合　　　計
　228

P00．0

149

U5．4

　35
奄T．4

　44
P9．3

さらいねん・らいねん

1 2 3 4

合　　計
○ × N NT

1　和　歌　山 　77
P00．0

　47
U1．0

　17

Q2ユ

　12

P5．6

　1

P．3

2　京　　　都 　78
P00．0

　49

U2．8

　18
Q3．1

　11

P4．1

3　東　　　京 　73
P00．0

　46
U3．0

　10
P3．7

　17
Q3．3

合　　　計
　228

P00．0

142

U2．3

　45

P9．7

　40

P7．5

1
，
4

きょねん。おととし

1 2 3 4

合　　計
○ × N NT

1　和　歌　山 　77
P00．0

　39
T0．6

　23
Q9．9

　15

P9．5

2　京　　　都 　78
P00．0

　33
S2．3

　26
R3．3

　19

Q4．4

3　東　　　京 　73
P00．0

　28
R8．4

　29
R9．7

　16
Q1．9

合　　　計
　228

P00．0

100

S3．9

　78

R4．2

　50

Q1．9
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9　結果に対する考案

　時聞・空間語テストでは，時間・空間を表す語（時間7対26語，空閾10対20語）について，単諮・

単語の水準のテストとして紺語テスト，単語・事物の水準のテストとして，発語，誘導発語，語認

知の各テスト，事物・事物の水準のテストとして位置変換，時間判断テストを実施し，各水準での

理解および系の成立程度を明らかにしてきた。

　そこで本項では，それらの諸結果に対して，各水準のテスト間の結果の異同に視点を合わせて考

察しようとする。

　第1に，われわれは就学前児童はどのような時間・空間語をどの水準で，どの程度の理解および

系の成立を得ているかを明らかにしょうとしたので，これを各テストごとに，各対語の有意差にし

たがって示せば，次のようになる。

　　　　　　　　　（時間・空間議）　　　　　　　　　　　　　　（対語内）

　　前後ろ
　　　　　　　　　　　　　後
　　右　左〉中　外〉朝　晩〉対語
　　　　　　　　　　　　　縦
　　上　下

先　昼　夜
　〉

横前後

発語　上下
　　　　　　〉中　外〉右　左
（空間）前後ろ

　　　　　　　先〉後夜〉昼
外〉中　朝〉晩
　　　　　　　横〉縦前〉後

中〉外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一印は対語内に有意差の認められないもの

（1）対語間の理解について考えれば，まず，1対1の対義関係にある対語だけに限るならば，空間

講が時間語より系の成立が高く，したがって，理解が容易であることが示された。すなわち，〈前・

後ろ〉，〈右・左〉，〈上・下〉〈中・外〉の各対語は有意に〈朝・晩〉，〈昼・夜〉より理解が容易であ

る。しかし，一部にく朝・晩〉はく縦・横〉より容易であるし，〈前・後〉，〈後・先〉は空間的な位

置や時間的な位置をも表す語であるから，区朋できない点もあるが，大まかには，空間語〉時間語

という傾向は指摘できると考えられる。

　なお，対語テストと同じ語について，発語，誘発，語認知の各テスト水準で検討することが可能

であるが，空間的な〈後・先〉，〈前・後〉はく前・後ろ〉で代表させることができるにせよ，〈朝・

晩〉，〈縦・横〉はそれぞれ，〈朝・昼・晩〉，〈縦・横・斜め〉という系列語関係で実施したので厳

密な比較は不可能になっている。

②　次に，時間語より根対的に理解が容易であった4対の対義関係にある空間語について，理解の

容易さを比較すれぽ，対語テストでは，

　　前・後ろ，右・左，上・下〉中・外

となり，発語テストではく右・左〉の空虫下だけが，4対語の間では理解度が最も低くなっている。

これらについて，さらに他のテスF水準での結果をみると，
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ろ

上
下
前
後
中
外
右
左

　
　
一
　一
　

一

対語

81．　6

86．　8

82．　0

87．　7

45．　6

65．　7

82．　5

85．　1

発語

59．　6

60．　1

51．　8

53．　5

69．　7

46．　9

25．　0

24．　6

誘発

92．　5

91．　2

89．　9

87．　3

88．　6

76．　8

85．　1

82．　9

認知

98．　7

93．　9

98．　2

92．　5

92．2

9Z　4

92．　1

89．　9

となる。これによって2つの点が指摘できる。すなわち，第1は空間語は対語テストより発語テス

トの結果のほうが基準反応率が低いこと，第2は，〈右・左〉が最も発語テストで急激な低下を示す。

　本来，本調査が実施した各水準テスN＃1単語・単語の水準から，単語・事物の水準へと移行する

につれて，基準反応率が向上すると考えられたが，空間語の場合は紺語テストと発語テスト問に大

きな段差が生じているのが特徴であり，空聞的な概念は主体がどこにあるかによって位置関係を表

す語が変わってくることを示す。したがって単語・単語の水準で系を成立させることができても，

単語・事物の水準で正確に表現することは，事物・事物系の認知が可能なときだけに限られること

になり，その点で〈左・右〉のことばは理解できても，左右概念が発達してなけれぽ発語テストの

水準で基準反応率を低めることになるのである。

⑧　次に，時聞的な位置や経過を表す語について特に複数の対語すなわち，系列（シリーズ）や循

環（サークル）の関係を持つ対語について基準反応率の有意差をみると，

　　　　　　　　　日（未来）　一一臼　　　年（未来）

　　　　　　曜日〉　（対語）

（発諮）

（誘発）

（認知）

曜日

33．　8

46．　1

71．　5

　　　　＞　　　　　＞
季節　　　H（過宏）　年（過去）

一日季節＞H＞年
33．3　26．8　7．5　L8

45．6　38．6　28．5　3．1

82．0　71．5　68．9　31．6

数字は基準語反応のパーセント

となる。この結果によれぽ，次の3点を指摘することができる。第1は，発語，誘発，認知の単語

・事物の水準では，サークル関係を示す時閾語の方が，シリーズ関係を示す時間語より理解率が高

い。もっとも，対語テスFでは1冒の経過を表す〈朝・昼・晩〉は未来に向けた目の経過を示す語

より低くなっているが，別に〈朝・昼・夜〉という語をあてる地域のく朝・昼・夜〉反応は除かれ

ているから，これも含めれば，系の成立は8．7～22．3％となり，1日の系の成立17．4％を凌ぐこと

になる。参考までに，発語，誘発テストでのく朝・昼・夜〉反応を加えれば，1Hの経過を示す時
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〈朝・昼・晩〉

対語

発語

誘発

曜目

28．　1

33．　8

46．　1

日

IZ　1

33．　3

45．　6

季節

13．　6

26．　8

38．　6

一臼

8．　7

7．5

28．　5

〈朝・昼・晩〉＋〈朝・昼・夜〉

曜日

28．　1

33．　8

46．　1

一日

22．　3

67．　9

70．　6

日

17．　1

33．　3

45．　6

季節

13．　6

26．　8

38．　6

閥語は，33．3～67．9％（発語），28．5～70．6％（誘発）に達することになる。

　このことから，／11iの経過を示す〈朝・昼・晩〉はく朝・昼・夜〉を加えれば，サークル関係の

時繭語はシリーズ関係を表す時闘語より理解が容易で，かつ，サークル関係の時間語では，！日〉

曜臼〉季節という短い時間経過から長い時聞経過を示すにつれて理解率が低くなること。同様に，

シリーズ関係の時閲語もまた短い時間経過を表す〈日〉は長い蒔問経過を表すく年〉より理解率が

高いことが明確に示された。そしてさらに，日の経過では未来を表す蒔間語は過去を表す時問語よ

り理解率が高いこともまた示された。

（4）次に時間・空聞語について各対語内の理解率の高低を考えるならぽ，第！に，各対語内に有意

差が認められた対講は系反応率の高い語には現れないということが指摘され，また発語テストの結

果によれぽ，系反応率22．4％のく右・左〉にも差が出ない。しかし対語テストでは，系反応率のそ

れ以下であるく縦・横〉〈先・後〉〈夜・昼，荊・後〉には掬墨差が出ているし，〈前・後ろ〉〈上・

下〉にしても頭うちといわれるほどの高率ではないから，すでに性状語の項で指摘したように，習

得のきわめて初期のときから，特定の時間・空妙詩に限っては有意差があると考えられる。そして，

〈中・外〉のような語は以下に示す誘発および認知テストにおいても有意差が認められる。

　　　　　　中　　　　外

　　対語　　 45．6　〈　65．7　　　　p〈0．Ol＊＊

　　発着　　　　69．7　　＞　　46．9　　　　　　　p〈0．Ol＊＊

　　誘発　　　　88．6　　＞　　76．8　　　　　　　　p〈0．01＊＊

　　言忍斜日　　92．1　＜　97。4　　　　p＜O．05＊

　しかしながら，上にあげたように，〈中・外〉のいずれかがより優位：にあるかはきめがたい。ただ，

発語，誘発テストでは，絵図（事物）に誘引されて，〈外〉というべきところを左右の位置関係で啓え

るなどの反応を生じやすく，対語テストではくそと・うち〉という対語闘係をつくる幼児には〈そ

と・なか〉反応を低めるという点では共通性がある。

　ところで，性状語テストで明らかにされた量的多さを承す極性の語のほうが理解が容易であると

いう説明はここでは導入できない。しかし複合語を構成する前部分と後部分，たとえば，〈前＋後〉，

〈上＋下〉のいずれかが優位であると仮定するならぽ，
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　空間語　外〉中または中〉外，横〉縦

　時間語　朝〉晩，先〉後，夜〉昼，前〉後

となり，時間語の方に関して，複合語の前部分の優位を示唆する結果が出ている。すなわち，朝晩，

夜昼，前後は性状語の大小，高低の複合語構成のそれに対応していると考えることもできなくはな

い。そしてその複合語を形成する複合概念には，事物・事物の水準において何らかの優位に立つべ

き概念が複合語の形成において前部に来るという仮定であるが，それにしても先〉後の結果は後先

の複合語構成と矛盾するし，夜昼は昼夜ともいうし，複合語成立に関する十分な資料が得られない

のでこれ以上討論することはさしひかえ，今後の課題とする。

㈲　さて，われおれはテスト5およびテスト6で事物・事物の水準に直接あるいは間接的に関与す

ると考えられた問題をとりあげた。そして，テスト5のく前・後ろ〉に関する位置変換では，同一

方向性の事物・事物関係の方が異方向性の事物・事物関係より理解が容易であることが確かめられ

た。また，時計を材料にした時問のく前・過ぎ〉判断では，〈前・過ぎ〉の語理解が時刻の右回り的

認知態勢によって規定されていることを認めた。

　さらに，きょうおよびことしを中心にして，未来への経過を表す日および年，過去への経過を表

す欝および年についての，「過ぎたか，過ぎないか」の過去・未来および遠近判断を調べた結果では，

　　日〉年

　　　　　　あした・おととい　　らいねん　さらいねん
　　きのう＞　　　　　　　　　　　　　＞
　　　　　　あさって　　　　　　きょ：ねん　おととし

　　あした・あさって〉きのう・おととい　　さらいねん・らいねん〉きょねん・おととし

となり，日の経過を表す語は年の経過を表す語より理解が容易であり，未来への経過を表す語は過

去への経過を表す語より理解容易であるという事物・事物の水準の系の成立が閉らかにされた。
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第3節　動詞テスト

1　対語テスト

　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　対語テストは，高してと対義関係にある各対の動詞は何かをたずね，被験者に単語・単語の水準

での理解および系の成立程度を明らかにすることが目的である。

　動詞は講彙力調査に必要な語数として17ペーージにみるように，450語を数えたが，本テスト方式

に可能なテスト語数として最終的には220語になった。これについて，全語を同一被験者に課する

ことは三三に不可能であったので，A，　B，　C，　Dテストに4分割した。本項ではこれらのすべて

にわたって分析することは試みず，テストAを動詞テストの代表として扱うことにした。なお，全

テストの韮準および系反応率は3更3ページ参照のこと。

　対語テスhAの刺激語は動作，行為および現象を表し，かつ対義的な意味をもつ動詞を中心に9

対i8語が下意されている。そして，（1～9）には，〈消える〉〈下げる〉などの基準語反応を期待す

る〈つく〉〈上げる〉などが刺激語として登録され，また（lt～9i）にはそれらとは逆に，〈つく〉〈上

げる〉などの基準語無腰を期待する〈消える〉〈下げる〉などが刺激語として登録された。そして，

「つくの反対は何ですか？〉〈上げるの反対は何ですか？」という問いかけで反応が求められた。

その後，被験者の全反応は14判定基準およびテスFもれ（NT）の項貝を加えて15項臼（103ペー
　　　せぷ
ジ参照）に分類された。

　4－3ヨ表は，（1～9）（1’～9t）の反応語のうち，○】（基準語反応）および02〈基準藷を幼児音で

　＊　動詞の対義稲孫は性状語，時無・空間語ほど明確でなく，複数の対義闘係をもつことが多い。本項では，上げる（一下

　　　げる・下ろす）に対して，闘連させて，上げる（一もらう）などもとりあげた。

　esec性状語，蒔問・空間諮の判定基準のほかに加えられた項饅は，（8｝絵纒からの規定，（13演動調・他動詞の混同である。

歩3－1表　動詞A　対譜テストの反慈語の基準反応率

語

1
2
3
4
5
6
7
8
9

つ　　く
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4－3－2表　対語テスト各対のx2による有意差検定

目す 語

る
る
す
う
る
る
ぐ
ぐ
ぐ

え
げ
う
ら
り
り

消
下
下
も
隆
降
脱
島
脱

〉
＞
〉
〉
〈
〉
＜
＜
＜

く
る
る
る
る
る
く
る
る

　
げ
げ
げ
　
が
　
　
ぶ

つ
上
上
上
乗
上
は
着
か

L
2
a
4
ε
α
7
，
＆
9
．

2

13．149

15．190

15．　976

12．275

5．　679

4．　478

0．678

3．　432

18．　208

df

1
1
1
1
！
1
1
1
1

P

O．Ol＊＊

O．Ol＊＊

O．Ol＊＊

O．Ol＊＊

O．　05＊

O．　05＊

O．　50

0．　10

0．Ol＊＊

反応）だけについて，それらの反応率を示したものである。基準反応率でみると，全体的には必ず

しも高い割舎を占めていないが，比較的基準反応率が高いのは，

　　上げるC下げる），着る（脱ぐ）

　　上がる（降りる）

　＊　（）の中は刺激語であ1），以下同様にして示す。

それに対して，基準反応率が低いのは，

　　もらう（上げる），かぶる（脱ぐ）

である。

　そこで，各対語内の基準反応率の有意差の検定を試みたのが4－3－2表である。これによれぽ，動

作，行為，現象を表す動詞の9対18語の中で，有意な差が認められた対語は，次の通りである。

　つく〉消える，上げる〉下げる，上げる〉下ろす，上げる〉もらう，乗るく降りる，上がる〉降

　りる，かぶるく脱ぐ

　また，傾向的には，着るく脱ぐの結果が認められた。

　そこで，これらの対語の基準反応仁の不釣合について，どのように考えることができるか。第1

は，動作，行為，現象における時問的，因果的継起にしたがって，時間的に先立ち，かつ，後の動

作，行為，現象の因となることを表す語に基準反応率が高い事例がある。たとえば，

　　つく〉消える，上げる〉下げる，上げる〉下ろす，上げる〉もらう，上がる〉降りる

である。しかし，

　　乗るく降りる，かぶるく脱ぐ

はその基準とは矛盾する。

　動作，行為，現象における時間的，因果的継起の順に，それを表す語が学習される基礎には，動

作，行為，現象の系というべきものがあり，それが言語系の中の「事物・事物の系」で認知され，
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さらに「単語・事物の系」を通じて，「単語・単語の系1の上で，紺語の反応率の不釣合現象とし

て示されるという解釈ができる。とりわけ，「単語・単語の系」では，動作，行為現象の系を複

合語として構成されることぽがある。

　　つく・消える＝＝点滅

　　上げる・下げる＝＝上下，上げ下げ

　　上げる・下ろす＝・上下，上げ下ろし

　　上げる・もらう＝やりもらい

　　上がる・降りる＝上がり降：り

　したがって，これらの複合語のある動作，行為，現象語は「単語・単語の系」ではそれらの習得

を強化することになると考えられるが，これらの複合語は「事物・事物の系」における動作，行為，

現象を表す概念としての回虫を果たし，クラークのいう無漂語としての役割に通ずるものがある。

　第2は，対語の片方が多義的な意味をもつ場合には，片方の語は特殊な場合にだけの適用部分を

持たぬため，基準反応率の差に開きが生じ，したがって対語内に有意差を示すことになる。

　　かぶるく脱ぐ

がその例である。〈脱ぐ〉の最も一般的な対離｝は，脱く㌦着るであろう。乗るく降りるも，この例

に該当するとみれば，〈降りる一上がる〉がより一般‘1勺な鰐義関係語であり，したがって，〈乗る・

降りる〉は華などの乗降という特殊な限られた場葡での使用ともみることができるが，上述の不釣

合現象に関する考察は，なお項をあらためて検討する。

　第3は，鯛激語の提幽願の問題がある。すなわち，対語の片方ずつから反対語をたずねていく形

式であるから，後の順序に位置する刺激語に対する反応は容易であるし，すでに先のテストで刺激

4－3－3表　動詞A　対語テストにおける地域差
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語として提示されているからである。この順序効果にしたがえば，乗るく降りる，かぶる〈撹ぐは

もちろんのこと，降りるく上がるの1例を除けば，他はすべて順序に対応していることになる。し

かし，これに関しては，男弓に順序効果テストをして，順序を逆にした場合との比較では，特定のも

のを除けば，両順序問に有意差は認められていない（307～309ページ参照）が，なお，項をあらた

めて検討することにする。

（1＞対語テストと地域差

　性状語テスト，時間・空間語テストで，地域差を問題にしたので，動詞Aテストにおいても地域

差を問題にする。4－3－3表は，対語テストにおける諸反応を地域ごとに整理したものであり，地域は，

岩手，仙台，東京，京都，和歌山の5地域になっていて，性状語テストおよび蒔間・空間語テスト

が対象にした全地域を含んでいる。

　4－3－3表は，対語テストにおける基準反応率の高低に関する地域差を5｛2検定によって調べた結果

である。そこで，4－3－4表によれぽ，地域差の認められた各地域での基準反応率は，

－
』
4
ハ
b
7

　　　　岩手

つ　く　9．1％

上げる　　0

降りる　9．1

脱　ぐ　15．2

仙台

7．　7　O／o

IZ　9

5．　1

2．　6

東京

22．　9　O／．

14．　3

31．　4

28．　6

京都

25．　0　％’

O

12．　5

17．　5

12．　5

和歌山

13．　5　o／0

　5．　4

10．　8

　8．　1

であり，傾向的に差の現れたのは，

　　2　上げる　2’下げる

である。

　4－3－4表によれぽ，1〈つく〉は，岩手，仙台が低く，それらの地域では無反応（岩手　51．5％，

仙台　30．8％）と，「～ナイ」反応（岩手　27．3％，仙台　43．6％）が多い。4〈上げる〉は岩手，

和歌LLIが低く，岩手では「～ナイ」反応（45．5％），和歌山では無反応（45．9％）が多い。6〈降り

る〉は東京，京都が比較的高く，他の地域は低い。そして，「～ナイJ反応，無反応のほか，「さが

る」といった基準語と同義反応（平均17．40／・）が琶立っている。7〈脱ぐ〉は仙台，和歌山が低く，

「～ナイ」反応（仙台　61．5％，和歌山48．6％）が多い。
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（2）系の成立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　テスト！は対語テストと称し，「つくの反対は侮？」，「消えるの反対は何？」という質聞形式で

対語の反応を求め，単語・単語の系の成立程度を明らかにすることを漏的にしたものであり，その

系の成立は語理解の基底にある意味の構造化の成立を意味するとみた。そこでテスト1で実施した

9栂18語について，系の成立程度を調べることにした。

　なお，系とはすでに述べたように，（A‡B）のABが対義的な関係語として，対語を求められ

た際に互いにAおよびBが認定された場舎をいう。したがって，AおよびBは基準語であってもな

くてもかまわない。そして，○系（基準語反癒〉，「～ナイ」系（「ナイ」をつけた語反応），N系

（互いに知らないと箒えた反応）などを扱う。しかし一般に系の成立と総称する場合は基準語反応

による系の成立を意味することになる。

　4－3－5表により，対語テストの系反応率をみれば，それらは9．7％～13．0％に位置し，比較的系反

4－3愚衷　動詞A　対語テストにおける系反応率　　　4－3－7衷　動詞A　対誘テストにおける系反応率の類型
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4－3－6表　動詞A　対語テストにおける系反応の有意差検定げ）
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応率の高い対語は，

　　〈着る・脱ぐ〉，〈上げる・下げる〉

であり，比較的系反応率の低い対語は，

　　〈かぶる・脱ぐ〉，〈上げる・もらう〉

である。そこで，鰐語テストにおける系反応率の高低に関する有意差検定の結果を示したのが4－3－

6表である。そして系反応率の有意差の有無によって，反応率の高低を群ごとに類別すると，4－3－7

表の通りになる。これによれば，着脱の関係を表す対語関係では，

　　着る・脱ぐ〉はく・脱ぐ〉かぶる・脱ぐ

の不等式隈孫が成立し，上げ下げの関係を表す対語関係では，

　　上げる・下げる〉上げる・下ろす〉上げる・もらう

の不等式関係が成立し，上がり降（下）りの関係を表す対語関係では差は認められない。そして以

上のことから，多蓑謙の基本的な対義闘係を表す対語が上位を占め，特殊な対義関係を表す対謙は

下位を占めることが認められる。すなわち，〈脱ぐ〉は動詞テストAに関する限りでいえぽ，〈着る・

はく・かぶる〉を対鍍的な関係語にしているが，この3語の中では，〈着る〉が最も一般的，普遍

的な意味をもつから，系反応率が最も高くなるとみるのである。同様な意味で，〈上げる〉はく下

げる・下ろす・もらう〉を対義闘係を表す語にしているが，これらの3語の中では，〈下げる〉が

最も…般的，普遍的な意味をもつから，系反応率が最も高くなるとみることができる。
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2　対文テスト

　対文テストは，対語テストに使った対語動詞を含む対義約な文を構成し，被験岩に一定の文脈を

背景にした単語・単語水準での理解および系の成立程度を明らかにすることが穏的である。

　とりわけ，動詞テストで対文テストが用意されたのは，性状語，時間・空漢語に比較して，反意

的な関係が薄く，かつ複数の対譲関係を結ぶものが層立っている。このため，一定の文脈を設ける

ことが必要であった。そしてこのことは，対語テス5の璽で問題にした第2の点，すなわち対語の

片方が多義的な意味をもつものは基準反応率に差を増大させることが対文テスbでは統制されるこ

とになるはずである。

　動詞A対文テストの刺激譜は対語テストの場合と同じ9対18語で，配列願も同じで，その点の条

件は変わらない。

　4－3－9表は，（1～9）（！’～9’）の反応語のうち，Ol（基準語反応）および02（基準語を幼児音で

反応）だけについて，それらの反応率を示したものである。基準反応率でみると，17．4％～67．　9％

になり，対語テストより著しく高い。その中で基準反応率が高いのは，

　　上げる　（下げる），降りる（乗る）

それに対して，基準反応率が低いのは，

　　上がる（降りる），降りる（上がる）

である。そして対語テストにおける基準反芯率の高低との絹関を求めたところ，順位幅関係数は

0．84である（スピアマンの三位差法による）。そこで，各対語内の基準反応率の有意差の検定を「

みたのが4－3－10表である。これによれば，有意な差が謝められた報語は，次の通りである。

　　つく〉消える

　　上げる〉下げる

　　かぶる〉脱ぐ

4－3－9表　動詞A　対文テスト基準反廊率

語

1
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3
4
5
6
7
8
9
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る
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ぐ
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り
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脱
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D
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97

125

58

70

111

44

74

77

62

52．　7

67．　9
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60．　3

23ゴ9
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33．7
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G
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N o／o

57

56

58

65

101

32

88

89

85

31．0

30．　4

31．　5

35．　3

54．　9

17．　4

47．　8

48．　4

46．2
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4－3－10表　対文テスト各対のx2による有意差検定

対 語

1
2
3
4
5
6
7
8
9

つ　　　く〉山

上　げ　る〉下

上　げ　る剃下

上げ　る〉も

乗　　　るく降

口が　るく降

は　　　く〉脱

着　　　る〉脱

かぶる〉脱

る
る
す
う
る
る
ぐ
ぐ
ぐ

え
げ
う
ら
り
り

工7．794

51．　720

0．　301

1．　104

2．　379

2．146

1．　531

5．　948

df P

e．　ol＊　‘’

e，　ol”

O．　70

0．　30

0．　20

0．　20

0．　20

0．　es“

の3対語である。対語テストで危険率のより少なかったものがヌ寸文テストで差が認められている。

多義的な語は対文テストでも多義である。

　そして，対語テストで，系の成立程度が高かったものは対文テストでは態語購に有意な差カミ認め

られず，系の成立程度が低かったものに差が認められている。ただし，〈上げる・もらう〉は対語

テストでは比較的系の成立君1渡が低かった対語であるが，対文テストでは文脈が与えられているた

め，対義関係が明確になり，〈上げる〉に対する〈もらう〉の基準反応率が高められて有意差をな

くしている。また，つく〉消える，上げる〉下げるの関係は対語テストの結果と嗣じであるが，か

ぶる〉脱ぐの関係は対語テストの結集と逆の関係を示している。

3　対絵テスト

　書絵テストは発語，誘導発語および認知の3段階のテストからなる。いずれも同論の対義関係を

中心に，動作，行為や現象の系を示す絵を呈示し，各対の動詞は何かをたずね，被験渚に単語・事

物という系の水準での理解および系の成立程度を明らかにすることが属的である。

　動詞A対絵テストの刺激語は動作，行為，現象を表し，特に対義的・鶴果的な意味をもつ動詞を中

心に，35対70語が用意されている。しかし，本項では，そのうち，直：接に対語・対文テストと同一の

刺激語5対10語に限って考察することにとどめ，その他の語の基準反応率に関しては，313ページ参照。

　動詞A発語trストのうち，対語テストと同一刺激蝿語は5対！0語である。これらの反応語のうち，

01（基準語反応）および，02（基準語を幼児音で反応）の舎計だけについて，それらの反応率を示

したのが4－3－／！表である。これにつき，基準反応率の高低でみると，

　　降りる（乗る），乗る（降りる）

が高く，それに対して，

　　下げる　（上げる），消える　（つく）
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が低い。

　そこで，各対語間の基準反応率の有意差の検定を試みたのが4－3峨2表である。これによれぽ，動

作，行為，現象を表す5対10語の中で，有意な差が認められた対語は，

　　つ　く〉消える

　　上げる〉下げる

　　は　く＜脱　ぐ

である。

　同様な手順で，動詞A誘発テストの墓一反癒率をみると，各反磁率は49．5％～98．4％となり，発

語テストの37．5％～94．0％より高まっている。そして基準反応率でみると，

　　降りる（乗る），乗る（降りる）

が高く，それに対して，

　　下げる（上げる），消える（つく）

が低い。また，対語閾で有意差が認められたのは，発語テストと同様に次の3対語である。

　　つ　く〉消える

　　上げる〉下げる

　　は　くく脱　ぐ

　認知テス5で，上述の処理手脚にしたがえば，各反応率は，92．4％～99．5％に達し，各正答率で

みると，

4－3一一11表　動詞A　発謳テストの墓準反跡率

語 い

1
2
3
4
5

つ　く

上げる

上げる

降りる

脱　ぐ

。／o 語 IN
149

152

149

173

114

、。。1、哨え。

82．・6　　　　下げる

81。0　　　　　もらう

94．0　　　　　乗　る

62．0　　　　　は　く

。／o

83

69

140

166

155

45．　1

37．　5

76．　1

90．　2

84．　2

4－3－12表　発語テスト各々のx2による有意差検定

対 語

1
9
臼
Q
り
4
5

っ　　　く〉消　え　る

上　げ　る〉下　げ　る

上　げ　る〉も　ら　う

乗　　　るく降　り　る

は　　　く〉脱　　　ぐ

飴2

49．　321

77．　833

1．　304

1．　790

23．　215

d£

－
■
よ
1
1
よ
一

P

O．11＊＊

O．　Ol＊＊

O．　30

0．　20

0．　Ol＊＊
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4－3－13表　動詞A　誘発テストの茎準反応率

滋
口
凹
冨
口

1
9
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3
4
5

つ　く

上げる

上げる

降りる

脱　ぐ

N o／o
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181
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94．　0

94．　0

89．　1

98．　4

85．　3

語

工
2
3
4
5

消える

下げる

もらう

乗　る

は　く

N e／o

126

91

152

179

178

68．　5

49．　5

82．　6

97．　3

96．　7

を344表　誘発テスト各対のx2による有意差検建

対 語

つ
上
上
乗
は

1
　
2
　
3
　
△
－
　
F
D

　　〈〉煽

げ　る〉下

げ　る〉も

　　るく降

　　く〉下

る
る
う
る
ぐ

え
げ
ら
り

の2

39．　360

90．　021

3．　213

14．　700

df

1
↓
1
1
1
1

P

O．　Ol＊＊

O．　Ol＊＊

O．　10

0．01＊傘

4－3－15表　動詞A　認知テストの基準反応率

語

1
9
μ
3
丞
▲
5

つ　く

上げる

上げる

降りる

脱　ぐ

N O／e

177

！83

180

工83

179

96．　2

99．　5

97．　8

99．　5

97．　3

語

1
2
3
4
5

消える

下げる

もらう

乗　る

は　く

O／e

174

170

174

181

！83

94．　6

92．　4

95．　1

98．　4

99．　5

4－3－16表　認知テスト各対のx2による有憲差検定

対 語

つ
上
上
乗
は

1
　
2
　
Q
J
　
丞
輪
　
ド
0

　　〈〉消

げ　る〉下

げ　る〉も

　　るく降

　　く〉脱

る
る
う
る
ぐ

え
げ
ら
り

2

O．　453

11．　506

2．　458

2．　493

idf

1
1
1
1
1

P

O．　80

0．　Ol＊＊

O．　20

0．　20
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　　降りる（乗る），上げる（下げる）

が多く，下げる（上げる），消える（つく）が低い。そして各対語内で有意差の認められたのは，

上げる〉下げるの1対語にとどまる。このことは各対語の基準反応率がいずれも！00％に接近し，

頭うちになった結果である。

以上の結果から・有意差の認められたのe」：・：対諦ストで系成立綴が低かったものに現れるこ

とが明白であり，理解が容易なものは，動作，行為，現象の蒔間的，因果的に先行するものであり，

複合語が構成される際，前部を占めるものが多いことが認められた。このことは考察の項でさらに

検討される。

（3）発語テストと地域差

4－3－17衰　動詞A　発語テストにおける地域差

語 1司・■・li
く
る
る
る
ぐ

　
げ
げ
り

つ
上
上
降
脱

1
　
2
　
3
　
沌
4
　
戸
○
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5．　342

4
4
4
一
4
4

語 レい・
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0．　20

0．　10

0．　90

0．　30

る
る
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下
も
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は
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5

14．　749

18．　957
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5．　325

2．　033

4
4
△
τ
4
凸
4

P

O．　Ol＊＊

0．01聯

O．　70

0．　30

0．　80

　対語テストと同じ手順で，発語テストにおいても地域差を問題にする。4－3－17表は，発語テス5

における諸反応を地域ごとに整理したものである。ただし，発語テストのうち，対語テストと共通

した5対語だけに限ることにした。

　幽3－17表は，発語テストにおける正答率の高低に関する地域差をx2検定によって調べた結果で

ある。それによれぽ，地域差の認められた基準反応率は，

　　　　　　岩手　　仙台　　東京　　京都　和歌山

　　1！消える　21．2％　41．0％　5！．4％　65．0％　43．2％

　　2ノ下げる　42．4　64．1　31．4　30．0　18．　9

で，傾向的に差の現れたのは，3〈上げる〉である。

　1’〈消える〉は，岩手が最も低く，「～ナイ」反応が全体の57．6％を占めているためである。2’

〈下げる〉は和歌山が最も低く，基準語と同義の〈下ろす〉反応が全体の40．5％を占めているため

である。
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　（1）系の成立

　　4－3－19表により，発語テストで実施したもののうち，尉語テストと対応する5対語の系反応率を

みれば，それらは35．8％～87，0％に位置し，比較的系反階率の高い対語は，

　　　乗る・隔りる

　であり，比較的系反応率の低い対語は，

　　　上げる・下げる

　である。そこで各回反応率の有意差の有無を検定したのが4－3－20表であり，それによって反応率

　の高低を群ごとに類別すると，4－3－19表のようve　3群になる。

　　同様の処理手順で，誘発テストで実施したのが4－3－21表で，5対語の系反応率をみれば，それら

　は48．4％～95．7％に位置し，比較的系反応率の高い飼語は，

　　　乗る・降りる

　であり，系反応率の低い対語は，

　　　上げる・下げる

　である。そこで各説反応率の有意差の有無を検定したのが4－3－22表であり，それによって反癒率

　の高低を群ごとに類別すると，4－3－21表のように4群になる。

　　さらに心様の処理手順で，認知テストで実施した5対語の系反応率をみれぽ，4　一　3　一23表のよう

　に，それらは91．3％～97．8％に位置し，比較的系反応率の高い対語，低い対語は上述の発語，誘発

　テスFと変わらない。また各反応率の有意差の有無を検定したのが4－3－24表であり，それによっ

　て反応率の高低を群ごとに類列すると，4－3－23表のようになり，系反応量の頭うち状態が現れ，わ

　ずか2群に分けるにとどめている。

　4－3－19表　動詞A　発語テストにおける系反亦率　　　4－3－20表　発語テストにおける系反応の有意差検定

1　乗る・降りる

2　上げる・もらう

3　脱　ぐ・は　く

4　つ　 く。消える

5　上げる・下げる

N O
／
e

160 87．　0
1

117

106

63．　6

57．　6

2

3

78

66

42．　4
4

35．　8 5

1

＊×1

＊．＊

＊＊

＞1　＊

2

＊＊

＊＊，

＊＊

3

＊＊，

＊＊

＊＊

4

＞lc　xl

＊＊

＊＊

5

＊‘＊

＊＊

＊，x1
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4－3－21表　動詞A　誘発テストにおける系反応率 4－3－22pa　誘発テストにおける系反応の有意差検定

工　乗る・降りる

2　脱　ぐ・は　く

3　上げる。もらう

4　つ　 く。消え．る

N O／e

176 95．　7
1

153

工40

83．　2

76．　1

2

3

121 65．　8 4

5　上げる・下げる 89 48．4 5

1
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＊＊1
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xl　ti（
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3

）’

刀@＊

＊

＊X1

4

＊＊

＊＊

＊

）ic　＊，

5

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

垂3－23表　動詞A　認知テストにおける系反応率 4－3－24表　認知テストにおける系反応の有意差検定

N C
／
e

1　棄　る。降りる

2　脱　ぐ・は　く

3　上げる・下げる

180

178

97．　8

96．　7

4　つ　 く・消える

1

2

5　上げる・もらう

169

！68

170

91．　8

91．　3

92．　2

3

4

5

1

’
、

、
’

）1　ijc

2

’
、培

’
、培

3

＊

K．lt

4

＊＊

’
、培

5

4　テストの順序効果

　対語テストおよび対文テストは単語・単語の系の成立の程度を確かめることを目的にするため，

対語あるいは対文の片方を刺激語あるいは劇激高として口頭で提示し，反臨を求めていくが，そこ

に必然的に提示順序が存在する。そのため，対語，対文関係の間で，先に反応を求められる語は後

に反応を求められる語より基準反応率に差が生じるか否かの順序効果の検討が必要である。

　もっとも，頗序効果の有無を問わず，順序を一定の手願によって被験者ごとに，ランダムに構成す

ることも試みられることがあるが，本調査のように多人数を被験者とし，かつ多人数の調査員によ

るテストの場合には繁雑すぎて実現は困難である。そこで本調査では動詞テストに限って，一一定の

正規の順序のほかに，逆の順序によって反応を求めた群があるので，それらの差を対語，対文およ

び対絵テストの各々についてみた結果は次の通りである。

　4－3－25表によれぽ，各テストで有意差の認められた語は，
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陣語繊鼎醗認知
上げる（下げる）

上げる（降ろす）

降ろす（上げる）

もらう（上げる）

＊
継

＊　一　一
一　　＊＊

である。したがって，対語テストでは，9対18語のうち，有意差の認められたのはく上げる〉の延

べ2語であり，三文テストでは，9対18語のうち，有意差の認められたのはく降ろす〉の1語にと

どまる。そして，〈上げる〉に順序効果が認められたのは，多義的意味をもつ故に，特殊な意味を

もつ単語からの対義関係の成立は容易であり，したがって，基準反応率が高く，かつ習得率の低い片

方の語との関係の場合にだけ順序効果，すなわち，逆行順序の効果が高く現れることを示しており．

4－3－25表　動詞テストの順序効果に関する有意差検定（x2）

語

く
る
る
る
る
る
ぐ
ぐ
ぐ
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げ
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り
り

つ
上
上
上
下
降
脱
脱
脱

1
2
3
4
5
6
7
8
9

対　　語

X2

！．8Q7

　あぎ
4．　295

　ホみ
8．　049

1．618

2．　635

0．159

3．259

　0
0．　4！2

対　　文

X2

1．　082

2．　937

3．　426

　0
0．　166

2．　305

0．　332

0．　srol

O．　849

語

　1’消える

　2’下げる

　3’降ろす

　4’もらう

　5t乗　 る
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旨はく
　

綻着・
i9’　かぶるI
i

対　　語　　対　　：文

X2 X2

O．　961

　0
1．065

　0
0．　267

0．　279

1．402

0．　050

　0

1．634

1．652

　お4．676

0．087

0，0婆0

0．769

LO80

1．560

2．756

4－3－26表

’語

1　つ　　く

2上げる
3　上げる

4降り　る

5脱　　ぐ

発　語

X2

O．　778

0．　208

　0
0．177

　0

誘　発

X2

語

　o

　o

　o

　e
2．　872

！’消える

2’下げる

3’もらう

4’乗　 る

5’は　 く

発　三 二　発

X2 X2

1．53！

0．127

　　ホ
8．180

2．266

0．527

1．　342

0．　520

2．　436

　0

　0

308　　第4章　結果と考察



：全体的には特に順序効果を考慮する必要はないと判断される。

　なお，認知テストでは，いずれにも有意差は認められなかった。

5　結果に対する考察

　動詞テストでは，主として対義関係にある動詞220語について，単語・単語の水準のテストとし

て対語，ヌ寸文テストを実施した。また，単語・事物の水準のテストとして，発語・誘導発語・語認

知の各テストを実施し，各水準での理解および系の成立程度を明らかにしてきた。そこで本葵では

それらの諸結果に対して，動詞テストAを中心に各水準間のテストの結果の異醐に視点を合わぜて

考察することにする。

　まず，われわれは就学蔚児童はどのような動詞をどの水準で，どの程度の理解および系の成立を

得ているかを明らかにしょうとしたので，まず，動詞テストAの対語テストにあげた動詞に限って，

テストにおける対語および各対内の有意差の所在を示せば次のようになる。

4－3－27表

対語テスト　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　a、
着・・脱・〉嚇下げ・〉毒鷺：1＞亡げ1：嘉〉盛・ら・〉かぶ・…1　〈f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　く・脱　ぐ

対塁テスト

着・・脱ぐ〉盛下げ・〉毒力讐；1＞塊羅〉上げ・・もら・〉かぶ9・m一く“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　く・脱　ぐ

発語テスト　　　　　　　　　　　　　。
乗・・降・・〉漁轟ら1＞1げ響窪1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m　対の語内で有意に基準反応が高かったもの。

〈1）動詞の各対語について考えれば，系の成立の難易という点では，性状語および時間・空間語

で指摘した対語の一般性・普遍性に対する特殊性・限定性という観点で整理すると，

　　　　　一般性　　　特殊性

　　　着・・酬銃ぶ1：膿

　　　圭1：1：伽上げ・・もらう

　　　上がる・降りる一乗　る・降りる

という関係が成立する。〈はく・脱ぐ〉ははき物の着脱，〈かぶる・脱ぐ〉は頭にかぶる物の着脱と
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いう特定の事物に対する対語であり，〈着る・脱ぐ〉は最も一般性をもった薄語である。同様に，

〈乗る・降りる〉は乗り物という特定の事物に対する対語であると考えられるし，〈上げる・もら

う〉は特定の授受行為であるのに，〈上げる・下げる〉，〈上げる・一Fうす〉はより一般性をもった

ものと考えれば，一般性をもった対語は理解が容易であり，特殊性の意味をもつ語は理解がおくれ．

習得が困難であるということができ，対語テストの一連の結果はその事実と鮒応している。ただし，

〈上がる・降りる〉がく乗る・降りる〉に尉して，より～般性をもつかに対しては必ずしも明確で

ないし，また，〈上げる・下げる〉，〈上げる・下ろす〉に関して，いずれがより一般性をもつかに

対しても必ずしも積極的に説明できるとは限らない。

　ところで，薄語テストで提畠された対語動詞のうち，テストAの三三テストにも提出された対語

動詞は5鮒！0語である。その結果に従えば，一般性一特殊性の関係で成立するものはわずかに〈上

げる・もらう〉，〈上げる・下げる〉だけであるが，その理解の高低は対語テストの場合と逆になり，

一一ﾊ性〉特殊性という関係と矛盾した結果になっている。この点はどのように考えるべきか。そこ

で対絵テストにおける誘発，認知テストの結果を参考にあげれぽ次のようになる。

4－3－28表　く上げる・もらう〉〈上げる・下げる〉の墓準反応率，系反応率

対 語　　対 文 発 語 誘 発 認 知

｝基準　1　系　i基準　｝　系　i基準　1　系　　［基準　1　系　　1基準　1　系

　上げ　る

　も　ら　う

　上　げ　る

　下　げ　る

10．　3

1．6

30．　4

13．　6

1．0

9．　7

38．　0

35．　3

67．　9

30．　4

26．　1

27．　2

81．　0

76．　1

82．　6

37．　5

63．　6

35．　8

89．　1

82．　6

94．　0

49．　5

76．　2

48．　4

97．　8

95．　1

99．　5

92．　4

92．　9

91．8

　この結果によれぽ，〈上げる・もらう〉では，対語テストではくもらう〉のほうの基準反応率が〈上

げる〉に対して著しく低いのに，対文テストや発語，誘発，認知の各テストでは両語の基準反応率

には差がみられない。これは，単語・単語の水準ではく上げる・もらう〉の対謡関係では授受とい

う，「般性の少ない特殊な動作を表すのに，対文テストでは文脈によって規定されるので，その文

脈ではくやる・もらう〉と共により一般的な関係をもつようになったと考えられる。これに対して

〈上げる・下げる〉の対語関係では上下の運動行為という点で，比較的一般的な関係をもっていた

が，三三の発語テストではく下げる〉に紺し，〈下ろす〉反応（項目3，基準語と同義）が33．7％

（301ページ参照）もあり，そのためにぐドげる〉反応が低くなっていると考えられる。

　そこで，以上のことを，〈やる・もらう〉，〈上げる・下ろす〉の基準反応率および系反応率と比

較してさらに検討する。
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4－3－29表〈やる・もらう〉〈上げる・下ろす〉の墓準反亦率，系反応率

1対 語1対 文1発 語 誘 認 知

1基準｝系　1劇引系　1基準1系　｝基準1系1基準i系

／：，9

　上　げ　る

　下　ろ　す

3．　8 15．　2

44．　9

54．　0

19．　4

15．　3

25．　7

6．　5

55．　1

67．　9

59．　0

37．　6

37．　4

17．　1

91．　4

91．　4

80．　0

93．　5

84．5

35．　1

　4－3－28表の結果と4－3－29表の結果と比較すると，〈上げる・もらう〉はくやる・もらう〉に比較

して基準反癒率が高く，〈上げる・下げる〉はく上げる・下ろす〉に比較して墓準反応率が高い。

この点では，〈上げる・下げる〉よりく上げる・下ろす〉の方がより一般的だということは適当な

解釈とはいえない。しかし，〈上げる・もらう〉の方がくやる・もらう〉よりより一般的であると

いうことには矛盾がなく，したがって，単語・単語の水準でのく上げる・もらう〉は授受という特

殊な動作を表すのに，単語・事物の水準ではその動作を表すのにより一般的な対語であることを意

味し，それが系反応率の上で，

　　上げる・もらう〉上げる・下げる

が対文，発語，誘発，認知テストの上に現れたと解釈するのが適当である。

（2）　各対語内での理解の高低を問題にすると，2つの特徴をあげることができる。第1は，上げ

る〉下げる，上がる〉降りる，上げる〉下ろす，上げるくもらう，つく〉消える，はく〉脱ぐのよ

うに，動作・行為・現象について時間的に先立ち，次の動作・行為・現象の因となるものが理解度

が高いことが指摘される。そして第2は，特に対語テストにおいて，乗るく降りる，かぶる〈脱ぐ

のように，第1にあげた理由とは逆の闘係で成立しているものは，より特殊な場葡での動作・行為・

現象を表し，それがより一般的な場面での動作・行為・現象を表す対語反応を引きおこし，そのた

めに，（乗る），（かぶる）の反応率を低めていることが指摘される。この視点でみれば，紺文テスト

で，かぶる〉脱ぐの関係が対語テストと逆の関係で成立するのは，「媚子を（）」という文脈が三

鷹されているために，他のはく／脱ぐ，着る／脱ぐという対語と干渉し合うことがないためとみる

ことができる。

　なお，参考までに，動詞Bの対語テス｛・および紺文テストでの基準反応率をみると，対語テスト

では6対語いずれにも有意差は認められず，下文テストでは，刺す〉抜くに有意差が認められ，行

為の先行し，後の抜くの因となる（刺す）語の方が基準反応率が高い。

第3節　動詞テスト　　311



4－3－30表　動詞B　対語テスト基準反海率
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4－3－31表　動詞B　対語テスト基準反応の有意差検定

1
2
【
」
4
5
ρ
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動
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刺
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す　〉　拾　　　う
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す〉すぼめる
る　〉　し　め　る

2

1．　363

0．　100

　　0

　　0

　　0

0．　507

df P

O．　30

0．　80

0．　50

4－3－32表　動詞B　対文テスト墓準反応率

ー
ウ
臼
∩
0
4
5
ハ
0

く
す
す
す
る
る

　
と
　
　

け
け

動
落
刺
差
開
明

N o／o

り
◎
只
）
4
7
8
r
D

5
1
娃
n
φ
7
ρ
0

31．　2

1O．　6

25．　9

21．　8

45．　9

38．　2

1
2
3
4
5
6

る
う
く
る
る
る

ま
　
渦
め
れ

　
　
　
ウ

止
拾
抜
す
し
暮

N o／o

◎
Q
O
Q
ゾ
ー
r
O
q
O

4
．
2
1
3
（
0
5

25．　3

11．　8

玉1．2

18．　2

38．　2

31．　2
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4－3－33表　動詞B　対文テスト基準反応の有意差検定

1
2
∩
6
4
5
ρ
0

る
す
く
る
る
る

ま
と
繭
め
れ

止
落
抜
す
し
暮

〉
＞
〉
〉
〉
〉

く
う
す
す
る
る

　
　
　
　
け
け

動
拾
刺
差
開
朔

2

1．　429

0．　100

12．　114

0．　625

2．　009

1．　852

df

1
1
1
1
⊥
－
ゐ
一

P

0．30

0．80

　　ま
0．01

0．50

0．20

0．20

6　基準反応率・系反応率一覧表

　　　　　　　　　　　　　　（あいうえお順）

　本項は「動詞」220語についての基準反応率および系反応率をそれぞれ正規願序および逆順序別

に結果を分けて示したものである。

　性状語および時間・空間語の基準反応率および系反応率に関しては4－H7～18表および4－2－23表

で明らかにされている。ただし，いずれも4，5歳児クラスを含む集計結果である。

表の見方

！．　基準反応率表の例

語

あうa（会）b

103e
　　（170）　e
67d

対　　語

アト
　　（　）
サキ

t

対　　文

アト
　　（　）
サキ

f

対　　絵

発　　語

11．9g
　　（9．　4）　i

7．8h

a…．児出し語

b…見出し語の漢字

。…正願での被験者数

d…逆願での被験老数

e…全体の被験老数

f…テストしない項目

9…逆順テストによる基準反応率

h…正順テストによる基準反応率

i…全体の基準反応率
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2．　系反応率表の例

語

あうa（会）b

わかれる。（別）

文嘗　語

アト
　　（　）
サキ

d

対　　文

アト
　　（　）
サキ

d

対　　絵

発　　語

ee
　　（o．　6）　g
LOf

　a…見出し語

　b…見出し語の漢字

　c…逆順で後からテストされる語（土塁示の場合は見出し語が逆になる。例　B23→B23ノ）

　d…テストしない項漏

　e…逆順テストによる系反応率

　f…正順テストによる系反応率

　g…全体の系反応率

3．丁丁反応率表，系反応丁丁とも対語の形で示してあるので，例えば，〈あう・わかれる〉はくあ

　う〉およびくわかれる〉のそれぞれの項で示される。

4．　動詞テストの被験者の構成は次の通りである。

A B t c D 舌
降

地 劇 184 170 187 179 720

岩　　　　手
仙　　　　　台

東　　　　京

京　　　　都
和　　歌　　山

0
0
9
r
D
O
7

∩
0
0
e
O
Q
4
3

1
4
つ
e
◎
げ
3

3
0
0
0
0
0
0
3

3
7
7
Q
ゾ
ー

3
3
3
3
」
4

3
8
7
6
戸
D

3
3
ら
δ
り
Q
3

155

175

168

176

168

年 齢 1 1

4　　歳　　児

5　　歳　　児 7
7

Q
Q
O
）

パ
丁
68
8

ρ
0
1

9
9

　
D
4

8
Q
）

352

368

性

男
女

Q
ゾ
ド
0
8
8
6
4

只
）
O
O

2
r
D

O
》
Q
ゾ

Q
）
O

Q
u
O
）

356

364

全被験者720名は上記の通りの属性を持ち，A～Dの配分はすべて無作為に決定された。
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84．3　　（83．8）83．5

C
1
3

う　か　ぶ（浮）

ｵ　ず　む（沈）

24．0@　（27．8）30．4 46．7@　（49，2）50．9 92．0@　（87．2）83．9

D
4
4
ノ

うけとる（受）

?ずける（預）
疇一（・〉

0
　
（
0
）
0

器：1（39・・）

D
4
5

うけとる（受）
ﾈ　げ　る（投）

÷1（…）
3
．
7
　
　
（
3
．
9
）
4
．
3

願誓（35・8） 65．7@　（57．5）52．9 ll：1（85・5＞

D
3
3

うこかす（動）
ﾆ　め　る（止）

響（！3・5）
14．9　　（24．7）31．1

器：1（…6）
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　B

Pノー1

う　ご　く（動）

ﾆ　ま　る（止）

8．7
@
　
（
8
．
8
）
9
．
0

｝lll（1・・1）

D
7
3

う　た　う（歌）

ｨ　ど　る（踊）
44．3@　（53．6）59．6 5L4@　（6L5）67．9 ll：1（97．2）

A
5
4

う　　つ（打） 16．1
@　（15．2）

24．2
@　（22．3）

82．3

ぬ　　　く（抜） 14．8 21．3

　　（82．1）82．0

C
7
5
！

う　　　つ（撃〉 46．7
@　（55．！）

60．0
@　（68．4）

88．0

な　げ　る（投〉 60．7 74．1
92．0（89・8）

A
3
2
・

う　ば　う（奪） 0　（o） 3．2
@　（L6）

45．2

あたえる（与） 0 0．8

　　（43．5）42．6

A
5
1

うまれる（生） 21．0 32．3 96．8

し　　ぬ（死）
　　（25．5）27．9 　　（4L3）45．9 94．3（95・1）

A
3
1
ノ

う　め　る（埋） 25．8 43．5 9L9
ほ　　　る（掘）

33．6（3LO） 45．9（45・1） 91．0（91・3）

B
5
1

う　　　る（売）

ｩ　　　う（買）

10．婆@　（9。4）8．7 26．9@　（2L2）17．5
器：1（・・．・）

B
5
5
ノ

お　　　う（追）

ﾉ　げ　る（逃）

3婆．3
@　（29．4）26．2 47．8@　（46．5）45．6

ll：1（・・。6）

B
1
2

お　き　る（起）

ﾋ　　　る（寝）
94．0@　（84．7）78．6

三〇〇．0
@　（96．5）94．2

100．0
@　（100．0）100．0

C
3
3

お　　　くG鐙 18．7
@　（24．1）

30．7
@　（36．4）

78．7

と　　　る（取） 27．7 40．2

　　（79ユ）79．5

D
3
3

お　く　る（送）

ﾞかえる（迎）

20．0　　（14。5）11．0

舗21・・） 68．6@　（66，5）65．1

A
3
4

おくれる（遅）
ｷ　す　む（進） ｛

＿
三
「

3．2@　（5．4）6．6 11．3@　（三7，9）21．3

@　　　　　ト

59．7@　（56．0）54．1
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D
5
5
’

お　こ　す（起） 0　（0） 7．3@（5，6）2．9 12．9
@（12．3）

17．1
@（19．6）

81．4
@（84．4）た　お　す（倒） 0 1！．9 21．1 86．2

D
3
ノ
ー
1

お　こ　す（起） 2．8
@（4．5）

14．7
@（1L2）ね　か　す（寝） 7．1 5．7

A
7
4
！

お　こ　す（起） 12．9
@（19。0＞

35．5
@（38．6）

91．9　（91．3）

ね　か　す（寝） 22．0 40．2 91．0

D
5
1

お　こ　る（怒） 74．3　（90．9） 90．0
@（84．9）

100．0　　（98．9）

わ　ら　う（笑） 68．8 81．7 98．2

B
3
4

おさえる（押） 7．5　（15．3） 23．9
@（27．6）

7L6
@（76．5）

は　な　す（離） 20．4 30．1 79．6

A
5
2

おしえる（教） 3．2
@（2．7）

6．5　（6．0） 88．7　（90．2）

な　ら　う（習） 2．5 5．7 91．0

B
7
5

おしえる（教） 3．0
@（1．2）

4．5
@（5．9）

74．6　（75．9）

たずねる（尋） 0 6．8 76．7

お　　　す（押） 15．7
@（14．0）

30．0　（26．8）D
1
2
’

ひ　　　く（引） 12．8 24．8

揚66・・）

C
7
2

お　ち　る（落） 78．7
@（78．6）

82．7 100．0
の　　　る（乗） 78．6

　（85．6）87．5 　（99．5）99．1

お　と　す（落） 1．9
@（2．4）

2．9 67．2 89．6B
1
3

ひ　ろ　う（拾） 3．0

　
（
2
．
4
）
1
．
5

50．7@（53．5）55．3 　（70．6）72．8 　（93．5）96．1

お　ど　る（踊） 44．3　（53．6） 51．4　（6L5） 94，．3　（97．2）D
7
3
ノ

う　た　う（歌） 59．6 67．9 99．1

（おなじ）（同） 10．4
@（19．4）

35．8
@（40．0）

70．1
@（76。5）

B
5
4
ノ

ち「が　う（違） 25．2 42．7 80．6

おぼれる（溺〉 20．9
@（20．6）

32．8 88．1
@（87。6）B

6
4

たすかる（助） 20．4

　（31．2）30．1

87．4
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　A

Rノー2

お　り　る（降）

?　が　る（上）

器（1・・7） 19．6@　（26．7）37．3

B
6
2
’

お　り　る（降） 23．9
@　（29．4）

38．8
@　（44．7） 85．1

あ　が　る（上） 33．0 48．5
89．3（87・6）

C
2
3
’

お　り　る（降）
8
．
9
　
　
（
1
0
．
7
）
1
3
．
3

19．6
@　（26．7）

57．3
@　（56．！）

68・ X（69．5＞ 98．7
@　（98．4）

あ　が　る（上） 37．3 55．4 70．o 98．2

A
1
1
’

お　り　る（降）

ﾌ　　　る（乗）

3．2
@（4．8）8．0 85．5@　（87．0）87．7 98．4@　（95．7）94．3 98．4@　（97．8）95．5

B
3
1
ノ

お　り　る（降）

ﾌ　ぼ　る（登）

403@　（48．2）53．4 64．2@　（68．8）7L8 88．1@　（93。5）97．／

C
3
4

お　　　る（四
ﾂ　な　ぐ（繋）

2．7@（L6）0．9

9
．
3
　
（
7
．
0
＞
5
．
4

90．7@　（8・L5）80．4

A
2
－
2

お　ろ　す（下）

?　げ　る（上）

2．4@（3．8）6．4
！唾．8
@　（15．2）16．1

B
5
2
！

お　ろ　す（下）

?　げ　る（上）

§：1（…） 10．4@　（17．1）2L4

83．6　　（77．1）72．8

B
7
1
■

お　ろ　す（下）

ｩ　つ　ぐ（撞）

1
3
．
4
　
　
（
1
1
．
2
＞
9
．
7

！4．9　　（！3．5）12．6

98．5@　（94．7）92．2

C
6
1
ノ

お　ろ　す（下） 0　（0．5） 2．7
@（2．7）

64．0
@　（58．8）

せおう（背負） 0．9 2．7 55．4

C
5
5
ノ

お　ろ　す（下） 0　（0） 5．4
@（7．5）

9．3
@（15．0）

22．7
@　（25，1）

97．3

つ　　　む（積） 0 10．7 18．8 26．8
97．3（97・3）

A
2
1

お　ろ　す（降） 24．2
@　（19．0）

74．2
@　（73．4）

の　せ　る（乗） 16．4

35．5　　（27．2）23．0

73．0

　C

R！一2

お　ろ　す（降）

ﾌ　せ　る（乗）

二二（・・1）

@　　　　…

23．2@　（12．8）3．2
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B
2
1
ノ

お　わ　る（終）

ﾍじまる（始）
29．9@　（32．9）35．0 器：1ゆ・・） 89．6@　（92．4）94．2

B
5
1
ノ

か　　　う（「t＃竃只）

､　　　る（売）

10．4@　（9．4）8．7

26．9　　（2L2）17．5

ll：1（・…）

　D

S－2

か　え　る（帰）

｢　　　く（行）

8．3
@
　
（
6
。
1
）
2
．
9

33．9@　（30．2）24．3

A
2
3
’

か　え　る（帰）

｢　　　く（行）

62．9　　（56．0）52．5

74．2@　（72．3）71．3

87．1　　（85．3）84．4

D
3
4

か　か　る（罹〉
ﾈ　お　る（．，」．畠撫）

8．6
@　（6．7）5．5 18．6@　（22。3）24．8 57．1@　（57．0）56．9

C
6
5

か　　　く（諜）

ｯ　　　す（消）

96．Q　　（97。9）99．1 973@　（98．4）99．1 100．0@　（99．5）99．1

C
7
3

か　　　く（’pl．孟）

ﾊ　　　る（塗）
82．7@　（87．7）91．1 89．3@　（92．5）94．6

98．7　　（98．4）98．2

D
5
2

か　　　く（・書）

諱@　む（読）
50．0@　（55。9）59．6 70．0@　（69．8）69．7 91．4@　（95．0）97．2

B
4
5
’

かくれる（ltfi隠）

ﾝ　え　る（見）
4．5
@　（2．9）1．9 7．5

@
　
（
6
．
5
）
5
．
8

83．6@　（84．7）85．4

D
6
5
’

か　け　る（掛）

?　　　む（編）
34．3@　（36．3）37．6 51．4@　（47．5）45．0

77．1@　（80．4）82．6

A
3
5

か　け　る（駆）

?　る　く（歩）

L
6
　
　
（
2
．
2
）
2
．
5

8．1@（6．0）4．9 61．3@　（66．3）68．9

A
5
3

か　け　る（掛）

ﾍ　ず　す（外）

3
．
2
　
　
（
4
．
3
）
4
．
9

昔圭（・…） ll：1（66・8）

C
6
2

か　け　る（ま卦）

ﾓ　　　く（拭）
6L3@　（63．6）65．2 74．7@　（73．3＞75．0

86．7　　（85．6）84．8
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C
5
3

かたまる（固） 10．7
@　（U．8）

22．7
@　（20．9）

92．0

と　け　る（溶） 12．5 19．6

　　（89．3）87．5

C
1
2

か　　　つ（勝〉 畦9．3
@　（44．9）42．0

92．0
@　（90，9）

973
@　（97．3）

ま　け　る（負） 90．2 97．3

B
7
1

か　つ　ぐ（担） 13．4　　（11．2） 14．9
@　（13。5）

98．5　　（94．7）

お　ろ　す（下〉 9．7 12．6 922

D
4
3
！

かなしむ（悲） 0　（！．1） 0　（5．0） 95．7
@　（95．5）

よろこぶ（喜） 1．8 8．3 95．4

A
4
－
3

か　ぶ　る（被） 0　（0） 25・4
i23。9＞

ぬ　　　ぐ（脱） 0 2LO

B
3
5

か　ぶ　る（被） 29．9
@　（37．1）

43．3
@　（48．8）

85．1
@　（89．4）

ぬ　　　ぐ（脱） 41．7 52．4 92．2

C
5
1

か　れ　る（枯） 0　（1．1）
0
　
（
1
。
6
）
2
．
7

38．7
@　（30．5）

し　げ　る（茂） L8 25．0

D
1
5
ノ

かわいがる何愛） 18．6
@　（17．3）

3τ・1（29．6） 97．1
@　（98．3）

いじめる（苛） 16．5 24．8 99．1

B
！
4

か　わ　く（．「ゾー早乙） 22．3
@　（2L8）

37．3
@　（44．1）

98．5
@　（98．2）

ぬ　れ　る（濡） 20．9 48．5 98．1

A
！
4
ノ

き　え　る（消） 1．6　（3．2） 17．2
@　（21．2）

37．1
@　（42．4）

59．7
@　（65。8）

90．3
@　（9L3）

つ　　　く（点） 6．4 29．0 45．1 68．9 91．8

D
5
3

き　　　く（聞） 57．！　　（50．8） 62．9
@　（59。8）

87．1
@　（87．7）

は　な　す（話） 46．8 57．8 88．1

A
4
－
2

き　　　る（着） 12．2
@　（13．0）

33．6

ぬ　　　ぐ（脱） 14．5

　　（33．2）32．3

D
1
1

き　　　る（　　f刀三崖）

ﾊ　　　ぐ（脱）

77．1@　（79．3＞80．7 92．9@　（93．3）93．6 97．1@　（98．9）100
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C
3
5

き　　　る（切）

ﾍ　　　る（張）

80．0、　　、
�祉ﾐ7・O／

84，．0一　｝

W3．0

A
7
2
’

きれいになる（綺麓）

諱@ごれる（汚）

9．7
@　　（1L4）！2．3 22．6

P9．7

D
3
5

き　　れ　　る（．．切）

ﾂながる（．繋）
子午（…）

2．9　　閲　㎝

U．4

く　　　る（来） 2．8　　　（2．2） 選（23．5） 2L4
@　　（21。8）

42．9D
4
2
〆

い　　　　　　く（その 一L4 30．0 22．0 37．6

　B

S－2

く　　れ　　る（t一．一t曇）

?　　け　　る（明）

0
　
　
（
0
）
0

器：1（・…）

D
3
1
ノ

く　　オ．．し　るく莞撃）

?　　け　　る（明）

／2．9
@　　（13．4．）！3．4

37．！

R2．1

A
4
5

くわえる（3j！1）

へらす（減）

（20．7）

一．　一：一1’　一”　（5．0）

（：ie）．7）

（　：S・，L　．　6）

o
　　（o．r，）
o．　，g

黙…9）

2tL　2
　　（：5’2．1）

36．！

　
ノC
6
5

け す（消）

く（1．．1）

鐙（・8・・） 100．Oi

か
1｝S：．Mill　L

99．Jr）

D
13t

ナi す（消〉

っ　け　る（点）

82．9

89．0
（86．6）

9．　8．6

　　（t）8．9）
99．！

　
ノC
2
2

ナー 一1“（洋」）

す（燃）

雛（38・・） r）2．o
　　（5tt）．1）

S7．1

9．　2．0

9
U

92．9

（9s　2・5）

B
4！’

こたえる（答）
たずねる（鯨）

o
　　（O．6）
1．e

1．」r

2．9

（2．4・〉
40．3
　　　（媛4．D
荏6．6

A
1
5

こ む（込）

く（透）

9．7
　　（10．9）
11．Jr

iil／it－ll’．i［）！（一？ic／i．6h） 7rt．8

す 酉7
（77．7）

c
31’

こ　ろ　す（殺）

に　が　す（逃）

12．0
　　（9．6）
8．0

！7．3
　　（！5．5）
14．3

96．0
　　（96．3）
96．4
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D
7
5
ノ

こ　ろ　ぶ（転）

ﾆ　　　ぶ（飛）

12．9@　（7．8）4．6 41．4@　　（22．3）10．1 84．3@　　（83．8）83．5

D
2
3

こ　わ　す（壊）
ﾈ　お　す（LI一．i舞．）

3逢．3
@　　（36．3）37．6 48．6@　　（53．6）56．9

9L4　　　（95．5）98．2

　C

S－2

さ　が　る（卜）

?　が　る（，1：二）

9
．
8
　
　
（
1
0
．
2
）
！
0
．
7

2嵯．1　　　（26。2）29．3

C
7
1

さ　　　　　く（咲）．

ｵ　ぼ　む（萎）

裁（・8・・） 20．0 88．0
@　　（87．2）

A
2
4

さ　　　く（咲）

ｿ　　　る（散〉

19．4@　（2L2）22．1 24．2@　（26．三）27．0

85．5　　　（86．4）86．9

A
1
3
’

さ　げ　るC．の 8．1
@　（9．7＞

29．5
@　　（272） 麺（35，8） 暴男（48・・） 皇3・5（91．8）

あ　げ　る（u．．E：） 12．9 22．6 36．1 9圭．0

　B

R－2

さ　　　す（藻）

ｷぼめる（窄）

0
　
　
（
0
）
0

4．9@　（4．7）4．5

C
4
1

さ　　　す（差）

ﾂぼめる（窄）
20．0@　　（18．7）17．9

36．0　　　（34．2）33．0

黙（81・・）

B
2
5

さ　　　す（差）

ﾊ　　　く（抜）

1
．
0
　
　
（
！
．
8
）
1
．
5

6
．
8
　
　
（
7
．
6
）
9
．
0

ll：1（・…） 32．8@　（35．9）37．9 62．7@　　（73．5）80．6

B
7
4

さ　わ　く・綴）

iしずかにするX謝

3．0@　（5．3）6．8 7．5@　（12．9）16．5 97．0@　　（96．5）96．1

B
5
3

し　か　る（叱〉

ﾙ　め　る儀）

0
　
　
（
2
．
9
）
4
．
9

4．5@　（7．1）8．7

86．6　　　（90．0）92．2

C
7
4

し　か　る（叱）

?やまる（謝〉

5
．
3
　
　
（
9
，
1
）
l
L
6

22．7　　（2しの20．5 96．0　　　（96．3）96．4

A
4
2

し　　　く（敷）

ｽ　た　む儂：）

l　　　　　　　　　　　　　　　　l

30．6　　　（32，1）32．8

45．2@　　（47．8）49．2

70．3　　　（86．4）8・姿．4

358 藥4輩　結果と考察



C
5
1
！

し　げ　る（茂） 0　（1ユ） 0 38．7

か　れ　る（枯） L8
　　（！．6）2．7

25．0（30・5）

B
7
4
！

（しずかにする〉（謝

ｳ　わ　ぐ（騒）

3
．
0
　
　
（
5
．
3
）
6
．
8

7．5@　（12．9）16．5 97．0@　（96．5）96．1

C
1
3
！

し　ず　む（沈〉 2荏．0
@　（27．8）

46．7 92．0

う　か　ぶ（浮） 30．4

　　（49．2）50．9

訥（87・2）

A
5
1
！

し　　ぬ（死）

､まれる（生）

2LO　　（25．5）27．9

瀞・1：・） ll：1（95・・）

C
5
4

し　ば　る（縛） 2．7
@　（4．3）

3．6
@　（3。2）

聖（！3．4＞ 14．7
@　（16．6）

97．3

ほ　ど　く（解） 6．7 2．7『 1b．2 17．9
97．3〈97・3）

C
7
1
ノ

し　ぼ　む（萎） 9．3
@　（18。7）

20．0　　（31．5） 88．0　　（87．2）

さ　　　く（咲） 25．0 37．5 86．6

A
6
3
ノ

し　ぼ　む（萎）

ﾓくらむ（脹）

1
4
．
5
　
　
（
9
2
）
6
．
6

25．8@　（21．7）19．7 87．1@　（86．4）86．1

D
6
1
！

し　ぼ　る（絞）

?　ら　う（洗）

40．0　　（尋8。0）53．2

6婆．3@　（70。4）74．3

91．4　　（92．7）93．6

C
4
5
’

しまう（仕舞） 鎚（29．9）
だ　　　す（出）

9
．
3
　
　
（
1
7
ユ
）
2
2
．
3 35．7

甥（73・8！

C
6
ぺ

しまう（佳舞）

ﾈらべる（並）

2．7
@
　
（
4
．
3
）
5
．
4

9．3@　（10．7）！1．6

73．3　　（75．9）77．7

B
1
1
■

し　め　る（閉）

?　け　る（開）

2L4@　（23．5）26．9 30．1@　（32，4＞35．8 79．1@　（82．4＞84．5 94．0@　（92，9）92．2
！00‘0
@　（9⇒．4）99．0

D
4
1

し　め　る（締）

ﾍ　ず　す（外）
器・4・・） 21．4@　（22．9）23．9 ll：1（83・・）

A
2
5

し　　　る（知）

墲ｷれる（忘）
L6
@
　
（
0
．
5
＞
1
．
0

3．2
@　（7．6）9．8

72．6　　（70．1）68．9

第．3節　動詞テスト 359



D
5
嘆

す　　　う（吸）

ﾍ　　　く（吐）

22．9@　（25．1）26．6 35．7@　（34．6）33．4 ll：1（75・9）

A
1
5
！

す　　　く（透）

ｱ　　　む（込）

9．7@　（10．9）11．5
ll：1（26・・） 75．8@　（77．7）78．7

A
3
4
！

す　す　む（進）

ｨくれる（遅）
32
@
　
（
5
．
4
）
6
．
6

！ユ．3
@　（17，9）21．3 59．7@　（56．0＞54．1

C
2
4
ノ

す　て　る（捨）

ﾐ　ろ　う（拾）

26．7@　（23．5）21．4
娃！．3
@　（38．5）36．6 85．3@　（88，2）90．2

　B

R－2

すぼめる（窄）
ｳ　　　す（差）

0
　
（
0
）
0

ど
茎
．
9
　
　
（
4
．
7
）
4
．
5

すぼめる（窄） 20．0
@　（18．7）

36．0
@　（34．2）

85．3
@　（81．3）

C
4
三
ノ さ　　　す（差） 17．9 33．0 78．6

B
1
5

す　わ　る（座）

ｽ　　　つ（立）

73．1@　（78．O）82．5

89．6　　（92．9）95．1

97．0@　（98．2）99．0

C
6
！

せ　お　う（背負）

ｨ　ろ　す（下）

0
　
　
（
0
．
5
）
L
9

2．7
@
　
（
2
．
7
）
2
．
7

64．0@　（58．8）55．4

A
7
！
ノ

せばまる（狭）
ﾐろがる（広）

3．2@　（2，2＞1．6 9．7
@
　
（
5
．
4
）
3
．
3

53．2@　（47。3）44．3

せ　め　る（攻〉 0　（0．5） 0 48．4
@　（52．7）

A
5
5
！

ま　も　る（守） 0．8
1．6（1・0）

54．9

D
7
婆

そ　ら　す（反） 上全（0．6） L4
@　（1．1）

28．6

ま　げ　る（曲） 0 0．9

　　（35．8）40．4

D
5
5

た　お　す（倒）

ｨ　こ　す（起）

0
　
（
0
）
0

7
．
3
　
　
（
5
．
6
＞
2
．
9

12．9@　α2．3）lL9
17．！
@　（19．6＞2L1 81．4@　（84．4）86．2

　C

Q－1

だ　　　す（出）

｢　れ　る（入〉

10．7@　（8．6）5．3 37．5@　（36．9）36．0

360　第4章　結果と考察



D
！4’

c
x；5

B
6，；t

B
7
5
B

4ユ

C
2
1
D
71ノ

A
拶

　
‘

B
1
2

　
～
」

　
D
甜

　
ノ
B
！
5

だ　　　す（出）

い　れ　る（入）

だ す（出）

しまう（｛1．r舞〉

たすかる（助）
お1よれる（溺）

たずねる（尋）

おしえる（教）

たずねる（尋）
こたえる（答）

たたく（叩）
な　　で　　る（撫）

たたく（1琴」）

ひ く（弾）

たたむ（畳）
し　　く（敷）

たたむ（畳）
ひろげる（広）

たたむ（：胃：）

ほ
一
た

すCの

つ（立）

すわる（座）

　　　　　　37．122．9．

　　　　　　　（35．8）　　（24．6）

　　　　　　34．925．7

9．3
　　（！7．1）
22．3

21．3

35．7
（29．9）

20．9　　　　　　32．8　　　　　　　（31．2）　　（20．6）
20．4　　　　　　30．1

｛16Lt　（！．2） 4．5
　（　．c　．　9）

6．8

o
　（O．6）
1．O

1．Jr

　（2．4）
L．9．

70．7

67．9

（6g．o）　1　sc／｛，（7s．4）

84．3
　　（83．8）
83．5

68．0
　　（73．8）
77．7

88．1
　　（87．6）
87．4

74．6

76．7
（75．9）

40．3

46．6
（44．1）

96．O
　　C9．　4．7）

93．8

74．3
　　（72．6）
71．6

81．4

81．7

（sl．6）　l　twhtO．20（gs．3）

ll：1（32・1） 45．2@　　　（47．8）49．2 70．3@　　　（86．4）84．篠

25．4@　　　（32．9）37．9 器：1（45・9） 95．5@　　　（96．5）97．！

塑（66．5） 70．0
@　　　（74．3）

98．6
@　　　（98。9）

70．6 77．1 99．1

器：1（78・・） 89．6@　　　（92．9）95．1

97．0　　　　（98。2）99．0

器72・7） 74．7@　　　（8L8）86．6
98．7@　　　（98。4）98．2

5
．
3
　
　
　
（
4
。
8
）
4
．
5

1
6
．
0
　
　
　
（
1
6
，
0
）
！
6
．
1

77．3　　　（74．9）73．2

第3節　動詞テスト　　361



B
5
4

ち　が　う（違〉 10．4
@　（19，4）

35．8
@　（40．0）

ll：1（76．・）

（おなじ）（同） 25．2 42．7

B
7
3
ノ

ちぢめる（縮） 3．0
@　（2．9）

ユ0．4 89．6

の　ばす（伸） 2．9

　　（10．6）10．7

88．3（88・8）

B
3
2
！

ちらかす（散） 0 4・5
i7．1） 94．0

あつめる（集）

　
（
O
）
0 8．7

92．2（92・9）

A
2
4
！

ち　　　る（散） 19．4
@　（21，2）

24．2

さ　　　く（咲） 22．1

　　（26．1）27．0 85．5@　（86．4）86．9

D
2
婆

つかまえる（掘） 3．7
@　（4．5＞

12．8@　（12．3）1L4 鯉（34．6） 55．7 92．9

に　が　す（逃） 5．7 37．6

　　（59．2）6L5 　　（93．9）94．5

A
ユ
4

つ　　　く（点） 1．6
@（3．2）

17．2@　（2L2）29．0 ll：｝（42・・） 59．7
@　（65．8）

90．3

き　え　る（消） 6．4 68．9
91．8（91・3）

A
7
3
！

つ　　　く（付） 8．1@　（9．2）9．8 27．4
@　（24．5）

82．3

はなれる（離） 23．0

　　（78．8）77．0

B
6
1

つ　　　く（付） 0　（L8） 7．5 59・7
i62．9）

はなれる（離） 2．9

　　（10．6）12．6

65．0

D
1
3

つ　け　る（点〉 74．3　　（78．8）81．7

82．9　　（86．6） 98．6　　（98。9）

け　　　す（消） 89．0 99．1

C
畦
2

つ　つ　む（包） 14．7@　（15．0）15．2 25．3
@　（23．5）

92．0
@　（90．4）

あ　け　る（開） 22．3 89．3

B
6
5
■

つ　づ　く（続） 9．0
@（8．8）

68．7

わかれる（分）
7．5@　（4，1）L9

8．7
72．8（71・2）

D
3
5
ノ

つながる（繋） 2．9@（2．2）1．8 2．9
@（5．0）

85．7
@　（88．8）

き　れ　る（切） 6．4 90．8

C
3
婆
ノ

つ　な　ぐ（繋） 2．7 9．3　（7．0） 90．7

お　　　る（折）
0．9（1・6）

5．4
80．4（84・5）

362　　第4牽1　結果と考察



C
2
5

つ　な　く・（繋） ！8．7
@　（17．6）

28・0
i27．3）

90．7
@　（93．6）

は　な　す（離） 17．0 26．8 95．5

A
3
3

つ　ぶ　る（瞑）

?　け　る（明〉

器：1（55・4） ll：1（69・・） ll：1（56・・）

つ　　　む（積） 0　（0） 5．4@　（7．5）10．7 9．3
@　（！5。0）

22．7
@　（25．1）

97．3
@　（97．3）C

5
5

お　ろ　す（下） 0 ！8．8 26．8 97．3

でかける（出） L3
@（0．5）

6．7
@　（3。7）

84．0
@　（87．2）C

5
2

も　ど　る（戻） 1．0 0．9 89．3

A
4
3
！

で　　　る（出）

ﾍ　い　る（入）

4L9@　（44．0）45．1
器：1（53・・） 90．3@　（88．6）87．7

と　　　く（解） 8．1
@　（10．3）

！7．7
@　（！8．5）

7！．0
@　（73．4）

A
6
1
ノ

ま　　　く（巻） lL2 18．9 74．6

と　　　く（解） 16．4
@　（13，5＞

25．4
@　（21．8）

74．6
@　（7L2）

B
6
3
ノ

む　す　ぶ（結） ll．7 19．4 68．0

と　け　る（溶） 10．7 92・G
i89．3）

C
5
3
’
かたまる（1鋤

　　（11。8）12．5 22．7@　（20．9）19．6

87．5

D
2
1
！

と　じ　る（閉）

?　け　るq：紛

12．9@　（IL2）10．1

1
8
．
6
　
　
（
1
3
．
4
）
1
0
．
！

64．13@　（63．1）62．4

A
2
2
ノ

とどける（屈）
焉@ら　う（貰）

1：1（・・3） 8．1
@
　
（
7
．
1
）
6
．
6

51．6@　（57．1）59．8

D
7
5

と　　ぶ（飛）
ｱ　ろ　ぶ（転）

！2．9
@　（7．8）4．6

4L4　　（22．3）！0．1

1篶（…8）

B
2
2

と　　　ぶ（飛）

ﾆ　ま　る（止）

ll：1（65・3） 73．1@　（77．1）79．6

94．0　　（95．3）96．1

　B

戟|1

と　ま　る（止）

､　ご　く（動）

8．7@　（8．8＞9．0 12．6@　（14．1）16．4

第3飾　動詞テスト 363



B
2
2
ノ

と　ま　る（止）

ﾆ　　ぶ（飛）
56．7@　（65．3）70．9 73．1@　（77．7）79．6 94．0@　（95．3）96．1

B
3
3
ノ

と　め　る（止）

､こかす（動）
ユ7．5
@　（13．5）7．5 14．9@　（24．7）3L1 53．7@　（60．6）65．0

C
3
3
ノ

と　　　る（取）

ｨ　　　く（置）
18．7@　（24．1）27．7 30．7@　（36．4）40．2 78．7@　（79．1）79．5

B
7
2
ノ

（な　　い）（無〉

?　　　る（在）

83．6　　（85．9）87．4

98．5@　（95．9）94．2 瑳ヂ（98・2）

D
2
3
！

こ　わ　す（壊）

ﾈ　お　すG鋤
34．3@　（36．3）37．6 48．6@　（53．6）56．9 91．4@　（95．5）98．2

D
3
4
〆

な　お　る（直）

ｩ　か　る（罹）

8．6@　（6．7）5．5

18．6　　（22．3）24．8

57．！@　（57．0）56．9

C
l
！

な　　　く（泣）

增@ら　う（笑）
80．0@　（86．6）91．1 98．2@　（95，2）90．7 97．3@　（98．9）100

B
魂
3

な　ぐ　る（殴）

ﾈ　で　る（撫）
10．4@　（9．4）8．7 23．9@　（20．6）18．4

92．5　　（94．1）95．1

D
4
5
！

な　げ　る（投）

､けとる（受〉
2．8@　（2．2）1．4

1：1（・・9） 42．9@　（35．8）3！．2 65．7@　（57．5）52．9 ll：1（…5）

C
7
5

な　げ　る（投）

､　　　っ（撃）

護6．7
@　（55．1）60．7 60．0@　（68。4）74．1 88．0@　（89．8）92．2

C
2
1
！

な　で　る（撫）

ｽ　た　く倒D
70．7@　（69。0）67．9 78．7@　（75．4）73．2 96．0@　（94．7）93．8

B
4
3

な　で　る（撫）

ﾈ　ぐ　る（殴）
10．4@　（9．4＞8．7 23．9@　（20．6）ユ8．4 器：1（94・1）

C
6
3

な　め　る（嘗）

ｽ　べ　る（食）

ll：1（72．・） 74．7@　（8L8）86．6 98．7@　（98．4）98．2

364　　舞4章　結果と考察



A
5
2
！

な　ら　う（習）

ｨしえる（教）
3．2
@　（2．7）2．5

6
．
5
　
　
（
6
．
0
）
5
．
7

88．7@　（90。2）9LO

C
6
4

ならべる（並）
ｵ　　ま　　う（イ士舞）

2．7
@　（4．3）5．4 鵠（1・・7） ll：1（・5．9）

D
7
2
！

な　ら　す（鴨）

ﾓ　　　く（吹）

舞：1（71・・） 84．．3
@　（84．4）84．4 甥（98．3）

C
3
1

に　が　す（逃〉

ｱ　ろ　す（殺）
ぜ謡（…） 17．3@　（15．5）14．3

ll：1（96・・）

D
2
4
ノ

に　が　す（逃）

ﾂかまえる麟）

3．7
@
　
〈
4
．
5
）
5
．
7

12．8@　（12．3＞11．4 30．0@　（34．6）37．6 55．7@　（59．2）6！．5 92．9@　（93．9）94．5

C
4
3

に　ぎ　る（握）

ﾍ　な　す（放）
憂：1（…3） 42．7@　（37．4＞33．9 86．7@　（87．2）87．5

B
5
5

に　げ　る（逃）

ｨ　　　う（追）

34．3@　（29．4）26．2 47．8@　（46．5）45．6 80．6@　（80．6）80．6

D
6
3

に　　　る（煮）

增@か　すG弗）

！7．1
@　（！6．2＞15．6 25．7@　（22，9）2Ll

65．7@　（68．2）69．7

A
5
4
ノ

ぬ　　　く（抜）

､　　っ（打）
16．1@　（15．2）玉4．8 24．2@　（22．3）2L3

82．3　　（82．1）82．G

B
2
5
！

ぬ　　　く（抜）

ｳ　　　す（差）

1
．
0
　
　
（
1
．
8
＞
1
．
5

6
．
8
　
　
（
7
．
6
）
9
．
0

14．9@　（20．0）23．3 32．8@　（35．9）37．9

62．7　　（73．5）80．6

B
3
5
ノ

ぬ　　　ぐ（脱）

ｩ　ぶ　る（被）

29．9@　（37．1）4L7
褄3．3@　（48．8）52．4

85．1　　（89．4）92．2

　A

S！一3

（ぬ　　ぐ）（脱）

ｩ　ぶ　る（被）

0
　
（
0
）
0

ll：1（23・・）

　A
S！一2

ぬ　　　ぐ（脱）

ｫ　　　る（着）

12．2@　（13，0）玉4．5

33．6　　（33．2）32．3

館3節　動詞テスト 365



D
1
1

ぬ　　　ぐ（脱）

ｫ　　る（着）

77．1@　（79．3）80．7 92．9@　（93．3）93．6 97．1@　（98．9）1GO

ぬ　　　ぐ（脱） 3．2
@　（3。2）

3！．1　　（3L5） 58．1
@　（57．6）

79．0　　（83．2） 96．8@　（96。7）96．7

A
1
2
！

は　　　く（履） 3．2 32．3 57．4 86．1

ぬ　　　る（塗） 82．7
@　（87．7）

89．3
@　（92．5）

98．7　　（98．4）C
7
3
！

か　　　く（書） 9L1 94．6 98．2

B
1
4
！

ぬ　れ　る（濡〉

ｩ　わ　く（乾）

22．3@　（21．8）20．9 37．3@　（44．1）48．5 98．5@　（98．2）98．1

ね　か　す（寝） 12．9
@　（19．0）

91．9A
7
4

お　こ　す（起〉 22．O

35．5　　（38。6）40．2

9LO（91・3）

　D

R－1

ね　か　す（寝）

ｨ　こ　す（起）

2．8@　（4．5）7．1
暑チ（・1・・）

B
1
2
！

ね　　　る（寝〉

ｨ　き　る（起）

94．0@　（84．7）78．6
鷲：1（96・・） 100．0

@　（100．0）100．0

A
2
1
ノ

の　せ　る（乗）

ｨ　ろ　す（降）

24．2@　（19．0）！6．4

35．5　　（27．2）23．0

74．2@　（73．4）73．0

　C

R－2

の　せ　る（乗）

ｨ　ろ　す（降）

1．8
@
　
（
2
．
1
）
2
．
7

23．2@　（12．8）3．2

B
7
3

の　ば　す（伸）

ｿぢめる（縮）

3．0@　（2．9）2．9 10．4@　（10．6）10．7 89．6@　（88。8）88．3

A
6
4

の　ば　す（｛的

ﾜ　げ　る（曲）

9．7@　（7．1）5．7
！9．4
@　（16．8）15．6 ll：1（…5）

B
3
1

の　ぼ　る（ヌ文S”L）

ｨ　り　る（降〉

40．3　　（48．2）53．4

雛（68・・） 88．1@　（93，5）97．1

C
7
2
ノ

の　　　る（乗）

ｨ　ち　る（落）

78．7@　（78．6）78．6 82．7@　（85．6）87．5

100．0　　　（99．5）99．1
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の　　　る（乗） 41．0　　（42．4） 85．5　　（87．O） 98．4　　（95，7） 98．4　　（97．8）A
1
1

お　り　る（降）

3．2@　（4．8）8．0

45．2 87．7 94．3 95．5

A
4
3

は　い　る（入）

ﾅ　　　る（出）

4L9　　（44．0）45．1 53．2　　（53．8）54．1 90．3　　（88．6）87．7

D
5
4
ノ

は　　　く（k瞳）

ｷ　　　う（吸）

22．9@　（25ユ）26．6 35．7@　（34．6＞33．4

78よ6　　（74．9）72．5

A
1
2

は　　　く（履）

ﾊ　　　ぐ（脱）

3
．
2
　
　
（
3
．
2
＞
3
．
2

3L1　　（3L5＞32．3

ll：1（57・6） 79．0@　（83．2）86．1

96．8　　（96．7）96．7

B
2
工

はじまる（始）
ｨ　わ　る（終）

29．9　　（32．9）35．0

53．7@　（6L2）66．0

89．6　　（92．4）9逢．2

D
3
2

は　し　る（走〉

?　る　く（歩）

58．6　　（62。6）65．1

78．6@　（77．1）76．1 97．1@　（97．2）97．2

A
5
3
ノ

は　ず　す（外）

ｩ　け　る（掛）

3．2@　（4．3）4．9 8．1
@　（10．3）11．5

64．5　　（66．8）68．0

D
4
1
’

は　ず　す（外）

ｵ　め　る（締）

10．0　　（14．0）16．5

ll：1（・2・・） 8L4　　（83．8＞85．3

B
2
4
ノ

は　ず　す（外）

ﾍ　め　る（ゴ眞）

6．6@　（5．3）4．9 10．4@　（10．6）10．7

64．2　　（7L2）75．7

A
4
1
ノ

はずれる（外）
?　た　る（当）

3．2@　（3。3）3．3 9．7@　（8．7）8．2

79．0　　（73．4）7Q．5

B
3
4
ノ

は　な　す（離）

ｨさえる（押）

7
．
5
　
　
（
1
5
．
3
）
2
0
．
4

23．9@　（27．6）30．！

7L6　　（76．5）79．6

D
3
3
，

は　な　す（話）

ｫ　　　く（聞）

57．1@　（50．8）違6，8

62．9　　（59．8）57．8

87．！
@　（87．7）884

C
2
5
’

つ　な　ぐ（繋）

ﾍ　な　す（離）
翻（17・・）

28．Q　　（27．3）26．8 90．7　　（93．6）95．5
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C に ぎ る（握） 17．3 42．7
（37。4＞

86．7

43■ は な す（放） 22．3
（20．3）

33．9 87．5
（87．2）

A は な す（離） L6 （0．5） 3．2
（3．3）

43．5

62！ よ せ る（寄） 0 3．3 婆9．2
（47．3）

A はなれる（離） 8ユ （9．2） 27．4 82．3

73 つ く（付） 9．8 23．0
（24．5）

77．0
（78．8）

B はなれる（離） 0 7．5 59．7

61！ つ く（付） 2．9
（1．8）

12．6
（10．6）

65．0
（62．9）

A は ら う（払） 8．1 17．7 69．4

4婆 も ら う（貰） 4．9
（6．0）

10．7
（！3．0）

67．2
（67．9）

C は る（張） 80．0 84．0 98．7

35ノ き る（切） 75．0
（77．0）

83．0
（83．4）

97．3
（97．9）

C は る（張） 57．3 73．3 93．3

15ノ や ぶ る（破〉 46．4
（50．8）

61．6
（66．3）

100
（97．3）

B は め る（嶺） 6．6 ！0．4 64．2

24 は ず す（外） 4．9
（5．3）

10．7
（10．6）

75．7
（7L2）

D ひ く（引） 15．7 30．0 77．1

12 お す（押） 12．8
（14。0）

24．8
（26．8）

59．6
（66．5）

D ひ く（弾） 74．3 81．4 100．0

71 た た く（叩） 71．6
（72．6）

8L7
（81．6）

97．2
（98．3）

D ひ や す（冷） 45．7 57ユ 97．1

22！ あたためる（暖〉 42．2
（43．6）

6！．5

（59．8）

94．5
（95．5）

B ひ ろ う（拾） 1．9 2．9　　（2．4） 50．7 67．2 89・6（93，5）

13！ お と す（落）

　　（2．4）3．0

L5 55．3
（53．5）

72．8
（70．6＞

96ユ

C ひ ろ う（拾） 26．7 4L3 85．3

24 す て る（捨） 21．4
（23．5）

36．6
（38．5）

90．2
（88．2）
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A
7
1

ひろがる（広） 3．2　（2．2） 9．7　（5．4＞ 53．2

せばまる（狭） 1．6 3．3
44．3（47・3）

B
4
2
！

ひろげる（広） 25．4
@　（32．9）

38．8
@　（45。9）

95．5

た　た　む（畳） 37．9 50．5

　　（96．5）97．1

C
6
2
ノ

ふ　　　く（拭） 6L3
@　（63．6）

Z4・7（73．3） 86．7
@　（85．6）

か　け　る（掛） 65．2 75．0 8荏．8

D
7
2

ふ　　　く（吹） 84．3
@　（84．4）

100．0
@　（98．3）

な　ら　す（鳴）

ll：1（71・・）

84．4 97．2

A
6
3

ふくらむ（脹） 14．5
@（9．2）

25．8
@　（2L7）

87．1
@　（86。4）

し　ぼ　む（萎） 6．6 19．7 86．1

C
1
4
！

ふ　と　る（太） 26．7
@　（30．5）

婆2。7
@　（50．3）

94．7

やせ　る（痩） 33．0 55．4

　　（92．0）90．2

B
4
4

へ　ら　す（減）

ﾓ　や　す（増）

o
　
（
0
．
6
）
1
．
0

！
．
5
　
（
6
，
5
）
9
．
7

65．7@　（70．6）73．8

D
2
5

ふ　　　る（降） 4！．4
@　（45．8）

65．7 95．7

や　　　む（止） 48．6

　　（66．5）67．0 　　（95．0）94．5

へ　ら　す（減） 0 0A
4
5
！

くわえる（カri）

　
（
0
）
0

　
（
0
，
5
）
0
．
8

24．2@　（32．1）36．1

ふ　や　す（増） 0　（0．6） 1．5
@（6。5）

65．7
@　（70．6）

B
4
4
！

へ　ら　す（減〉 1．0 9．7 73．8

D
6
2

ほ　　　す（干）

ｽ　た　む（畳）

C
5
4
！

ほ　ど　く（解）

ｵ　ば　る（縛）

2．7
@
（
4
β
）
6
．
7

60．0

70．6
（66．5） 70．0

3．6
　　（3．2）
2．7

！0．7
（13．4）

77．1

！4．7

　　　　　98．6（74．3）　　　　　　　　（98．9）
　　　　　99．1

15．2 17．9

　　　　　97．3　　　　　　　　（97．3）（16．6）

　　　　　97．3

B
53ノ

。
　　（2．9）
4．9

4・．5

　　（7．1）
8．7

86．6
　　（90．0）
92．2
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A
3
1

ほ　　　る（掘〉

､　め　る（埋〉

25．8@　（31．0＞33．6 43．5@　（45．1）45．9 9L9@　（91．3）9LO

A
6
1

ま　　　く（巻）

ﾆ　　　く（解）
鎧（1…） 17．7@　（18．5）18．9 llll（73・・）

C
1
2
ノ

ま　け　る（負）

ｩ　　　つ（勝）

49．3@　罎．9）42．0 92．0@　（90。9）90．2 97．3@　（97．3）97．3

D
7
4
！

ま　げ　る（曲）

ｻ　ら　す仮）

1δ4（・・6） 1．4
@
　
（
1
．
1
）
0
．
9

器tl（35。8）

ま　げ　る（i廿i） 9・7（7．1） 19・婆（16．8） 74．2A
6
4
■

の　ば　す（伸） 5．7 15．6
74．6（74・5）

ま　ぜ　る（混） 17．7
@　（17．9）

35．5　　（30．4） 87．1A
7
5

わ　け　る（分） 18．0 27．9
83．6（84・2）

A
5
5

ま　も　る（守）

ｹ　め　る（攻）

0
　
　
（
0
．
5
）
0
．
8

0
　
　
（
1
．
0
）
1
．
6

48．4@　（52．7）54．9

み　え　る（見） 4．5　　（2．9） 7・5（6．5） 83．6
@　（84。7）B

繧
5
かくれる（隠） L9 5．8 85．4

D
3
3
！

むかえる（迎）
ｨ　く　る（送）

20．0@　（14．5＞！1．0 28．6@　（21．8）17．4 68．6@　（66．5）65．1

む　す　ぶ（結） ！6．4　　（13．5） 25・4
i21．8）

74．6
@　（71．2）B

6
3

と　　　く（解） 11．7 19．4 68．0

も　　す（燃） 37・3（38，5） 52・0
i55．1）

92．0C
2
2

け　　　す（消） 39．3 57．1
92．9（92・5＞

C
5
2
！

も　ど　る（戻）

ﾅかける（出）

1．3
@
　
（
0
．
5
）
0

1：1（…） 器呈（87・2）

A
6
5
ノ

も　ら　う（貰）

?　げ　る（上）

0．8@　（LO）1．6 穿逡（26ほ） 72．6@　（63．6＞59．0
ll：1（76・・） 95．2@　（92．9）91．8
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A 撃
u
ら

う（冒葦．蟹；t：」，（）

4．8 8．1 5L6
22 と どけ る嘱）

　　　　　（3．3）　　2．5

蕊（7・！）
59．8
（57．1）

A 9
u
ら う（貰） 8．1 17．7 69．4

44！ は ら う（払）

1

　　　（6．0）4．9 　　　（13．0）10．7

｝67．2
（67．9）

C 9
妙
ら う（貰） 26．7 4．2．7 88・0

i84．5）
44！ や る（遣）

@　　　　　［

　　　（25．7）25．0 　　　（37．4）33．9

82．1

D や

　　　　　　レ

ｭ（焼）

卜

申～　　18．6，　　　　　　「レ

21．4 58．6

64
一F

ﾟ げ る（揚）

　　　u，）．今圭0．1

蕊2。8（16・2）

5L4
（54。2）

C や
畦・．ター｝ る（痩） 26．7 42．7 94．7

14ノ
、
u
．
5
、

と る（太）

　　　（30．5）33．0 　　　（50．3）55．4

90．2…一
i92．0）

C や
、　．

r｝．、
る（破） 57．3， 73．3 93．3

15 は る（張）
46．4㍉50・8）

　　　（66．3）6L6

！00
（97．3＞

D や む（止） 41．‘1． 657 95．7

25！
｝
￥
」
、 る（降）

4蕊（45・8＞ 論（66・5）
94．5
一（95．o）

C や

る
（
遣
）
一

　

26．7 42・Z（37．！） 88．0

藪 9
u

ら う（貰）

　　　（25．7）25．0

33．9 82．1
（84．5）

A レ
仙 これ る（汚） 9，7、

　　　■

Q2．6 96．8 （9・茎．6）

72 きれいになる（綺麓〉
τぎ！1・4） 締（20・7＞

93．4

D よ ろこ ぶ（割 0一（！．！） ⊥（5．o） 95．7

45 か なし む（悲） 1．8 8．3 95．4一．一
i95．5）

A よ せ 1．6
@　　（0．5） 並（3．3） 43．5

62 は な す（離〉 0 3．3 49．2
（47．3）

J”O．O
　　　（55．9）
Jrg．6

70．0
　　　（69．8）

69．7

91．4
　　　（95．0）

97．2

17．1
　　　（16．2）
15，　．6

2tt．）．7

　　　（22．CJ）
2！．！

器：多（68・・）
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B
2
3
ノ

わかれる（別）
?　　　う（会）

0
　
　
（
0
．
6
）
1
．
0

4．5@　　（8．8）！L7

70．1　　　（71．2）71．8

B
6
5

わかれる（分）
ﾂ　　つ“　く（続）

7．5@　（4．1）L9
岩3（・・8） llll（…2）

A
7
5
’

わ　　け　　る（分）

ﾜ　ぜ　る（混）

17．7@　　（17。9）ユ8．Q 35．5@　　（30．4）27．9

87．1　　　（8婆．2）83．6

A
2
5
！

わすれる（忘）

ｵ　　る（知〉

1
．
6
　
　
（
0
．
5
）
1
．
O

3．2@　（7．6）9．8

72．6　　　（70ユ）68．9

わ　ら　う（笑） 74．3 90．O 100．O　　　　（98．9）D
5
1
’

お　こ　る（怒）

　　　（90．9）68．8 　　　（84．9）8L7

98．2

C
ユ
ユ
ノ

わ　ら　う（笑）

ﾈ　　　く（泣）

80．Q@　　（86．6）91ほ 器：1（95・2） 97．3@　　（98．9）！00
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第5章 語彙能力と諸要因との関係

5－1－1表　性状語，時閣・空間語テスト得点と諸要照悶の有意差検定（x2）

要

1．地

2．性

3。年

4．保

8．家

9．兄

区

育

族

弟

15．父の年齢

16．母の年齢

17．面倒を見る人

18．すぐ上の兄姉

20。新　　　聞

22．子どもの本

　　テレビを見る27．
　　嗣週

28．　絵　本。漫　1亟i

33．物　　　　語

34．おけいこ

36．霞　　　話

37．なぞなぞ遊び

38．幼　児　音

39．おしゃべり

40，外　遊　び

41．字1の読み方

　　ひらがなの読
42．

　　み

43．名前の字

性　状　語

x2　df　P

O
O
1
8
8
8

　
　
4
5

　
　
5
1
1
4
39

W6

T4

T6

O2

W6

O3

Q4

W2

S0

U0

O3

O

‘2

ﾀ
　
9
2
　
8
7
　
’
3
沿
護
β
2
ゆ
　
’
0
　
’
4

51。610

38

S0

O8

R8

O3

O

渇
’
0
渇
5
8

2
　
0
　
1
　
2
　
r
D

別
別
齢
年
数
点
滴
齢
人
姉
聞
本
る
、
爾
語
こ
話
び
音
り
び
方
読
字

時間・空間語

x2　d’S　P

8
2
4
4
2
5
9
0
4

0
7
1
3
4
2
1
9
1

！
0
5
9
3
2
6
4
2

　
　
3
1

7
7
0
4
3
6
6
4
0
　

9
3
7
0

0
5
7
0
3
5
9
2
5
　

0
3
2
2

6
2
2
0
7
4
0
7
4
　

2
2
9
7

　
　
　
　
　
　
　
1

；
0
1
絢
0
ー
エ
0
1
0
、
0
5
．
0
5
5
0
8
0
7
Q
9
0
9
0
9
0
2
0
7
0
【
欝
2
0
9
0
3
0
2
0
勅
0
5
一

　
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
　

〇
〇
〇
〇
Q
O

要 因

2　　0．？045．　　　　　本

10．5046．文宇への闘心

　　み　
4　　Q．O！　47，　駅　　　　　　　名

　　ヰぷ
2　0．　Oi　48．しりとり遊び

20．20i．49．簡S．iftな言露
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第1節　性状語能：力と諸要因

　就学前の児童の語彙能力は，どのような要魍に：よって，その発達がうながされるか。また，語彙

能力は具体的にどのような書語生活の特徴となって示されるかが明らかにされる必要がある。そこ

で，本節では性状語テスト総得点と，言語生活アンケート調査の結果とを交差させて考察すること

にした。ここでいう牲状語テスF総得点とは，テスト1～6までの正反応の総合計点であり，基準

反癒以外の羅，Ωを含めて正反応として総合計点に計算してある。

5－1－2蓑　テスト合計点（性状語）の得点分布

＼＼．段　階

翻　合　　s＼～

TLNI

o
／
o

．一 U0

ユ

O．5

一70

3
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23．　7

一一 P3e

29

14．　9

一一 P40

37

19．　1

一一
撃盾窒

7

3．　6

　この分布は検定の結果，正規分布をえがいていない（x2＝50．08，　df繍9，　P〈O．　Ol＊＊）。このた

め，被験者の属性的条件や言語生活に関する1瀞｝置旧など要因についての有意差を明らかにするには

x2 汳閧ｪ有効である。そこで，テスト合計の平均点を求めると，　H3．5であるので，合計得点1！4

点以下を下位群，！！5点以上を」二位群とし，下位群，上位群に含まれる被験者の属｛生・特性1｝男の有

意差検定を試みた。

　その結果は5－H表性状唱酬llの通りである。すなわち，3．年齢，4．保育年数，15．父の年齢，16．

母の年齢，37。なぞなぞ遊び，42．ひらがなの読み，45．本の読み，49．簡単な話，50．かたかな，53．

家族の名前，54．好みの番組名，55．宇に対する関心，56．本，66．テレビの各属性・特性で有意差が

認められた。また，家族数，兄弟数の属性に傾向的にではあるが差が認められた。

　そこで有意差の認められたものについて，省属性・特性の性状語テス1・得点の下位・上位群に含

まれる人数も含めて，検定結：果をまとめてあげれば，次のようになる。

属性・特性 下 上 xz dt’ P

3
年
齢
4
保
育
年

1．～5歳

2．　～5．6歳
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　以上の結果によれぽ，テストの得点に最も有意な差が認められたのは，被験者の年齢であ1），年

齢が上になるにつれてテスト得点は上がる。次に保育年数があり，！年保育より2年保育以上のほ

うがテスト合計点が高い。しかし，これはテスト時点で4歳児クラスか，5歳児クラスにあるかは

問題にしていないから，保育年数だけの要函とみることはできない。

　父の年齢，母の年齢は共に5％以下の危険率で有意差が認められた。この限りでは，年齢の高い

親を持つ被験者は年齢の低い親を持つ被験者よリテスト合計点が高い。

　次に，被験者の言語生活上の特性では，なぞなぞ遊び，文字の読み書き，読書をよくする者は，

なぞなぞ遊びや文宇の読み書きや読書をしない者よリテスト合計点が高い。そうして最後に家庭で

のしつけセこ関する特性では，テレビは好きなものを見せると答えた家庭の幼児は，イイエと答えた

家庭の幼児よりテスト合計点が低いことを示している。

　そこで，有意な差が認められたものについてさらに検討を加えていく。まず，年齢属性に関して，

各年齢間の有意差をみると，5－1－3表となる。

5－1－3表　年齢別にみたテスト合計点の有癒差検定（x2）　　　　（＊P＜0．05，＊＊P＜0．　O！）

1，　～5歳

2．　～5．6歳

3．　～6．0歳

4．　～6．6歳

1

　　　や
！8．089

　　ホホ
32．845

　　みぶ
4］．．526

2 3

1s．　og6

2．218

　おホ
7．051

32．　845

2．　218

1．　808

4

　　ホホ
41．526

　　　ぷ
7．051

1．808

5歳未満の被験者は他の全ての段階の被験者と比較し，合計得点が有意に低い。また，父母の年齢

属性に関して，各年齢間の有意差をみると，

5－1－4表　親の年齢別にみたテスト合計点の有意差検定（x2）

1

（
父
）

1．　～35歳

2．～40歳

3．41歳～

ij2i3

3．　320

6．　280

3．　320

1．320

6．　2s61／I
I
I
E
g
l

　
　
｝

（
母
）

1．～30歳

2．～35歳

3．36歳～

1

2．280

　　　
7．737

2

2．　280

3．　002

3

　ホま
7．737

3．002

となり，父の年齢のほうは，35歳未満の父と・t1歳以上の父を持つ幼児闘の合計得点に差があり，母

の年齢のほうは，30歳未満の母と36歳以上の母を持つ幼児間の合計得点間に差がある。いずれも親

の年齢は年齢層が上の親を持つ幼児の方が得点が高いことを示している。

　以上の結果から，性状語の遜解能力と要因との関係で次の特徴を指摘することができる。第1は

テスト合計点について地域差が認められていない点があげられる。：本テストの地域にあげた東京は
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大都市，仙台は地方都市，岩手は郡部であり，それは都斎部と君陪1の幼児問に差が認められないこ

とを示している。第2はテスト合計点について性差が認められていない点があげられる。従来の言

語能力諸調査では女児の能力が高いことが指摘され，たとえぽ，昭和42年に雲施した国立国語研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ所の文字力調査では女児が有意に男児より高いが，本調査では性差が認められず，地域差と共に性

差が何故に生じないかは，項を改めて考察する。

　第3は，含計点と被験者の年齢間に鵜意差が認められ，特に5歳以前と5歳以後に差が認められ

た点があげられる。しかも，それが最も有意な差を示していることは姓状語理解に関する発達の質

的転換を示唆するものと考えられる。

　第4は合計点と両親の年1齢問に蒋意差が認められた点があげられる。もっとも，両親の年齢とい

う属性の中には，第1子か第1子以外かの属性もあり，また，子どもに対するしつけのしかたの特

徴も関与することも想定されるし，そのためには諸属性の交差分析が必要になるが，ここではこれ

以上の分析は行わない。

　第5は霞常の言語生活の面で，特に文字生活に関して，積極的な渚動をする被験者はテスト合計

点が高いことがあげられる。そして最後は，家庭のしつけ面では，テレビの見せ方のほかは特に有

意な差が認められないことがあげられる。

　寧国立国語研究飯f幼児の読み書き能力」86ページ
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第2節　時間・空間語能力と諸要因

　就学前の児童の語彙能力は，どのような要因によって，その発達がうながされるか。また，語彙

能力は呉体的にどのような言語生活の特徴となって示されているかが明らかにされる必要がある。

そこで本節では，時闘。空關語テスト総得点と，言語生活アンケート調査の結果とを交差させて考

察することにした。ここでいう時問・空間語総得ノ窯とは，テスト1～6までの正反臨の総合計点で

あり，基準反応以外の◎，Ωを含めて計算してある。

5－2－1表　テスト会計点（障碍・空間語）の得点分布

＼．　　段階．
　　　　’一一一一一一一．．x．　i　一一20　1　一一3e　1　一一4e　i　一一se
割　合　　　　　、．t’ ．＼tt
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一leo

3

1．3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x2＝！6．1　dfw8　P〈O．05“

　5－2級表は，時闘・空間語テスi・合計点の得点分布を示したものである。この分布が正規分布を

えがいているか否かを検定した結果では，正規分布をえがいていない。このため，被験者の属性的

条件や言語生活に闘する諸特性についての有意差を明らかにするにはx2検定が有効である。そこ

でテスト合計の平均点を求めると，55．7であるので，合計得点56点以下を下位群，57点以上を上位

群とし，下位群，上位群に念まれる被験者の属性・1寺｛生間の有意差検定を試みた。

　その結果は5－！－！表時1’1，／」・空閥語欄の逓りである。すなわち，3．年齢，4．保育年数，15．父の年

齢，33．物語，34．おけいこ，37．なぞなぞ遊び，38．幼児音，42．ひらがなの読み，43．名前の字，49．

簡単な話，50．かたかな・漢字，52．黙読，53．家族の名前，54．好みの番組名，70．なぞなぞ遊びの

各属性で有意な差が認められた。また，／．6．母の年齢，27．テレビを見る時闘，64．夜のあいさつで

傾向的にではあるが差が認められた。

　そこで有意差の認められたものについて，各属性・特性の疇聞・空子語得点の下位・k位群に含

まれる人数も含めて，検定結果をまとめてあげれば次のようになる。

3
年
齢

属牲・特性

1．　～5．0歳

2．　～5．6歳

3。　　～6．0歳．

4．～6．6歳

下 上

6
5
1
2

1
Q
り
娃
2

9
」
1
6
ρ
Q

　
1
2
3

瓢2

35．　141

df

4

P

378　　第5章　語戴能力と諸要曖との関係

。．　61



属性・特性
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53

46

95

8

2

6．　206

7．294

4．　502

d£

王

1

1

P

o．o彗

　寧鱒

O．　Ol

o．　oぎ

　以上の結果によれば，テストの得点に最も有意な差が認められたのは，被験者の年齢であり，年

齢が上になるにつれてテスト得点は上がる。次に保育年数があり，1年保育より2年保育以上のほ

うがテスト合計点が高い。しかし，これはテスト二二で二歳児クラスにあるかは問題にしていない

から，保育年数だけの要因とみることはできない。

　父の年齢は5％以下の危険率で有意差が認められた。すなわち，この限りでは，年齢の高い親を

持つ被験者は年齢の低い親を持つ被験老よリテスト合計点が高い。しかし，母の年齢要菌は傾向的

に差が生じることを示すにとどまっているが，年齢の高い親の子どものほうがテスト得点が高いこ

とは変わらない。

　次に，級験者の言語生溝上の特性では，物語の本をよく読む，おけいこに通う，なぞなぞ遊びを

する，簡単な話や手紙を書く，かたかな・漢字の質問をする，黙読をする，家族の名前を書く，好

みの番組名をさがすなどをする者はそういう生活をすることがない者よリテスト合計点が高い。こ

れらは主に幼児には少し高度と思われる読み書きの生活を指し，テスト合計点が高い者はそうした

知的活動を積極的に行っていることを示しているが，興味あることは，42．ひらがなの質問をする

とか，43．名前の字を見つけて喜ぶなどは，この4，5歳児クラスの幼児には知的活動とは無関係

あるいは逆にその乏しさを示すもので，それの項痛に否定反応した者のほうがテスト合計点が高い。

幼児音がまだ残る幼児はテスト合計点が低いという事実も納得がいく。

　幼児に対するしつけの程度に関する項目では，わずかに，70．なぞなぞ遊びの相手をするがそう

でない場合と有意差を示している。

　さらに，年齢属性に関して，各年齢間の有意差をみると，5－2－2表となる。
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5－2－2表　年齢別にみたテスト合計点の有意差検定（x2）

1
2
3
4
r
D

～5．0歳

～5．6歳

～6．0歳

～6．6歳

6．　6歳　～

1 2

0。531

3．486

　　お
12，240

　をヰ
17．127

O．　531

3

2。724．

　をぷ
16．031

　　ぜ
20．743

3．　486

2．　724

4 5

　ぬホ6．680、

　まホ
11、761

、2．，竃δ旨7ユEl

　ぷを　　　　　　　　せ　

16．031　　20．743

　　　　　　　　　　　を　

6，6801　1！．760

　　　　1．390

1．　395

　すなわち，5－2－2表によれば，6歳未満児は6歳以上の幼児に比較し，合計点が有意に低い。

　また，保育年数の属性に関して，各年齢問の有意性をみると，

　　1年×2年　　　x2＝＝　18．225　　df＝1　　P＜0．01糠

　　1年×3年　　¢2＝5．572　df・・1　P〈0．05es

　　2年×3年　　　　x2；　0．375　　　　df＝：！　　　P〈0．70

となり，1年保育児は2，3年保育児に比較して，合計点が有意に低い。

　さらに，父の年齢属性に関して，各年齢間の有意差をみると，35歳乗満の父を持つ幼児の合計点

は，41歳以上の父を持つ幼児のそれより有意かまたは傾向的に差が認められている。

　　～35歳×～40歳　　　　x2讐5．305　　　　df　＝1　　　　P＜＝0．05赫

　　～35歳×4！歳～　　　　x2編3．551　　　df罵1　　　Pく0．10

　　～40歳×41歳～　　　　x2篇＝O　　　　　　　df＝＝1　　　　　　　　一

　以上の結果から，熱心・空闊語の理解能力と要因との関係を，性状語のそれと対照させて特微を

指摘すれば次の諸点があげられる。

　第！はテスト合計点について，性状語の磁歪と同様に，地域及び性差が認められていないことが

あげられる。もちろん，両テストの被験者は同一でない。第2は被験者の年齢および保育年数間は

高い有意差が認められたことも性状議の場合と同様である。しかし，被験者の年齢に関しては，6

歳以前と6歳以後に差が認められており，性状語の場合はそれより1年早い5歳前後に発達の質的

転換を示竣する結果が出ているので，その相違は姓状語はものとものとの関係概念を表すのに対し，

時間・空間語はこととこととの関係概念を表す抽象性の違いによることが考えられる。

　第3は両親の年齢とテスト丁丁丁丁に，父親の場合は有意に，母親の場合は傾向的に差が認めら

れ，それは若い親を持つ幼児のテスト合計点が低いという点があげられ，性状語の場合と傾向的に

共通性を持つと考えてよい。

　第4は日常の言語生活の面でも，有意差が認められた項目は性状語の場合にも有意差が認められ

ている共通性があげられる。すなわち，37．なぞなぞ遊びをする，42．ひらがなの読み，49．簡単な

話，50．かたかな・漢字，53．家族の名前，54．好みの番組名である。しかし，最後の家庭のしつけ
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面では，なぞなぞ遊びの糧手をするほかは有意な差が認められず，性状語の場舎に有意差が認めら

れたテレビ視聴で自由に冤せるか否かの項には有意差は認められない。
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第3節動詞能力と諸要因

　就学前の児童の語彙能力は，どのような要隊1によって，その発達がうながされるか。また，語彙

能力は具体的にどのような霞語生活の特徴となって承されるかを｛生状講および時間・空間語と同様

に動詞についても考察する必要がある。しかし，次の2点で，性状語及び時間・空間語の場合とは

異なっている。三三は，性状語および時間・空1絹語の場合はテスト合計点をもって語彙能力の水準

とみたが，鋤講の場合は特に系の成立得点に従い，かつ，○系，K系，　N系，非系得点と細分し，

テストも対語，三文，発語，誘発，認知の各段階に縮分した。第2は，性状語及び時聞・空聞語の

場含は，被験者の履｛生的条件および言語生活に関する諸特性と交差させたが，動詞の場合は，第1

にあげた能力の細分化のために，考察する要囚を，被験者の属性的条件だけ句に限ることにした。

　そこで，動詞テストの対象をA，B，　C，　D群のうち，　A群だけに限って，対語，対幅，発語，

誘導発語，語認知の各テスi・における○系，送系，N系，非系得点の要因闘の有意差検定を実施し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るあわせて系得点のほかヌ寸語，対文，発語総得点と要屡1閥の有意差検定を実施した結果は5－3－！表の

通りである。

5－3－1表　動詞テストのテスト系別・総得点別諸要霞間の有意差検定（x2）

／t

_＼濁
テス　　属　　　X2
　　　　　　　　　×2卜　　　性

○　　系

。－o
P　df

対

語

対

文

発

語

地　　　域

クラス年齢

　性
生活年齢

旧記年数

7．084　　　．20　　4

　　　　　ホぶ1壊。92？　　　　．01　　　　！

3．137　　　．10　　　】．

　　　　　ぷユき
16．008　　　．01　　4

16．07工　　　　．δ重　　　　2

地　　　域

クラス年齢

　　盤

生濡年齢

保育年数

地　　　域

クラス年齢

　性
生活年齢

保育年数

4
　
1
　
1
　
4
　
2

一
D
　
祷
－
　

（
U
　
庫
－
　
普
！

0
　
躰
0
　
8
　
葵
（
）
寧
Q

89421

29262

6
0

800

68072

60493

10．　200

2e．　880

0，　440

28．　360

16．　204

　　
．05

なホ

．01

．70

　　

．01

ぷ　

．01

4
1
1
4
2

系
×
…

　
…×
茎

X2 P df

2．5！7　　　，7Q　　　4

　　　　　み　
20、300　　　　．Oi　　　　l

O　　　　　－　　　1

5．　836　．30　4

6．740　．6’｛　1

0．　328　．70　1

N　　系
N・一N
X2 P df

5．547　　　　．30　　　4

　　　　　ホや
23．316　　　　．01　　　　1

1，728　　　　，20　　　　1

6．922　　　　．20　　　　4

　　　　　なニぽ
47，329　　　　．Ol　　　1

0．667　　　　．50　　　　1

　　　　　ぷサ
17．253　　　．01　　　4

　　　　　　お
16．929　　　　．01　　　　工

3．6G4　　　．IO　　　！

葬　　系
（左記以外）

x2 P d－f

！．278　　　　。90　　　4

　　　　　ヰや
29．572　　　　．01　　　　1

0　　　　　－　　1

2。887　　　　．70　　　　4

　　　　な　7．057　　　．01　　　1

1．042　　　　．50　　　　1

26．　994

3．　lt19

3．　926

　ぶ

．Ol

．10

．05’
4
1
1
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誘
導
発
語

語

刃
口

一言

ﾚ

口境

地　　　域

クラス年｛蛉

　　性

生活年齢

保育年数

地　　　域

クラス年齢

　　性

生活年齢

保育年数

○　　系

X2
P　d£

12．540　．Og　4

30．63g　．8｛　1

0．　083　．80　1

3s．　4s6　．61’　4

11．　652　．Og　4

s6．　393　．6｛　！

O　一　　　1
6s．　126　．61　4

K　　系

X2
P　df

3．　203　．70　4

0．300　．70　1

0　一　　　1

N　　系

X2
P　df

　　　　　ぷ12．126　　　　．05　　　4

10．387　．δi　1

0．！41　　　．80　　　1

7．　736　．20　4

30．　333　．61　！

O．　306　．70　1

非　　系

X2 P　d£

22．　2go　．61　4

26．s71　．6｛　1

1．　717　．20　1

1s．6ss　．61　4

ss．　s42　．6｛　1

0　一　　1

対語総得点 対文総得点 発語総得点

域
齢
　
年
　
ス
性

　
ラ
地
ク

8。755　　　　魯10

23．　3ss　．61

6．320　．0彗

14．　g41　．61　’　4

25．868　．6i　1

2．　！85　．20　1

3．　609　．50

32．601　．6｛

O．　040　．90

　　（注）　＊P＜0．05

4　ee“P　〈O．　O1

1

1

　なお，5－34表の中で，各系得点は○一〇，丞一網，N－Nの成立をもって各！点として，非系

とあるのは，○系，区系，N系以外の，○一丞，○一Nにおける正反応（○）の合計点を意味する。

そして，対語，対文，発語の各総得点とは系という対でなく，個々の正反蔭の総合計点を意味して

いる。さらに，表中の空欄は生活年数，保育年数欄にあり，両要因の分析は○系だけで扱い，それ

以外の項曙では省略したものである。また，発語，語認知欄のK系は検定に必要な反応数を得なか

った。以下，地域，年齢，性のほか，○系では生活年齢，保育年数の項翻について，有意差検定の

結果を述べていく。

第1項　地　域

最初に，○系反応について地域差を見るために試みたx2検定の結果を示せば，

t X2

対
対
発
誘
馬

丁
　
文
　
語
　
発
　
知

7．　084

12．　498

10．200

12．　540

11．　652

P

．20

．o彗

．o彗

．oぎ

．o彗
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となり，対語テス5をのぞいては，他の4テストにはすべて5％以下の危険率で地域閣に有意な差

が認められた。

　そこで次に，○系以外の送系，N系及び非系反応について地域差の腐無を見るために試みたnc　2

検定の結果を○系の結果に加えれば，次の通りである。

対
対
発
誘
認

語
文
語
発
知

○　　系
x2　　　　P

7．　084

12．498

10．　250

12．　540

11．　652

．20

．o彗

．eg

．o彗

．o彗

x詳　系P

2．517

5．　836

3．　203

．70

．30

．70

N　　系
x2　　　　P

5．　547

6．　922

17．　253

12．　126

7．　736

．30

．20

。δ至

．o彗

．20

非　　系
x2　　　　P

1．　278

2．　887

26．994

22．　290

15．　688

．90

．70

．δ至

．δ至

．61

　これによれば，溢系にはどの水準テストにも有意差は認められず，N系では発語および誘導発語

テストで，また二三では発語，誘導発語及び認知テスhで有意差が認められた。これを各水準テス

ト牙弓に整理すれぽ，対語テストではどの系および非系にも地域差が認められず，かつX2値が他の

すべての水準テストに比較して低いことを示している。

　紺文テストでは，○系反応V：　5％以下の危険率で有意差が認められるほかは有意差は認められな

かった。しかし，墨系反応に有意差は認められなかったにもかかわらず，eひ2値が他の水準テスト

に比較して高いのは，対文テストにのみありがちな，　〈動く一一動かない〉といった動作・行為・

現象とその停止を意味する蓋反応が多く，それが○系反応と逆櫓関的な働きを示している。

　発語テストおよび誘導発語テストでは，共に○系で有意差が認められ，かつN系，非系にも有意

差が認められ，それらのバ値は他のどの水準テストよりも高く現れて，○系反応と逆縮関を示し

ている。また，認知テストでは○系に有意差が認められ，それに非系反応が逆相関的に現れて有意

差を示し，ている。

　以上のことから，われわれは次の2点の特徴をあげることができる。すなわち，そのガ値の相

対的な高低関係から，第1点は対語テストでは他のどの水準テストに比較して地域差が認められず．

かつどの系および非系反応におけるが値が低いこと。そして第2点は，発語および誘導発語テス

トではN系および非理における：2値が他の水準テストにくらべて高いことである。

　次に，呉体的に地域差が認められた項についてどの地域とどの地域とに有意差が認められたかを

調べることにする。最初に，○系反応に限ってあげるならぽ，次の5－3－2表の通りである。
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5－3－2表　対文テストの○系反応と地域差

！
2
3
4
5

手
台
京
都
山

　
　
　
　
歌

丁
丁
東
京
翻

1

e．　245

2．　424

1．　720

1．　656

2

O．　245

　　ぷ
4．579

3．671

0．603

，1，
2，424

　　み
4．579

0．045

　ぎロ　
8。549

1．　720

3．　671

0．　045

7．　4｛6

5

1．656

0．603

　　ド　
8．549

　ぜま
7．410

　上表から2点を季旨回することができる。その第1点は職工山は東京・京都と有意な差が認められ

たこと，第2点は仙台が東京と有意差および京榔とは傾向的に差が認められたこと。これにより，

・○系反応の得点の高低に関し，東京・京者llは都会的地域としての共通性を持つことを意味している。

これに対して，紬台は郡部地域としての岩手および和歌山の結果に近く位遣している。

　岩手・和歌山は対語テストでは東京，京都と有意な差は認められなかったのに，対文テストでは

有意な差が認められたが，それはなぜかは他の水準での結果と関連させて考えてみる。

♂5－3－3表　発語テストの○系反簿と地域差

い1・｝・い

1
2
3
4
5

岩手
仙　台

東　京

京　都

和歌山

1．022

4．502

　ロに　
8．360

0．　981

1．　022

1．　360

3．　800

0

4．　502

1．　360

O．　523

1．　360

　ぷを
8．360

3．800

0．523

3．　760

5

O．　981

0

1．　360

3．　760

　5－3－3表は発語テストの○系反応の地域差をみたものであり，東東，京都グループと岩手，仙台，

和歌山グループとに分かれる。

．ひ3－4表　誘導発語テストの○系反応と地域差

丙
1
2
3
4
顛
b

岩手
仙　台

東京

京都
濡歌山

1

1．422

　　を
9．350

　ホが
7．421

　　　
6．076

2

1．　422

3．　850

2．　543

1．　641

3

　ナギロ
9．350

3。850

O．　120

0．　4t茎5

4

　ぷホ
7．421

2．543

0．！20

O．　040

5

　　　
6．076

！，641

0．445

0．040

　5－3－4表は誘導発語テストの○系反応の地域差をみたものであり，岩手は莱京，京都および和歌
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山と有意差が認められた。すなわち，岩手が最も○系が少ないことを示している。

5－3－5表　語認知テス．トの○系反応と地域差

1、岩手
2．伯　台

3、東京

4．京都
5．　　矛口論こし王1

1

　だ　
11，571

　　ホ
4．060

3．！99

2．544

2

！1，5琶

／．　960

2．　880

3．　440

3

4．．　060

1．　960

O．　040

0．　162

4

3．199

2．　880

0．　040

o

5

2．　544

3，　440

0．　162

0

　5－3喝表は語認知テス1・の○系反応の地域差をみたものであり，岩手はll胎，東京と有意差があ

るほかは，どの場合にも禽三差は認められない。

　なお，地域差は○系反応とは別に，対語，対：文および発語テスト水準での正反応の総得点に，つい

ての有意差を検定している。それによれぽ，有意差が認められたのは対文テストの場合である。そ

のため，舞文テストの正反応（総得点）の地域差をみたのが5－3－6表である。

ひ3－6表　対置テスト総得点と地域差

1
2
0
0
4
5

岩手
仙　台

東京

京都
和；発生

1

O．　478

2．987

　　ぷ
4．355

3，395

2

O．　438

6。199

　をぬ
8．127

3

2．　987

6．！99

O．！23

5．　785

4

　　み
4．355

　みポ
8．127

0．123

7．　7李§

5

3．395

　　ニぽ
5．785

7．778

　5－3－6表によれば，京都，東京が上位群を形成し，仙台，和歌出また岩手の各地域と有意差およ

び傾向的な差が認められている。

　さて，以上の各表に従えば，有意差及びガ値からみて，対文テス！・では，上位群は二二，京都，

下位群は和歌山，紬台，そして岩手は旧聞簡的に下位君羊に近い。発語テストでは上位群は菓：京，京都，

下位群は岩手を中心に仙台，和歌山が形成する。誘導発語テストでは，上位群は束：京，京都，下位

群は岩手，稲上が形成し，和歌山は相ヌ拍勺に上位群に近

い。そして認知テストでは，やはり東京，京都は上位群

にあり，岩手は下位群にあるが，いっぽう仙台は上位群

の中心を占めていることが特徴である。この点から大ま

かに：右のように図示することができるであろう。

　仙台，和歌i上1はあるテス5水準では東京・京都群に近

東：京・京都

鋪”藪「磯

ム｛
「ヨ．1

岩

i勲．．
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く，あるテスト水準では岩手に近かったりする。

　次には，○系反応に対して，有意差の認められたN系および非系反応について，地域差の対応関

係をみてみよう。

5－3－7表　発語テストのN系反応と地域差

1．岩手
2．仙　台

3．東　京

4．京都

5．和歌山

1

0．160

0．320

　ホ　
9。455

2

O．　160

1．080

　なれ
7．643

0．　200

3

O．　320

1．　080

　　をぷ
14．193

0，320

4

　　ホホ
9．455

　　がギ
7．643

　　ホホ
14．193

10．3鶯

5

0．200

0．320

　　おお
10．314

　5－3－7表によれぽ，京都だけが他のすべての地域と有意な差が認められた。すなわち，京都はN

系反応が他のすべての地域に比較して多いことを示している。これに紺して，東京は最もN系反応

が少ないが，京都以外とは有意差は認められていない。

5－3－8表　誘導発語テストのN系反応と地域差

1．岩手

2．仙　台

3．東京

4．京都

5．和歌山

1

4．468

0．489

　　ぷ
9．681

2．158

2

4．　46g

2．　046

1．118

0．　459

3

O．　489

2．　046

6．136

0．　592

4

　をを
9．681

1．118

6．136

2．　941

5

2．　158

0．　459

0．　592

2．　941

　誘導発語テストでは，京都がN系反応が最も多く，岩手および東京と有意な差が認められた。

　以上の結果に従えば，N系反応の地域差で特徴的なことは，京都が最もN系反応が多く，有意差

のみられた発語，誘導発語テストにおいて共通していたことが指摘される。

5－3－9表　発語テストの非系反応と地域差

1
2
3
丞
＾
5

岩手
仙　台

東京
劇　都

和歌山

ii2
2．080

3．720

　　ぷや
25．456

　　み
4，560

2．　080

0．241

　　ネぷ
13．856

0．444

3

3．　720

0．　241

　　　お
10．210

0．040

4

　　ぷポ
25．456

　　　　
13．856

　　ぜを
10。210

s．　ggS

5

4．560

0、444

0．040

　をサ
8．989
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　5－3－9表によれぽ，京都は他のすべての地域と有意な差が認められた。すなわち，京都は非系反

応がどの地域の非系反応よりも腐意に少ない。また，岩手は京都，和歌1勲に比べて腐意に非系反応

が多く，東京と比較しても傾向的に二言反応が多いことが示されている。

　以上のことから，京都は○系反応が最も高かったが，その事実はN系が多く，非系反応が少ない

という事実と対応していることを示している。

5－3－10表　誘導発語テストの非系反亦と地域差

1．岩手

2．仙　台

3．東京

4．京　都

5．　　示口歌i」一E

1．283

　みぷ
8．260

　ホ　
17．952

　みみ
8．060

1．283

3．280

　ぜを
10。316

3．118

　なホ
8．　26G

3．　280

8荏8
り

一

0

　　ホ　
17．95G

　　まぶ
10．316

1．848

2．　019

　をぷ
8．06G

3．　118

0

2。019

　5－3－10表によれぽ，岩手は仙台をのぞく他の3地域と有意差が認められた，非系反応が多い，そ

して京都は二二反応が最も少ない。仙台も，東京，和歌山と傾向的に差があり，京都とは有意差が

認められている。したがって，岩手，仙奮は共に他の3地域と比較し，山系反応が多いことが認め

られる。

　東京での非系反応が少ないのは，東京地域での使用語形が本テスト刺激語および基準反応語形と

近いことがあり，京都のそれは必ずしも本テストの刺激語および基準反応語形と異なるが，高い○

系反応が三二的に非系反応を少なくしている。

5－3峨1表　語認知テストの非系反応と地域差

1，1，1，
1。岩手
2．仙　台

3．東京

4．京都
5．　　禾購歌「il

　ぷホ
6、678

　　せ
10．186

　　お
8．712

0。933

6．　6eg

O．　380

0．　140

2．　715

　　ゑお
！0。186

0．380

O．　097

5．　247

4

　お　
8．712

0、140

0．　097

4．loラ

5

O．933

2．715

5、247

　　ポ
4．107

　5－3－11表によれぽ，東京，京都は岩手および和歌山地区：に比較して，非系反応が少なく，したが

って，○系反応の多いことと対応している。そして，仙台の非系反応が少ないことも○系反応の多

いことと対応している。

　以上，正系反応と地域に関する示差特性をあげれぽ，次の5－3－12表で示される。
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5－3－12表　各系反応と地域的器差特徴

手
台
京
都
出

　
　
　
　
歌

岩
仙
東
京
和

1
。
2
。
a
4
歌

・系卜系

＋
一
軒
・

N　系

十　一y

非　系

十十

十

繍
　
±

（注）　（＋）＝系が多い，（一）＝系が少ない。（＋）（一）の数は差の認められた圓数。

　5－3－22表によれば，○系反応の多いのは，東京，京都である。そして両者は非系が少ないことも

共通しているが，N系は東京が少なく，：京都は著しく多い。いっぽう，岩手は○系反応が少なく，

N系も少ないが，非系が著しく多いという示差特徴が指摘される。送系については，どの場合にも

地域差は認められない。

　なお，最後に，各テスト水準別に見て，対語テスト水準では○系のほか，総得点上にも地域差が

認められなかったことも特徴としてあげておく。

第2項　クラス年齢

　○系，滋系，N系および非系反応について，クラス年齢差の有無を見るために試みたx2検定の

結果をあげれば，次の通りである。

対
対
発
疹
野

栄
文
語
発
知

O　　系

x2　　　　P

14．　927

26．　292

20．　880

30．　639

56．　393

．δ宝

．6i

．δ至

．δ至

，δ至

K　　系

x2　　　　P

20．　300

6．　740

0．　300

涛
－
　
＊
－

＊
∩
V
　
＊
（
）

．70

N　　系

x2　　　　P

23．　316

47．　329

16．　929

10．　387

3e．　333

勢
－
　
＊
－
　
＊
工
　
窄
－
　
＊
－

聾
0
聾
（
）
＊
ハ
）
零
0
釜
0

昨　　系

x2　　　　P

29．　572

7．　057

3．　149

26．　871

55．　542

みま

．01

おがコ

．01

．10

ぶま

．01

をポ

．Q1

　これによれば，○系反応はすべてのテスト水準において有意差が認められ，4歳児クラスは5歳

児クラスの幼児に比較して○系反応が少ない。しかもx2値を各テス1・水準でみると，対語テスト

が最も低く，対文・発語テス1・から誘導発語さらに認知テストに移行するにつれて高くなっていく

傾向が認められている。すなわちクラス年齢差はどの水準でも認められ，かつ，対語水準から認知

水準に移るに従ってその差が顕著に見られてくる。

　次に○系反応に対する送系，N系及び非系反応についてみると，溢系では対語，対文テストで年
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齢差が認められた。そして他のテスト水準では有意差が認められなかったか，ほとんど蓋系反応が

認められなかった。このことから滋系反応について3点を指摘することができる。第1点は迷系反

応は特に有意差が年齢的要因に現れること。第2点は，基底水準である対語テストに顕著に現れ，

認知テスト水準に移るにしたがって急速にが値は減少するか，丞系反応数も減少すること。第3

点は絵図を呈示し，その発語を要求するテストでは差反応はほとんど出ないが，誘導発語を要求す

るテス1・では約1割の墨系反応が生じることが特徴として指嫡される。

　N系反応では，すべての水準テストで有意差が認められている。すなわち，4歳児クラスはすべ

てのテスト水準で有意にN系反応が，5歳児クラスに比較して多いことが認められた。

　非系反応では，発語テストをのぞく他の4テスト水準で有意差が認められており，発語テストに

おいても，傾向的に差が現れている。しかし，非系反応の有意差は対語，説文テストでは5歳児ク

ラスが多いにもかかわらず，誘発および認知テストでは4歳児クラスが多いという相反関係を示し

ている。そしてその傾向は，基底にある紺語テストのが値から対文テストに移るとか値は減少

し，誘発テストから認知テストに移ると，再び増加している丁丁と対応することが注爆される。

　これらは○系反応における年齢差と矛矯するように見られるが，対語，対文テストでは4歳児ク

ラスは蓋およびN系反応が多く，誘導発語および認知テストでは○系反応以外の反応は非系反応に

移行する結果であることを示している。すなわち，年齢差は大部分のテスト水準の各系に認められ，

年齢的発達の顕著さを示すことと，各系の中では蓋系がとりわけ4歳児クラスの対語テストにおけ

る反応特徴であることが認められた。

第3項　性

　○系，迷系，N系及び非系反応について，牲差の有無を見るために試みたが検定の結果をあげ

れぽ，次の通りである。

対
対
発
弱
冠

語
文
語
発
知

○　　系

x2　　　　P

3．　137

0．　083

0．　440

0．　083

．3．0

．80

．70

．80

蓋　　系

x2　　　　P

o

O．　328

0

．70

N　　系

x2　　　　P

1．728

e．　667

3．　604

0．　14！

O．　305

．20

．50

．io　1

．so　1

．70

非　　系

x2　　　　P

0

1．　04e

3．　926

1．　717

．50

．o言

．20

　これによれぽ，○系反応には有意差が見られず，わずかに傾向的に対語テストにおいて，男児は

女児に比較して○系反応が多いことが認められている。そして，N系及び二二反応では，発語テス

トのN系および非系反応に傾向的な差および有意差が認められているほかは性差は認められず，か
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ついずれのゼ値もいちじるしく低い。

　そこで有意差の認められた発語テストの非系反応を見ると，男児のほうが女児より非系反応が多

い。また，傾向的に差の認められた発認テストのN系反応を見ると，女児のほうが男児よりN系反

応が多く，両反応が発語テストの○系反応以外の諸反応の均衡的な対応関係を形成している。

　なお，対語，対文，発語総得点に関する性差は対語テストに認められており，男児のほうが女児

より離語論得点が高い。このことe＃　，性差は対語テスト以外の水準では認められないが，最も基底

にある対語テストで男児の優位を示す結果が得られたことを示していることに注屠する必要がある。

第4項　生活年齢

　生活年齢差を見るためのx2検定は○系反応についてだけ試みた。生活年齢はクラス年齢をさら

に細かい段階に区切ったものであり，クラス年齢の項で，丞系，N系および非系のx2検定を試み，

その傾向の概要を把握してあるので特にここで送系，N系および非系に関する分析は行わない。

　そこで，0明反応に関するり～2検定の結果を示せば，

対
対
丁
丁
認

語

文

語

発

知

X2

16．　008

27．　e86

28．　360

35．　486

68．　126

P

　ホポ
0．Ol

　ぜま
0．O！

　ホみ
0．Ol

　ホみ
0．01

　ぷ　
0．01

となり，すべての水準の各テスFで顕著な有意差が認められ，が値は基底水準の対語テストから

語認知テストに移行するにしたがって高くなっている。すなわち，年齢が上になるにつれて，生活

年齢属性が要因として有意になってくることを示すものである。

　そこで，さらに詳細に生活年齢間の有意差について調べると5－3－13表のようになる。

5－3－13表　対語テストの○系反応と生活年齢差

1．～5．0歳

2．～5．6歳

3．～6。0歳

4．～6．6歳

5．6．6歳～

1

0。524

　　ま
4．940

　サや
8．680

　キぜ
7．459

2

O．　524

3．787

　ホホ
8．398

6。600

3

4．　940

3．　787

O．　833

0．　468

4 5

　ネあ
8．680

　ぷを
8，398

0．833

e

　みネ
7．459

6．600

0．468

0

　5－3－13表によれぽ，5歳未満児は5歳半以上の幼児よりも有意に○系得点が低く，6歳半以上の

392　第5章　語彙能力ζ諸要因との関係



幼児は5歳半以下の幼児よりも有意に○系得点が高い。

5－3－14表　対文テストの○系反慈と生活年齢

1．～5．・0歳

2．～5。6歳

3．～6．0歳

4．～6。6歳

5．6．6歳～

i　1　2

0，560

　　をを
7．896

　　をぷ
16．349

　　ホポ
9．202

O．　560

　　ぷO．　！45

　　みみ
16．382

　　やを
7．672

3

　をぜ
7．896

6．145

2．　325

0．　202

4

　　をな
16．549

　　キホ
16．　382

2．325

O．　753

5

　をポ
9．202

　キホ
7．692

0．262

0．753

5－3－14表によれば，生活年齢に闘する○系反応の有意差の関係は，次の通りである。

一一一 T．0　一5．6　1　一6．0　一6．6　6．6一

すなわち，～5．6歳までと～6．0歳以上に明確な差がある。このことは，一定の構文に基づいた○系

の成立はその年齢段階で有意な差が生じることを意味し，その後にもまた差のないことは，対文テ

ストの水準で動詞の意味が構造化されるのは，5歳6か月以後であることを示竣する。

5－3－15表　発語テストの○系反応と生活年齢差

1．～5．0歳

2．～5．6歳

3．～6．0歳

4．～6．6歳

5．6。6歳～

2

3。965

　　ギポ
11。546

　　が　お

22。080

　　ぷ　ま

14．448

2

3．　96彗

4．030

　　ぶせ
11．680

5．587

3i4
　　やな
11．546

4．030

2．498

0．　520

　　ホ　
22．080

　　みが
ll．680

2．498

O．　448

5

　　ホ　
14．448

　　お
5．587

0．520

0，448

　5－3－15表によれば，5歳以下と5歳以上の幼児は他の年齢児との間に有意差が認められ，5歳半

以上の幼児間には有意な差は認められなかった。

5－3－16表　誘導発語テストの○系反応と生活年齢差

1．～5．0歳

2．～5．6歳

3．～6．0歳

4．～6．6歳

5．6．6歳～

1

2．520

　　　や
8．659

　　ホホ
24．458

　　　ホ
15．472

2

2．　520

3．087

　　　ホ
18．782

　　ホホ
9．265

3　i　4

　をネ
8．659

3、087

6．　432

1．　999

　　ネや
24．458

　　ホホ
18．782

6．432

O．　760

5

　　をホ
15．472

　　ホホ
9．265

1．999

0．760
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　5－3－！6表によれぽ，発語テストの結果に比較して有意差に細分化の傾向が幽てきている。すなわ

ち，5歳未満の幼児は，5歳半以上の幼児との問に差があり，5歳半未満の幼児は6歳以上の幼児

との間に差がある。

5一ひ17表　語認知テストの○系反応と生活年齢差

1．～5，0歳

2．～5．6歳

3．～6．0歳

4、～6．6歳

5．～6．6歳

1

3．257

　お　
IZ．596

　キぜ
31．630

　キみ
42．250

2

3．　257

4，403

　を　
24．582

　なホ
35．754

3

　みホ
11、596

　　ヰ
4．403

　をお
8．OOO

　ギミニ
16．560

，1，
　せ　
31．630

　ホぷ
24．582

　をポ
8．OOO

2．　460

　をや
42．250

　　を35．754

　　　
16．560

2．　460

　5－3－17表によれぽ，5歳半未満の幼児は5歳半以上の幼児の閥に差があり，有意にO系点が低い

ことを示しているとともに，誘導発語テストよりさらに細分化の傾向を示している。

　以上の諸表から，ガ値に見る有意差及び傾向的な差の存在から，○系反応を類別して示せば次

のようになる。数字は年齢区分記号。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これに従えば，○系反応は1，2グループと

対語

対文

発語

誘発

認知

1　（2　＞＞　C（3＞　4　5

◎◎（つ

大まかに発達段階を考えれば，2，（～5．6歳）と3．

　そこで，これらの諸結果から，生活年齢差は次の点を指摘することができる。それは，○系反癒

の高低の類別をすれぽ，1，2グループすなわち，5歳半以下の幼児群と5歳半以上の幼児群とに

分かれる。そして，テスト水準別にみれぽ，対語，対文，発語テスト水準では5歳半以上は1群を

形成するが，誘導発語および認知テストの水準では6歳以上が1群を形成するという傾向がみられ

る。このようにみれぽ，：大まかに動詞理解力は5歳半までと6歳以上との間に発達的に質的な転換

をもたらすという示唆が得られる。

3，4，5グループとに分かれる。もっとも第

3グループは対語テストでは第2グループと有

意差なく（x2＝・3．787），発語テストでは第2グ

ループと第1グループとは有意差は認められる

もののx2値は必ずしも高くなく（t2』3．965）

また，誘発テストでli　，

　　2　×　3　x2　＝＝　3．　087

　　3　×　5　x2＝：1．　999

で第3グループは4，5グループに近いから，

（～6。0歳）の聞に設定することができる。
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第4節結果に対する考察

　本章では，性状語，時間・空黙劇および動詞の各語彙能力と諸要因との関係を扱った。ここでい

う語彙能力とは，性状語，時間・空闘語の場合は，各テス1・における正反応の合計点をさし，動詞

の場合は，性状語，時問。空露語の結果をうけて，正反応の合計点のほかに，対語，魚文，発語，

誘発，認知の各テストにおける○系反応を加えて，各段階における語彙能力を扱った。一方，諸要

因とは被験者の属性及び言語生活上の特徴をさしておりこれらはすべて被験考の家族に対するアン

ケーート調査の回答によっている。

　さて，性状語，時間・空間語および動詞の各語彙能力と諸要因との結果はすでに個別に述べてき

たが，それらの共通した結果と差違のあった結果とを明らかにし，その問題点を考察するのが本項

の厩的である。

　まず，地域差をみると，性状語および時問・空間語に関する語彙能力では差は認められず，動詞

の語彙能力でも対語テストの系得点および総得点では差は認められなかったが，他のテストの系得

点および総得点では差が認められている。性差では，性状語および時聞・空聞語の各語彙能力，ま

た動詞の易合には対語の総得点をのぞく他のすべての系得点および総得点には差が認められなかっ

た。さらに，年齢差をみると，これを4歳児，5歳児というクラス年齢に2擁した場合は本テスト

のすべての語彙能力に差が認められた。そして，これを半年ごとに分けた生活年齢区：分に従えば，

本テス1・のすべての語彙能力に関し，特定の年齢間に差が認められている。被験嚢の言語生活歯の

特徴に関しては主として文字の読み混き活動が性状語，蒔闘・空閥語の語彙能力との対応が明らか

にされた。さらに，被験者の両親の年齢と被験者の語彙能力との対応が認められたが，ただし，被

験者の君藷生活および両親の年齢と語彙能力との関係づけは性状語，時間・空閾語の場合に限り，

動詞に関する語彙能力との闘将づけは扱わなかった。

　地域差に関しては，性状語，蒔間・空閾語の語彙能力に差がなく，動詞では系の成立という語彙

能力からみると，対語テストの結果に差がなく，他の水準のテストでは差が出ていることが指摘さ

れた。特に動詞の場合，最も基践にある対語テストに差がなかった点に注噂するならば，最も基底

にある単語・単語の水準の系は，いわばラングの言語系であるとみることができれば，仮説的にこ

こには方言系と干渉しあうことがない。それが村文，発語テストという盗段階になると，特定の文

脈や事物に対する方言系の干渉が強くなるために地域差が生じていくと考えられる。方言系の介入

が対語テストより対文，発語などの各テストに目立つことはすでilこ指摘した通りである。

　そこで，この仮説が認められるならぽ，性状語，時間・空間語の場合にも方言系介入の問題が適

用されなくてはいけないが，対語および発語テストにおける地域差をx2値で求めていくと，必ず

し』も対語テストのほうが発藷テストよリゼ値が低くなる事実は認めがたい。
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　　　　　　　　　対　語　　　　　　　　　　　　発　語

　　性　状　語　　　x2＝1．280　　　　P＜0．70　　　　　x2　＝O．282　　P＜0．90　　df　＝2

　　時間・空聞語　Ax2＝4．164　P〈0．20　　x2＝！．443　P〈0．50　df＝2

　　　　　　　　　　B　x2＝　O．504　P＜0．80

このため，動詞に対する地域差の有無に関する上述の仮説は認めるまでにいたらない。

　性差に関しては，動詞の対語テストにおける得点計に関して有意差が認められたほかはすべての

語彙能力問に性差は認められず，しかも差が認められた対語テストの得点計では，男児が女児より

有意に高かったことが注手される。すなわち，従来の君語発達に関する諸調査では女児の優位性を

示唆する結果が多かったのに対して，本調査ではそれを支持せず，むしろ，基底にある対語水準で

は得点計においてむしろ男児の優位性を統計的に認める結果を得た。そこで，われわれは次の2点

に言及する必要があるだろう。第1点は，地域差の項では対文，発語，誘発，認知の各テストに差

が生じたのに，性差はそれらのどのテストにも差が生じなかったのは，地域差の項で問題にした方

雷系の干渉が地域差にあるとすれば性差を扱う場合には，特にある水準テストに有意に働くという

ことが考え．られないので，それ故に性差は認められないこと。そして第2点は，性差を認めた従来

の諸調査が鰐象にした言語能力に比較して，本調査は単語・単語の系，単語・事物の系，そして事

物・事物の系という，対義的な意味の構造化すなわち対義的な系の成立ということを言語能力とし

た。このことが特定の文脈や場面での発語行為を調査し，そこに性差を認めた従来の結果と基本的

に異なるためと考えられる。

　年齢差に関しては，性状語では満5歳以薦と満5歳以後，時間。空間語では満6歳以前と満6歳

以後，そして動詞では各段階のテストによって若干異なるが，満5歳以前もしくは5歳半以前と満

5歳以後もしくは満5歳半以後の間に差が認められている。このため必ずしも単一に発達の質的転

換期を画することはできないが，おおむね，満5歳もしくは6歳前後に言語能力の上で質的転換が

あることを示唆していると考えてよく，その質的転換とは何かといえば，上述の地域差ならびに性

差で考察した方向で考えれば，それぞれの水準での系の成立という，語の意味の構造化に紺して，

いっそう自覚的，意識化の段階に入ったことを示唆すると考えられる。

　最後に，被験者の語彙能力と両親の年齢間に一定の対応関係が認められたことについては2つの

面からの考察が必要である。第1は両親の年齢が若い野饗こは被験者が第1子であることが多いか

ら，第1子であるか否かと語彙能力との対応を見る必要があり，その結果は次のように認められた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ
　　性状語　x2　・6．584 P〈O．　05　df＝1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　時間・空間語　　x2・7．777　P〈O．　01　df・・1

すなわち，いずれも第1子のほうが他の被験者より語彙能力の低い者が多かった。

　第2は，巷閾に活題となる最近の若い親のわが子に対するしつけの変容であるが，本報告ではそ

の結果を具体的に特定の同旨に対する反応の違いから明らかにするまでには至らなかった。
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第6章 ま　と　め

1．　本報告は，国立国語研究所が昭和42年度から3か年計画で実施した特胴研究「就学前半董の言

語能力に関する全国調査」の一部であり，すでに公刊された『幼児の読み書き能力2『幼児の文法

能力』に加えて，「就学前児童の語彙力調査」の主な部分の結果をまとめたものである。

　就学前児童の語彙力調査では，4，5歳児クラスの幼児が語彙に関してどのような理解の水準に

達しているかを明らかにすることを属的とした。このため，理解の水準として，単語・単語の水準，

単語・事物の水準，そして事物・事物の水準を設け，それぞれに系の構造を内包させて考えた。す

なわち，護彙は一定の意味の体系を持っているから，その体系をつくっている語と語との意味関係

を正しく理解する水準が単語・単語の水準であり，その単語が一定の華物と結びついた使用を理解

する水準が単語・事物の水準であり，さらに事物問に一定の意味的結びつきを理解する水準が事

物・塗物の水準である。そうして各水準では一定の系のもとに意味の構造化が成立すると考え，特

に本調査では対義という系に注罠し，対義的意味の関係的理解をもって「系の成立」とした。そこ

で，テストに当たっては，下記の5段階を設定した。

癌語テスト

難文テスト

発語テスト

誘発テス5

単語と単語との対関係の理解を調べる単語・単認水準でのテスト。

簡単な文脈の中で，単語と単語との対関係の理解を調べる単語・単語水準でのテ

スト。

簡単な事物（絵）を暴示し，単語と事物の関係を調べる単語・事物水準でのテスト。

簡単な事物（絵）と，対語の一方を墨示し，残る一方を誘発して事物関係との理解

　　を調べる単語・事物水準でのテスト。

　認知テスト　　対語の一方を量示し，それが意味する事物（絵）の理解を調べる単語・事物水準で

　　のテスト。

　また，これらに加えて，事物とti・g．．L物の意味関係を調べる事物水準でのテストが一部に摺意された。

これを従来の語彙テストと比較すれば，たとえば表現語彙テストとして実施されてきたものは発語

テストに対応するものであり，理解語彙テストとして実施されてきたものは認知テストに対応する。

　また，従来の表現語彙，理解語奨テストはともに，具体的な場面状況の中での言語と劇勿との対

応を求めるテストに隈られていたし，衷現語彙テストと理解語彙テストとの関連は必ずしもナ分で

はなかった。本報告で試みた内容は各段階が相互に関連づけられ，しかも対義的な意味関係に注帰

することによって，衷現語彙テス5と理解語彙テストとの中間段階として誘発テストが設定できた

こともテスト法の特微にあげられよう。

　なお，ここにあげた対語テストの方式を，クラークは単玉ゲームとして反対語調査の中で採用し
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ているが，前述のような各段階調査の1つとして位置づけてはいない。

2．調査語彙は性状語，時聞・空間語および動詞とした。これらとは鋼に，語彙力調査では，範疇

語，動詞分化テストも実施したが，本報告での調査語彙は主に対義的な意味関係によって系の成立

を求められるものに限ってある。こうして性状語，時間・空闘語および動詞の基本的な語が選ばれ

た。性状語は形状を表すものを中心に！3対26語，時間・空問罪では！0対20語が空間を表す語，7紺

26語が時勢を表す語，さらに動詞では220語が選ばれた。これにより，性状語，時問・空問語また

動詞の中で基本的な語に関しての理解の水準が明らかにされることになったが，ただし制約条件と

しては，すべてが対義語および複数の対義関係を持つ循環語か系列語であることと，それらの対語

は単語・事物水準でのテストでは，絵図として具体的調勿に代わって視覚化できるものでなければ

ならないことがあった。

　こうして，東京，岩手，紬台（宮城），京都，和歌山の幼稚園児を離象にして，1語につき，約200

名の結果が得られるように配慮した。地域の選定では，岩手，和歌山は特に郡部地1茎：を選定し，都

市部と郡部の比較を試み，また各地域での基準反応に対する方言的反応の比較を試みることにした。

そうして被験者は無作為に決定されたが，その被験者にはすべて97ページの「お子さんの需藷生活

アンケート」を被験者の家族によって記入され，それをもって被験者の属性上の特質としたが，性

状語テスト，時間・空間語テストおよび動詞テスト間には，年齢，保育年数，病気の経験，母の年

齢，兄嬉の有無，本，文字の7項に差があったことをのぞけば，他の項目には差は認められなかっ

た。こうして，全被験者に対して，それぞれの地区の調査員によって，｛maf7jテストの形でテストが

実施された。テストの種類によって，絵カードや現具また実物がテス1・材料として用意された。

3．｛生状語，時問・空間語および動詞テストには，被験者の反応に対して共通した判定基準が用意

された。そして，対語テスト，発語テスト，誘発テスト，また，対文テストでは，第一次的には判

定基準段階を5段階に分類しておいたが，テス1・結果の諸反応は更に詳細に分類する必要が生じた

ので，最終的には14段階（動詞は15段階）に分類された。すなわち，諸反応を正反応と誤反応，無反

応とに大別した上で，正反応は基準語による反応，基準語の幼児音による反応，異なる文脈であれ

ぽ基準反応，基準語と同義語反応，方言。幼児語反応等に分け，誤反応は「～ナイ」反応，意味の

異なる語反応，事物連想反応等に分けた。動詞テストでは，誤反応の中iこ，絵図に誘引された誤反

応および膚動詞，他動詞の混同が目立ったのでこれを独立させた。

　こうして，すべての反応が分類されたが，本報告での主な整理作業の過程では，基準語による反

応および基準語の幼児音による反応を一括して基準反応として，その理解および系の成立を問題に

し，他の諸反応は必要に応じてとりあげた。

4．性状語テストは形状を表す語を中心に13対26語について実施したが，今文寸語の対語，発語，誘

　＊　E．　V．　Clarlc：　On　the　chilct’s　acquisition　of　antonyms　in　two　semantic　fields．　J．　of　Verbal　learniug　and　Verbal

　　Behavior．　11．　750’758（1972）
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発，認知テストでの理解および系の成立程度はを工一！7～18表に五十至聾顕に整理して添した。そして，

発語，誘発，認知テストに移行するにつれて理解度は高まり，認知テストの段階では大部分の性状

語が90％台に達している。そしてく高低〉〈長短〉の対語ように，発語テスト水準段階では普遍的

な〈大小〉の対語で命名したものが誘発テスト段階で片方の特定の限定された語が与えられるため

に急激に理解度を高めるものもある。

　語の難易に関しては普遍的な意味を持つく大小〉が最も理解度が高く，特定の限定された意味を

持つ〈厚薄〉〈広狭〉の理解が低く，クラークの意味素性仮説を認める結呆が傾向的に得られてい

る。そして同じ性状語でも，大きさ，多さ，広さでは，

　　大きさ　　面積〉容積　　多さ　　数〉量

　　広さ　　　面積〉幅

が認められた。すなわち，大きさでは容積の大きさより面積の大きさが，多さでは，量の多さより

数の多さが，また，広さでは幡の広さより面積の広さがいずれも理解度が高かった。

　対’語内の理解の高低に関しては，

　　長い〉短い　　広い〉狭い　　高い〉安い　　厚い〉薄い

の通り，積極的極性（÷）が消糎1的極性（一）より理解度が高く，ここにおいてもクラークの意味素性

仮説を認める結果が得られている。もっとも，沼本の語構成からみると，対義的な意味を持つ2語

が結合して複合語を構成する場合，長短（長い短い），広狭（広い狭い）等の命名傾向に注霞すれば，

複合語の前部の理解が先行するという特徴が指摘される。

5．時間・空間語テストは主に空間を表す語10対20語，また時聞を表す語7対26語について実施し

たが，各対語の対語テストでの理解および系の成立程度は4－2－23表に五十＝剖i鰍こ整理して示した。

そして発語，誘発，認知テストに移行するにつれて理解程度は高まるが，対語テストと，発語テス

トとの周では，〈上下〉，〈前後ろ〉，〈中外〉，〈左右〉の各項目で，〈中〉をのぞく他の項醗では，発語

テストのほうが綴語テストより理解度が低いという特徴が指摘される。もっとも，〈中〉にしても

くなか・うち〉を含めれば，対語テストの結果のほうが高くなるので，空購を表す語は村語テスト

ではたとえぽ〈左右〉の対語のように単語・単語の水準では意味の理解および系の成立は容易でも，

発語テストという単語・事物の水準では空間的な位置を示す概念を事物関係で把握しなければなら

ぬために意味の理解および系の成立を困難にする。

　時悶・空間を表す語の難易に関しては，時問を表す語よりも空問を表す語のほうが理解が容易で

ある。そして，時問的な位置や経過を表す議に系列（シリーズ），徳環（サークル）の関係を持つもの

があるが，系列関係の語より循環関係の語のほうが系の意味の充足性が強いために理解の程度が高

く，また，時時の経過を表す語のうち，より短い経過を表す語（一N）からより長い経過を表す語

（年）に進むにつれて理解の程度が低くなること。さらには，日の経過では未来を表す語の方が過去

を表す語よりも理解度が高いことが指摘された。
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6．動詞テストは主として紺義や因果関係にある動詞220語について実施したが，各対語の対語，

対文，発語，誘発，認知テストでの理解及び系の成立程度は表に五十音順に整理して示した。そし

て，特に動詞テストAに限って各対語の理解の高低を分析した結果では，対語閥の一般性・普逓性

に対する特殊性，限定性という観点で分けたとき，より一般性・普遍性を持つ語のほうが理解が高

いことが指摘された。また，各対語内での理解の高低に関しては，

　　上げる〉下げる　　　上がる〉降りる　　　上げる〉下ろす

　　上げる〉もらう

　　点く〉消える　　履く〉脱ぐ

のように，動作・行為・現象について時間的に先立ち，次の動作・行為・現象の因となるものが理

解度が高いこと。いっぽう，特に対語テストにおいて，

　　乗るく降りる　　　かぶるく脱ぐ

の場合には，より特殊な場面での動作・現象を表し，それがより一般的な場面での動作・行為・現

象を表す対語反応をひきおこし，その干渉によって〈乗る〉〈かぶる〉反応を低めていることがある

が，このことを考慮した上で一般的には動作・行為・現象について隣間的に先行し，次の動作・行

為・現象の因となるもののほうが理解度が高いことが認められるし，それは参考までに見た動詞B

テストの対語・解文テストにおいても，刺す〉抜くの不等関係で認められている。そしてさらにわ

れわれは日本語の動詞の対義的な語による複合語構成を見るとき，多くが時間的に先行し，次の動

作・行為・現象の因となるものが複合語の前部を構成する傾向に注目するならぽ，動詞の対語で理

解度が高いものは複合語構成上，前部を構成するものと対応するという仮説を性状語の場合と同様

に用意することができるが，動詞テスト220語に関しては，必ずしもその仮説を認めるまでにはい

たらない。

7．　ところで，性状語テスト，時間・空間語テストおよび動詞テストを通じて，われわれは，種々

の意味を表す対語関係語では，性状語ではより一般性・普遍性を持った意味で使われる〈大きい・

小さい〉がく厚い・薄い〉という特殊性・限定性を持った意味で使われるものより理解度が高いと

いう事実は，動詞では岡様に，種々の意味を表す対語関係で使われるく着る・脱ぐ〉はより特殊的・

部分的限定性を持った〈脱ぐ・履く〉より理解度が高いことと符合する。この点，時關・空問語の

場合には，蔚二者のように一般性・普遍姓対特殊性・限定性で解釈するのが蝦：適であるか否かは速

断できにくい。しかしながら，この線に沿って考えるならば，時間語テストで指摘されたように，

時間経過がより短いことを示す語のほうがより長いことを示す語より理解度が高いことは，たとえ

ぽ朝昼夜などは去年，今年といったli寺闘より，幼児にとっては一般性があり，具体性があって親近

性がある。また，空間語では，前後ろ，上下，左右などの諮は幼児慮身を座標軸にして位置の認知

が決定されるという自己中心的認知態度に依存するから，位置の決定には縦横に比較して普遍性が

あり，幼児には特に親近性があるといえるかどうか。そして，それらを一括して，一般性・普遍性
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対特殊性・限定性の特性で処理するのが最適か否かはやはり決めにくい。

　もう一つの各対諮内関係では，性状語は量的に多さ（＋）を示す積極的極性のほうが，量的に少な

い（一）ことを示す消極的極性のほうより理解度が高いことを指摘した。このことは，動詞の場合は，

動作・行為・現象が時間的に先行し，後の動作・現象の因となる意味を表す動詞のほうが動作・行

為・現象が時關的に後続し，前の動作・現象の囚となる意味を表す動詞より理解度が高いことを指

摘したが，両者の解釈には直接的な対応関係は見出せない。

　しかし，動詞テストA～Dの中では，情緒的に快（＋）の意を示す語は情緒的に不測（一）の意を示

す語より理解度が高い事例が多く見られる。すなわち，きれいになる〉よごれている，なおる〉か

かる，咲く〉散る，なでる〉なぐる，助かる〉溺れる，喜ぶ〉悲しむ，生まれる〉死ぬなどがある。

この点で（＋）（一）関係とは対応するとみてよい。また，幼児の認知特性からすれぽ，量的な多さ

を示す積極的極性をより優位に認知すると岡様に，時端的に先行し，後の結果を導く因をもつ動

作・行為・現象のほうをより優位に認知する，いわば「認知傾向」あるいは「認知的嗜好性」とい

う点では共通点を見出せるであろう。それはまた時問・空閾語のうち，未来への経過を表す時間語

が圏じ時間経過でも過去への経過を表す時間語より理解度が高いが，ここにも幼児の「認知傾向」

あるいは「認知的嗜好性」があるとみることができる。

　なお，意味素性仮説では，形状形容詞について，無標（大きさ・大きい），有標（小さい）の区分を

して，有標より無標の砥うが習得順序が早いことを説明するが，この点では日本語の語彙には紺義

的な意味の語で構成された複合語が（例，大きい小さい，大小）存在し，それが無標語的機能を果た

している。そこで特に性状語の複合語に注旧するとき，複合語の前都を構成する語の意味の理解度

が高いことを指摘しておく必要がある。では，どのような経緯で，性状語の複合語の前部後部の位

概づけが決定されたのかについては，われわれの知るところではないし，その考察は本報告の目的

外のことがらである。しかし，本テストの理解の各テスト水準の構成からみれぽ，事物・事物の水

準で何らかの認知的傾向，あるいは認知爵勺嗜好性が機倉旨し，具体的な単語・事物の水準で複合語構

成が行われたという仮定もできるが，あくまで推察の域を出るものではなく，今後の課題とする。

　もっとも，本報告で明らかにされた性状語，敢闘・空間語および動詞の対語闘の理解度の高低や

対語内の理解の高低は幼児の日常の語彙使用と対応し，また，成人の日常の語彙使用とも対応する

ならば，その対応は単物・事物水準での認知的傾向あるいは認知的嗜好性に依存するという解釈も

試みられてよい。

　そこで，本報告の結果に対する比較資料として，幼児の欝常の語：彙使用例を岩沸｛・村石「用例集
　　　　ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷぷ

幼児の用語」また，成人の臼常の語彙使用例を国立國語研究所「電子計算機による新聞の語彙調査」

の使用頻度に求めれば，その順位相関係数および対語内の理解の高低と丁々使用数の多少関係の合

　＊　岩灘悦太郎・村石昭三「珊例集　幼児の用語」日本放送蓬i版協会　昭不β51年

　＊＊　閣立野語研究撰「電子計理疋機による新聞の語彙調査」（報告37）　1沼和45年
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致度（％）は次の通りである。

団児・懸臣聞の識
性　状　語

時聞・空間語

動　詞　A

（r）　O．67　6（L％

（y）　O．26　670／，

（r）　O．　32　50　o／．

（r）　O．48　910／．

（r）　O．　10　78　e／．

（r）　O．　07　38　o／．

（注）比較の対象にした語はすべて対語テ

ストの刺激語である。

　したがって，このことから，学報皆で，理解度の高い語，特に性状語は「幼児の用語」噺聞の

語彙」調査でも高い頻度で使用されていることを示すとともに，幼児と丁寧における語彙使用の普

遍性が示唆される。

8．本テストでは，すでに述べたように，単語・単語の水準，単語・事物の水準，事物・事物の3

水準を設け，これに単語・単語の水準では対語。対文（動詞だけ）テスト，単語・事物の水準では発

語，誘発，認知テスト，そして，事物・事物の水準では，一部のテストに系列化や事物変換テスト

などを実施した。そしてこれらの各段階での基準反応率を見ると，単語・単語の水準から，単語・

事物の水準へ移行し，しかも発語，誘発，認知テストに移行するだけ理解度が高まることが予測さ

れたが，この予灘は大筋では認められ，語の理解は理解度が高い認知テストの段階から誘発テスト

の段階，発語の段階へ，さらに対語テストの段階である単語・単謡の水準へと進んでいくことが示

駿された。このことは従来の言語教育では，表現語彙テスト，理解語彙テストが添すように，単語・

事物の水準でのテストが試みられ，指導が心がけられてきたが，ただ，特定の場面で発語し，理解

できるほかに，単語・単語の水準でいかに正しく単語の系を組織づけていくかの指導が必要であり，

それが言語能力の発達を促すことになると考えられる。そこでこのためには，幼児期から単に話し

たり，聞いたりする言語活動の指導のほかに，言語の系を組織づけていく詣導，すなわち，音のし

くみを気づかせ，意味のしくみを気づかせ，言語形式を気づかせていくことを鼠的とした「ことば

遊び」の指導が重視されなくてはならない。

　一方，「左右」の空間語のように，単語・単語の水準では比較的理解が容易であるのに，単語・

事物の水準では，具体的な場面での左右概念が必要とされるために著しく理解度を低める一連の対

語がある。これらは，事物の水準での概念の発達を必要かつ前提にすることを示唆しており，言語

教育は性状・空聞・時間概念の発達を促す概念形成の指導にも重要性を置くべきであって，単なる

言語水準だけの指導にかたよれば，いわゆる「書語主義」に陥ることになるだろう。

　なお，回報皆では，｛生状語26語，蒔聞・空閥語46語そして動詞220語に関するすべての語の各水

準での理解度はそれぞれ4－1－1A表，4－2－！表，砺3－1i麹こ示してあり，それぞれ，五十音願に示し

てある。これらの語はいずれもその領域での基本的な語を網羅してあるから，それらの基本語のう

ち，どの語から指導をしていくかの具体的な語選択の資料として有効であろう。

9．本報告では，諸テストのほかに，被験者の家庭環境を含む言語生活の特性をアンケートによっ
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て掘握し，これらと語彙能力との関係を考察した。性状語，時闘・空間語はテスP得点をもって語

彙能力と規定し，アンケート反応との交差分析をしたが，幼児の年齢，クラス年齢，保育年数，両

親の年齢，また文字を中心にした言語活動に有意な関係を認めた。しかも，性状藷テストと時間・

空闘語両テスト間に有意な関係を共通した項霞に認められたことが注碍される。特に，文宇を中心

にした言語活動に有意な関係を認めたことは，文宇という中の特に知的活動の側面と，語の理解の

水準というテストの性格が言語の認知的側薩を強調した調査という点で対応関係を持っていること

を示唆している。

　一方，性状語，時闘・空回語テストで，有意差が認められなかったものに，地域差と性蓬がある。

従来の言語能力諸テストでは地域差（都市部〉才ig部），性差（旧く女）という不等関係が得られてきた

にもかかわらず，本報告ではそれが認められなかったことに注潤する。もちろん，たとえぽ時間語

テストでは，〈朝昼夜〉〈朝昼晩〉といった地域別的言語使用上の特性が認められ，それが基準反応

率を低める干渉的現象は事例的に認められたものの，基本的には，本報告であげた語彙理解には地

域差が生じなかったということに注目するのである。性差に関しても，言語の認知的側爾を強調し

た本テストでは差が出ず，したがって，もし，比較的差が現れるとすれば，具体的な生活場面での

言語表現行為の次元であろうと推察される。

　この点に関し，動詞テストでは語彙能力を対語，下文，発語，誘発，認知の各段階ごとに．，かつ

○（正反応）系，K（～ナイ）系，　N（無答）系，葬（左記以外の反応）系に紹分化した上で，地域，クラ

ス年齢，性，生活年齢，保育年数に関して交差分析した。それによれば，クラス年齢，生活年齢，

保育年数が○系に差を認めたことは，性状語，時間・空回語テストの場合と醐様であるが，最も基

底にあると考えられた対語テスト，すなわち単語・単語の水準においては，地域差および性差が認

められなかったことも，了海二者のテストと符合する。この点からすれば，言語の認知的側面を強調

した言語教育，とりわけ語彙教育をそれぞれの地域，男女の幼児に与え，差の生ずると想定される

言語の具体的場面での発語行為の問題点を解決していくための才旨導内容の確立が必要である。

　言語能力に関して，上に述べてきた特徴が地域差として生じるのは，呉体的な事物に対弓hる名づ

けのような方書的な体系の干渉があり，しかも日常的な言語生活二三では必ずしも発語行為を必要

としない習慣にも影響されて，いわゆる話すことに積極的な都会型，話すことに消極的な郡部型を

印象づけ，それがひいてはあたかも語彙の豊富さや語彙能力に影響されているかのごとく考えられ

がちであるが，この解釈は妥当ではない。言謡能力に関する性差の問題もすでに指摘したように，

従来の言語テストに示された性差は主として呉体的な生活面での雷語表現行為の次元であったから，

地域差で考察したように発語行為における積極性・消極性を誘因する生活態度的な爾が影響すると

考えられるが，本調査のように，系の成立という意味の構造化を対象にすれぽ，本質的に性差は存

在しないという解釈も試みられてよいであろう。そしてこの系の成立という意味の構造化のいっそ

うの意識化・自覚化が満5歳あるいは満6歳蕊後における生活年齢差という発達の質的転換期を画
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することになると解釈される。

10．最後に，われわれは本調査の問題点，ならびに将来の関連調査のために，3点を提案しておく。

第1点は被験老の年齢である。本調査は4歳児および5歳児クラス児を対象にしたが，系の成立と

いう意味の構造化，意識化の過程を語彙能力の発達と考えたとき，系の成立の端緒はいっか，かつ，

系の成立の完成はいっかを明らかにする必要がある。そしてそのためには，被験老は発語行為の一

応の基礎が形成される3歳期から，言語系の完成と見られる小学中学年までを対象にした調査が必

要である。第2点は方言による意味の系の成立である。本調査は共通語による系の成立を基準とし，

このために，教示も共通語により系反応が得られるようにしたが，方言系と共通語系の梱互交渉を

明らかにするためセこは，方言系の成立過程も別途に曝らかにされねばならず，方言系を確めるため

の調査が必要である。

　そして第3点は刺激絵図を用意して，実際の事物に紺する言語反応を求めたが，その絵図が本質

的に実際の事物に対する署語反応を導くのに最も“一’一’ftt的であるか否かの確認は得られないし，事実，

とりわけ動詞テストでは絵図の誘引による誤反応が目立っている。もっとも，幼児の認知過程から

見れば，端的に絵図から必要な動詞反応が期待できない（たとえぽ，混む，空くなどの勤講絵図295

ページ参照）ものは，実際の臼常生活でも，単語・事物の対応が困難であるという対応関係が認め

られる。それにしても，絵図の適否によって正答率にゆれが生じることも十分に考えられるし，カ

レー（S．Carey）のいう，特定場面における認知の非一貫性を説明する「素性脱落・変異反応理論」も提

出にされていることであるから，刺激絵図の統制の問題はあらためて検討されなけれぽならない。

　＊　S．　Carey：　The　child’s　as　word　learner．　ln　the　M．　ffalle，　」．　Bresnar　＆　G．　A．　Miller　（Eds）．　Linguistic　theory

　　and　psychological　reality．　264一一293．
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〔付録資料1　性状語テスト〈手びき〉〕

匝調査手びき・

就学前児童の言語能力に関する全国調査

　　　　幼児の語彙力調査

〈性状語テスト手びき〉

国立国語研究所

1968

1．調査の概要

　この調査は，東北（宮城・岩手），東京，近畿（京都・和歌山）の各地域の幼稚園から抽出した

約900名（30園）の就学前児童（4歳～5歳児）を対象に，基本的な諮の理解の特徴をテスト法に

よって明らにします。一方，幼稚園・家庭を対象にしたアンケート調査から，幼児の言語生活に関

する実態をさぐります。

2．本テストの構成

　本年度に行うテスト・バッテリーは次の4領域から構成されています。調査地域と被調査者の人

数配分は次の通りです。

地　域

テスト

東

　A
範嬉化

主 75

性状語
　　D
時聞・空間語

，，　1

　D
意味分化

75　i
75

406　　付録資料



東北

近畿

o
∵

75

75

75

75

75

75

75

75

ここで説明する内容は，上記のなかのB性状語テストです。

3．性状語テストの構成

　性状語のうち，視知覚の可能な対象について，その麟象の大きさ，高さなどを比較形容する形容

詞から構成されています。

L
4
．

7
．

10．

12．

13．

大きい・小さい　　2．多い・少ない　　3．太い・綱い

濃い・淡い　　　　5，厚い・うすい　　6．広い・狭い

高い・低い　　　　8．長い・短い　　　9．深い・浅い

高い・安い　　　11．暑い・寒い

最：も大きい・最も小さい

いちばん大きい・いちばん小さい

　＊　10，1ヱおよび4はそれぞれ，10－7，11－5，婆一5の異なる文脈での反対誘関係をもつ形容詞としてあげました。また，

　　　12，13は最上級を刑す表現形式としてとりあげました。

　上記の各性状語を次の6側面からテストして，理解の特微を明らかにし，就学溺段階での理解水

準を問題にします。

テスト1　単語・単語の系（反対語）　　全語（13対・26語）について行う。

　テスト1一補テスト1でΩ，丞，×反応の語は補充欄にその語を登録し，新しい語形式反応が出なく

　　　　　　　なるまでテストをくりかえす。

テストH　発　　　語　　　　　全語（16対語）について行う。

テスト還　誘導発語　　　　　　テストEのうち，基準反応（○）をのぞく全語について行う。

テストN　認　　　知　　　　　　テスト皿のうち，基準反応（○）をのぞく全語について行う。

テストV　パラメーターの分難　　4材料について行う。

テストW　系列　化　　　　　6種のカードについて行う。

1　性状語テスト＜手びき＞　　40ア



4．　テストの方法

①個別テスト：所定のテスト用具（テストH～N，Wではカード，テストVではホース，手帳，

　リボン，ブロック・積み木）を使い，幼児にひとりずつ個牙目にテストをします6

②所要時点：時間制限はありませんが，大体，テスト1～VI全体に要する時聞は40～50分です。

　4歳児のほうが，5歳児より，また誤反応の多いものは若干，時間がかかります。幼児がテス

　トを放棄しないよう，適宜，気分転換を工夫してください。

5．　正誤の判定基準と記録のとり方

判定基準

テス

旧号

1

v

o

当該の基準的な語

形式による反応
（幼児音を含む）

上　に　岡　じ

上　に　隅　じ

正しい指摘

正しい抽出

正しい配列

Ω

当該の基準的な語

形式以外の慣絹的

反応（幼児語・方

言を含む）

上　に　同　じ

上　に　岡　じ

　　　　　ホ不完全な抽出

溢

意味の上では正し

いが「～十ナイ」

形式による反応

上　に　同　じ

上　に　同　じ

×

意味に誤りのある

反応

上　に　同　じ

上　に　局　じ

誤った指摘

誤った抽出

誤った配列

N

無答（知らないを

含む）

上　に　同　じ

上　に　岡　じ

上　に　間　じ

上　に　同　じ

上　に　同　じ

　＊　2～3緬の抽出が可能なのに，1個の抽出しか行わなかった場舎，誤った抽繊が混合した場含は×となる。

⑫幼児の反応に対する一応の判定基準を示したものです。テスト1に関しては，具体例でもって後

　述してあります。

羅記録のとりかた

く1）調査員は幼児に問いかけながら，次のことを記録しておいてください。

　　1．　幼児の反応を一→反応欄に記入

　　2．　その反応の正誤を一記号で正誤欄に記入

　　ただし，2についてはその最終的な判定は国立国語研究所が行いますから，判定に迷う場合に
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　は記入しなくても結構です。ただし，幼児の反応だけは忠実に記録しておいてください。

（2）幼児の反応はすべてのテストの場合，反応欄に正確に片カナで記入していただきますが，幼児

　音で反応した場合（大きい一→オーチイ）は，その幼児音のまま片カナ表記をしてください。そ

　して正誤の判定が明白な場合には正誤欄に記号を書きいれてください。

　　ただし，反旛が正反応（基準約な語形式による反応）であれば，正誤欄に○と書くのみで，必

　らずしも反仁治に記入する必要はありません。

擁記録用紙

　　記録票　2枚

　　テストの前後に，2枚の記録票について，園名，幼児名，調査日，調査者氏名をお忘れなく記

　入してください。

　　その他の事項はテストが終了後に園側の協力を得て記録票を完成してください。

6．　各テストの実施要領

テスト1　言語・雷語の系（反対語）

刺激語および反応語に対する正誤判定

刺激語

正　誤

1．大きい

2．多　　い

3．太　　い

・。拠大き

5．濃　　い

6．高　　い

　　いちばん7．

　　多い
な

8．厚　　い

9．広　　い

10．高　　い

U．暑　　い

12．長　　い

13．深　　い

。

イ　サ
ッ　サ
　チ　ャ

ク　ナ

イ
イ
ィ
　
イ
　
　
イ

ス　　イ

　　略）

　　略）

　　略）

　　略）

　　略）

　　略）

　　略）

　　略）

Ω 送

チ　ソ　コ　イ

ス　　　　tu　　　シ

チ　　　ッ　　　ト

ホ　ソ　コ　ッ　イ

ホ　ソ　ッ　ポイ

イチバンチイサ
イ

ウス　ッ　ポイ

ヤス　ッ　ポイ

イチバンスコシ

ウス　ッペラ
ウス　ッ　ポイ

（省　　　略）

（省　　　略）

（省　　　　略）

（省　　　略）

（省　　　　略）

オオキクナイ

オオクナイ

フ　ト　クナイ

モットモオオキ
クナイ

u　ク　ナ　イ

タ　カ　クナイ

イチバソオ・オク

ナイ

アツ　クナイ

ヒ　ロ　ク　ナイ

タ　カ　ク　ナイ

（省　　　　略）

（省　　　　略）

（省　　　　略）

X
　ii　　正誤
Nli刺激語

ス　ク　ナ　イ

タ　　ク　サ　　ン’

ホソナガッポイ

モットモタカイ

ヨ　　ワ　　イ

ヒ　　ク　　イ

ス　ク　ナ　イ

サ　　ム　　イ

セマックルシイ
フ　　ロ　　イ

ヤ　　イ　　ス

ウ　　ス　　イ

（省　　　　略）

（省　　　　略）

（
省

略
）

1「．小さい

2’．少ない

3’．細　　い

4’．曇も小さ

5’．淡　　い

6’．安　　い

　　いちばん7’．

　　少ない

8t．薄　　い

9’．狭　　い

10’．低　　い

11’．寒　　い

12t．短　　い

13’．浅　　い

（
省

略
）

ec後記，記録例の注参照のこと。
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懸教示と奨施手順

（王）教示：テスト導入のために，現物の石とボールを持たせて，「これは石，これはボールです，さ

　わってごらんなさい。どっちがかたいでしょうか。（答を待つ。かならずしも口答で答えなくて

　もよいが）石のほうがかたいね。では，こっちのボールはどうなんでしょう。（答を待つ）。ボ

　ールはやわらかいね。だから，かたいの反対は？（答を待つ）。そう，かたいの反対はやわらか

　いですね。また，やわらかいの反対はかたいですね。では，これから先生がいろんなことばを書

　いますから，反対のことばを言ってください」

　「はい，では，オーキイの反対は？（答を待つ）。では次に進みます。多いの反対は？……（以下

　問じ）1

　（2）呈示願序：前頁一一覧表参照

　　　1。大きい一→13．深い一→1’．小さい→13ノ．浅い一→（補充藷）

　㈲　教示上の注意

　①タカイ（6，10）の反文書に，ヒクイ，ヤスイのいずれかがでたら「もっとほかにタカイの反

　　鮒になることぽがあったら言ってください」とたずねる。

　②幼児語，方言で答えた場合も「もっとほかに………」の質問を行う。

　③オオキイをイーキオと答えた場合は導入法の不備だから練習をくりかえす。

　　　また，「～の反対」ということばが納得できない幼児がいたり，導入に使った「石」「ボール」

　　から離れて反対語を考えることのできぬ幼児がいたりする。このような場合には，実物を隠し

　　て，「先生がかたいと言ったら？（答を待つ）やわらかいでしょう。では先生がやわらかいと言

　　ったら？」（答を待つ）の導入を行う。

　④知らないと答えたり，誤答した児童に対して，正答をひきだすために無理があってはならな

　　い。

　　　たとえば，「大きいの反対は？」という問いかけを「大きい帽子の反文寸は？」という問いか

　　けに変更したりすることはいけない。

補充テストについて

　幼児の反対語のΩ，玉および×については，それらを補充テスト刺激語として記録用紙の空欄に

記録し，上記のテスト手順をくりかえしてください。

臨記録の例

刺　激　無 反 応 正誤

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
　
一
V
　
㌔
　
、
　
し

　
　
　
き

き
　
　
大

　
　
　
も

大
多
太
最
濃

L
2
。
a
4
，
5

チッサイ

チット

ホショッポショイ

○
Ω

O
N
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　＊　3は正誤の判定保留の調

　　　4は基準的な語形式による反応のため，反応詑入を雀略した例

　　　5は反応・蕉誤欄の両方にN，Nを書くべき釧

　＊＊　8〈厚い〉の剰激語に対して，ジサムイ」の反絡が出たならば，それは11の開題として扱い，i1欄に認録すること。そ

　　して，再び〈厚い〉の刺激語を畠示すること。他の問題もこれに準ずる（問題6，10，11，5’，8’）

テスト∬　発語

刺激カード

1。犬（大小）容積

2．　りんご（多小）非連続

3、竹（太綱）

4．　犬　 （最ブ〈。最iJ＼）　一5枚

5．色（濃淡）

6，　果物類（高安）

7。　りんご（いちばん多少）一5枚

8．　　本　（厚薄）

9．　　｝也　σ去拶尋）　颪積

10．丸（大小）面積

ll．　煙突（高低）

12，　コップ（多少）連続

13．　　冷暖房具　（暑寒）

14．　　鉛筆　（長短）

15，　プール（深浅）

16．　道（広狭）鼠

壁反母語に対する正誤判定

　テスト1の正誤半掟表に準じます。ただし次の例は慣用反応（Q）とみなします。

　　9．　池　　11．　煙突　　14．　鉛筆＝：大小

　！5．　プール謹多少　　　16．　道＝細（太をのぞく）

　もっとも，なお，坐禅の問題点があるので今後の討議により変更がありうると考えてください。

騒声誉と実施手順

こ練習〕　石とボール（現物）を暴示して，「贋はボールとくらべて固かったね。ではボールは石にく

　　らべてどうでしょう。（筈を待つ）そう，ボールの方が石よりもやわらかいですね。いまから，

　　同じようなものを出しますから，ふたつをくらべて，どっちの方がほかのものよりもどうなの

　　か，答えてください」

〔！．犬〕「犬が2匹いますね。形は似ていますが，この犬とこの犬とくらべて，どんなふうにちが
　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　

　　うのでしょうか。この犬は，この犬よりも？　ではこの犬はこの犬よりも？」

　　　　・大きな犬，鰍小さな犬のこと，以下，各対の呈聞顧はこれに準ずる。

〔2．　りんご〕「リンゴがお皿にのってますね。ふたつのお皿のリンゴをくらべて，どんなふうにち

　　がうでしょうか。こっちのお圃．のリンゴは，こっちのお皿のリンゴよりも？（くりかえし）」

〔3．竹〕　上に準ず。

〔4．犬一5枚〕「（大きい願に配列し）犬から5匹並んでいますね。この犬はここにいる全部の犬

　　とくらべてどんな：ふうにちがうでしょうか。この犬はここにいる全部の犬の中で？（くりかえ

　　し）」
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〔5．色〕　「両方のカードに色がぬってありますね。この色はこの色とくらべてどんなふうにちが

　　うでしょうか。この色のほうがこの色よりも？（くりかえし）：

〔6．果物類〕　「パイナップル，リンゴがあります。パイナップルは500円で，リンゴは50円だそ

　　うで。パイナップルのほうがリンゴより？（くりかえし）」

〔7．　リンゴー5枚〕　「リンゴが五つのお皿にのってますね。これらのお皿のリンゴは，ここにあ

　　る全部のお皿のリンゴとくらべてどんなふうにちがうでしょうか。こっちのお皿のリンゴはこ

　　こにある全部のお皿の中で？（くりかえし）」

〔8．　本〕　2に準ず。

〔9．池〕　2に準ず。

〔10．：丸）　「マルがふたつありますね。このマルとこのマルとくらべてどんなふうにちがうでしょ

　　うか。この丸のほうがこのマルよりも？（くりかえし）」

〔1！．煙突〕　「エントツが2本ありますね。このエントツとこのエントツとくらべてどんなふうに

　　ちがうでしょうか。このエントツのほうがこのエントツよりも？（くりかえし）」

（12．　コップ〕　「ふたつのコップに水が入っていますね。こっちのコップの水とこっちのコップの

　　水とくらべてどんなふうにちがうでしょうか。こっちのコップの水のほうが，こっちのコップ

　　の水よりも？（くりかえし）1

〔13．冷暖房具〕　「ふたりの女の入が扇風機とストーブにあたっています。この女の人はなぜ扇風

　　機にあたっているのでしょうか。ではこの女の人はなぜ，ストーブにあたっているのでしょう

　　か」

〔14．鉛筆〕　「鉛筆が2本ありますね。この鉛筆とこの本の鉛筆とくらべてどんなふうにちがうで

　　しょうか。この鉛筆のほうがこの鉛筆よりも？（くりかえし）」

〔15．　プール〕　「男の子がプールの中で立っていますね。こっちのプールとくらべてどんなふうに

　　ちがうでしょうか。こっちのプールのほうが，こっちのプールのよりも？（くりかえし，＞」

〔16．道〕　上に準ず。

騒呈示順序

　1．犬（大小）一16．道（広狭）

記録例

カPt　ド

1．　犬

2。　リンゴ

語

大　き　い

多　　　い

反　　応

スクナイ

タクシャン

正誤

×

語

1’．小さい

2’．少ない

反　　応

オナキクナイ

スケナイ

正誤

玉

9・池亭 薗部キdΩ睡狭■チ・サ・IQ
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　w　2は正誤の判定保留の例

　ee　9は反応が慣∫月による反応とその羅誤例

羅テスト皿に移行ぎせるもの

　基準反応（○）以外の問題はすべてテスト皿に移行させてテストを行います。

テスト狙　誘導発語

　テストHにおいて基準反対（○）以外のもののみを扱います。反対語のふたつともが基準反応以

　外の場合は一通り：全部の片方がすんだ後にあらためて行います。

騒刺激カード　テストEに準ずる。

懸教示　練習なし。

〔1・犬〕一（オオキイが無答であった場舎）「犬が2匹いますね。この犬とこの犬とくらべてどん

　　なふうにちがいますか，この犬のほうがこの犬よりチイサイです。ではこの犬のほうがこの犬

　　よりも？」

〔2．～16．〕　　上セこ同じ。

臼蓋蝋｝テス腱ず・・

テストIV　認知

　テスト頂において基準反応（○）以外のもののみを扱います。反紺語のふたつともが基準反応

（○）以外であった潮影は一通り全部の片方がすんだ後にあらためて行います。

縢刺激カード　テスト∬に準ずる。

匿i教示　三無など。

〔1．　犬〕一（オオキイが答であった場合），オオキイの犬のほうを指でさしなさい。

〔2．～16．〕　上に同じ。

猛呈示順序　テスト∬に準ずる。

羅記録例

，，　be　F“　1
語 反応［正誤1 語 ｛反応陣

1．　　犬

2．　犬（5枚）

大　き　い

最も大きい C， O
X

1’．小さい

7喉も小さ
小をさす

　　C4
×
×

　＊　4の反応はカード番号で示した例

テストV　パラメーターの分離

醗刺激材料（426ペー・・ジ参照）

1．　ホース

　　　　　　　　　　　見　本　言己　号

（長さ×太さ）㊧見本A見本B㊧見本A見本B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　性状語テスト＜手びき＞　413



　2．手帳　　　　　　　（厚さ×大きさ）　㊥見本A　見本B　㊧見本A　見本B

　3．　リボン　　　　　　（長さ×広さ）　㊧冤本A　見本B　⑭見本A　見本B

4．　ブロック・積み木　　（高さ×大きさ）㊨見本A　見本B　㊧見本A　見本B

縢教示

〔練習〕　ブPックを使って，適当に（色×形）一→4種とする。

　　「いろんな色や形のブPックがありますね。これと岡じイロのブロックをふたつちょうだい

　　（まちがったらくりかえす）」

〔！．　ホース〕　「いろんなホースがありますね。これと同じナガサのホースをとってちょうだい」

　　（もとヘホースをもどす〉「はい，今度はこれと同じフトサのホースをとってちょうだい」

　　　・・　幼児が1本だけとって満足していたら，「もうそれだけでよいか」とたずね，「ない」と

　　　答えるまで探させます。

〔2．～4．〕　　上亭こ鷲皇づ置。

繧材料の配置

　全部の材料をバラバラに配置する。ただし，材料が重なり合ったり，また同じパラメーターの材

料が一箇所に集中することがないようにしてください。

鷺呈ポ順序

　　1．一一＞2．一＞3、一一→・4．　（舞一i’16試行）

記録例

材　　料

1．　ホース

滋
ロ
蒙
皿

長

反　　応

＠　5

正誤

×

oi

五
目
愛
四

太

反　　癒

3

1

正誤

Ω

N

　・　②は正反応を示す

テストVI系列化

羅　刺激カード　使用カードは各5枚

　　1．

　　2．

　　3．

　　4．

　　5．

　　6．

羅教示

丸

コップ

池

リンゴ

犬

道

（大小）

（多少）

（広狭）

（多少）

（大小）

〈広狭）

〔練習〕など

414　付録資料



〔1〕　（丸のカードをランダムに並べて）「丸が大きいのや小さいのや，いろいろありますね。丸を

　　大きい順に並べてください」

　　（注意）　1．　「～の順」という指示のことぽが納得できないように思われたら，「大きいほう

　　　　　から小さいほうへ順番に（順々に）並べるのですよ」といいかえてもよい。

　　　　2．配列の順は左から並べようが：右から並べようがさしつかえない。

〔2．～6．〕　上に準ずる。

懇呈示順序　1。　丸（大→小）一→6．　道（広ゆ狭）

灘記録例

カー ｡副　＞＞〉陣
　1．　　JiiL　　大小　　○　O　O　O　O　　O

　2．コップ多少①③②④⑤　×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　1は正反応鯛　2は誤反悠頻瓠

〔付録資料2　性状語テスト〈絵図。用具〉〕

　次ページより掲載した絵図弓…越智は，テストn～W，VおよびVIに使飛したものである。なお，

テストWの問題4りんごおよび問題5犬の刺激絵図はそれぞれテス1・II［～Nに使用した問題7およ

び問題4の絵図と同一のものである。

1　牲状語テスト＜手びき＞　415
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　　　　　　　　　〔付録資料5　被験者の特性くアンケート調査〉〕

　この付録には，被験者の特性をアンケート調査結果にしたがって知る資料としてあげてある。

　！　資料はアンケート質問項臼順にしたがって記されている。

　2　資料は本調査の3種類のテストの被験者を含む。

　性状語テス5　！94名

　蒔問・空虚語テスト　228名

　動詞テストA　184名

　3　性状語および時聞・空間語テストの被験者の資料は地域別に分かれている。動詞テストの被

　験者の地域は性状語および時閲・空手語テスト1被験者の地域と重複するので，地域例には分

　けなかった。

　4　動詞テストAのアンケート項欝には，18．子どもの活動に関する’ものが含まれていない。

1．被験者の性溺

十漏＝
口
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一
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2
㎜
女

性状　語

1　岩 手
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合 計

時間・空間語

1　和　歌　山
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2．被験者の年令

1 2 3 4 5 6

計
4歳半以下 5歳以下 5歳半以下 6歳以下 6歳半以下 7歳以下

性　状　語

1　岩　　手
　　72

P00．0

　17
Q3．6

　！4

P9．婆

　21
Q9．2

　17
Q3．6

　3
S．2

2　仙　　　台
　　70

P00．0

　21
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Q5．7

　15
Q1．4

　！5

Q1．4

　1

k4

3　東　　　京
　　52

P00．0

　10
P9．2

　14
Q6．9

　19
R6．5

　　9

P7．3

合　　　計
　194
P00．0

　48
Q4．7

　46
Q3．7

　55
Q8．4

　41
QL4

　4
Q．1

時問・宴；量問語

1　和　歌　山
　　77

P00．0
　6
V．8

　11
P4．3

　21
Q7．3

　22
Q8．6

　17
Q2．］．

2　惣　　　都
　　78

P00．0
　3
R．8

　18
Q3．1

　25
R2．1

　18
Q3．1

　1婆

I7．9

3　東　　　京
　　73

P00．0
　l
戟D4

　　9

P2．3

　17
Q3．3

　21
Q8．8

　18
Q4．7

　7
X．6

合　　　計
　228
P00．0

1
．
4

18

V．9

　46
Q0．2

　67
Q9．4

　58
Q5．4

　38
P6．7

動　　　　詞

合　　　計 　184
P00．Q

　26
I4．1

　38
Q0．7

　51
Q7．7

　33
P7．9

　36
P9．6

3　被験者の兄弟数

1

曇
” 1 7

胃

ノ
」

2

2 2
巴

ノ
乱

3

3 曹
二

／
エ

rrrT一
4年以上 無｝i圃答

’i生　　♪｝犬　　1語

1　岩　　　手
　　72

P00．0

　51
V0．8

　20
Q7．8

　1
P．4

2　仙　　　台
　　70

P00．0

　57
WL4

　13
P8．6

3　來　　　京
　　52

P00．0

　27
T1．9

　22
S2．3

　3
T．8

合　　　計
　！94

P00．0

135

U9．6

　55
Q8．4

　4
Q．1
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・空間語時問

1　和　歌　山
　　77

P00．0

　　39

T0．6

　　26

R3．8

　　12

P5．6

2　京　　　都
　　78

PQO．0

　　48

U1．5

　　29

R7．2

　　1

P．3

3　東　　　京
　　73

P00．0

　　30

S1．1

　　27

R7．0

　　14

P9．2

　　2

Q．7

合　　　計
　228
P00．0

117

T1．3

　　82

R6．0

　　27

P！．8

2
．
9

動　　　　詞

合　　　計
　　18硅

P00．G

110

T9．8

　　61

R3．2

！3

V．！

被験者の病気の経験5被験者の他の幼稚園経験の有無4

1 2 3

計
ある ない 無國答

性　状　語

1　岩　乎
　　72

P00．0

　65
X0．3

　7
X．7

2　仙　台
　　70

P00．0

　65
X2．9

　5
V．1

3　東　京
　　52

P00．0

　艇
W4．6

　　8

P5．4

合　計
　194
P00．0

174

W9．7

　20
P
0
．
3
阜

時間・空間語

1　和歌由
　　77

H00．0

　73
W9．7

　2
Q．6

　2
Q．6

2　京　都　　　　　1
　　78

P00．0

　74
X4．9

　4
T．1

3　東　京
　　73

P00．0

　66
X0．4

　7
X．6

合　言十 　228
P00．0

213

X3．4

13

T．7

2
．
9

動　　詞

合　計
　184
P00．0

157

W5．3

　23
P2．5

　4
Q．2

1 2 3

計
ない ある 無回答

性　状　語

1　看　手
　　72

P00．0

　67
X3．1

　5
U．9

2　仙　台
　　70

P00．0

　68
X7a
　2
Q．9

3　東　京
　　52

P00．0

　婆9

X4．2

　2
R．8

　1
P．9

合　計
　194

P00．0

184

X婆．8

　9
S．6

1
．
5

時問・空閥語

1　和歌山
　　77

P00．0

　72
X3．5

　5
U．5

2　京　都
　　78

P00．0

　75
X6．2

　3
R．8

3　東　京
　　73

P00．0

　66
X0．4

　6
W．2

　1
P．4

合　計 　228
P00．0

213

X3．4

14

U．1
1
．
4

動　　　詞

合　計
　ユ84

P00．0

171

X2．9

13

V．1
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6　被験考の利手

1 2 3 4

計
右 左 画 方 無 鷹 土

性 状
葦
五
口
q

ユ
監躍認

ﾎ 手
　　72

P00．0

　66
X1．7

　3
S．2

　3
S．2

2 仙 台
　　70

P00．0

　62
W8．6

　3
S．3

　5
V．1

3 東 京
　　52

ﾊ00．0

　46

W8．5

　2
R．8

　4
V．7

ノ
凡
口 計 　194

P00．0

174

W9．7

　8
S．1

12

U．2

時1；1レi螂II熱
P蓄二】

ユ 和　歌 山
　　77

P00．0

　7！

X2．2

　2
Q．6

　4
T．2

2 京 都
　　78

P00．0

　74
X4．9

　2
Q．6

　2
Q．6

3 東 京
　　73

P00．0

　68
X3．2

　ユ

k4
　4
T．5

／
、
償 計 　228

P00．0

2玉3

X3．4

　5
Q．2

10

S．4

動 詞

A
q

計
　184
P00．0

169

XL8
　8
S．3

　6
R．3

1
。
5

7　被験老の家族人数

1　　　　　2　　　　　3 4 5

計
2　　人 4入以下 6人以下 7人以上 無回答

性　状　限

！　岩　　　手 　72
P00．0

　工

k4
　28
R8．6

　29
S0．3

　13
P8．1

　1
P．4

2　f山　　　台 　70
P00．0

　36
T1．4

　20
Q8．6

　13
P8．6

　I

k4
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3　東　　　京
　　52

P00．O

　　22

S2．3

　　19

R6．5

　　4

V．7

　　7

P3．5

合　　　計
　194
P00．O

1
．
5

　　86

S4．3

　　68

R5．1

　30
P5．5

　　9

S．6

il寺開。空問言孟｝

ユ　和　歌　山
　　77

P00．0

　　1

E1．3

　　32

S1．6

　　32

S1．6

　　12

P5．6

2　京　　　都
　　78

P00．0

　　17

Q1．8

　　39

T0．0

　　22

Q8．2

3　東　　　京
　　73

P00．0

　　1

P．4

　　36

S9．3

　　26

R5．6

　　10

I3．7

合　　　計
　　228

P00．0
2
．
9

　　85

R7．3

　　97

S2．5

　44
P9．3

動 詞

合　　　計
　　184

P00．0

　　72

R9．工

　　73

R9．7

　　39

Q1．2

8　被験者のきょうだい数

1 2 3 娃

計
1　　入 2　　人 3人以上 無回答

性　状　語

1　岩　　　手
　　72

P00．0

　　9

P2．5

　52
V2．5

　11
P5．3

2　抽　　　台
　　70

P00．0

　10
P4．3

　50
V1．4

　10
P4．3

3　束　　　京
　　52

P00．0

　　8

P5．4

　40
V6．9

　4
V．7

合　　　計
　194
P00．0

　27
P3．9

142

V3．2

　25
P2．9

時間・空闘語

1　和　歌　慮
　　77

P00．0

　6
V．8

　58
V5．3

　13
P6．9

2　京　　　都
　　78

P00．0

　　8

P0．3

　54
U9．2

　16
Q0．5

3　東　　　京
　　73

P00．0

　13
P7．8

　47
U4．4

　13
P7．8
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合　　　計
　　228

P00．0

　　27

P1．8

159

U9．7

　42
P8．4

動 詞

合　　　計
　　184

P00．0

17

X．2

127

U9．0

　　40

QL8
　6
R．3

9 爾親の共働き

1 2 3

計
は い い い え

翻匠’燭、、

測光

性 状 語

1　岩　　　手
　　72

P00．0

　　24

R3．3

　　42

T8．3

　　6

W．3

2　｛1．ll　　台
　　70

P00．0

　　17

Q4．3

　　53

V5．7

3　東　　　京
　　52

H00．0

　　10

P9．2

　　42

W0．8

合　　　計
　　194

P00．0

　　51

Q6．3

137

V0．6

　　6

R．1

時1｝1；1・空臨孟｝

1　　府1　｝：炊　　出
　　77　　　　　22

P00．0　　　　　　28．6

　　54

V0．1

　　1

P．3

2　京　　　都
　　78

P00．0

　　　　旨

@　22

Q8．2

　　56

VL8

3　東　　　京
　　73

P00．0

　　21

Q8．8

　　5三

U9．9

　　1

P．4

合　　　計
　228
P00．0

　　65

Q8．5

ユ6ユ

V0．6
2
．
9

動　　　　1詞

合　　　計
　　184

P00．0

　　44

Q3．9

！37

V4．5

　3
P．6
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10父の年齢
1 2 3 4 5 6 7

計 25　歳

ﾈ　下

30　歳

ﾈ　下

35　歳

ﾈ　下

40　歳

ﾈ　下

45　歳

ﾈ　下

娃6　歳

ﾈ　上
無回答

性　状　語

1　岩　　　手
　　72

P00．0

　4
T．6

　29
S0．3

　29
S0．3

　　8

PL1
　1
P．4

　1
P．婆

2　伯　　　台
　　70

P00．0

　3
S．3

　30
S2．9

　29
S1．4

　6
W．6

　1
k4

　1
k4

3　東　　　京
　　52

P00．0

　1
P．9

　16
R0．8

　20
R8．5

　13
Q5．0

　2
R．8

合　　　計
　19婆

P00．0

　8
S．1

　75
R8．7

　78
S0．2

　27
P3．9

　4
Q．1

　2
kQ

時聞・空間語

1　和　歌　山
　　77

P00．0

　2
Q．6

　33
S2．9

　3！

S0．3

　　8

P0．4

　2
Q．6

　1
k3

2　京　　　都
　　78

P00．0

　1
P．3

　17
Q1．8

　43
T5．1

　12
P5．4

　3
R．8

　2
Q．6

3　東　　　京
　　73

P00．0

　1
P．4

　29
R9．7

　22
R0．！

　16
Q1．9

　3
S．1

　2
Q．7

合　　　計
　228
P00．0

　4
P．8

　79
R4．6

　96
`2．！

　36
P5．8

　8
R．5

　5
Q．2

動　　　　詞

合　　　計
　18荏

P00．0

　8
S．3

　74
S0．2

　75
S0．8

　23
P2．5

　3
P．6

1
．
5

1f母の年齢
1 2 3 4 5 6 7

計 25　歳

ﾈ　下

　一u9－R0　威

ﾈ　下

35　歳

ﾈ　下

　」司．“S0　成

ﾈ　下

45　歳

ﾈ　下
凄6歳
ﾈ　上

無回答

性　状　語

1　岩　　　手 　72
P00．0

1
1
．
4

23

R！．9

34

S7．2

11

I5．3

3
4
．
2

2　伯　　　台 　70
P00．0

23

R2．9

38

T4．3
　8
P1．4

1
L
荏
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3　束　　　京
　　52

P00．0

　　11

Q1．2

　　25

S8．1

　　13

Q5．0

　　3

T．8

合　　　計
　　ユ94

P00．0

　1

D5

　　57

Q9．4

　　97

T0．0

　32
P6．5

　　6

R．1

　1

D5

時悶・空間語

1　和　歌　山
　　77

P00．0

　　19

Q4．7

　　32

S1．6

　　21

Q7．3

　　5

U．5

2　京　　　都
　　　78

P00．O

　　10

P2．8

　　44

T6．4

　　王8

Q3．1

　　4

T．1

　　2

Q．6

3　束　　　京
　　73

G00．0

　　15

Q0．5

　　38

T2．1

　　16

Q1．9

　　3

S．1

　　1

P．4

合　　　計
　　228

P00．O

　44
P9．3

114

T0．0

　　55

Q4．1

12

T．3
1
．
4

2
，
9

動　　　　詞

合　　　贅一ト
　　184

P00．0

　　50

Q7．2

　　9娃

T1．1

　　32

P7．婆

　　7

R．8

　1

D5

12被験者の面倒を見る人
1 2 3 4 5 6 7 8 9

計
祖父

祖
母
「 父 母 兄弟

その池

ﾌ家族

お手伝

｢さん
その他 無回答

性　状　語

ユ　岩　　　手 　72
P00．0

　2
Q．8

　18
Q5．0

　1

k4
　42
T8．3

　1
P．4

　3
S．2

　1
P．4

　4
T．6

2　仙　　　台
　　70

P00．0

　2
Q．9
　9
P2．9

　1
P．4

　57
WL4

　1
P．4

3　東　　　京 　52
P00．0

　1
P．9

　49
X4．2

　1

k9
　1

k9

合　　　計
　194
P00．0

　4
Q．1

　27
P3．9

　3
P．5

148

V6．3

　3
P．5

　3
P．5

　2
P．0

44
Q．1

時問・窒脳弓

1　和　歌　山
　　77

I00．0

　16
Q0．8

　56
V2．7

　2
Q．6

　2
Q．6

　1

k3

2　京　　　都 　78
P00．0

　王

P．3

　14
P7．9

　1

k3
　62
V9．5

3　東　　　京
　　73

P00．0

　6
W．2

　60
W2．2

　3
S．1

　2
Q．7
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合　　　言一ト 　228
P00．0

1
．
4

　36
P5．8

1
．
4

178

V8．1

　5
Q．2 L8

4　　　1

@　　．4
2
，
9

動　　　　詞

〟@　　計
　184
P00．0

　2
k1
16

W．7

155

W4．2

　1
T．5

　3
P．6

　3
P．6

　4
Q．2

13　すぐ上の兄姉の有無

1 2 3

計
兄 姉 無圓雨

性　状　語

1　岩　　　乎
　　33

P00．0

　　15

S5．5

　　18

T4．5．

2　仙　　　台
　　26

P00．0

　　8

RG．8

　　18

U9．2

3　東　　　京
　　26

P00．0

　　9

R4．6

　　17

U5．4

合　　　計
　　85

P00．0

　　32

R7．6

　　53

U2．4

時聞・罫驕

1　和　歌　由
　　42

P00．0

　　21

T0．0

　　20

S7．6

　　1

Q．4

2　京　　　都
　　42

P00．0

　　24

T7．！

　　18

S2．9

3　東　　　京
　　40

I00．0

　　24

U0．0

　　！5

R7．5

　　1

Q．5

合　　　計
　　124

P00．0

　　69

T5．6

　　53

S2．7

　2
k6

動 詞

合 計
　　88

100．0

　48
5tl．5

　40
45．5

460 付録資料



ど
も
の
本

14

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

計
1　
冊
2　
冊

3　
樹
・
4　
冊
5　
冊

6　
｛
1狂

7　
糊
・
8冊
以
上
買
わ
な
い
無
圓
答

性
　
状
　
語

1岩
　
　
　
手

　
　
72

P0
0．
0

　
5
U．
9

　
28
R8
．
9

　
22
RQ
．
6

　
3
S．
2

　
4
T．
6

　
7
X．
7

　
3
S．
2

2｛
山
　
　
　
台

　
　
7
0

P
00
．
0

　
4
T．
7

　
15
Q1
．
4

　
26
R7
．
1

　
12
P7
．
1

　
．
6

W．
6

　
3
S．
3

　
2
Q．
9

　
2
Q．
9

3東
　
　
　
京

　
　
52

P0
0
．
0

　
4
V．
7

　
ユ
5

Q8
．
8

　
17
R2
．
7

　
1ユ

Q1
2

　
2
R．
8

　
2
R．
8

　
ユ

P
．
9

合
　
　
　
計

　
19
4

P0
0
．
0

13

U．
7

　
58
Q9
．
9

　
65
R3
．
5

　
26
P3
．
4

12

U．
2

　
3
P．
5

11

T．
7

　
6
R
．
1

時
1｝
．
1＝
1・
空
問
語

ユ
和
　
歌
　
山

　
　
77

P
00
．
O

　
　
9

P1
．
7

　
29
D3
7．
7

　
25
R2
．
5

　
2
Q．
6

　
7
X．
1

　
1
P．
3

　
1
P
．
3

　
2
Q．
6

　
1
P
．
3

2京
　
　
　
都

　
　
78

P
00
．
0

　
6
V．
7

　
22
Q8
．
2

　
27
R4
．
6

　
ユ
2

I5
．
4

　
5
U．
壊

　
6
V．
7

3束
　
　
　
京

　
　
73

P
00
．
0

　
l

k4
　
17
Q3
．
3

　
28
R8
．
4

　
13
P7
．
8

　
6
W．
2

　
2
Q．
7

　
4
T．
5

　
2
Q
．
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〔付録資料6　系の成立く図表〉〕

　幼児が性状語や時間・空［｝iコ語，また動作，行為，現象を表す動詞の意味を構造的に理／弊していく

ためには，対諮関係にある単語は対義的意昧の構造を，また系列関係にある単語は系列的意味の構

造を理解していく必要がある。

　そしてこの点に関しては次の2点に注屋する必要がある。すなわち，第！はその構造的意味の理

解は単語・事物の系や事物・事物の系とともに，単語・単語の系が，自覚的，意識的に．構造化され

ていることが必要である。それらは本質的に臼己充足的な体系を持つと考えられるからである。

　そして，第2は簡項のことと関連し，雷語は自己充足的な体系を持つものであるため，対語ある

いは系列的構造も充足的な体系を持つことが必要になるが，それは成人の体系とは異なっているこ

とが考えられる。

　そこで以上のことを明らかにするための資料を得るために，性状語，時間・空問語の対語テスト

および動詞（Aテストに限る）の対議，対：文テストにおける系の成立図を4歳児クラスと5歳児ク

ラスとに分けて作成した。なお，時間・空問語のサークル・シリーズの単語の系に関しては取り扱

わなかった。

　そして，質問はたとえぽ「大きいの反対は何？」と問い，「小さい」と箸えれば，改めて必要な

実施手順間隔を置いて，「小さいの二二は何？」と問う。それが「小さくない」と答えれば，「小さ

くないの反対は何？」と問いかけ，その被験者にとって充足した系の成立が得られるまで，テスト

がくりかえされていくという手続きである。ただし，被験者が「知らない」「分からない」（N反応）

と答えたり，無答（？反応）だったりすればそこでテストは終わる。

　ここにあげた諸図を基に，被験者ごとにその反応をマークしていけば，反痂類型が明らかにされ

ることになる。なお，各図の反応人数は数字で示してあるが，本調査の被験者のほかに，特にこの

調査のために若干名が加えられている。

6系の成立《図表》　475
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特色

醗「幼児の語誌能力」に先立ってまとめられた研究

　報告書です。

騒国立国語研究所が，就学前児童の叢r語能力を，

　全面の経済的・文化的風土の異なる地域の児童

　を簿象に調査し，具体的な豊富な資料によって

　その実態を明らかにしました。

羅これらの調査結果を分折し，幼児期における欝

　語指導の望ましいあり方を追求するための諸資

　料，さらには，幼稚園をはじめとして小学校・

　中学校での言語教育の改善に役だつ1’1・；1題提起を

　行っています。

醗巻末には付録として，調査に使用した文字カー

　ドや調査方法の手びきなどがついているので，

　各地の幼稚園や研究団体でも独霞に調査ができ，

　経年的に定期調査して比較研究も可能です。

懸この研究書は，調査の精度，そして調査規模の

　大きさともに，戦荊・戦後を通じ；わが国で最

　高の水準にあるもので，幼稚園はもとより，小・

　中・高等学校，大学や教育研究所など，あらゆ

　る教育の場に欠くことのできない基本的な資料

　といえましょう。

rr東窟書籍零墨謬＋18刊0



幼児の語彙能力訂正蓑

本文および表中のX2tX2はX2に訂正する。


